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青梅地域の地質

植木岳雪＊・酒井彰＊＊

地質調査総合センターは1882年にその前身である地質調査所が創設されて以来，国土の地球科学的実態を解明するた

め調査研究を行い，その成果の一部としてさまざまな縮尺の地質図を作成・出版してきた．その中で 5万分の 1地質図

幅は，自らの調査に碁づく最も詳細な地質図シリーズの一つで，碁本的な地質惰報が網羅されている．「青梅」 地域の

地質図幅の作成は，この地質図幅作成計画の一環として行われたもので，環境保全，地質災害軽減対策等の基礎資料と

して活用されることを目的としている．

研究報告の作成にあたっては，秩父弗及び四万十帯の堆積岩コンプレックス，新第三系五日市町屈群を酒井が，地質

概説，応用地質を植木・酒井が，そのほかを植木が担当した．また ，全体のとりまとめは植木が行った．

野外調査の一部は武蔵村山市謡会の福島徹氏にご協力項いた．日豊鉱業株式会社には亜炭の未公表資料を提供してい

ただいた．東京都水道局には水源地への立ち入りを許可していただいた．青梅市林務課には林道の立ち入りを許可して

いただいた財団法人結核予防会には工事現場への立ち入りと試料採取を許可していただいた．八王子市建築指導課に

はボーリング資料を提供していただいだ八王子市公園緑地課，入間市みどりの課には公園内でのボーリング掘削を許

可していただいた．埼玉県立所沢高等学校には敷地内でのボーリン グ掘削を許可していただいた．東京都立北線馬高等

学校の足立久男教諭，慶應義路幼椎舎の馬場勝良教諭，立正大学地球環境科学部の菊地隆男教授，第四紀文献センター

の町田瑞男博士，埼玉県立豊岡高等学校の松岡喜久次教諭 ，熊谷高等学校の小幡喜ー教諭，東京都立北多摩高等学校の

角田消美教諭，地球科学研究センターの竹越 智氏，伊勢原市の府川宗雄氏， 小平市の羽鳥訛三I専士， 中央工学校歴史

館の原田静男氏，伊奈石の会の内山孝男氏，財団法人日本私学教育研究所，学校法人八王子学園八王子高等学校，学校

法人桐朋学園桐朋中学・高等学校 ，川崎市青少年科学館，府中市郷土の森t専物館，青梅市郷土博物館，埼玉県立所沢西

高等学校 ，青梅市企画部秘書広報課，東京多摩広域資源循環組合，株式会社二宮書店，財団法人たましん地域文化財団，

とうきゅう環境浄化財団 ，八王子市教育委員会， JR東日本東京工事事務所，東京都農業総合研究センター，東京都森林

事務所，東京都産業労働局農林水産部林務課には文献を提供，複写，貸借して頂いた．本研究で使用した薄片は，地質

標本館の大和田 朗，佐藤卓見，福田利幸の各氏によって作製された．以上の方々に深く惑謝申し上げる．

所屈

＊地質Iti報研究部門
＊＊ 広報部地質標本館

（平成 18年度稿）
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sedimentary complex, ltsukaichi-machi Group、HannoFormation, Bushi Formation, Kanto Loam, Higher terrace deposits, Musashino terrace 
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第 1章地形

（植木岳雪）

1. 1 概要

青梅図幅は， 世界測地系で北緯 35゚40111116-35゚50111116,

東経139゚14148115-139゚29148"4（日本測地系で北緯35゚401-

35゚501,東経 139゚151-139゚30りの範囲を占め，関東山地と

関東平野の椛界部に位買する（第 1.1図，第 1.2図） ．行
はんのう いるよ さやま

政区分は，埼玉県飯能市，入間市，狭山市，所沢市，入
みよし はむら

間郡三芳町．東京都青梅市，羽村市 ，あきる野市，八王
あきしま

子市，福五市，昭島市，武蔵村山市，立川市，日野市，
こだいら

東大和市．東村山市，清瀬市，東久留米市，小平市，国
みずほ

分寺市，国立市．府中市，小金井市，西多摩郡瑞穂町．

日の出町が含まれる（第 1.3図）．
ぷしが f• It 

関東山地は標高 2,475mの申武信ヶ岳を最裔地点とす

るドーム状の大起伏山地であるが，その東縁は標高 500

m以下で起伏が小さい（第 1.1図）．秩父盆地から飯能

市では標高 600-800mで周囲の山地よりも低く ，秩父凹

地帯と呼ばれている（堀口． 1973)．関東山地と関東平野

の地形境界は八王子構造線 (Yabeand Aoki, 1926) と呼

ばれ，古くは断層地形とみなされたが（藤本， 1926b,

1928, 1930, 1932a ; Yabe and Aoki, 1926 ;矢部・青木，

1927)，八王子構造線沿いに確実な活断層は見出されて

いない．関東山地から関東平野に向かっては，多くの丘

陵が半島状に突き出して分布している．関東山地から発

する河川は関東平野内で扇状地を発達させ，それらは段

丘化して台地をなす．

本図幅内の地形は，山地，丘陵，台地，低地に分けら

れる．本図幅北西部は秩父凹地帯の東縁にあた り，標高

350 m以下の山地が分布する．その東には丘陵が分布
なりさ かじあ

し，本図幅内では北から成木丘陵，富岡丘陵， 加治 （阿
ずやま 9よぷ かすみ

須山）丘陵，草花丘陵 ，羽生（伊奈）丘陵，加住丘陵，

川口丘陵，小津丘陵，恩方丘陵，狭山丘陵に分けられる

（第1.2図）．この中で狭山丘陵は武蔵野台地西部に孤立

している ．これらの丘陵は標高 350-90mの東に緩く傾

く定高性のある背面を持つ．ほとんどの丘陵は頂部に堆

積物をのせず，鈴木 (2000c)の丘陵の発達モデルの中で

最も浸食が進んだ段階にある ．しかし，加治丘陵東端，

加住丘陵東端，狭山丘陵は高位段丘堆積物を残し，ほか

の丘陵よりもやや若い段階にある．

本図福内の台地は，北から日高台地，武蔵野台地，秋

留台地，日野台地，加住丘陵と恩方丘陵の間の台地に分

けられる（第 1.2図）．それらは中期更新世後期以降の段

に
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第 1.l図 青梅図幅及びその周辺地域の接峰而

岡山 (1988)を改変した埼玉県 (1999)による．等高線は 100mおき．太枠内は宵梅図幅の範囲

矢印は秩父l』地帯 （堀口 1973).
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第 1.2図 青梅図輻及びその周辺地域の地形区分

括弧内の地名は 5万分の 1図幅名．綺度 ，経度は世界測地系．

三芳町

音梅市

八王子市

東久留米市

清瀬市

第 1. 3図 青梅図幅内の行政区分

丘面の集合体であり，高位段丘面の所沢面，中位及び低

位段丘面の武蔵野面と 立川面，沖梢段丘面に大分され

る．そして，武蔵野面は 7面，立川面は 4面，沖積段丘

而は 10面に細分される．段丘面は平坦で開析が進んで

いない．古い段丘面ほど古い関東ローム層に覆われ，そ

れらが累積した結果，古い段丘面ほどそれを覆うローム

層の層厚は大きくなる．本報告で用いた丘陵，台地の名

称は ，浅井 (1925)，埼玉県 (1968,1999)，森川 (1972a),
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杉原ほか (1972)，町田(1973)，堀口(1974,1986a, 1987a, 

1990)，村本(1975)，松丸 (1980a)，北村 (1988)，角田・

宇津 ｝11 (1994)，角 田・ 羽鳥 (1995)，角 田 ほか

(1996, 1997, 1998)による ．

低地は河川沿いに発達し ，多摩川 ，平井川 ，秋川 ，北

浅川沿いでは現成の扇状地 ，霞川沿いでは現成の氾濫原
やじ

からなる ．また ，霰川の最上流部，谷地川 ，川口川の上

流部では開析谷底が広がる．

本図幅内の主な河川は，荒川水系と多摩川水系からな

る（第 1.4図）．主な河川は，荒川水系では入間川 ，成

木川 ，霰川 ，多摩川水系では多摩川 ，平井川，秋川 ，谷

地川 ，川口l||，北浅川である．武蔵野台地上には ，多摩
としとらず あづま やなせ

川の名残川である不老川 ，東 ｝II,柳瀬川 ，北川 ，前川 ，

笙蔽川 ，野川が東に向かって流れている．羽村市から新

宿区四谷に至る武蔵野台地上には ，江戸時代以降に玉JI[

上水とその分水が開削 された．

1. 2 山地

本図幅北西部の山地は標高 350m以下で，さまざまな

方向に流れる長さ 1-2kmの河川によって谷が刻 まれ

ている．稜線は傾斜 15゚以下のやせ尾根，山腹は傾斜15-

30゚ の直線的な斜面からなる（鈴木， 1972;角田ほか，

1996)．成木丘陵から西に伸びる尾根， 富岡丘陵から西
おそき

南西に伸びる尾根は ，それぞれ成木山稜 ，小曾木山稜と

呼ばれている ．青梅市成木の黒沢川右岸には大規模な崩

壊型の地すべりがある．

、、',‘,’¥

16、:、』'‘’
、9 :＇，,‘ 

、,':,'

、‘•‘

関東山地東部には，標高 2,018mの雲取山か ら標高約

200 mの山地縁辺まで東に扇状に広がる小起伏面が認め

られている（加賀美ほか ，1994,1996 ;加賀美 ，1995).

本図幅内の青梅市南東，北東には ，接峰面上に 2段の平

坦面が認められている（今村 •井上 ， 1 933) ．同様な 2

段の侵食平坦面は，｝1|越図輻内の飯能市の山地東縁にも

提唱されている（岡山 ，1942;岩塚， 1952)．これらの

関東山地東部の小起伏面は ，赤色風化 した秩父帯を鮮新

統及び下部更新統が覆うことから準平原起源とされてい

る（加賀美 ほか， 1994,1996 ;加賀美，1995)．本図幅

を含む関東山地東縁の地形の形態と斜面の発達過程は，

磯部・武田 (1978) の数値計算によって談論されている．

東京都内の山地 ，丘陵の地形パラメーター ，人工改変の

程度は阪ロ ・大森 (1981) に示されている．本図幅を含

む川越から八王子地域の山地 ，丘陵，台地の形態による

地形分類図は ，国土地理院 (1971,1972, 1991)，経済

企画庁 (1972,1973)，埼玉県 (1972,1973, 1976, 1980a), 

神奈川県 (1986a,b)，東京都 (1994a,1995a, 1996, 1997a, 

1998a)に示されている．

1. 3 丘陵

1. 3. 1 成木丘陵及び富岡丘陵
かみぷん

成木丘陵は五 日市図幅内の飯能市上直竹上分から飯能

市下直竹及び青梅市成木にある東西約 2.5km,南北約

2 krnの丘陵である． 北縁 を直竹川 ，南縁を成木川 に

よって限られる ．丘陵の最高地点は五日市図幅内の標

17 □山地

181口□丘陵
、---0‘--、̀` ̀ -—— 

亡□台地

` -----こで、------
21 

＼多摩）I[
ニ

l瀬JII__ _ 
'--• 

ー、 ＇ 
} -" 

、9 - 9 

23 

, 24 
‘‘---¢ - - - -

第 1.4図 青梅図幅内の水系
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1,黒沢川 ；2,小布市川 ；3,唐沢

川； 4,清見川 ；5, 鳶巣川；

6, 大荷田川； 7,氷沢川 ；8, 鯉川；

9,足下田川 ；10,谷戸川；

11,玉の内川； 12,谷地川；

13, 川口川； 14,山入川；

15,小津川 ；16, 不老川；

17,砂川堀； 18,東）II;

19,北川 ；20,前川； 21,空掘川；

22, 残掘川 ；23, 野火止用水 ；

24,野川



きゅうどういり

高 346mの久道入であり，丘陵西端の標高 221m地点ま

で定高性のある丘陵の背面は東に高度を減ずる．成木丘

陵は後期鮮新世の成木川層，二本竹層から構成される ．
ち がむら

富岡丘陵は青梅市成木と小曾木の境界の千賀村峠から

富岡まで東北東に伸びる東西約 2km,南北約 1.5kmの

丘陵である． 北縁，東縁を成木川，南縁を黒沢川によっ

て限られる．丘陵西端の標高 248m地点から標高 266m 
はちだいりゅうおうさん

の最高地点の八大竜王山までは，丘陵の背面高度はほぼ

同じである ．2つの丘陵は，全体としてゴルフ場，霊園

の造成によって著しく改変されている ．それらの丘陵内

を流れる河川は未発達である．

か じ

1. 3. 2 加治丘陵
ねかぷ うえこやた

JJI I治丘陵は青梅市根ヶ布から入間市上小谷田まで伸び

る束匹約 10.5km,南北約 3kmの丘陵である．阿須山

|1駿とも呼ばれ，青梅市根ヶ布付近では永山丘陵 ，塩船

付近では霞丘陵とも呼ばれるが，本報告では村本 (1975)

に従っ て加治丘陵と呼ぶ．加治丘陵は，北縁を黒沢川，

成木川，入間川，南緑を霞川によって限られ，西部の箱

L田峠を通る立川断層（貝塚 ，1975；松田・羽田野，1975)

によって 2分される．丘陵の背面は定高性があり ，立）ii

断層の西側（活断層の変位では沈降側）では標高約 240

mから 200mまで東に高度を減ずる（第 1.5図）．立川

断層の東側（隆起側）には丘陵の最高地点である青梅市

七国峠北の標高 238m地点があり，定高性のある丘陵の

背面はそこから標高約 240mから 140mまで東北東に高

度を減ずる．立川断層をはさんだ背面の高度差は約 30m
こぷい ち

である．加治丘陵は北東から北に流れる小布市川，唐沢

川，前堀川によって開析され，これらの河川によって比

高 30-60m,幅200-300Illの谷が刻まれている．丘陵

内を「やiに流れる河川は未発達である．丘陵はゴルフ場，

採石場，住宅地，大学の造成によってかなり改変されて
あらく

いる．丘陵東端の入間市新久から上小谷田には高位段丘

西

第 1.5図 加治丘陵の遠望

面の阿須山面（皆川・町田， 1971)がある．加治丘陵は後
ぷし

期鮮新世から前期更新世の小曾木層，飯能層， 仏子層， 前

期更新世末期の高位段丘堆積物の豊岡層から構成される．

はぷ

1. 3. 3 草花丘陵及び羽生丘陵
まびきざわ

草花丘陵は青梅市と日の出町の境界の馬引沢峠からあ

きる野市草花まで伸びる東西約 5.5km,南北約 4kmの

丘陵である．長淵丘陵，大荷田丘陵とも呼ばれる．北

縁，東縁を多摩川，南縁を平井川によ って限 られる．丘

陵の背面は定高性があり， 最高地点の青梅市ニ ッ塚峠北

西の標高 358m地点から東に高度を減じ（第 1.6図） ，

あきる野市草花の大澄山では標高192mとなる．丘陵は

北に流れる清見）1|ら疇 l||，東に流れる大荷田川，南に

流れる玉の内）I/,足下田川，東か ら南に流れの方向を変

える鯉川など，さまざまな方向に流れる河川によ って開

析され，いくつかの小丘陵に分けられる（小丘陵の名前

は，米光 (1992)，青梅市 (1995)を参照）．これらの河

川はほかの丘陵に比べて深い谷を刻んでおり，谷の比高

は60-80m,幅は 200-400mである ．丘陵の東縁には

多摩川に侵食された比高 60-80mの急崖が発達し ，大

荷田層からなる悪地地形が見られる．丘陵の北部は大

学，南西部は産業廃棄物処分場，南東部は霊園，ゴルフ

場の造成によ ってかなり改変されている．草花丘陵は後

期鮮新世の友田層及び大荷田層から構成される．

羽生丘陵は五日市図幅内のあきる野市小机峠から日の

出Ill]平井，あきる野市伊奈まで伸びる東西約 2.5km,南

北約 1kmの丘陵である ．伊奈丘陵とも呼ばれる．本図

幅にはその東半分が含まれる． 北縁は平井川 ，南縁は秋

) I|によって限られる．丘陵の最高地点はJi日市図幅内の
てんじく

標高 313mの天竺山であり ，そ こから丘陵の背面は標高

約310mから 220mまで東に高度を減ずる．丘陵内を流

れる河川は未発逹である．丘陵の東部は住宅地の造成に

よってかなり改変されている ．羽生丘陵東部は後期鮮新

立川断層 東

霞川

氾濫原

青梅市藤橋から北を見る．加治丘陵は後期鮮新世から前期更新担の小曾木層，飯能層，仏子層から構成される．

丘陵の背面は立川断層の変位を受け，東側が嵩くなっている． 立川断層の西側 （活断層の変位では沈降側）には

霰川沿いの低地が広がる．
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西
-

東立川2面
沖積段丘面

第 1.6図章花丘陵の遠望
あきる野市引田の加住丘陵の尾根から北を見る． 草花丘陵は後期鮮新世から前期更新世の友田層，大荷田層か

ら構成される．丘陵の背面は東に緩く傾く．台地を樅成する最上位の最も発達の良い段丘面は立川2面．

世の大荷田層から構成される．

1. 3. 4 加住丘陵
ひきた

加住丘陵はあきる野市引田及び八王子市上川町から小

宮町まで東南東に約 11k.tn伸びる丘陵であり ，その幅は

約 3kmである ．滝山丘陵とも呼ばれる．北緑を秋川，

多摩川 ，南縁を）1|口川によ って限られ，谷地川によって

北丘陵と南丘陵に 2分される ．丘陵の背面は定高性があ
ひょうとめ

り，最高地点の標高 264Illの雹留山から標高約 140Illまで

東南東に高度を減ずる（第 1.7図）．南丘陵では谷萩川

が東南東に流れるが，北丘陵，南丘陵とも丘陵内を南北

に流れる河川は未発逹である．北丘陵の北縁には秋川と

多摩川に侵食された比高 60-100Illの急崖が発逹し， 加住

層からな る悪地地形が見られる．あきる野市引田の悪地

地形は “六枚屏風”と呼ばれ，東京都文化財に指定され

ている．加住北丘陵東端の八王子市久保山町から小宮町

には高位段丘面の美根面 (Machida,M., 1999)がある．

加住丘陵は全体と してゴルフ場 ，大学， 住宅地の造成に

よってかなり改変されている ．加住丘陵では外的営力に

重点をおいた微地形分類図が作成されている (Tamura,

1981；清水 ，1986,1988)．加住丘陵は前期～後期鮮新世

の山田層， 加住層及び小宮層から構成される．

1. 3. 5 川口丘陵，小津丘陵及び恩方丘陵

川口丘陵は八王子市上川町の戸沢峠から川口町まで東

南東に約 3km伸びる丘陵であり ，その輻は約 1.5kmで

ある．北縁を）1|口川 ，南縁を山入）11,北浅）1|によ って限

られる．丘陵の背面は定高性があり ，最高地点の戸沢峠

西の標高360m地点から標高約250m まで東に高度を減

ずる．川口丘陵の北縁には，斜面堆積した厚い関東ロー

ム層からなる段丘状地形が発達する．川口丘陵は脊梁部

の尾根から南北に向かって流れる小河川によ って開析さ

れており ，支谷の密度はそのほかの丘陵に比べて高い．

丘陵の南東部は住宅地の造成によって改変されている．

川口丘陵ほとんどは四万十帯美山ユニ ットからなるが，

北西部には後期鮮新世の加住層が小分布する ．

小津丘陵は八王子市美山町の北縁を山人／ii,南縁を小

津川によって限られる丘陵であり ，都道上の標高 228m 

地点付近から東北東に約 1如n伸び，その輻は約700mで

ある．丘陵の背面は標高 228m地点から標高約 200mま

で高度を減ずる． 丘陵は全体に首都圏中央連絡自動車道

の工事によって大きく改変されている ．恩方丘陵は八王
に ぷ か た

子図幅内の八王子市下恩方町から弐分方町ま で北東に約

2 kin伸びる丘陵であり，その最大幅は約 800mである．

本図幅にはその北半部が含まれる． 北縁を北浅川，南縁

を大沢川に よって限られる．丘陵の最高地点は八王子市

下恩方町の標高 228m地点であり，丘陵の背面はそこか

ら標高約 210mまで北東に高度を減ずる． 丘陵内を流れ

る河川は未発達である． 丘陵の西部，中部は住宅地の造

成によって改変されている．小津丘陵及び恩方丘陵は後

期鮮新世から前期更新世の恩方層から構成されている ．

さやま

1. 3. 6 狭山丘陵

狭山丘陵は，武蔵野台地西部から中部に孤立する東西

東 美根面 加住丘陵 西

立川2面

第 1.7図加住北丘陵の遠望

昭島市福島町から南を見る． 1J[l住丘陵は前月lIii,•新世から前期更新世の山田陪 ，｝Jl]住層， 小宮層から構成される ．

丘陵の背面は東に緩く傾く．加住北丘陵東端には高位段丘面の美根面が分布する．手前の台地を梢成する段丘

而は立川 2面．
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約 10.5km,南北約 4kmの紡錘形の丘陵であり ，残丘

をなす．丘陵の背面は定高性があり，最高地点の瑞穂町

石畑の標高 194m地点から東に高度を減じ ，標高約 90

mで段丘面下に埋没する ．丘陵の背面は高位段丘面の

狭山面（皆川・町田 ，1971) と呼ばれるが，開析が進み

平坦面としては認めにくい．丘陵は東に流れる柳瀬川 ，

北川，前川によって開析され，それらの上流部をせき止

めて村山貯水池（多摩湖） ，山口貯水池（狭山湖）が造

られている ．丘陵内を南北に流れる河川は未発達であ

る．丘陵の中部から東部は，野球場，遊園地，ゴルフ場，

1i:＇む地の造成によって著しく改変されている．狭山丘陵

は後期鮮新世から前期更新世の狭山層によって構成され

てtヽる ．

1. 4 台地

1. 4. 1 武蔵野台地

武蔵野台地は青梅市を扇項として東に広がる多摩川の

扇状地であり ，中期更新世後期以降の段丘の集合体であ

る．北を霞川，荒川，南を多摩川 ，東を東京湾によって

限られ，北に狭く東に広い歪んだ扇形をなす（第 1.2 

図） ．本図幅にはその西部から中部が含まれる．厨頂か

ら末端までは最大で約 50kmである．武蔵野台地は標

l',':j 190 mから 20mまで東に高度を減じ ，柳瀬川を境に
のぴと＇め

して北側の川越台地と南側の野火止台地に分けられる ．

川越台地は入間台，野火止台地は武蔵野台とも呼ばれ

る．川越台地は不老川を境にして北側の川越台と南側の

大井台に分けられる ．不老川沿いは不老川台とも呼ばれ

る．野火止台地のうち柳瀬川と黒目川の間は消瀬台，野

川と多摩川の間は府中台と呼ばれる．武蔵野台地は中期

更新世か ら完新世の段丘堆積物から構成されており ，そ

れは他の台地も同じである．

1. 4. 2 秋留台地

秋惰台地は， Ji日市図幅内のあきる野市五日市を扇頂

とする秋川と日の出町平井を扇頂とする平井川の複合扇

状地である ．北を平井川，南を秋川，東を多摩川によっ

て限られ，東西に細長い長方形をしている．その広がり

は東西約 8km,南北約 2.5kmであり，標高 200111から

120 111まで東に高度を減じる．本図幅には，秋留台地の
ひらいっぱら

大部分が含まれる．秋留台地の西部は平井ッ原，東部は
ふ';る つ はら

秋留っ原とも呼ばれる．

1. 4. 3 日高台地

日高台地は，川越図幅内の飯能市飯能を扇頂とする人
おごせ

間川，日高市台を扇頂とする高麗川 ，越生町越生を扇項
おっベ

とする越辺川の複合扇状地である． 北を越辺川，高麗

川 ，南から南東を入間川 によって限られ， 北東—南西方

向に細長い長方形をしている． 扇頂から末端までは最大

で約 17kmである．入間台地と呼ばれることもあるが，

武蔵野台地北部の入間台と混乱するので，本報告では日
こあぜ

高台地の名称を用いる．日高台地は，小畔川 ，高麗川を

境にして南から飯能台地，坂戸台地，毛呂台地に分けら

れ，それぞれ入間川扇状地，高麗川扇状地，越辺川扇状

地とも呼ばれる．本図輻には飯能台地南端が含まれる．

1. 4. 4 日野台地

日野台地は，八王子図幅内の八王子市大和田町か ら日

野市神明に広がる浅川の扇状地である． 北西を谷地川 ，

北東を多摩川，南西及び南東を浅川によ って限られ， 北

東ー南西方向に約 4km , 北西—南東方向に約 3 kmの菱

形をしている． 日野台地は標高 125111から 100111まで北

東に高度を減じる．浅川の侵食によって八王子市街地で

の扇頂部は残されていない．本図幅には日野台地の北半

部が含まれる．加住丘陵と恩方丘陵の間の八王子市川口
ととのい

町調井の南東には， ）1|口川と北浅川の複合扇状地が台地

をなす．

1. 5 水系

,. 5. 1 荒川水系

荒川水系の人間川は飯能市上名栗から発する長さ約

63 kmの 1級河川である．成木川は入間川の最大の支流

であり，東京都と埼玉県の県境にある黒山か ら発する長

さ約 18.5k.tnの河川である ．本図幅の北端と川越図幅内

を東に流れ，飯能市落合で入間川に合流する．黒沢川は

青梅市黒沢から発する長さ約 5k.tnの成木川の支流であ

り，本図幅内では北東に流れ，青梅市富岡で成木川に合

流する．霞川は青梅市勝沼の永山公園北から発する長さ

約 15.5kmの河川であり ，川越図幅内の入間市春日 町で

人間川に合流する．本図幅内では加治丘陵の南縁を東北

東に流れる． 柳瀬川は狭山丘陵の山口貯水池から発する

長さ約 22kmの河川であり ，大宮図幅内の志木市で
しんがし

新河岸川に合流する．空堀川は柳瀬）1|の最大の支流であ

り，武蔵村山市本町の狭山丘陵南縁から発する長さ約

13.5 kmの河川である．そのほかに狭山丘陵から発する

柳瀬川の支流として， 北から東川，北川 ，前川がある．

本図幅内では柳瀬川とその支流は武蔵野台地上を東に流

れる．

,. 5. 2 多摩川水系

多摩川は山梨県と埼王県の県境にある笠取山から発す

る長さ約 138kmの 1級河川であり，本図幅の北西部か

ら南東部に流れている．本図幅，八王子図幅内では，平

井川 ，秋川，谷地川，浅川などの支流が多摩川本流に合

流する ．平井川は五日市図幅内の 日の出町日の出山から

発する長さ約 33.1k.tnの河川であり，本図幅内では草花

丘陵の南縁を東に流れ，あきる野市平沢で多摩川に合流
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する．秋／1|は多摩川の最大の支流であり，東京都と山梨
みとう

県の境界にある三頭山から発する長さ約 37.5如nの河川

である．本図幅内では加住丘陵の北緑を東に流れ，八王

子市高月町で多靡JI[木流に合流する．谷地川は加住丘陵

西部から発する長さ約 11.5kmの河川であり ，加住北丘

陵と南丘陵の間を流れ，日野市栄町で多摩川本流に合流

する ．浅川は八王子市上恩方町の陣馬山から発する長さ

約 35.6l皿 の河川であ る．その支流の北浅川は本図幅内

の南西端を東から南東に流れ，山入川，城山川 ，酎浅

川，川口川などを合流させる．そして ，加住丘陵と多摩

丘陵の間の八王子市街地の北部を東に流れ，八王子図幅
も <:,_E

内の日野市百早で多摩川本流に合流する ．

1. 5. 3 名残川

名残川とは，侵食段丘を作った本流の流路が側方に移

動した後にもとの本流の流路を利用して新たに形成され

た支流のことである（東木， 1928a,b, c, d, 1932)．そ

の特徴として ，平面形は段丘の傾斜方向に必従的で支谷

が少なく ，一定の谷幅で連続する こと，谷底の高さは段

丘礫層の項面と 同じでテフ ラの原 さが谷の深さになるた

め，谷底の縦断面は段丘面と平行で横断面は箱形になる

こと ，現在の流量に不相応な幅が広く波長の長い谷を持

つことが挙げられる（久保 ，1988a)．名残川は， 旧河床

が離水，段丘化した後に，旧流路を流れる支流はテフラ

のみを除去できるが，それ以外ではテフラが厚く 堆積す

ることによ ってできる（久保，1988a)．したがって ，名

残川の堆梢物は薄く，その下位の厚い礫層は周囲の段丘

礫層に連続するものである ．加藤 ・新堀 (1973)は，武
しらこ．

蔵野台地中部の柳瀬川，白子川，黒目川でこのよ うな礫

層とテフラの関係を初めて認めた．

本図幅内の多摩川の名残川として，狭山丘陵の北を東

北東に流れる不老川，狭山丘陵東部から東に流れる東

川，柳瀬川，北川，前川，空堀川，国分寺市西元町か ら

国分寺崖線の下を東南東に流れる野川が挙げられる（東

木，1928a,1930a, 1933；寿円 ，1956;貝塚・久保，1983;

久保， 1988a)．名残川沿いの低地は現成の開析谷底ある

いは氾濫原に似ているが ，ローム層に問われており段丘

面とみなされる．現在は流路から幅 10m程度の範囲の

みで下刻が生じている． 霞川も多摩川の名残川とする考

えもあ るが（東木， 1928a,1930a)，霞川沿いの低地は

ローム層に招われていないので，本報告では霞川を多靡

川の名残川とみなさない．

さんぼり

1. 5. 4 玉川上水及び残堀川
はね

玉川上水は江戸時代前期に開削された羽村市羽か ら新

宿区四谷に至る長さ約43kmの用水路であり，本図幅の

中央部の武蔵野台地上を東に流れている ．明治時代ま で

に多数の分水が造られ畑地の灌漑や飲用に用いられた

が，現在では埋め立てられたり，暗渠になっている 区間
とのがや

も多い．本図幅内の主な分水は熊川，殿ヶ谷， 柴崎，砂

川，野火止の各分水である ．

玉川上水の勾配は 2協程度で，多摩川の現河床や段丘

面の勾配よりも小さい．そのため流路を段丘崖に沿うよ

うにし ，堀を深くすることによって ，玉川上水は上位の
ふっさ

段丘に上が っていく （第 1.8図）．それは，福生市福生

北部では現成の扇状地から千ヶ瀬面，福生南部では千ヶ

瀬面から拝島面 ，福生市熊川では拝島面から立川 2面，

立川市柏町では立Jll2面から赤羽面である ．玉川上水が

立川 2面から赤羽面に上がるため， 2つの段丘面の比高

が小さ い地点が選ばれている．立川市砂川町で玉川上水

の流路が南に屈曲しているのは，玉川上水が立川断層の

低断層崖を上がるためである．玉川上水と段丘，立川断

層との関係は，角田 (1982a,1983a, 1986a, 1987a, 

2004a, b)，北村 (1988)，高崎 (1993)，竹内 (1994)に

止,. 

J l | 

断
1屈

区〗 天 ヶ 瀬段 1 了↓ 

羽

椋 ［十ヽj
ミ す：〉＼｀｀蔵Iii, 二す「島段1工

高取
(m) 100 水 多

11.¥，， 、 □立川段丘．泄
序

I I I 茫 武蔵嬰i・段丘

拌
口 下末古設11.

60 (b) 嵩

A 0 5 10km B 

第 1.8図 武蔵野台地西部の段丘面と玉川上水の縦断面
竹内 (1994)による．段丘面より玉川上水の勾配が小さいため，玉川上水は下流に向かって上位の段丘面に上
がる．立／l|断層により立川面が東側隆起の変位を していること ，立川断層の撓曲槌を玉川上水が乗り越えるこ
とに注意本報告ではこの図の天ヶ瀬面を千ヶ瀬面に修正している．
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まとめられている．
さやまが い け

残堀川は瑞穂町箱根ヶ崎の狭山ヶ池から発し，立川断

層の南西側（活断層の変位では沈降側）を南東に流れ，

立川市柴崎町で多摩川に合流する全長約 13kmの河川で

ある．残堀川の流路はもともと立川断層に沿って立川市

青柳付近で多摩川に合流していたと考えられるが ，玉川

t水の開削，明治時代以降の河川改修により大きく変え

られた（岩屋，1978；角田 ，1982b)．玉川上水，残堀川に

ついては，竹 内 (1965)，矢 嶋 (1976)，市川 (1977),

坂 I::.(1980)，羽村町 (1974,1980, 1982)，角田 (1982a,

b. 1983a, 1986a, 1987a, 2004a, b)，太田 (1990)．東

爪都 (1992)，羽村市 (2003)，福生市 (2004)などに詳

しし‘•

1. 5. 5 湖及び池

狭山丘陵には上水道の水源として東京都水道局が管理

する村山上貯水池，村山下貯水池，山口貯水池があり ，

それぞれ1924年，1927年，1934年に竣工された．満水

面柏はそれぞれ 41ha, 111 ha, 189 haである．これらは

柳瀬川，北川の上流部をせき止めた人造湖であり，原水

は東村山市の東村山浄水場，武蔵野市境浄水場に送水さ

れている． 村山貯水池，山口貯水池は ，それぞれ多摩

;,|ll，狭山湖と呼ばれている．それらの成り立ちは東京市

役所 (1934)，東大和市 (1989)に詳しい．

本図幅内の自然の池は瑞穂町箱根ヶ崎の狭山ヶ池，主

な人工の池は所沢市荒幡の西武園内のプール，東村山市

美住町の東京都水道局東村山浄水場内の浄水池，昭島市

郷地町から立川市緑町の昭和記念公園内の池，国分寺市

東恋ヶ窪の（株）日立製作所中央研究所内の大池が挙げら れ

る．

1. 6 低地

多靡川，平井川 ，秋川 ，北浅川沿いの低地は，丘陵，

台地にはさまれた幅 2.5km以下の扇状地からなる（門

村， 1961;阪ロ・大森， 1981)．扇状地は網状の旧河道

とその間の比高数 mの砂條liiから構成される．武蔵貫

台地北縁の霞川沿いの最大輻 500111の低地は ，青梅市大
もん

門より下流では氾濫原からなり，それは自然堤防とその

背後の旧河道及び後背湿地から構成される．青梅市矢甘

より上流では開析谷底が広がる．同様の開析谷底は加住

丘陵内を流れる谷地川と）1|口川の上流部にも見られる．

本図幅内の河川沿いの低地の微地形分類図は，鈴木

(1972)，関東地方建設局 (1977a,b, c)，角田・羽鳥

(1995)，角田ほか (1996)に示されている．
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第 2章地質概説

本図11品の地質の概略を第 2.1図に示す．秩父帯，四万

十帯，五日市町層群の概略図を第 2.2図に示し，それら

の層序を第 2.3図にまとめる ．また，鮮新統及び第四系

の層序を第 2.4図にまとめる．

本図幅西部の関東山地東縁には ，秩父帯のジュラ紀か

ら前期白亜紀の堆積岩コン プレックス， 四万十帯の白亜

紀の堆梢岩コンプレックスが分布し，五日市図幅から本

図幅西端の五日市盆地には中新世の五日市町層群が分布

する．関東平野西縁の丘陵には ，鮮新統及び下部更新統

と前期更新世末期から中期更新世の高位段丘堆積物が分

布する ．本図福の主な部分を占める台地には，中期更新

世末期から完新世の高位，低位，沖積の各段丘堆積物が

分布する．多摩川，平井川，秋川，北浅川沿いには扇状

地堆梢物と現河床堆積物が分布する ．また，中期～後期

更新世の関東ローム層 ，完新世の腐植土層が丘陵と台地

の構成層を覆う．

2. 1 秩父帯及び四万十帯

関東山地東縁に分布する堆梢岩コンプレックスは ，（寸

加及びその後の変形により正常な層序関係を示さない

が，懺例的に正常な地層と同様に00層と呼称されてい

た．本報告では ，中江 (2000)の提唱のように，正常な

層序関係を示す地層と区別するために正常堆積物の累

層，層群に相当する（寸加体をそれぞれユニッ ト，コン プ

レックスと呼ぶ．また，堆積岩コンプレックスに含まれ

る地層や岩石の塊について， 地質図に表現でき る幅50m

以上のものを岩体，それ以下のものを岩塊と呼ぶ．混在

岩は泥質基質中に様々な種類の岩塊や岩体を含む． 地質

図上では岩体を含む基質に相当するものを滉在岩，それ

ら全体を混在岩相と呼ぶ。海洋フ レ゚ート層序が小規模な

断層に画さ れたり，破断したりしているが元の関係を残

している場合は整然相と呼んで区別する．
なかとう

秩父帯の堆積岩 コン プレックスは， 北東から 中藤ユ
にたやま なりさ

ニット，仁田山ユニ ット，成木ユニット ，雷電山ユニ ッ
みのくら

ト，水ロユニット，深沢ユニットの 6ユニッ トからな

る．各ユニットは ，一般に砂岩， 砂岩泥岩互層， チャー

ト，石灰岩，玄武岩溶岩及び火山砕屑岩の岩体・岩塊を

含む泥質基質の混在岩からなるが，岩体・岩塊の塁比や

基質の性質がユニットごとに異なる ．中藤ユニッ トは ，

川越図幅，秩父図幅内では混在岩からなるが，本図幅内

では入間市岩渕の成木｝1|右岸に砂岩，泥質基質の多い混

在岩がわずかに分布する ．仁田山ユニ ットは砂岩，砂岩

（植木岳雪 ・酒井彰）

泥岩互層の割合が少なく，チャート ・玄武岩及び火砕岩

の岩体と石灰岩の岩塊を含む混在岩からなる ．成木ユ

ニットは仁田山ユニ ットより砂岩，砂岩泥岩互層の割合

が多くなり，チャ ート 岩体も増える ．雷電山ユニ ットは

砂岩や砂岩泥岩互層の岩体が優勢で，わずかな泥岩基質

とチャートの岩体・岩塊を含む混在岩である． 砂岩の一

部には石灰岩礫を含むレンズ状の礫岩をはさみ，まれに

チャー ト岩塊， チャート角礫岩を含む．分布域南部の多

摩川南岸には，砂岩や砂岩泥岩互層の岩塊とわずかに

チャートと石灰岩の岩塊を含む混在岩が分布する ．水口

ユニ ットは ，一般的な混在岩を構成する岩体 ・岩塊に加

えて，浅海相三畳系と蛇紋岩の岩体や黒瀬川古期岩類と

蛇紋岩を岩塊と して含む強く剪断した泥質碁質の混在岩

からなる ．深沢ユニ ットは一般的な混在岩からなり，五

日市図幅内では他のユニットよりもチャート岩体が走向

方向に連続する ようになる． また，鳥の巣石灰岩の岩体

や岩塊を含むことが特徴である．これらのユニ ットの年

代は前期～後期ジュラ紀である ．

本地域の四万十帯には，白亜紀の堆積岩コンプレック

スである小仏コ ンプレックスが分布し， 北東から南西へ

美山ユニ ットと 盆堀川ユニ ッ トに区分される．美山ユ

ニットは泥質千枚岩を甚質とし，砂岩や砂岩泥岩互層起

源の砂質千枚岩や玄武岩火砕岩起源の緑色千枚岩の岩体

を含む混在岩である ．盆堀川ユニットは砂岩泥岩互層と

砂岩に礫岩を伴う整然相を示すユニ ットである．放散虫

化石から，盆堀川ユニ ットの年代は白亜紀のアルビア ン

期からカンパニアン期である． 美山ユニ ットは弱 く変成

しており，放散虫化石は産出しないが ，その構造的位置

から盆堀川ユニ ットよ り古いと考えられる ．

2. 2 五 日市町層群

五日市町層群は秩父帯の堆積岩コンプレックス を不整

合に毅い，南側の四万十帯の堆梢岩コンプレックスとは
あじろ

断層で接する中新統であり ，下位から秋川層，網代層に
さじかみ

区分される ．秋川層はさらに，下位から幸神礫岩部層，
こしょう は ぷ たてや

小庄泥岩部層， 羽生凝灰岩部層 ，館谷泥岩部層 ，高尾凝

灰岩部層，伊奈砂岩部層，横沢砂岩泥岩部層の 7部層に

細分される．本図幅内にはすべての部層が分布するが ，

古庄泥岩部層の凝灰質砂岩層，伊奈砂岩部層の砂岩層，

横沢砂岩泥岩部層の砂岩泥岩互層のみを露頭で確認し，

そのほかの部層は転石で確認 した． 幸神礫岩部層は礫岩

及び砂岩からなり， 砂岩を伴う泥岩からなる小庄泥岩部
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口沖積段丘堆積物扇状地堆積物氾 濫原堆積物

現河床堆積物

ロ低位段丘堆積物（立川面構成層）

ロ低位段丘堆積物（名残川による武蔵野面構成層）

□中位～低位段丘堆積物（武蔵野面構成層）

■鱈段丘堆積物（所沢層）

．． 
躙高位段丘堆積物（豊岡層・芋窪層・美根層）

ロ 鮮新～更新統（海成層を主体とする地層）

ロ鮮新～更新統（円礫からなる河成層）

■岬～更新統（角礫シルトからなる河成層）

“

―
 

0 2 km 

― | 

国 五日市町層群（網代層）

三 五日市町層群（秋川層）

□四万十帯

M, 美山ユニット； B,盆掘川ユニット

ロ 秩父帯

F, 深沢ユニット ；Mn、水ロユニット ；

N,成木ユニット ；Nk、中藤ユニット ；

Nt, 仁田山ユニット； R, 雷電山ユニット

第 2.1図 青梅図幅の地質概略図
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｛川越｝

［青梅｝

D 負羊新—完新統

四 五日市町層群

四万十帯の堆栢岩[三ヨ 盆堀川ユニット

コンプレ ックス ビ／ 美山ユニット

一
氷川層

口 海沢ユニット

三 深沢ユニット

箆 高水山ユニット

秩父帯の堆栢岩 □ 雷電山ユニット
コンプレックス

口口 成木ユニット

□ 水ロユニット

□ 仁田山ユニ ット

二 中藤ユニット

（五日市］ 5km 

一
第 2.2図 秩父帯，四万十帯，五日市町層群の地質概略図
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地質時代 秩 父 帯 1 四万十帯

完新世
- 量 -ー-状地推-こ-穂-物-退-旦-濫-原一堆直§惣^ -及^-竺-現-阿ー廃堆-摂-^-物^-^  -

ド、ー、一'̀---------------------------
采nュ
団 段 丘 堆 積 物
賑 更新世

- - + - - -噌+------------』「..---
起 ---..r,_,-,_,-....... *•~ -.......- -、．”·-----`•~------

鮮新統及び下部更新統
廿| 深n」

鮮新世
- ... - ~—’ 噌に噌- -------、直‘-------、．----------------

111 

U:::: l-1* 箪 賊
ご ＾＾

II I 
材ll::::長 中新世 層̀’-，̀ー°“'群--

眠
nゞ.J 漸新世
Iii 始新世
掘
担 暁新世

小仏 C.
マーストリヒチアン期

カンパニアン期
#ロ； 

サントニアン期

コニアシアン期

湿 悉
チューロニアン期

セノマニアン期

ピ 岩
アルビアン期

姐
田 江ロヰ、

アプチアン期

バレミアン期

廿— オーテリビアン期
＊ 

垢
バランジニアン期 主 二）

ベリアシアン期 饗 ヨ
垢！

＃ロ＜ 

チトニアン期 ヽ

キンメリッジアン期
＊ 

荼 妾r— 
巡 ォックスフォー 二〕

デイアン期 ヨ 二）
カロビアン期 田 二）

煕嘉 つU ＊ 江ロエ<！ 
バソニアン期＠コ 祟

典
II' 

バジョーシアン期
二） ョ 二） 疑廿— 長匿 ヨ

叶 アーレニアン期 医細
粕?-

，，／入 トアルシアン期 婚

＃匹＜ 
二）

プリンスバッキアン期 ＇ 
l 

口

垢
シネムーリアン期

F : Formation 妥
ヘッタンギアン期 C. Complex 

ー？一 U: Unit 
畳 紀 * ：本地域には露出しない．

第 2.3図青梅図幅地域の地質総括図
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層序

年代
成木川沿い 武蔵野台地 秋留台地 日野台地 北浅川周辺 I地形面

黒沢JI!沿い の台地

（万年前）
1加） L tニ¢イクJEF,l白 l 

郷土博物館面

屋城面

0 . 5 ---j 新完 | 
二 林泉寺面

千ヶ瀬庖 千ヶ瀬面

世 ， I ー， I し一畑中面

天ヶ瀬面

1.0m  
川崎陪

上屋敷面

？ 川栢面

拝島層

育柳層 不老層 緑町陪
拝島面

緑町面
不老面
舌柳面
立川2面

？ 
立川1面

5→ [〗久：；’尼空"屈
久米川面
空掘川面

後 川層 黒目川面

：期
中台面

赤羽面

小平面

10-1 I I I 成増面

層

中1 □ 1-所沢面期

成木丘陵 加治丘陵 草花丘陵 加住丘陵 1美山丘陵 I狭山丘陵

富岡丘陵 入問川河床 羽生丘陵 多摩川河床 恩方丘陵

中I 多摩川河床北浅川河床

更 9期

100 
新

200 

世 前

期

登岡層

仏子陪

連光寺陪

小山田庖

福島庖

美根面

狭山面

阿須山面

小宮庖

恩方庖

狭山陪

後

卸期

新

300 "i世

-----,-----------―ー→ 山田庖

前

期

［コ裔位段丘堆積物

亡コ鮮新～下部更新統

（海成屈を主体とする地屈）

こコ鮮新～下部更新統

（円礫屑からなる河成屈）

亡コ鮮新～下部更新統

（シル ト層角礫層からなる河成層）

第2.4図 鮮新世から第四紀の丘陵構成層，段丘堆梢物の層序総括図
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層に整合漸移する．その上位を珪長質凝灰岩からなる羽

生凝灰岩部層が整合に覆う ．館谷泥岩部層は黒色泥岩か

らなり，下位の地層とは整合関係である．高尾凝灰岩部

層は館谷泥岩部層を整合に覆い，珪長質質凝灰岩や凝灰

質砂岩からなる ．伊奈砂岩層は砂岩からなり，館谷泥岩

部層を整合関係に覆う ．最上位の横沢砂岩泥岩層は本図

幅内では砂岩泥岩互層からなり，下位の地層とは整合関

係である ．網代層は横沢砂岩泥岩層を軽微な不整合で覆

い，秩父帯の砂岩やチャート・玄武岩溶岩や火砕岩から

なる不洵汰な亜円礫～角礫岩からなる．五日市層群の地

質年代は，底生有孔虫や浮遊性有孔虫から推定される中

期中新世後期と，浮遊性有孔虫と石灰質ナンノ化石から

推定さ れる中期中新世初期に見解が分かれている．五日

市lIl]層群の地質構造は東に開いた半盆状の同斜構造を示

し，傾斜は高角で一部に逆転層が見られる．

2. 3 鮮新統及び下部更新統

関東平野西縁の丘陵を構成する鮮新統及び下部更新統

は， 3つの層相に分けられる（第 2.4図）．各丘陵の構

成層の中で角礫層及びシル ト層からなる河成層は下部の
おそき

庖準にあり，本報告では成木川層，小曾木屠，友田層，

山田層，恩方層がそれに分類される．層厚は最大で 40

mである．円礫層からなる河成層は中部の層準にあり ，
はんのう かすみ

二本竹層，富岡層，飯能層，大荷田層 加住層がそれに

分類される．層厘は 60-150mである．海成層を主体と
ぷし

する地層は上部の層準にあり ，仏子屠，小宮層，福島層，
おやまが さやま

小山田層，連光寺層，狭山層がそれに分類される．層厚

は20-120mである．従来，これらの同じ層相を示す地

層は同じ年代と考えられ一括されたが（竹越ほか，1979;

Machida, M., 1999 ;松川ほか， 2006など） ，本報告では

テフラの広域対比，放射年代，古地磁気によって編年精

度を高めた結果，各丘陵で層序関係，層相が同じ地層で

も必ずしも年代が一致しないことが明らかになった．そ

のため，本報告では各丘陵で鮮新統及び下部更新統を層

序区分 し，丘陵間を統一する地層名を設定しない．埼玉

肌西部から横浜南部に分布する鮮新統及び下部更新統は

三浦層群あるいは上総層群と呼ばれ， JJIl住丘陵及び多摩

丘陵では南多摩層群とも呼ばれた（鈴木， 1952)．しか

し，本図幅内では房総半島の三浦層群あるいは上総層群

とは一致せず， 両者にまたがる地層の躾合体であること

が明らかになった．そのため ，本報告では鮮新統及び下

部更新統をまとめる層群名を設定しない．

本図幅内の鮮新統及び下部更新統は，秩父帯，四万十

帯及び五日市町層群を不整合に覆い ，全体に東に数度傾

＜．東の平野に向かって ，角礫層及びシルト層からなる

河成層 ，円礫層からなる河成層 ，海成層を主体とする地

層が分布し ，それらの年代は新しくなる．武蔵野台地の

地下では東に向かって層厚を増 し，立川断層により東側

隆起の変形を受けている．このような地質構造，地層の

分布，層相の変化は ，鮮新世以降の関東山地の相対的な

隆起と関東平野の沈降に伴うものと考えられる．

2. 4 中部，上部更新統及び完新統

本図幅内の中部更新統（下部更新統最上部を含む）は，

丘陵及び台地の一部を構成する高位段丘定積物である．
かじ

加治丘陵東端，狭山丘陵，加住北丘陵東端には，それぞ
いもくぼ

れ前期更新世末期の豊岡層，中期更新世前期の芋窪層，

中期更新世中期の美根層が分布し．武蔵野台地北部，日

野台地中部には海洋酸素同位体ステージ (Marine

Isotope Stage, MIS) 6の所沢層が分布する．また，武

蔵野台地及び秋留台地の地下には ，中期更新担中期から

MIS 2までの青梅層が分布する．青梅層は埋没谷を埋梢

する層厚 20-50mの砂礫層からなるが，そのほかの高位

段丘堆積物は層厚 10m程度の円礫層からなる．

上部更新統及び完新統は，中位～低位段丘堆積物，沖

積段丘堆積物，地すべり堆積物，湖沼堆積物，崖錐堆積

物及び沖積錐堆積物，扇状地堆積物，氾濫原堆稜物，開

析谷底堆積物，現河床堆積物，湿地堆積物からなる．中

位～低位段丘堆積物は武蔵野台地，秋留台地，日野台地

の大部分を構成し ，武蔵野面構成層と立川面構成層に分
なります こだい ら

けられる ．武蔵野而構成層は下位から成増層，小平層，
からぼり

赤羽層，中台層，黒目川層， 久米川層，空堀川層の 7層，

立川面構成層は下位から立川 1層，立川 2層，青柳層 ，
としとらず

不老層の4層に区分され，それらの年代は10-1.5万年前

である（第 2.4図）．沖梢段丘堆積物は主に多摩川，秋
あきるつばら

川沿いに分布し，下位から緑町層，拝島層，秋留原層，

川崎層，上屋敷層天ヶ瀬層 畑中層 千ヶ瀬層，林泉
やしろ

寺層，屋城層 ，郷土博物館層の 11層に区分され，それ

らの年代は 1.3万年前以降である（第 2.4図）．これらの

段丘堆積物は円礫層からなり ，層厚は最大で 10m程度

である．また，立川断層により北東側隆起の累積的な変

形を受けている．

本図幅北西部の関東山地東縁の青梅市成木には ，2万

年前以前の後期更新世の地すべり堆積物が分布する．地

すべり堆積物は角礫層からなり ，層厚は 5m以上であ
みずほ さやまがいけ

る．また ，瑞穂町箱根ヶ崎の狭山ヶ池周辺には最終氷期

中期から完新世初期の湖沼堆積物が分布する．それはシ

ルト 層を主体とし ，層厚は 2-5mである．入間川 ，多

摩川，秋川に侵食された丘陵斜面の基部には， 完新世の

崖錐堆積物及び沖積錐堆積物が分布する．

扇状地堆梢物は多摩川 ，秋川，北浅川，川口川沿いに

分布し，砂礫堆堆積物と旧河道堆積物に分けられる ．氾
だいもん

濫原堆積物は青梅市大門より下流の霞川沿いに分布し，

自然堤防堆積物，旧河道堆積物，後背湿地堆積物に分け

られる．開析谷底堆梢物は山地 ，丘陵，台地内の支谷沿
やし

いに分布し，霞川の最上流部，谷地川，川口川の上流部
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では特に顕著である．現河床堆積物は多摩川，平井川，

秋／ii'入間川 ，北浅川の現流路沿いに分布する．これら

の地層の層厚は一般に数 mであるが，開析谷底堆積物

は 10m以上になる場合がある ．

2. 5 関東ローム層

関東ローム層は本図幅内の丘陵の一部，台地の大部分

を覆う黄褐色，赤褐色，茶色を呈するシルト質火山灰土

で，下位から多摩ローム層，下末吉ローム層 ，武蔵野

ローム層，立川ローム層，腐植土層に分けられる．関東

ローム層の層厚は古い地形面上ほど大きく，また同じ地

形面でも南に向かって大きくなる値向がある．関東ロー

ム層の層厚は狭山丘陵東部では 30Ill以上に達し ，所沢

面上では最大で11-16Ill,武蔵野面上では最大で 5-11 

Ill, 立川面上では最大で 0.5-5Illである ．

2. 6 参考文献

本図輻の地質は ，1880年代から研究が蓄積されてい

る．その中で，総括的なもの ，記載に菫点を置いたもの

を以下に整理する．

地質図 本図幅の周辺の縮尺 5万分の 1の地質図とし

て，大宮図幅（中澤 ・遠藤，2002)，五日市図蝠（酒井，

1987)，東京西南部図幅（岡ほか， 1984) が刊行されて

いる．本図輻の南半部 ，南東側はそれぞれ縮尺 7.5万分

の 1の八王子図幅（三土， 1932)，東京図幅（清野， 1935)

として刊行されている．また ，本図幅を含む大縮尺の地

質図として，縮尺 20万分の 1の東京図幅（坂本ほか ，

1987), 50万分の 1の東京図幅（福田ほか， 1956；広｝II

ほか ，1966),50万分の 1活構造図（垣見ほか， 1982;

杉山ほか ，1997a)，特殊地質図（三梨ほか ，1979;鈴木

ほか， 1995)，水理地質図（森， 1962) が刊行されてい

る．そのほかに本図幅を含む川越から八王子地域の地質

図は ，三土 (1932)，清野 (1935)，兼子ほか (1951),

埼玉県 (1951,1999)，東京都 (1952,1953, 1980a, b), 

藤本・福田 (1954)，山下ほか (1955)，森川 (1970),

日本鉄道建設公団東京支社 (1974, 1977)，小澤・小林

(1985)，堀口 (1980b,1986b, 1987a)，坂本ほか (1987),

国土庁 (1994)，関東地方土木地質図編纂委員会 (1996),

久田ほか (2003) がある．また，経済企画庁 (1972,

1973)，埼玉県 (1972,1973, 1976, 1980a, 1995)，森川

(1973)，国土庁 (1976,1984)，青梅市 (1977)，神奈川

県 (1980,1986a, b)，東京都 (1994a,1995a, 1996, 

1997a, 1998a)の表層地質図がある．

学術論文など 本図幅を含む範囲の地形，地質をまとめ

たものは，鈴木 (1888)，田中 (1927)，藤本 (1928,1932a, 

1951)，鈴木 (1952,1963)，東京都 (1953)，藤本ほか

(1954)，寿円 (1956,1970)，藤本 ・鈴木 (1957,1968), 

貝塚 ・成瀬 (1958)，岩波書店編集部 (1961)，貝塚

(1964, 1979, 1992)，関東ローム研究グループ (1965),

森/II (1965, 1970)，埼玉県 (1968,1971, 1972, 1973, 

1974, 1976, 1980a, b, 1987, 1999)，渋谷ほか (1968),

関東第四紀研究グループ(1969)，羽鳥 (1972,2004a), 

堀口 (1973,1974, 1980a, 1986a, 1990, 1998)，金子

(1974) ，猪郷ほか ( 1980) ，貝塚 • 松田 ( 1982) ，菊地

(1982, 1990, 1991)，角田 (1982c,1983b)，斉藤ほか

(1983)，須藤ほか (1984)，岡 (1985,1991)，小澤 ・小

林 (1985)，河川環境管理財団 (1986,2001)，日本の地

質『関東地方」編集委員会 (1986)，高山 (1986)，久保

(1988b)，堀ロ ・角田(1990),Kubo (1990)，国土地理院

(1991)，貝塚・鈴木(1992)，東京都 (1994a,1995a, 

1996, 1997a, 1998a, b)，関東地方土木地質図編纂委員会

(1996), Machida, M. (1999)，久保ほか (2000)，羽鳥ほ

か (2001a)，羽鳥 (2004a)，松川ほか (2004)などである．

解説書 一般向け，教育関係者向けの地形，地質の解説

は，西村 (1941)，西多摩小学校 (1949)，多摩地学会

(1957, 1958)，鈴木 (1960)，貝塚 (1964,1979, 1985), 

地質調査所 (1967)，堀口 (1968,1975, 1987b, 2000), 

磯田 (1969)，蒔田 (1976,1983)，町田 (1977)，大森

(1977, 1989)，須藤 (1977)，竹越 (1977a,b)，地学団

体研究会埼玉支部 (1980)，東京都地学のガイド編集委員

会 (1980,1997)，山本ほか (1980)，五日市町 (1983),

府中の自然（地形 ・地質）ガイドブック編集委員 会

(1985)，馬場ほか (1986,2000)，樽 (1986,1998)，足

立 (1988)，伊藤 (1988)，青梅市 (1989)，多摩川研究

観察ガイドブック編集委員会 (1989)，島村 (1990)，東

京都教育研究所科学研究部地学研究室 (1990,1991), 

相場 (1991)，松川ほか (1991,2002)，埼玉県地学教育

研究会 (1992)，平成 4年度埼玉県立豊岡高等学校開放講

座運営委員会 (1993)，秋川流域自然保護団体研究会

(1994)，平成 5年度埼玉県立豊岡高等学校開放講座運営

委員会 (1994)，竹越 ・茂木 (1994)，平成 6年度埼玉県

立豊岡高等学校開放講座運営委員会 (1995)，人間川足跡

化石発掘調査団 (1995,2003)，千槃 ・斉藤 (1996)，藤

井 (1997)，小幡(1997a)，上條 (1997)，清水 (1997),

正田 (1997)，角田 (1997a,2002a)，松本ほか (1998),

東京都地質調杏業協会 (1998,2005)，力田ほか (1999a,

b)，三芳 町立歴史民俗 資料館 (2002)，馬場 ・松川

(2003), 「多摩川の石」編集委員会 (2003)，あきる野市

(2004)，羽烏(2004b)，小山ほか(2004)，松岡 (2004a),

村山・佐瀬(2004)，埼玉県立自然史博物館 (2004)，埼

玉県西部地域博物館入間川展合同企画協議会 (2004)，馬

場 (2005) などがある．

地方誌 各市町村の地形，地質の記載は，飯能市（飯能

第一國民學校 ，1944；飯能市 ，1986,1988；南高麗郷土

史研究会， 1996)，入間市（人間川町，1955;入間市，

1984, 1986, 1994)，狭山市 (1982,1989, 1996)，所沢
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市（所沢市， 1957,197 4, 1980, 1990, 1991, 2006 ;竹越，

1979)，三芳町 (1986)，青梅市 （青梅小学校， 1941;青

梅市， 1957,1966, 1977, 1981, 1995；小曾木近代誌執筆

委員会， 1974；久保田， 1977)，羽村市（羽村町，1974),

あきる野市（五日市町， 1976；秋川市，1983,1984)，八

王子市 (1963；川口地区社教郷土史研究会， 1988)，福生

市（福生町，1960;立川，1975；福生市，1979,1994), 

昭島市（昭和町，1949；山崎，1967；昭島市， 1978,2004), 

武蔵村山市（村山町，1968；武蔵村山市，1999,2002), 

立川市 (1968)，日野市 (1988,1990)，東大和市（大和

町，1963；東大利市，1989,1996,2000)，東村 山市

(1971, 1994, 1998, 2002)，清瀬市(1973)，東久留米市

(1979),小 平市（小 平 町，1957,1959)，国分寺市

(1986, 1990)，国立市 (1988)，府中市 (1968,1976, 1983, 

2007)，小金井市（小金井市， 1968;肥留間，1975)，瑞

穂町 (1974a,b)，日の出町 (1992)がある．
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第 3章 秩父帯の堆積岩コンプレックス

本図幅の秩父帯の堆積岩コンプレックスは ，山地から

丘陵地域・平野部への移行地域であるので露出が悪く，

この地域を中心とした研究はほとんどない．本図輻を含

む地質図を示した研究は，黒田ほか (1972)の 5万分の

l表層地質図「青梅」， 小澤 ・小林 (1985)，羽鳥ほか

(1996)の 5万分の 1表層地質図「｝1|越・ 青梅」及び久

田ほか (2003)があるにすぎない．

本図幅内の地質は五日市図幅や秩父図輻の地質の延長

にあたるので，本章ではこれらの地域の研究史をまとめ

る．また化石など年代論や全体の地質に関連する研究に

ついては，関東山地西部まで範囲を広げて取り上げる．

3. 1 研究史

関東山地の秩父帯については，鈴木 (1888)の 20万

分の 1地質図輻「東京」の先駆的研究がある ．これによ

り，秩父古生層と小仏古生層が初めて区分された．な

お，その境界は五日市一川上構造線（矢部 ，1925) にほ

ぼ一致する．本地域の秩父帯の地質は，藤本治義に よる

一連の研究（藤本， 1925, 1926b, 1931, 1932a, 1932b, 

1932c, 1933a, 1933b, 1938, 1939a, 1949, 195l;Huzimoto, 

1936a, 1936b)でその大嬰が明らかにされたまたこの

時期には畠山 (1933) による石炭層の報告や，小林

(1939)の紡錘虫及び小林ほか (1943)の地質構造の研

究がある． 1950年以降，森/II(1950), Morikawa (1955), 

Sakagami (1955b), Sakagami and Omata (1957)，坂上

(1958)など ，主に紡錘虫化石に基づく生層序及び古生物

学的研究が行われ，後期石炭紀から ペルム紀の地層が関

東山地東部地域の大半を占めていると考えられた．

関東山地東部の浅海相中生界については ，藤本
おおぐの

(1926a) が五日市図幅内の日の出町大久野岩井から三畳

紀の Monotisを報告して以来，この地域の浅海相三畳系

は 「岩井の三畳系」と して知られている．その後，清水

(1932)，張 (1939)，工藤 (1946),Huzimoto (1951), Ichikawa 

(1951)，市川・ 工藤 (1951),Sakagami (1955a), Kummel 

and Sakagami (1960)などの研究があり，最近では小澤・

小林 (1985)の研究がある．また ，日の出町大久野岩井
ふたまたお

のほか，五日市図幅内の青梅市二俣尾の石神の三昼系
なりさ

（高木， 1944;小沢， 1975)，青梅市成木の立ヶ 谷の三畳

系（小澤ほか，1965;Ozawa and Hayami, 1969 ;小沢，

1975)が報告されている．五日市地域のいわゆる鳥ノ巣

石灰岩を含む浅海相ジ ュラ系については， Yabeand 

Toyama (1927)の研究をはじめとして，藤本

（酒井彰）

(1938, 1939a)などの研究がある．

1970年代になると，それまで化石に乏しいとされた地

域の石灰岩やチャート ，珪質泥岩からコノドント化石が

報告された（小池， 1979;小池ほか， 1970,1979, 1980 ; 

Koike et al., 1971, 1985 ;猪郷久義， 1972;猪郷久治，

1979；小沢，1975)．また ，石灰岩からのコ ノドント化石

(Igo and Kobayashi, 1974; Igo and Hisada, 1986)，腹

足類化石 (Sakagami,1973)，腕足類化石 (Yanagida, 

1973)，サンゴ化石 (Yamagiwa,1977 ; Igo et al., 2001 ; 

Igo and Igo, 2004)，紡錘虫化石 (Kobayashi,1988, 2005) 

が報告された．これらの化石から本地域には下部石炭系

ー三畳系が分布するとされ，中でも三畳系が広く分布する

とみなされるようになったコノドン ト化石による層序

の再編については，猪郷ほか (1980)にまとめられてい

る．この時期に，黒田ほか (1972)の 5万分の 1表層地

質図「青梅」や，松丸 (1976)の 5万分の 1表層地質図

「秩父」が出版されている ．また，松丸ほか (1979)によ

り秩父地域の正丸 ・吾野地域の層序と地質図が示された．

1980年代に入って ，泥質岩や珪質岩など一般に広く分

布する岩石から放散虫化石が報告されるようになった

（指田ほか， 1982,1983; Sashida et al., 1982, 1984, 1986; 

大和田 ・坂，1982;三好ほか， 1983;高島 ，1983;大和

田ほか ，1984;遠西・指田， 1984;高島 ・小池，1984; 

Hisada et al., 1986 ; Sashida, 1988; Sashida and Yatsugi, 

1991)． また，同時に高島・小池 (1982)，斉藤 (1984), 

Furnkubo et al. (1985), Sashida and Tonishi (1985, 1988, 

1991)，指田ほか (1986) などのチャートから産出する

放散虫の古生物学的な研究も公表されている．猪郷ほか

(1980) は鳥ノ巣石灰岩の詳細な分布と産出を報告した．

安田 (1989) は五日市図幅内の鳥巣層群相当層の岩相と

放散虫年代を報告している． Sashidaet al. (1989) は同

石灰岩からの放散虫化石の広域的な産出を報告している．

本地域の秩父帯の泥岩や珪質泥岩から産出する放散虫

化石の示す時代は，ジ ュラ紀から前期白亜紀にわたる．

これらの時代に付加した前期石炭紀末から三畳紀を示す

腹足類化石・腕足類化石 ・サンゴ化石・紡錘虫・コノド

ントを含む石灰岩やチャートの岩体・岩塊を含む混在岩

が分布しており ，その岩相の特徴や地質時代によってユ

ニット区分がなされている (Hisada,1983；久田， 1984;

高島 ・小池， 1984;小沢・小林， 1985; Sashida, 1988 ; 

Sashida and Yatsugi, 1991;指田， 1992a,1992b)，小澤・

小林 (1985),小澤ほか (1985)，小澤 (1992) は，本地

域から秩父地域にかけての秩父帯の地層群を 3層群に区
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蛍
「
表

E
弐
塵
当
朕
苓

高島 ・小池 (1984)

御前山層

氷川層

海沢層

深沢層

三ッ沢層

酒井 (1987)

御前山層

氷 川 層

海沢層

川井層

本報告 (2007)

I 深沢ユニット 1

高水山層

雷電山層

成木層

釜
妾
慨
弐
饗
宝
―
燕
碍

藤本 (1933) 松丸ほか (1979) 指田 (1992)

成木ユニット

雷電山ユニ ット

仁田山暦

中藤 層

lhsacla et al. (2002) 

I水 口 層 I 水ロユニット

仁田山ユニット

中藤ユニット

花桐 層

刈場坂層

高畑層

黒 山 層

第 3.1図 秩父帯の地質体区分の変遷と対比

分し，その中に島弧もしくは小大陸片とみなされるペル

ム紀から三畳紀の地層群が存在するとした．また，ほぼ

水平な衝上術層による大規模なパイルナップ構造を示す

など ，これまでと大き く異なる見解を示した．このうち

ペルム紀の島弧もし くは小大陸片とみなされる地層群の

存在については，川村ほか (1993)や小林・古谷 (1997)

は泥岩からジュラ紀の放散虫化石を報告してその存在を

否定 し，ジュラ紀の混在岩であることを明らかにした．

関東山地の秩父帯の地体構造区分については，秩父盆

地以西では北帯と南帯に分けられたが（大久保・堀口 ，

1969)，秩父盆地以東においてはその区分はあいまいで

あった．猪郷ほか (1980) は，秩父盆地以東の関東山地

の秩父帯を北帯・中帯 ・南帯に 3分したが ，酒井 (1987)

は五日市図幅内で中帯と南帯に 2分し ，地質図に示して

しヽる ．

関東山地の秩父帯から四万十帯にわたる広域的な付加

体の研究は Ishiiand Takahashi (1992), Takahashi and 

Ishii (1995), Takahashi (1999) によりなされており ，

Takahashi and Ishii (1995) は五日市図輻内の秩父帯か

ら放散虫化石を報告している．

地質構造については ，久田ほか (1998)，久田 (1994)

による底付け付加やナ ッペ構造についての研究がある．

Hara and Hisada (1998)，原ほか (1998)や原・久田 (2005)

はイライトの結晶度による熱履歴の研究を秩父―三峰図

幅地域において行い ，北西部ほどより深くまで到達した

地質体が露出していることやそれらの変成年代を明らか

にした．

広域的な地質図として ，武井ほか (1994)の 5万分の

1表層地質図「秩父・ 五日市・ 三峰 ・丹波」，羽鳥謙三

ほか (1996)の 5万分の 1表層地質図「川越・ 青梅」，

埼玉県地質図編纂委員会 (1999) による埼玉県地質図，

久田ほか (2003)の東京都奥多摩地域地質図が出版され

ている ．
さんち,,う

関東山地における黒瀬川帯については，山中地溝帯南

縁部に分布する蛇紋岩が黒瀬川帯の構成岩類と考えられ

ている（大久保 ・堀口 ，1969;久田ほか ，1987; Hisada 
はんのう

and Arai, 1989)．その東方延長は，秩父図幅内の飯能市

名栗川流域から五日市図幅内の日の出町二内川流域にか

けて，名栗浙層または名栗断層群に蛇紋岩や黒瀬川帯に

属する古期岩類が分布するという考え（坂ほか， 1989; 

島村ほか，2003;Saka et al., 2005) と，混在岩中に蛇紋岩

と浅海相二畳系（市川 ・工藤， 1951；小澤 ・小林，1985)

を岩体や岩塊として含む泥質碁質が強く剪断したテク ト
みのくち

ニック メランジュを水口層と呼んで黒瀬川帯を構成する

地質体の一つとする考え (Hisadaet al, 2002；久田ほか，

2003) がある ．テクトニックメランジュは名栗断層の活

動によって形成されたと推定さ れている．黒瀬川帯の構

成要素としては，五日市図幅内と秩父図幅内では浅海相

ジュラ系を含む深沢ユニ ット，浅海相三畳系（小澤 ・小
な り き

林，1985) を含む雷電山ユニ ットと成木ユニ ットがある

が，いずれも黒瀬川帯として地質図に図示できるほどの

広がりをもった地質体ではなく小規模に散在している．

一方で，松岡ほか (1998) により，南部秩父帯， 黒瀬

川帯， 北部秩父帯という 地体構造区分が提唱されてい

る．関東山地については小澤 ・小林 (1985)の成木層を

黒瀬川帯としその北を北部秩父帯 ，その南を南部秩父帯
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中藤ユニット
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［川越］

［青梅］
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500m ---
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（上下未確認）
、ヽ80努開面ヽ

一． （破線は伏在）

第3.2図 中膝ユニットのルートマップ
飯能市岩渕付近の成木川流域．

に区分しているが，上記のように成木層はジュラ紀堆積

岩コン プレックス とされた．関東山地では ，黒瀬川帯を

樅成する地質体の分布が地質図に示せる大きさを持たず

非常に小規模な分布であり ，断層帯にテクトニックに取

り込まれたり ，蛇紋岩体の近くに転石として分布するだ

けであること ．浅海相三畳系 ・ジュラ系の分布も また小

規模でありかつ散在 していることなどから，関東山地東

縁部において地質図に描きうる広がりをもった黒瀬川帯

を現時点で認定することは困難と考える ．したがって南

部秩父帯と北部秩父帯の境界も決めることができない．

以上のことから関東山地東部における黒瀬川帯の分布

について，本報告では地体構造区分上の位置づけをせ

ず，地質体全体を秩父帯の堆柏岩コンプレックスとし，

6つのユニットに区分して記載することにする ．水口層

はテク トニックメランジュとして識別されているが，大

部分は付加体であり強く剪断された泥質基質を有すると

いう特徴以上の詳細な情報はないことから ，本報告では

秩父帯の堆栢岩コンプレ ック スの一部である水ロユニ ッ

トとして報告する．以上に述べた地質体区分の変遷と対

比を第 3.1図に示す．

なかとう

3. 2 中藤ユニット (Nk)

命名 指田 (1992b)により中藤層と命名．本報告では

中藤ユニッ トと改称．

模式地 秩父図幅南縁部の名栗川支流の中藤川流域（指

田，1992b).

分布 秩父図幅南縁部の名栗川流域の飯能市中藤から南

東方の成木川をへて本図幅内の飯能市岩渕まで分布して

いる．本地域には岩渕の小沢沿いにわずかに分布するの

みである ．

層序関係 北東側の指田 (1992a)の花桐層とのユニ ット

境界は未調査であるので不明．南西側の仁田山ユニ ット

とは北西ー南東走向で北西に急斜する逆断層で境される．

岩相 本地域では飯能市岩渕にわずかに分布するにすぎ

ないため ，北隣の川越地域の飯能市岩渕付近の成木川か

ら本図幅にかけてのルートマップを示す（第3.2図） ．中

藤ユニットは砂岩及び泥岩からなるが．成木川沿いでは

泥岩基質中に厚さ数 mの玄武岩溶岩や火山砕屑岩の岩

塊が露出している（第 3.2図，第 3.3図A)．顕微鏡写

真を第 3.3図B（登録番号 GSJR82061)に示す．北方

の名栗川流域では石灰岩と玄武岩火砕岩やチャー トの岩

体が分布している．全体としては圧倒的に砂岩と泥岩が

優勢なユニ ットである．砂岩は灰色細粒～中粒で，塊状

ないしは泥岩と互層をなし，互層は破断してレンズ状に

なっていることが多い．鋭下ではカリ長石が目立ち，や

や火山岩片の量が目立つ長石質アレナイト（登録番号

GSJ R82062,第3.2図，第 3.3図 C)とカリ長石が少

ない長石質アレナイト（登録番号 GSJR82119,第 3.2 

図，第 3.3図D)が見られる ．
しょっ

対比 藤本 (1933a)の子の山層，松丸ほか (1979)の正
まる

丸峠層 ・子の山層，及び小澤 ・小林 (1985)の正丸層の

- 19 -



［川越］

［青梅］

成木ユニット ↑
 

0 500m ---
ロ砂岩 ［コ砂岩、尼岩互屁 E:〗玄武岩、容岩及び

火山砕屑岩
・チャート|~‘昆在岩 ／ 疋累ilij*確認） ~80 努開面 _ヽ＇断府ヽ （破線は伏在）

- 20 -



第3.3図 中藤ユニットの露頭写真と顕微鏡写真．

写真撮影及び岩石標本採取地点は第 3.2図参照．

A,玄武岩火山砕屑岩の岩塊ハンマーは長さ

30cm. 
B,玄武岩火山砕屑岩 (GSJR82061)の顕微鋭写真．．

直交ニコル，横の長さ 2.4mm.
C,カリ長石のめだつ砂岩 (GSJR82062)の顕微鏡

写真直交ニコル (Qz:石英，pl：斜長石，

Kf:カリ長石， V：火山岩），横の長さ 2.4mm. 
D,カリ長石に乏しい砂岩 (GSJR82119)の顕微鏡

写真直交ニコル (Qz:石英， pl：斜長石，

I(f：カリ長石，v:火山岩）．横の長さ 2.4mm. 

第3.4図 仁田山ユニットのルートマップ

成木川中流域から青梅市小曾木の黒沢川下流域．

一部，指田 (1992a)の中藤層に対比される．

地質年代 指田 (1992a)によれば秩父地域の本ユニット

の泥質岩から Laxtorum?jurassicum帯の放散虫が得ら

れ， Matsuoka(1995)によれば中期ジュラ紀前期のアー

レニアン期とみなされる．

にたやま

3. 3 仁 田山ユニ ッ ト (Ntx,Ntc, Ntb) 

命名 森川 (1950)により仁田山層と命名．本報告では

仁田山ユニットと改称．

模式地 秩父図幅南縁部の飯能市名栗川流域の仁田山峠

周辺（森川， 1950).

分布 模式地から本図幅内の成木川流域にかけて分布す

る．

層序関係 北東側の中藤ユニ ッ ト及び南西側の成木ユ

ニットとは北西―南東走向で北東に急斜した逆断層で接

する．

岩相 泥質基質で砂岩やチャート，玄武岩溶岩及び火山

砕屑岩の岩体・岩塊を多く含む混在岩からなる．青梅市
おそき

成木川中流部から青梅市小曾木の黒沢川流域のルート

マップを第3.4図に示す．砂岩は成木 3丁目の成木川沿

いで厚さ 250mにわたり（第 3.4図，第 3.5図A)，ま

た成木 2丁目では 50mにわたりそれぞれ塊状の灰色中

粒砂岩が分布している ．鏡下では火山岩片やカリ長石の

目立つ長石質アレナイトである（登録番号 GSJR82070, 

第 3.4図，第 3.5図 D)．飯能市下畑では灰色 層状

チャート岩体が厚さ 130m,成木 3丁 目の成木川沿いで

は赤色及び緑色の層状チャート岩体が厚さ 130mにわた

り，また青梅市黒沢の岩蔵温泉付近の黒沢川沿いでは灰

色～緑灰色の層状チャー ト岩体が約 90mにわたり露出

している（第 3.4図，第 3.5図B)．また，岩蔵温泉では

0.5 X 2 mの石灰岩岩塊を含む混在岩が露出している（第

3. 4図，第3.5図C)．泥質基質の混在岩の露出は少ない．

対比森川 (1950)，松丸ほか (1979)の仁田山層，小

澤 ・小林 (1985)の正丸層の一部，指田 (1992a)の中藤

層に対比される ．

地質年代指田 (1992a)によれば，秩父図幅内の本ユ

ニット中の 2地点の泥質岩中から中期ジュラ紀

Tricolocapsa plicarum帯の放散虫化石が産出している．

Matsuoka (1995)によれば中期ジュラ紀中期のバジョシ

アン期からバソニアン期前期とみなされる ．

みのくち

3. 4 水ロユニット (Mnx,Mnl, Mnb) 

命名 Hisada et al. (2002)により水口層と命名．本報告

では水ロユニットと改称．

模式地五日市図幅内の日の出町大久野水口付近

(Hisada et al., 2002). 

分布 五日市図幅内にほとんど分布しており，青梅市二
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第3.5図 仁田山ユニットの露頭写真と顕微鏡写真

写真撮影及び岩石標本採取地点は第 3.4図参照．

A,灰色中粒砂岩．細かな割れ目が発達している．

写真の露頭幅は約 5m. 

B,灰色層状チャート．矢印のハンマーの長さは

30 cm. 
C,灰色石灰岩 (ls)の岩塊ハンマーの長さは 30

cm. 
D,火山岩片とカリ 長石の目立つ 砂岩 (GSJ

R82070) の顕微鏡写真直交ニコル (Qz:石

英， pl：斜長石，Kf:カリ長石， v:火山岩） ，

横の長さ 2.4mm. 

第3.6図 水ロユニットの露頭写真と顕微鏡写真

A,玄武岩火山砕屑岩基質中の灰色石灰岩岩塊 Os).

矢印のハンマーの長さは30cm.日の出町玉の

内の国道沿い．

B,玄武岩枕状溶岩．ハンマーの長さは 30cm. 日

の出町玉の内の採石場．

C,不洵汰で火山岩片の目立つ砂岩(GSJR82093)の

顕微鏡写真直交ニコル (Qz：石英， pl：斜長

石， I<f:カリ長石， v：火山岩）， 横の長さ 2.4

111111, 五日市図幅内の坂本林道終点で岩石標本

を採取．

俣尾付近を項点とし，西側は名栗断層に限られてその東

側の日の出町玉の内まで，東側は青梅市日向和田を通り

二ツ塚峠北西方で礫層に覆われる断層で三角形状に分布

している．本図幅内では日の出町大久野玉の内にわずか

に分布する．

層序関係 北東側を雷電山ユニットと 北西—南東走向の

逆断層で，南西側を名栗断層で深沢ユニ ットと境される．

岩相 玄武岩溶岩及び火山砕屑岩 ，石灰岩の岩体・岩塊

や黒瀬川古期岩類を含む蛇紋岩メランジュを岩体 ・岩塊

として含む混在岩からなる．日の出町大久野玉の内の国

道沿いには淡灰色の石灰岩が分布している（第 3.6図

A)．また ，その採石場の入り口付近には玄武岩の枕状溶

岩が露出している（第 3.6図B)．砂岩は灰色～青灰色の

細粒～中粒砂岩で，鏡下では淘汰が悪く珪長質火山岩片

の多い長石質ワッケである（登録番号 GSJR82093,第

3. 6図 C).

対比 関東山地の蛇紋岩は黒瀬川帯の構成岩類と考えら

れており（大久保 ・堀口 ，1969;久田ほか， 1987)，秩

父図幅内の飯能市名栗川流域から五日市図幅内の日の出

町三内川流域にかけて名栗断層または名栗断層群に蛇紋

岩や黒瀬川帯の古期岩類が分布するという考え（坂ほ

か，1989；島村ほか， 2003) と，蛇紋岩や浅海相三畳系

が付加体の混在岩中にテクトニックメランジュとして取

り込まれ，そのテクトニックメランジュを水口層と呼ん

で黒瀬川帯を構成する地質体の一つとする考え (Hisada

and Arai, 1989 ; Hisada et al, 2002 ;久田ほか， 2003)が

ある． Sakaet al. (2005)は日の出町大久野坂本に露出す

る蛇紋岩メランジュ中のざくろ石花岡岩に含まれるジル

コンの CHIME年代を測定し ，432土 40Maの測定結果

を得て，花岡岩の形成年代とみなした．そして，西南日

本各地の黒瀬川帯の花岡岩から得ら れた放射年代と調和

的であることから，この花憫岩が黒瀬川帯の構成岩石で

あると判断し ，名栗断層帯を黒瀬川帯の東方延長とみな

している． しかし，黒瀬川帯を構成する地質体である蛇

紋岩や浅海相三畳系の岩体や岩塊が，混在岩中にテクト

ニックメランジュとして取り込まれているのは関東山地

以外に知られていない．

地質年代 Hisada et al. (2002)は放散虫化石は産出して

いないので年代未詳としている．久田ほか (2003)の地

質層序総括表では前期 ジュラ紀？とされている ．

3. 5 雷電山ユニ ッ ト (Rx,Rs, Re) 

命名 藤本 (1932)により雷電山層と命名．本報告では

雷電山ユニ ッ トと改称する．

模式地 小曾木川流域から五日市図幅内の雷電山にかけ

ての地域である（藤本， 1932b).

分布 五日市図輻内の名栗断層の東側で青梅市成木から

南東へ，本図幅内の小曾木川北岸から多麻川南岸まで分
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第3.7図 雷電山ユニットのルートマッ プ（その 1)

青梅市北小曽木）1|流域から青梅市黒沢より上流の黒沢川流域．

布する．

層序関係 北東側の成木ユニ ット及び南西側の水ロユ

ニットと北西―南東走向で北に急斜した高角の逆断層で

接してし立る．

岩相 五日市図幅内の本ユニ ットの模式地では石灰岩の

岩休がみられ，紡錘虫化石を含む．本図輻内での分布域

内北部では砂岩や砂岩泥岩互層が優勢で，わずかな泥岩

）翡質とチャート岩休 ・岩塊を含む滉在岩で，砂岩の一部

に石灰岩礫を含む礫岩をレンズ状に挟む．青梅市の黒沢

川上流域の）レートマップを第 3.7図に ，多摩川南岸，青

梅市駒木町から友田町・ニ丁目にかけての地域のルート

マップを第3.9闊に示す．砂岩は青灰色ないし緑灰色か

ら灰色を呈する叫堕～極粗粒の塊状砂岩である（第 3.7 

図，第 3.8図A)．砂岩中には石灰岩の礫を含む礫岩を

レンズ状に挟むことがある（第 3.8図B,第 3.9図）．

また ，一見塊状に見える砂岩露頭が砂岩岩塊の多い混在

岩であったり（第 3.8図 C,第 3.9図），砂岩が不規則

に割れ，割れ目に泥岩を含む現象が観察される（第 3.10 

図A,第 3.9図）．また ，砂岩泥岩互層も観察される（第

3. 8図 D,第 3.9図）．砂岩は鏡下では比較的カリ長石

が多く，また火山岩片が目立つ長石質アレナイ トである

（登録番号 GSJR82089,第 3.9図，第 3.10図 C)．分布

地域の南部，多摩川南岸の青梅市駒木町や長淵に分布す

る雷電山ユニットは，多摩）1|以北と比べて数 m以下の

砂岩やチャート岩塊を含む泥質基質の混在岩の量が多く

なる（第 3.9図）．分布域南西部では ，石灰岩は泥質基

質中に岩体や岩塊として含まれ，石灰岩の割れ目に沿っ

て分断され，泥質基質との境界は不規則である（第 3.9 

図，第 3.10図 B).

小澤 ・小林 (1985) はこれらの紡錘虫石灰岩を含む地

質体を現地性堆積物とみなし，島弧ないしは小大陸片が

付加したものとした．しかし，小林・古谷 (1997)，川

村ほか (1993)や本報告の調査に よれば，これらの石灰

岩は泥質碁質の滉在岩に含ま れるものであり ，大きさも

大小様々であること や，産出する紡錘虫化石の示す時代

と産出順序が一致しないことから ，混在岩とみなされた．

対比 小澤 (1975) の北小曾木層，雷電山層，立ヶ谷

層，二俣尾層及び石上層に， Sashidaand Yatsugi (1991) 

の雷電山層にほぼ対比される．

地質年代 Sashida and Yatsugi (1991) によれば， 雷電
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第3.8図 雷電山ユニットの露頭写真（その l)

写真撮影地点は第 3. 7図及び第 3.9図参照．

A,鉄道公園から西に延びる遊歩道沿いの砂岩露頭細かな割れ目が発達している．露頭の高さは約 1.5m. 

B,多摩川北岸の礫岩露頭．最大の礫は径 7cm.カメラキャップは径 4.5cm. 
c.多摩川南岸の泥質基質中の砂岩岩塊の露頭．露頭の高さは約 7m. 

D，多摩川東岸の 5-30cmの厚さの砂岩泥岩互層．露頭の高さは約 3m. 

山ユニットからの泥岩中から前期ジュラ紀後期の放散虫

化石が産出している． 小林・ 古谷 (1997) によれば珪質

泥岩の泥質甚質から Sashida(1988)の Hsuumminoratum 

帯に特徴的な放散虫化石が産出 した． Matsuoka(1995) 

によれば，前期ジュラ紀後期のプリーンスバッキアン期

後期からトアルシアン期とみなされる ．

なりき

3. 6 成木ユニッ ト (Nx,Ne, Nl, Nb) 

命名 小澤 (1975) により成木層と命名．本報告では成

木ユニットと改称する．

模式地 五日市図幅内の青梅市成木川上流の成木 5丁目

から 6丁目付近（酒井．1987).

分布 秩父図幅内の飯能市下名栗の名栗川流域から南東

側へ連続し，本図輻内の青梅市成木川中流域から小曾木

の黒沢川にかけて分布する．

層序関係 北東側を仁田山ユニットと ，南西側を雷電山

ユニットとそれぞれ北西―南東走向で北東に高角に値斜

した逆断層で接 している．

岩相 砂岩，砂岩泥岩互層が広く分布し ，泥岩基質に

チャート，玄武岩溶岩及び火山砕屑岩，石灰岩の岩体・

岩塊を含む混在岩である ．本地域では仁田山ユニッ トの

岩体よ りも砂岩岩体の量が増える．青梅市成木の成木川

中流域か ら黒沢の黒沢川中流域のルー トマ ップを第 3.11 

図に示す．砂岩は灰色～青灰色の細粒～中粒である ．砂

岩泥岩互層は厚さ 5-30 cmのものがよく観察 され，破

浙してレンズ状を 呈することが多い（第 3.11図，第

3. 12図 A)．鏡下では，雷電山ユニットや中藤ユニット

の砂岩と 比べてカリ長石の少ない長石質ワッケである

（登録番号 GSJR82073,第 3.12図 B)．青梅市小曾木 2

丁目 の黒沢JI[支流には，チャートの岩体が露出している

（第 3.11図）．それは灰色～黒色の厚さ 1-3cmの層状

チャートである．五日市図幅内の成木付近では ，泥質基

質の混在岩は淘汰の悪いシル ト質泥岩中にチ ャート ，石

灰岩，玄武岩溶岩及び火山砕屑岩の岩塊を含む．

対比 小澤 ・小林 (1986)の成木層と北小曾木層，酒井

(1987)の成木層， Sashidaand Yatsugi (1991)の成木層

にほぼ相当する．
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第3. 9図 雷電山ユニットのルートマップ（その 2)

多摩川南岸，青梅市駒木111「から友田町二丁目にか

けての地域

第3. 10図 雷電山ユニ ットの露頭写真と顕微鏡写真（その 2)

写真撮影及び岩石標本採取地点は第 3.9図参照．

A,砂岩が不規則な形態に岩塊化している混在岩

露頭ベンチカットの高さは約 10m.五日市

図幅内の青梅市駒木町の採石場

B,灰色石灰岩 (ls）の岩（本．基質の混在岩との境

界は不規則． ベンチカットの高さは約 10m.

五日市図幅内の青梅市駒木町の採石場．

C,火山岩片の 日立つ砂岩 (GSJR82089)の顕微

鏡写真直交ニコル (Qz:石英．pl:斜長石，

Kf：カ リ長石， V:火山岩） ，横の長さ 2.4mm.

地質年代小澤・小林 (1985)は， Neoschwagerina加zargaritae,

Yabeina globosa, Y aft. columbianaなどの中期ペルム紀後

半の紡錘虫化石や，五日市図幅内の青梅市上成木梅ヶ平

の泥岩から 中期 ペルム紀後半を示す放散虫 化 石

Pseudoalbaillella spp.を報告し，成木層の地質時代を中期

ペルム紀の後半 とした．小澤・小林 (1985)が報告した

中期ペルム紀後半を示す放散虫化石 Pseudoalbaillellaspp. 

を含む泥岩は， 川村ほか (1993)や小林・ 古谷 (1997)

により混在岩中の岩塊とみなされた．小林・古谷(1997)

は本ユニッ トから， Parvicingulagigantocornis, Hsuum 

minoratumなどを報 告し ，Sashida(1988)の Hsuum

minoratum帯を示すとした．これは Matsuoka(1995)の

Trillus elkhornensis帯に対比され，ともに前期ジュラ紀

後期のプリンスバッキアン期後半から 1、アルシアン期と

みなされる．

3. 7 沿訳ユニット (Fx,Fs, Fe, Fl, Fb) 

命名 高島・ 小池 (1984)により深沢層と命名．本報告

では深沢ユニ ットと改称する．

模式地 五日市図幅内のあきる野市大久野深沢付近（高

島 ・小池，1984).

分布 五日市図幅内の棚沢—星竹断層（酒井， 1987) 以東

の川井層（酒井， 1987)の分布域の南半部で東限は名栗

断層である．

層序関係 東側は水ロユニ ッ トと 名栗浙層で，西側は棚

沢—星竹断層で海沢ユニ ッ ト（高島 ・小池 ， 1 984 ；酒井，

1987) と境される ．

岩相 五日市図幅ではチャート，石灰岩，玄武岩溶岩及

び火山砕屑岩や砂岩の岩体や岩塊を含む混在岩からな

る．本図幅では砂岩岩体の卓越した部分と石灰岩岩体と

玄武岩溶岩及び火山砕屑岩の岩体・岩塊か らなる（第 3.13 

図）．鳥の巣石灰岩の岩塊を含むことも特徴である．足

立ほか (1991)は，あきる野市引田の三の谷で深沢ユニッ

トに属する淡灰色石灰岩塊から Neoschwagerinasp.を報

告している（第 3.13図の含フズ リナ石灰岩）．
あじろ

あきる野市網代の産業廃粟物最終処分場の尾根には径

1 m前後の黒色で， 割ると石油臭のする鳥の巣石灰岩の

岩塊が分布している．網代の沢の道路沿いには約 20m

にわたって灰色層状チャートの岩塊が露出している（第

3. 13図，第3.14図A)．いずれも泥質基質は露出せず，

基質との接触関係はよくわか らない． 砂岩は灰色細粒ー

叫 堕で，淘汰が悪い火山岩片の目立つ長石質アレナイ ト

（登録番号 GSJR82137,第 3.13図，第 3.14図 B) と溶

結凝灰岩などの珪長質火山岩片の目立ち，カ リ長石が少

ない長石質アレナイトである（登録番号 GSJR82569,第

3. 13図， 第 3.14図 C).

対比 高島 ・小池 (1984),Sashida (1988)，久田ほか

(2003)の深沢層に対比される ．
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第 3.11図 成木ユニットのルートマップ

青梅市成木の成木川中流域から同市黒沢の黒沢川中流域

第 3.12図 成木ユニットの露頸写真と顕微鏡写真

写真撮影地点は第 3. 11図参照．

A,砂岩泥岩互層破浙してレンズ状化している．

B,淘汰の悪い砂岩 (GSJR82073)の顕微鏡写真．直交ニコル (Qz:石英， pl:斜長石， Kf:カリ長石， v:
火山岩） ，横の長さ 2.4mm.青梅市成木 3丁目の沢の上流．
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第3.14図 深沢ユニットの露頭写真と顕微鏡写襄

写襄撮影及び岩石標本採取地点は第 3.13図参照．

A,厚さ2-5cmで成層した層状チャー トの露頭．あきる野市網代南方の道路沿い．

B,洵汰が悪く，火山岩片の目立つ砂岩 (GSJR82137)の顕微鏡写真．直交ニコル (Qz：石英，pl：斜長石，

Kf：カリ長石，v:火山岩），横の長さ 2.4mm.

C,珪長質火山岩片の目立つ砂岩 (GSJR82569)の顕微鏡写真．直交ニコル (Qz:石英， pl:斜長石， FV:

珪長質火山岩），横の長さ 2.4mm.

地質年代 高島・ 小池 (1984)，三好ほか (1983)，大和

l :LI • 坂 (1982), Sashida (1988)は，Tricolocapsaplicarum 

術から Hsuummaxwelli帯の放散虫の産出を報告 してい

る．Matsuoka(1995)によれば，地質年代は中期ジュラ

紀中期のバジョシアン期から後期ジュラ紀中期のキンメ

リッジアン期とみなされる．

関東平野西縁丘陵研究グループ (1995) はサマーランド

自然園南側に分布する本ユニ ットの珪質泥岩（第 3.13固の

放散虫産出地点）から， Thanarlaconica, Archaeodictyomitra 

apiara, Pseudodictyomitra sp., Parvicingula sp.などの放散虫

化石を報告し ，ジュラ期末期から白亜紀初期を示すとし

ている．本報告では深沢ユニットに含めておくが ，詳細

な年代論とその帰属については今後の検討課題である。

3. 8 地質構造

関東山地東縁部に分布する秩父帯のジュラ紀堆積岩コ

ン プ レ ックスは， 一般走向が北西—南東で ， 北東または南

西に傾斜している．中藤ユニ ッ トは北西—南東走向で北

東傾斜の同斜構造をなす． 仁田山ユニ ッ トは東部で北東

傾斜，西部で南西傾斜が卓越してお り，アンチ フォーム

の存在が推定されるが，黒沢川と成木）1|の）レートの情報

しかないので摺曲軸を記入していない．雷電山ユニッ

ト，成木ユニット，深沢ユニ ットでは北東または南西に

傾斜して成立摺曲をなしていると推定されるが ，有効な

鍵層がないので摺曲構造を明瞭に把握できていない．

従って，本報告では各ユニットの層厚は正確に見積もら

れていない．
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第 4章 四万十帯の堆積岩コンプレックス

関東山地の四万十帯に分布する白亜系～古第三系は，
お ご うら

北から大滝層群， 小河内層群（藤本， 1949)，小仏層群

（鈴木， 1888)，相模湖層群（酒井， 1987) に区分されて

いる ．これらは西北西ー東南東の一般走向で北東に傾斜

する地質構造をなす．大滝層群は小河内層群の北西方に

分布するほぼ同一の地質ユニットとみなされるが，変

成・変形の程度は異なる ．これら 2層群と小仏層群 ・相

模湖層群は北から順次南に向かって配列している．これ

らの地質体は付加体堆積物からなり，正常な層位関係を

示さないので，本報告では地質体の単元をユニットと呼

び，それらのまとまりをコンプレックスと呼ぶ．本図幅

はかつて小仏層群と呼ばれた小仏コンプレ ックス分布域

の東端部に位置し，その一部のみが分布する ．ここは山

地から丘陵地域に変わる地域で露出が悪いため ，東端部

の第四系との境界域まで調査された研究報告はない．秩

父帯の堆積岩コンプレックスとは五 日市図幅の分布域東

縁部では五日市―川上構造線（矢部，1925)で接している．

足立 (1993)は五日市―川上構造線の東南東延長を谷地川

断層と呼んだ．

本報告では ，小仏コンプレックスの北縁部に砂岩や砂

岩泥岩互層，泥岩と玄武岩火山砕屑岩が千枚岩化したユ

ニットが識別された．このユニッ トは酒井 (1987)があ

きる野市盆堀川下流部で盆堀川層の北東側で小伏層に区

分した地質体の東方延長部である ．このユニットを美山

ユニッ トと新称する ．その南には砂岩泥岩互層 ・砂岩か

らなり， 一部に礫岩を挟む地質体が分布する．これは酒

井 (1987)の盆堀川層に相当する地質体であり，盆堀川

ユニットと呼ぶ

4. 1 研究史

鈴木 (1888)は四万十帯に属する地層を小仏古生層と

呼び，初めて秩父古生層と区別した． 矢部 (1925) は両

層の境界部に発達する断層を五 日市―川上線と呼び，関

東山地を画する一大構造線とみなした．なおこの段階で

は， 小河内層群は秩父古生層の一部として取り扱われて

いた藤本 (1932b,1939a, 1949) は秩父古生層から小

袖鳥ノ巣帯の地層を区別し ，この地層を初めて小河内層

群と呼んだ．藤本 ・鈴木 (1957,1968)は小河内層群を

下位から船久保層，倉掛層，小袖層及び中山層の 4層に

区分した．伊与田ほか (1984),Sashida et al. (1984)及

びlyotaet al. (1994) は，小河内層群から前～後期白亜

紀を示す放散虫化石を報告している．

（酒井彰）

江原 (1925)は鈴木 (1888)の小仏古生層を四国の安

芸川統に対比し ，上部ジュラ系と考えた藤本 (1931)
こぷし

は分布の中 ・東部にあたる山梨県上野原町小伏から東京
ひのはら

都檜原村南郷上川苔を経て本宿に至るルートを模式地と
かわの I)

して小仏層群を定義し，下位から小伏層，川乗層，笹野

層の 3層に分け，礫岩中のチャー ト礫にジュラ紀型の放

散虫が含まれることからその時代を白亜紀とした．ほぼ

時期を同じくして ，三土 (1932) は7.5万分の 1地質図
よせ

幅 「八王子」で小仏層群を佐野川層，典瀬層 ，恩方層及

び城山層に 4分した．その後しばらく小仏層群に関する

研究は途絶えていたが，牧野 (1973) は，藤本とほぼ同

地域において本層群の層序を再検討するとともに，堆積

学的研究から砂岩泥岩互層中にいくつかの堆積サイクル

を認めたまた，全体的には上位に向かうほど，そして

東部になるほど堆積物は粗粒になることを指摘した．こ

れと相前後して，小仏層群分布域の南部 ，相模湖・津久

井湖付近の地層ついて ，三上 (1968,1970)，奥村 ・門

倉 (1973)，奥村 (1975)の研究が公表され， 小仏層群

の小伏層に対比されたまた，神奈川県 (1980) は神奈

川県地域の 5万分の 1の地質図を公表している．酒井

(1987) は小仏層群について再定義するとともに，古第

三系の地質体を相模湖層群と呼んで区別し ，地質図に示

した．

小仏層群の地質構造については，藤本 (1931)，三上

(1968, 1970)，牧野 (1973)は北西―南東走向，北東傾斜

の同斜構造で，南から北へより 上位の地層が積み重なる

とした 一方，奥村 ・門倉 (1973)，奥村 (1975) は，

本層群が北西～南東走向で北東に傾斜した断層による覆

瓦状構造をなしていて，地質構造単元の北側から南に向

かってより上位の地層になるとした．また， 小川 (1975)

及び Ogawa(1976)は高尾山周辺地域で小構造解析を行

い，これらに基づき Ogawa(1980)，小川 (1980),Ogawa 

and Horiguchi (1978), Ogawa and Taniguchi (1988)は，

小仏層群が一つの扇状背斜を形成しているとした．酒井

(1982) は砂岩組成の予察的研究を，酒井 (1987)は小

河内層群 ・小仏層群．相模湖層群の砂岩組成を示した．

四万十帯の地質体からは永らく時代決定に有効な化石

が発見されなかったが，西宮 (1976) は丹波地域の山梨
こすげ

県小菅村余沢に分布する小仏層群中の砂岩泥岩互層から

Inoceramus cf. amakusensisを発見し， 後期白亜紀の浦河

統上部階に対比し たまた， Ishida(1972)及び石田

(1974)は，本帯南西縁部にあたる 山梨県大月市真木に

発達する玄武岩に伴う石灰岩レンズから蘇虫化石を報告
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し，この化石の示す時代は前期白亜紀の可能性が強いと

した．関東山地の四万十帯からは1980年代以降，放散虫

化石が相次いで発見・報告された．渡部 (1985)はIshida

(1972) と同じ苦鉄質火山岩中のチャートから，第三紀

漸新世から中新世の時代範囲を持つ放散虫化石を報告し

だまた，久田ほか (1986) は東京都檜原村本宿笹平に

分布する小仏層群中の珪長質凝灰岩から白亜紀のアルビ

アン期を示す放散虫化石群集を ，酒井 (1986) はあきる

野市の盆堀川に分布する小仏層群の泥岩及び珪質泥岩か

ら，後期白亜紀の放散虫化石を報告した．酒井・ 梶浦

(1994) は上野原図幅内の神奈川県藤野町日野から採取

した泥岩から ，古第三紀の放散虫化石を報告している．

高橋・石井 (1993) は関東山地の小仏層群南縁部から漸

新世の放散虫化石を報告している ．

関東山地に分布する四万十帯の地質構造区分について

は，従来五日市ー川上構造線を境に小河内層群分布地域

は北部地域南側の小仏層群分布地域は南部地域と呼ば

れ，北帯 ・南帯の呼称と区別されていた．小澤・ 小林

(1985) は，小河内層群を四万十帯北帯，小仏層群を南

帯に属するとし，それぞれの年代を白亜紀，古第三紀と

した．酒井 (1987) は従来の小仏層群を 2分し，白亜紀

の地質体を小仏層群と再定義し，古第二紀の地質体を新

たに相模湖層群と呼んだ．

Yanai and Yamakita (1987) は変形構造解析，Kosaka

et al. (1988) はキンク摺曲解析の構造地質学的研究を

行った．

石田 (1987)，荒井・石田 (1987) は四万十惜南西縁

部にあたる山梨県大月市笹子周辺から蛇紋岩を報告し

た．石田ほか (1988) や石田・硫井 (1990) は大月市初

麻本 (1931)

中 ・東部
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について詳細に記載した．

以上述べてきた地質体のうち ，本図輻内には小仏堆積

岩コンプレックスが分布する．これまでの小仏堆積岩コ

ンプレックスの地質体区分の変遷と対比を第 4.1図に

示す．

4. 2 小仏コ ンプレックス

4. 2. 1 美山ユニット (Mm, Mb, Ms) 

命名新称．

模式地 八王子市の川口川と山入JIIとの間の地域で，八

王子市美山町及びその周辺地域．
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王子市上壱分方町北方の北浅川本流である ．

層序関係 北東側は秩父帯の深沢ユニットと断層で接

し，南西側は四万十帯小仏コンプレックスの盆堀川ユ

ニットと断層で接する ．

岩相 泥質千枚岩を梢質とし，砂岩及び砂岩泥岩互層起

源の砂質千枚岩及び玄武岩火砕岩起源の緑色千枚岩の岩

体か らなる混在岩である．量的には泥質千枚岩が優勢な

ユニットで，砂質の薬理が発達し片理と一致することが
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第 4.1図 関東山地の四万十帯の地質体区分の変遷と対比
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多い．八王子市美山町から西寺方町の宝生寺団地周辺の

ルートマップを第4.2図に示す．北浅川本流に分布する

泥質千枚岩には，玄武岩火砕岩が千枚岩化 した緑色千枚

岩岩体を含む（第 4.3図A)．緑色千枚岩は緑灰色を呈

し，風化すると黄土色よりも淡いクリーム色を呈する．

泥質千枚岩は黒色で片理が発達している（第 4.3図 B・

C)．風化すると黄土色を呈する ．鏡下ではシルト大の

石英粒子が伸長して並び，石英の細脈が形成されている

（登録番号GSJR82130,第4.3図D)．泥質千枚岩は北浅

川本流を除き，岩体 ・岩塊を含まない．砂質千枚岩を構

成する砂岩は細粒～中粒で，脱色して黄土色を呈する

（第 4.2図，第 4.4図A)．砂岩泥岩互層起源の千枚岩は

砂質部が 5-30cmで，泥質部は数 mmから 15cmの厚

さで硬さの差がなくなり塊状に見えることがある（第

4. 2図，第 4.4図 B・C)．千枚岩の片理面は砂質泥質と

もに層理面と 一致する．変成の程度は北西に向かって強

くなり ，北西方の五H市図福との境界部（寸近では砂岩に

も片理が明瞭になる ．鏡下では細粒な雲母が片理に沿っ

て形成され，石英と一部の長石を除き鉱物や岩片は変成

して ，元の鉱物片や岩石片が何であったかわからなく

なっている

図D).

対比 酒井 (1987)の五日市図幅内の盆堀川下流部に小

規模に分布する小（犬層に対比した地質体に連続する．酒

井 (1987)の小伏層や Yagi(2000)の笛吹コンプレック

ス，小伏コンプレックスとは異なる地質ユニットで，西

方には分布していない．

地質年代 放散虫化石が産出しないので不明であるが ，

構造的な位閻関係から，盆堀川ユニ ットより古い可能性

がある．

（登録番号 GSJR82133,第 4.2図，第 4.4 

4. 2. 2 盆堀川ユニット (Bi, Bs, Beg) 

命名 酒井 (1987) による ．Yagi(2000) が再定義．本

報告では，酒井 (1987) の盆堀川層から美山ユニットを

除いた地質体を盆堀川ユニットと再定義する．

模式地 五日市図幅内のあきる野市盆堀川流域（酒井，

1987). 

分布 本図幅南西縁部の八王子市山入川以南に分布す

る．五日市図幅内の盆堀川流域から北浅川及びその支流
f： し、 こ・
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第 4.3図 美山ユニッ トのi初頭写襄と顕微鋭写真（その 1)

写真撮影及び岩石標本採取地点は第 4.2図参照．
A,風化した泥質千枚岩 (m)と緑色千枚岩 (gr)の露頭．ハンマーの長さは 30cm. 
B,泥質千枚岩．カメラキャップは径 5.8cm. 
C, Bの拡大砂質ラミナと片理が平行なのが観察できる．

D,泥質千枚岩 (GSJR82130)の顕微鏡写真．横の長さ 2.4mm. シルト大の石英がレンズ状に延び，粘土鉱物
とともに定向配列している．

層序関係 北東側の美山ユニ ットと北西？南東走向で高

角の断層で接 し，南西側の小伏ユニットとも 同様の断層

で画される ．

岩相 砂岩泥岩互層，砂岩，礫岩及び泥岩からなる．砂

岩泥岩互層が一番多く ，次いで砂岩が多い．砂岩泥岩互

罰は，厚 さ5-30 cmの等量ないしは砂岩優勢な互層と

厚さ 50cm-2 mの砂岩優勢互層が数 m毎に互層してい

ることが多い （第 4.5図A)．砂岩は灰色ないし緑灰色で

細粒～中粒である．八王子市小津町の採石場では，まれ

に泥岩基質に砂岩が岩体として取り込まれているのが観

察されることがある（第 4.5図B)．鏡下では珪長質火山

岩片が多くカリ長石の少ない石質ワッケである（登録番

号 GSJR82133,第 4.5図 C)．礫岩は本図幅内では八王

子市下恩方町の小津川北方に砂岩に伴って分布してい

る．礫は径 2mmー数 cmで，チャー ト，花岡岩，流紋

岩，安山岩，溶結凝灰岩などが認められ，珪長質火山岩

が多し'.

対比

る．

酒井 (1987),Yagi (2000)の盆堀JII層に対比され

地質年代研究史でも述べたように ，五日市図幅内では

アルビアン期の放散虫化石（久田ほか， 1986) とカンパ

ニアン期の放散虫化石（酒井， 1987) が報告され，その

地質時代は白亜紀のアルビアン期からカンパニアン期と

された．Takahashiand Ishii (1995) は五日市図幅内の

檜原村の秋川流域に分布する盆堀川ユニ ットの 3地点か

らDictyomitraFormosa群集に属する放散虫化石を報告

しその年代をコニアシアン期からサントニアン期とし

た こ れ ら の 放 散 虫 化 石 は 久 田 ほ か (1986) と酒井

(1987)の地質年代間を埋めるデータである ．

4. 2. 3 地質構造

関東山地の四万十帯の地質構造は ，一般に北西ー南東

走向で北東に傾斜した同斜構造を示す． 断層で画された

小規模な構造単位では ，同斜摺曲をなして繰り返し ，北
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第4.4図 美山ユニットの露頭写真と顕微鏡写真（その 2)

写襄撮影及び岩石標本採取地点は第 4.2図参照．

A,細かな割れ目ができた砂岩．ハンマーは長さ 30cm. 

B, 5-50 cmに成層した砂岩泥岩互層を原岩とする砂質千枚岩．ハンマーは長さ 30cm. 

C, 5-10 cmに成層した砂岩泥岩互層を原岩とする砂質千枚岩．ハンマーは長さ 30cm. 

D.片理の発達した砂質千枚岩 (GSJR82575)の顕微鏡写真．直交ニコル (Qz:石英，pl:斜長石），横の長さ

2.4 mm. 

東により上位層準が認められる ．これらの各地質構造単

位では南に向かってより地質時代が若くなる．

このような一般的な傾向に対し ，美山ユニ ットは本地

域では四万十帯の最北東端に位置し ， 走向は北西—南東

であるが，傾斜は南西に 30-80°である ，一方，本地域の

盆堀川ユニットは ，西北西ー東南東走向で南南西に40-

50゚ 傾斜している．このような傾向は，西隣の五日市図

かりよせやま

幅内の刈寄山周辺以東地域において同じ走向で南南西

に 50-80゚ 傾斜し ，南南西上位の同斜摺曲が認められる

ことと調和的である．このような関東山地四万十帯の一

般構造と異なる地質構造は，秩父帯との境界をなす仏像

構造線または五日市ー川上構造線に近いことに起因する

と考えられる．
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第 4. 5図 盆堀川ユニットの露頭写真と顕微鋭写真

A,痺／普理互層と細層理互層が互層した砂岩泥岩互層八王子市下恩方IIIJの採石場跡．露頭の高さは約 5m, 

B,砂岩の岩塊を含む黒色泥岩の露頭．五日市図幅地域の八王子市下恩方町の採石場．ベンチカットの高さは約

10 m. 

C,珪長質火山岩片の多い石質ワッケ (GSJR82133)の顕微鏡写真直交ニコル (Qz,石英； pl.斜長石； Kf,

カリ長石； V,火山岩），横の長さ 2.4mm.八王子市下恩方町の採石場跡で岩石標本採取．
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第 5章 1i日市町層群

五日市町層群は五日市図輻と本図輻内の三内川流域か

ら秋川流域にかけて分布する 。五日市町層群は下位から

秋川層と網代層からなる．秋川層は 7つの部層に細分さ

れている．本図輻内の三内／1|流域には秋川層のすべての

部層が分布しているが，露頭条件が悪く全て確認できる

わけではない。かつて露頭があったところに ，住宅地が

造成されたり，河川の砂利が移動し隠されたところもあ

る。本報告の地質図は ，五日市盆地団体研究グルー プ

(1981b)，酒井 (1987)及び今回の調査の成果による．

5. 1 研究史

秋川流域から三内川流域にかけて本図幅西部から五日

市図幅東部にわたる地域に位置する五日市盆地には ，五

日市町層群が分布する．本層群については ，東京から近

いこともあって古くから多くの研究がある．鈴木(1888)

は20万分の 1地質図輻「東京」の中で新第三系を 3分し，

向斜構造をなすとした．その後，伊木 (1896)や神保

(1904)の巡検報告，小林 (1906)の箇単な化石の報告

がある．総括的な研究としては藤本 (1926b)が最初で

あり ，そこでは新第三．系は Tl-T5の 5層に区分された．

また植物・ ニ枚貝などの化石が報告され，地質構造は同

斜構造とみなされた．徳永 ・飯塚 (1927)はあきる野市
さじかみ

五日市周辺の第三紀層を下位から幸神層 ，東人野層，天
あしげた

神橋層 ，玉ノ 内層及び足下田層の 5層に細分し， 5万分

の 1地質図を示した．そして ，向斜構造は駈層を伴うブ

ロック運動により生じたと考えた．矢部 (1927)は，藤

本 (1926b)のT4層中の粘板岩砂岩互層の上下判定から ，

鈴木 (1888) と同様に向斜構造をなすとした．

藤本 (1932b)は，あきる野市五日市周辺の先第三

系，第三系及び第四系について報告した． 三上 (1932)

は 7.5万分の 1地質図幅「八王子」を公表し ，その中で

五日市周辺の第三系を上・中 ・下の 3層に区分し，向斜

構造をなすとした．金子 (1955)は，新第三系の変形・

斯層について検討し ，地質構造の形成過程を考察した．

菅野・新井 (1964)は．第三系を下位から幸神層，小
しょう たてや あじら

庄砂岩泥岩互層，館谷泥岩層 ，横沢泥岩砂岩互層 ，網代

層の 5層に区分し，これらは整合一連の堆梢物であると

し，五日市町層群と呼んだ．そして，産出する貝化石が

常磐地方の亀ノ尾貝化石群のものに近似するとし ，その

地質時代を中期中新世 とした．また Kanno(1967)は，

貝化石を記載するとともに古生態学的見地か ら五日市IIl]．

層群の堆積環境を論じた．新井 (1967)は，堆積構造の

（酒井彰）

解析から五日市町層群の堆積史を考察した． Kurihara

(1980) は，五El市町層群から 2つの底生有孔虫群集と ，

8種の浮遊性有孔虫を識別 し，その時代を中期中新世

で，おそらくその後期とした．

五日市盆地団体研究グループ (1981b)は，五 日市町

層群を秋川層と網代暦に区分し，秋川層を 7部層に細分

した．そして，秋川層と網代層が不整合関係であるとし

だまた，五日市盆地団体研究グルー プ (1981a)は，鮮

新統及び更新統の五日市砂礫層が新第三系の五日市町層

群を明瞭な傾斜不整合で覆っていることを明らかにし ，

鮮新統及び更新統の堆積前に ，網代層以下の新第三系が

かなりの量の隆起・削剥を受けたとした．五日市盆地団

体研究グループ (1983)，五日市盆地団研古生物研究グ

ループ (1985)，石田 (2004)はクモヒトデ化石を，石

田ほか (1983)はストロマトライト化石をそれぞれ記載

し，それらを含む小庄泥岩部層及び館谷泥岩部層の堆積

環境を論じている．伊藤 (1985)は，五日市町層群の発

達史を盆地南縁の西北西ー東南東方向の斯層の右横ずれ

運動に関連させて論じている．酒井 (1987)は 5万分の

1地質図幅 「五日市」地域の調査を行い，基本的な層序

や地質図は五日市盆地団体研究グループ (1981b)に従

いながら，分布の詳細や地質構造など新たな見解を示し

た．足立ほか (1991b)，足立 (1993)，足立 (1994)，足

立 (2006)は五日市層群分布域の東南東延長の地下梢造

に凹地帯が存在すること，その地質構造的意義について

論じている ．

入月ほか (1990)は五日市盆地の新第三系を下位か

ら，幸神層，小庄層 ，館谷層及び横沢層に区分し ，五日

市盆地団体研究グループ (1981b)や洒井 (1987)の網

代層を横沢層に含めるなど従来の見解と異なる層序を報

告した，また ，その上部の地質年代を ，浮遊性有孔虫や

ナンノ 化石から前期中新世後期～中期中新世初期とし

た．

以上述べた研究史の中で，主な層序区分の変遷を第

5. 1図に示す．また，五 日市地域を含めた五日市町層群

の地質図を第 5.2図に示す．

5. 2 秋 川 層

五日市町層群の下部に位置する地層を秋川層と 呼ぶ．
はぷ

秋川層は，下位から幸神礫岩部層・古庄泥岩部層 ・羽生

凝灰岩部層，館谷泥岩部層 ・高尾凝灰岩部層 ・伊奈砂岩

部層及び横沢砂岩泥岩互層の 7部層に細分される（五H
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藤本(1926b) 徳永・飯塚(1927) 菅野・新井(1964)
五日市団体研究
グループ(1981)

T5 
|五

網代層 網代層
五

足下田層 横沢砂岩泥岩

I 日
横沢砂岩 日

旱

丁4
玉ノ内層 泥岩互層

伊奈砂岩部層

市 市 秋
高尾凝灰岩部層

T3 天神橋層 I町 館谷泥岩層 町 )II 館谷泥岩部層

T2 東入野層 I層 小庄砂岩 層 層
羽生凝灰岩部尼

泥岩互層 小庄泥岩部層

T1 幸神層 I剛幸神層
群

幸神礫岩部層

入月ほか(l990) 酒井(1987)• 本報告

横沢層

館谷層

小庄層

幸神層

五

日

三ニ
駆

川

層

市

町

層

群

網代 層

幸神礫岩部層

第5.1図 五日市町陪群の地質区分の変遷と対比

市盆地団体研究グルー プ， 1981b;酒井，1987)．本報告

では，入月ほか (1990)が提起した全体の層序や地質時

代の問題については検討していないので，酒井 (1987)

と調査結果に碁づき報告する ．

さじかみ

5. 2. 1 幸神礫岩部層 (Sj)

命名徳永・飯塚 (1927).
おおぐの

模式地 五日市図幅内の日の出町大久野幸神の御殿橋付

近の平井川河床（五日市盆地団体研究グループ，1981b).

分布 五日市図幅東部の日の出町幸神からあきる野市五

日市の北寒寺にかけての盆地北西部と ，五H市図幅北部

の日の出町大久野坂本から本図幅内の大久野玉の内にか

けての地域及び五日市図幅内の盆地南部のあきる野市小

和田の広徳寺付近か ら本図幅内のあ きる野市網代の五日

市ゴルフ場まで分布する．

層序関係 西方の秩父帯の深沢ユニットと水ロユニット

とは不整合関係，北部で水ロユニ ットとは晰層関係． 南

部で四万十帯の美山ユニ ットとは断層関係．

層厚 五日市図輻内の日の出町幸神で約 400m,三内川

では 250mである．

岩相 本部層の基底部は亜角礫からなる洵汰不良の礫

店，中部は比較的淘汰の良い亜円礫～円礫からなる．上

部は礫岩と砂岩の互層である．礫岩を構成する礫は，秩

父楷のジュラ紀堆積岩コン プレック スに由来する砂岩が

大部分を占め，チャート ・泥岩・玄武岩火砕岩，まれに

石灰岩を含む．礫径は平井川の御殿橋付近において平均

5-10 cm,最大径は約 50cmである．日の出町大久野の

旧大久野駅付近では，砂岩礫が大部分でわずかにチ ャー

ト・泥岩の礫が認められる ．

基盤との関係は ，五日市図幅の三内JII及びあきる野市

五日 市の広徳寺で観察できる（五日市盆地団体研究グ

ループ， 1981b)．三内川では，秩父帯の深沢ユニットに

属する主として砂岩や泥岩からなる混在岩を径 5-10 

cmの礫岩が不整合に覆う．その不整合面はほぼ垂直で

ある．

対比 藤本 (1926b)のTl,菅野 ・新井 (1964)の幸神

層， 五日市盆地団体研究グルー プ (1981b)，酒井 (1987)

の幸神礫岩部層，入月ほか (1990)の幸神層に対比され

る（第 5.1図）．

5. 2. 2 小庄泥岩部層 (Ko)

命名 菅野 ・新井 (1964).

模式地 五日市図幅内のあきる野市小庄付近の秋川 （菅

野・新井，1964).

分布 五日市図幅内のあきる野市小庄付近の秋川流域か

ら三内川を経て本図幅内の平井川流域に分布する．ま

た，南部では八王子市川口川の北岸地域に ，西北西ー東南

東方向に幅狭く分布 し，本図幅の西縁部に分布する．

層序関係 下位の幸神礫岩部階を整合に覆う．

層厚 350-750m. 

岩相 主と して泥岩からなり，砂岩や礫岩層を挟み，分

布の南部では緑灰色の凝灰岩を挟む．また，あきる野市

小庄から高尾の天王沢にかけて層間異常構造が発達する．

本図福内の 日の出町大久野塩沢には，青灰色中粒砂岩

が露出している．鏡下では長石と火山岩片の多い凝灰質

砂岩である．日の出町大久野玉の内の玉の内川河床に分

布する羽生凝灰岩部層に属する凝灰岩との位置関係か

ら，それを小庄泥岩部層に属する砂岩とみなした．

対比 藤本の T2,徳永 ・飯塚 (1927)の東入間層，菅

野・荒井 (1964)の小庄砂岩泥岩互層，五日市盆地団体

研究グループ (1981b)及び酒井 (1987)の小庄泥岩部

層，入月ほか (1990)の小庄層に対比される（第 5.1図）．

は ぷ

5. 2. 3 羽生凝灰岩部層 (Hb)

命名 五日市盆地団体研究グループ (1981b).

模式地 あきる野市羽生付近の平井川流域（五日市盆地

団体研究グループ，1981b). 

分布 五日市図幅内の五日市盆地北部，日の出町大久野

羽生西方から東北東へ日の出町大久野落合付近の平井川
ぼうだいら

に沿って分布し，ま た日の出町大久野坊平から本図幅内
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第5.2図 五日市町層群の地質図

酒井 (1987)に加筆．

の大久野玉の内にかけて分布する ．

層序関係 下位の小庄泥岩部層を整合に覆う．

層厚 日の出町大久野羽生付近で 150m. 

岩相 主に青緑灰色の極細粒～粗粒の珪長質凝灰岩から

なり ，泥岩や砂岩を伴う ．

対比 藤本 (1926b）の T3,徳永・飯塚 (1927)の天神

橋層の一部，菅野・新井 (1964)の館谷泥岩層，五 日市

盆地団体研究グループ (1981b)及び酒井 (1987)の羽

生凝灰岩部層，人月ほか (1990)の館谷層の下半部に対

比される （第 5.1図）．

f・てや

5. 2. 4 館谷泥岩部層 (Tt)

命名 菅野 ・新井 (1964).

模式地 五日市図幅内のあきる野市館谷付近の秋川流域

（菅野 ・新井， 1964).

分布 五日市図幅内の五日市盆地北部から南部にかけて
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分布する．また，日の出町大久野坂本から東方へ本図幅

の大久野玉の内にかけて分布する．

層序関係 下位の羽生凝灰岩部層を整合に覆う．

層厚 館谷付近の秋川流域から天王沢で最も厚く約 250

m，北方に向かって薄くなり，羽生付近では 100mにな

る．

岩相 暗灰色から青灰色のシルト岩ないし粘土岩からな

り，径 25-30cmや短径 10-20cmで長径 0.5-1mの石

灰質団塊を含む．

対比籐本 (1926b)のT3,徳永・飯塚 (1927)の天神

栢陪の一部，菅野•新井 (1964) の館谷泥岩層，五日市

盆地団体研究グループ (1981b)及び酒井 (1987)の館

谷泥岩部層，入月ほか (1990)の館谷層の上半部に対比

される（第 5.1図）．

5. 2. 5 高尾凝灰岩部層 (Tk)

命名 五日市盆地団体研究グループ (1981b). 

模式地 五日市図幅内のあきる野市高尾の高尾橋下流の

秋川河床（五日市盆地団体研究グループ， 1981b).

分布 五日市図幅内の五日市盆地北部から南部にかけて

分布する．本図輻内では日の出町平井塩沢の秋川霊園の

l}iの斜面基部に露出している．

附序関係 下位の館谷泥岩部層を整合に覆う．

府厚 220-500 m.南部で最も厚い．

岩相 細粒～粗粒の緑灰色凝灰岩からなり，細粒のもの

は珪質で堅硬である．緑灰色凝灰岩・珪質泥岩及び灰色

シルト岩が互層することがある．凝灰岩は 2-10cm単

位で良く成層する場合と，日の出町の三内川流域のよう

に50-80cmの厚さの中～粗粒で塊状の場合とがある．

本図幅内の日の出町平井塩沢の秋川霊園では，層厚 30-

50cmの中粒白色凝灰岩と 10-20cmの焦げ茶色のシルト

岩の互層が分布する（第 5.2図，第 5.3図A).

対比藤本 (1926b)のT4の一部，徳永・飯塚 (1927)

の天神橋層の一部及び菅野・新井 (1964)の横沢砂岩泥岩

互層の一部，五日市盆地団体研究グループ (1981b)及

び酒井 (1987)の高尾凝灰岩部層，入月ほか (1990)の

横沢層の一部に対比される．

5. 2. 6 伊奈砂岩部層 (In)

命名 五日市盆地団体研究グループ (1981b).

模式地 五日市図幅内のあきる野市高尾の高尾橋下流の

秋川河床（五日市盆地団体研究グループ， 1981b).

分布 五日市図幅内の五日市盆地北部から南部まで連続

して分布する．本図幅内では日の出町平井塩沢の秋川霊

園に入る沢に分布している．

層序関係 下位の高尾凝灰岩部屠を整合に覆う．

層厚 層厚はほぼ一定しており， 70-100mである．

岩相 緑灰色の凝灰質砂岩からなる．本図幅内では塊状

の中粒砂岩で，風化して黄土色を呈する。

対比藤本 (1926b)のT4の一部，徳永・飯塚 (1927)

の玉ノ内層の一部，菅野・新井 (1964)の横沢砂岩泥岩互

層の一部，五 日市盆地団体研究グループ (1981b)及び

酒井 (1987)の伊奈砂岩部層，入月ほか (1990)の横沢

層の一部に対比される（第 5.1図）．

5. 2. 7 横沢砂岩泥岩部層 (Yk)

命名 菅野・新井 (1964).

模式地 五日市図幅内のあきる野市横沢付近の秋川流域

（菅野・新井， 1964).

分布 五日市盆地中央部に分布する．本地域では日の出

町の平井川河床に露出している．

層序関係 下位の伊奈砂岩部層を整合に覆う．

層厚約 350rn. 

岩相 緑灰色砂岩と泥岩の互層からなり，北東方向に細

粒化し ，北部では泥岩となる ．五H市図幅内の秋川河床

では ，下部は層厚 1-2 rn単位の砂岩勝ち砂岩泥岩互層，

中部は 5-10 cm単位で良く成層した灰緑色の凝灰質シ

ルト岩，上部は再び緑灰色砂岩とシルト岩の互層とな

り，最上部では砂岩中に細礫を含む．本地域では層厚

40-50 cmの細粒～中粒砂岩と層原 10cm以下のシルト

岩が互層している（第 5.2図，第 5.3図B)．砂岩は鏡

下では角張った石英や斜長石と珪長質火山岩片が多くカ

リ長石をほとんど含まない ，やや不洵汰な石質ワッケで

ある（登録番号 GSJR82129,第 5.2図，第 5.3図 C).

対比藤本 (1926b)のT4の一部，徳永・飯塚 (1927)

の玉ノ内層の一部及び足下田層の一部，菅野・新井

(1964)の横沢砂岩泥岩互層の一部，五日市盆地団体研究

グループ (1981b)及び酒井 (1987)の横沢砂岩泥岩互

層入月ほか (1990)の柚沢層の一部に対比される（第

5. 1図）．

5. 3 網代層 (Aj)

命名 菅野・新井 (1964).

模式地 本図幅と五日市図幅にまたがるあきる野市網代

付近の秋川流域（菅野・新井，1964).

分布 五日市盆地東部の秋）1|から南に入る支流に分布す

る．

層序関係五日市盆地団体研究グルー プ (1981b)は，

秋川層と網代層を不整合関係とした ，一方，入月 (1990)

は五日市盆地団体研究グループ (1981b)及び酒井 (1987)

の網代層と下位層との関係は不整合ではなく側方漸移と

みなし ，彼らの横沢層に一括した．本報告ではこの こと

を議論するのに十分な資料を得ていないので，五日市盆

地団体研究グループ (1981b)の見解に従う．

層厚約 700m. 

岩相 下位の秋川層を緩く不整合に覆い，主に角礫から

なる礫岩及び砂岩からなる．秋川の本層の甚底部では，
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礫は砂岩の角礫とチャートの礫が大半を占め ，まれに石

灰岩や玄武岩の溶岩や火砕岩の礫を含む（第 5.2図，第

5. 4図 A)．場所により含礫砂岩や砂岩の挟みが認めら

れる（第 5.2図，第 5.4図 B)．また，秋川層由来のシ

ルト岩の角礫や石灰質団塊の礫を含む．礫径は一般に 5

-30 cmで最大径は砂岩の角礫の約 1.5m （第 5.2図，

第 5.4図 C)である．本層は ，高尾東方の支流では径 1

-2cmの亜円礫からなる基質を持ち ，礫は径 20-30cm 

の角礫である ．礫種は黒色砂岩が圧側的に多く次いで

チャートが多い．まれに石英閃緑岩の礫が含まれる．新

井 (1967) は，本部層が盆地の南東側において最大粒径

を示し ，北方に急激に粒径を減じることから ，堆積物の

供給地が南側にあ ったとしている． しかし，礫の大半を

占める黒色砂岩は，南方に分布する四万十帯の小仏コン

プレックスには分布せず，玄武岩溶岩や火砕岩 ，チャー

トなども四万十帯にはわずかしか分布しない． これらの

岩石は，五日市盆地の北方や西方に広く分布する秩父帯

のジュラ紀堆積岩コンプレックスに一般的である． した

第5.3図 秋川1蜀の露頭写頁と顕微鏡写真

写真撮影及び岩石標本採取地点は第 5.2図参照．

がって，南方からの礫の供給は否定的であり，むしろ秩

父帯のジュラ紀堆積岩コンプレックスから主に堆積物が

供給された可能性が強い．

対比 藤本 (1926b)のT5の一部，徳永・飯塚 (1927)

の足下田層の一部，菅野・新井 (1964)及び五日市盆地

団休研究グループ (1981b)及び酒井 (1987)の網代屠

にほぼ対比される．

5. 4 化 石

五日市町層群は ，各種の化石が多産することで知られ

ている． Kanno(1967) は，秋）1|層の小庄泥岩部層，羽

生凝灰岩部層及び館谷泥岩部層から産出する軟体動物化

石を記載し ，貝化石群鮨が常磐地方の亀ノ尾貝化石群を

構成する化石に近似するとし，その年代を中期中新世と

した．また植物化石についても報告している．五日市盆

地団休研究グループ (1983) も貝化石の産出を報告して

しヽる 。

A,高尾凝灰岩部層の白色酸性凝灰岩と焦げ茶色シルト岩の互層．

矢印のハンマーは長さ 30cm. 
B,横沢砂岩泥岩部層の砂岩泥岩互居．

横沢砂岩泥岩部層の砂岩 (GSJR82129)の顕微鋭写真．角張った石英・長石と火山岩片が多い石質ワッケ．

直交ニコル (Qz:石英， pl：斜長石， v:火山岩） ，横の長さ 2.4mm. 

- 41 -



第5.4図網代層の露頭写真

写真撮影及び岩石標本採取地点は第 5.2図参照．

A,玄武岩溶岩の角礫（矢印）を多く含む礫岩．ハンマーは長さ30cm.
B,左上から右下に礫が並んでいる露頭．ハンマーは長さ 30cm.
C,径 l．5mの砂岩の巨礫 (ss)を含む礫岩．ハンマーは長さ 30cm.

Kurihara (1980)は，秋川層の小庄泥岩部層 ，羽生凝

灰岩部層，館谷泥岩部層及び横沢砂岩泥岩部層から産出

する有孔虫化石を検討し， Cyclamminaや Nonionellaで

特徴づけられる群集と， NonionellaとHaplophragmoides

で特徴づけら れる群集の 2つの底生有孔虫群集と ，8種

の浮遊性有孔虫を識別し，その年代を中期中新世後期と

した．

小庄泥岩部層からは， 二枚貝・有孔虫のほか，カニ・

クモヒ トデ ・ストロマトライトなどの化石が産出する

（菅野・新井， 1964;五日市盆地団体研究グループ，

1981b, 1983 ;石田ほか， 1983,1985). 

館谷泥岩部層からは， 二枚貝・有孔虫のほかに ，ウニ・

カニ・魚のウロコ ・クモヒトデの化石を多産する（菅

野・新井， 1964;五日市盆地団体研究グループ， 1981b; 

石田ほか， 1983;石田， 2004)

入月ほか (1990)は横沢層から Globigerinoidessicanus, 

Praeobulina transitoria, Globorotalia cf. peripherorondaな

どの浮遊性有孔虫と ，館谷層から Cyclicargolithus

floridanus, Discoaster deflandrei,横沢層から Sphenolithus

heteromorphus, Cyclicargolithus floridanusなどの石灰質

ナンノ化石の産出を報告し，これらの微化石から横沢層

の地質年代を中期中新世初期とみなした．この入月ほか

(1990)の地質年代は， Kurihara(1980)の有孔虫による

中期中新世後期とする見解と異なる ．

5. 5 地質構造

先に述べたように，本地域の新第三系については，か

つて大きく 2つの考え方があった． 一つは，鈴木 (1888)

をはじめ，矢部 (1927)，三土 (1932) らの向斜構造で

ある．これは基底部の礫岩層（幸神礫岩部層）と網代層

とを同層準とみなしたことによる．一方，藤本 (1926b,

1932) は同斜構造とみなし ，菅野 ・新井 (1964)，新井

(1967)は，網代層に下位の新第三系の礫が含まれること

から， 2つの礫岩の層準が異なることを明らかにし，南

東に開いた半盆状の同斜構造をなすとした．
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五日市盆地団体研究グループ (1981b) は，新第三系

を断層に切られた北部・中部・南部の 3構造区に区分し，

北部は南東方に大きく沈下する向斜軸を持つ向斜構造を

なすこと ，中部には東南東方向に大きく沈下する軸を持

つ l向斜・ 1背斜を認め ，南部は西北西ー東南東走向で北

に傾斜した南上位の逆転構造をなし ，中部の転倒背斜構

造の南翼をなすとし ，全休としては 2つの向斜軸と 2つ

の背斜軸を持つ摺曲構造をなすとした．酒井 (1987)は，

小庄泥岩部層のスラン プ構造が卓越する地域に背斜構造

を認めることは困難であり，また ，南部地域の地層は，

北傾斜の正順層であるとした．更に ，南部の高尾凝灰岩

部層に対比された地層は ，岩相から幸神礫岩部層の上部

と小庄泥岩部層に対比することができる．以上のことか

ら，五日市盆地の新第三系は ，摺曲構造をなしているの

ではなく ，東に開いた半盆状の同斜構造をなすとした．

上記をまとめると，五日市町層群は南北，東西，西北

西ー東南東及び北西―南東方向の断層で切られて複雑な構

造を示すが ，大局的には東方に開いた半盆状構造をなし

東方に向かってより上位の地層が重なる同斜構造をなす

と考えられる．
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第 6章鮮新統及び下部更新統

6. 1 概要及び研究史

6. 1. 1 丘陵全体

本図幅内の鮮新統及び更新統の層序と古地磁気，テフ

ラ， 化石との関係を第 6.1図に示す．また，各丘陵の鮮

新統及び更新統の層序区分の変遷と対比を第6.2図に示

す．鮮新統及び下部更新統の古地磁気測定地点及び極

性，花粉化石群集をそれぞれ第6.3図，第6.4図に示す．

鮮新統及び下部更新統中のテフラの FT年代を第 6.1表

に示す．

本図幅内の丘陵の大部分は鮮新統及び下部更新統から

構成される．それらは層相から角礫層及びシルト層から

なる河成層，円礫層からなる河成層，海成層を主体とす

る地層に分けられ，各丘陵の構成層の中でそれぞれ下

部，中部，上部の層準にある．本報告ではテフラの広域

対比，放射年代 ，古地磁気によって編年精度を高めた結

果，各丘陵で層序関係，層相が同じ地層でも必ずしも年

代が一致しないことが明らかになった（第6.1図）．その

ため，本報告では各丘陵で鮮新統及び下部更新統を層序

区分し，丘陵間を統一する地層名を設定しない．

本報告での古地磁気実験の手順は以下のようにまとめ

られる．各地点では原則として複数の層準を選び，各層

準で 8本程度のコア試料を採取した．コア試料は 80

mTまでの段階交流消磁実験， 620℃までの段階熱消磁

実験に供し，残留磁化の測定には超伝導磁力計を用い

た．そして ，2つの消磁実験の結果を総合して，各地点

の古地磁気極性を決定した．なお ，本図幅内の鮮新統か

ら中部更新統の古地磁気層序の概要は ，植木 (2006a)で

報告されている．
なりき

角礫層及びシルト層からなる河成層は，成木丘陵，富
かじ しヽるま

岡丘陵の成木川層 ，加治丘陵とその近傍の入間｝1|河床の
ぉてさ

小曾木層，草花丘陵とその近傍の多摩川河床の友田層，
かすみ

加住丘陵とその近傍の多摩川 ，北浅川河床の山田層，小

津丘陵及び恩方丘陵の恩方層からなる．成木川層，小曾

木層，友田層の年代は後期鮮新世中期～後期であるが，

それに比べて山田層の年代は前期鮮新世末期から後期鮮

新世初期と古く ，恩方層の年代は後期鮮新世後期から前

期更新世前期と新しい．角礫層及びシルト層は不淘汰で

材化石を多産し，小曾木層及び友田層では亜炭層を挟

む．層歴は 30-40mであるが，成木川層及び小曾木層で

は 10m以下である．

円礫層からなる河成層は，成木丘陵の二本竹層，富岡

（植木岳雪）

はんのう

丘陵の富岡層 ，加治丘陵とその近傍の人間川河床の飯能

層，草花丘陵とその近傍の多摩川河床の大荷田層，加住

丘陵とその近傍の多摩川，北浅）1|河床の加住層からな

る．これらの地層は角礫層及びシルト層からなる地層を

不整合に覆う． 二本竹層，富岡層，飯能層の年代は後期

鮮新世中期～後期 ，加住層の年代は後期鮮新世前期～後

期であり ，それらの地階は友田層とほぼ同時異相の関係

にある．大荷田層の年代は後期鮮新世でそのほかの地層

よりも新しく，友田層の上拉に重なる． 円礫層は中礫～

巨礫サイズで洵汰が良い．層厚は 60-150mであり ，ニ

本竹層から南の加住層に向かって大きくなる．

海成層を主体とする地層は海水準変動を反映した堆積

シーケンスで，下位から河成の円礫層，貝化石，生痕化

石を多産する海成のシルト層及び砂層 ，淘汰の良い海成
ぷし

の砂層からなる．仏子層は 5つの堆積シーケンスからな

り，層厚は約 110mである ．そのほかの地層は 1つの堆

積シーケンスからなり ，小宮層の層厚は約 120mである

がそのほかの地層は 20-50mである．

これらの鮮新統及び下部更新統は広域テフラを挟み，

メタセコイヤ属 (Metasequoiasp.）の化石林及びミエゾ

ウ(Stegodonmiensis)，アケボノゾウ (Stegodonaurorae) 

などの長鼻類化石が報告されている ．特に，多摩川沿い

の友田層から 2.9-2.6Maの3枚，加治丘陵の仏子層から

Olduvai Subchron中の 1枚，多摩川沿いの小山田層から
さやま

1.4 Ma頃の 1枚，狭山丘陵の狭山層から約 1.7Maの 1

枚の広域テフラが見い出されている．

関東平野西縁の丘陵を構成する鮮新統及び下部更新統

については多数の研究があり，古くは 1880年代から層

相，化石の浙片的な記載がなされた（鈴木， 1888；脇水，

1918a, b；浅井， 1925；藤本， 1926b,1930, 1932b, 1933c, 

1939b ;徳永・飯塚 ，1926;矢部・青木， 1927;青木 ・

田山， 1929,1930；横山， 1930;Makiyama, 1931;□土，

1932;島倉，1934,1936；大西，1940,1941 ; Shikama, 

1941) ．その中で，藤本 (1926b) ， 青木 • 田山 (1929 , 1930) 

は丘陵構成層をそれぞれ成田層，五日市砂礫層と一括し

だ 1950年代からは，各丘陵で鮮新統及び下部更新統の

層序が立てられ層相 ，化石が詳しく記載された．福田 ・

高野 (1951) は，加治丘陵 ，草花丘陵，加住丘陵の構成

層から本報告と同じ層相の変化を認め ，最上位の河成層

を高位段丘堆積物とした．竹越ほか (1979)，松川ほか

(1991), Machida, M. (1999)，松川ほか (2006)は関東

平野西縁の丘陵を一括し，それらを構成する鮮新統及び

下部更新統をシルト層，角礫層からなる下部の地層と 円
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1.77一

1.95 
2 

2.5 8|鮮

後

新

期

世
3.04 3 

3.11 

3.22 

3.33 

3.58 

成木丘陵 1加冶丘陵
草花丘陵 加住丘陵

羽生丘陵 多摩川河床l美山丘陵

富岡丘陵入間川河床 恩方丘陵
I 狭山丘陵 1 地形面

多摩川河床北浅川河床

*2 

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ］ ： ： ： ： 一ー： ： 一ー： ： ： ： ： 

a7. a' 

------------—←------------•---- - --’--旦［恥更―訂―----------→一―-----------

美根面

狭山面

阿須山面

凡例

にコ高位段丘堆積物

亡コ鮮新～下部更新統（海成層を主体とする地層）

亡コ鮮新～下部更新統（円礫暦からなる河成層）

こコ鮮新～下部更新統（シルト層角礫層からなる河成層）

年代指標

▲長鼻類化石

a,アケホノソウ (Stegodonaurorae) 

a'，アケボノゾウ類似種 (Stegodonsp. cf. aurorae) 

m,ミエゾウ (Stegodonmiensis) 

■大型植物化石

S,セコイア属 (Sequoia)

c,チャンチンモドキ (Choerospondiasaxillaris) 

古地磁気極I生
●正

0逆

・中間

＊指標テフラ

1, HBP (0.4-0.3Ma：鈴木・ 早川，1990;町田，1996;

鈴木ほか， 1998など）

2, KMT（約0.62Ma:中里、 2006)

3, HU2 (1.5-1.3 Ma:竹越・村松， 1991;伊藤ほか， 2002;

馬場ほか， 2003c)

4,津池（約1.7Ma:酒井・黒）1|、2002)

5, 恩方 (1.7土0.2Ma:本報告）

6, 未命名 (1.8土0.1Ma:松川ほか， 2006)

7, Kd44（植木ほか， 2006)

8,瑞穂町の3枚組軽石層 (2Ma:鈴木ほか、 2006a, b) 

9, Kol (2.4土0.2Ma:本図福）

10, 小佐治（約2.6Ma:里口ほか， 1999)

11, UN-MD2 (2.65 Ma : Kurokawa and Tomita, 2000) 

12, 土生滝 I(2.8-2.9 Ma：富田・黒川， 1999)

13,矢面 (2.5土0.1Ma:本報告）

14, 未命名 (2.3土0.1Ma:松）1|ほか， 2006)

15,三の谷 (3.7土0.3Ma:本報告）

第6.1図 鮮新統及び更新統の層序と古地磁気，テフラ．化石との関係
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A．加治丘陵とその周辺の入間川河床

藤本

(1926b) 

徳永・飯塚

(1926) 

青木•田 山
(1929, 1930) 

藤本
(1930) 

藤本

(1932a) 

兼子ほか

(1951) 

井口
(1950,1951) 

福田・高野

(1951) 

福田(1962)

関東ローム 本報告

研究グループ

(1958) 

礫層

成田層
凝灰岩層

五日市

砂礫層

礫層

成田層
五日市

砂礫層

上部

新第三系

砂質

凝灰岩層

東京層

阿須山礫層

凝灰岩層

小布市礫層

飯

能

層

豊岡礫層 豊岡層

仏子粘土層

未記載

上部層
仏子層

中部層 飯能層

東京層 仏子層 仏子層

飯能礫層

下部層 小曾木層

町田

(1973) 

森ほか
(1974) 

藤本

(1977a) 

竹越ほか

(1979) 

三友ほか

(1986) 

羽鳥ほか
(1996) 

Machida 

(1999) 
松川ほか

(2006) 

本報告

上部豊岡礫層 上部翌岡礫層
豊岡礫層

未記載 上部豊岡礫層 未記載 金子坂礫層
豊岡層

豊岡層

下部豊岡礫層 下部豊岡礫層

仏子粘土層

下部豊岡礫層

仏子粘土層

豊岡礫層

飯

能

屠

仏子粘土層 仏子粘土層 仏子粘土層 仏子粘土層

飯能礫層 販能礫層

飯能礫層

入間砂岩層

飯

能

礫

層

飯

能

層
飯能礫層

矢頑凝灰岩層

飯能礫層

矢頑層 矢頑層 小曾木層

B．草花丘陵とその周辺の多摩川河床

藤本

(1926b) 

徳永 ・飯塚

(1926) 

青木 •田山
(1929. 1930) 

藤本
(1930) 

藤本

(1932a) 

三土
(1932) 

兼子ほか

(1951) 

井口
(1950,1951) 

福田 ・高野

(1951) 

福田(1962)

本報告

成田層

砂質

凝灰岩層

五日市

砂礫層
成田層

五日市

砂礫層 下部

更新統

上部

新第三系

大荷田礫層 大荷田礫層
大荷田層

凝灰岩層 東京層
東京層

仏子層 仏子層 仏子層 友田層

関東ローム

研究グループ

(1958) 

鈴木
(1962) 

菅野•新井
(1964) 

藤本

(1977a) 

竹越ほか

(1979) 

正田ほか

(2005a) 

五日市盆地

団体研究

グループ

(1981ab) 

羽鳥ほか

(1996) 

Machida 

(1999) 

松川ほか

(2006) 

本報告

大荷田礫層

五日市

砂礫層

五日市

礫岩層

五日市

砂礫層

足下田

泥岩層

飯

能

礫

層

上部層

下部屡

五

日

市

砂

礫

層

上部層 飯能層 大荷田層

下部層

飯能礫屠

矢頑層 友田層

- 46 -



C．加住丘陵とその近傍の多摩川，北浅川河床

藤本 青木・田山 藤本 藤本
(1926b) (1929, 1930) (1930) (1932a) 

三土
(1932) 

兼子ほか

(1951) 

福田・高野羽鳥 ・寿円 関東ローム

(1951) (1958b) 研究グループ

(1958) 

鈴木
(1962) 

菅野 ・新井

(1964) 

本報告

未記駁 美根礫層 未記載 未記叡 五日市砂礫屈 美根層

｀ - -
→―-連光寺層

五日市 五日市
未記霰 未記駐 未記駐

小山田層

砂礫層
成田層

砂礫層 下部 上部
成田庖 更新統 新第三系

福島層
平山砂層 小宮砂層

レー
五日市 五日 市 五日市 小宮層- ← ~ 

砂礫庖 礫岩隈 砂礫層
上部 加住府

東京庖
東京層

仏子層 増子礫庖 加住礫層 l 山田層 -̀-鮮新統

藤本

(1977a) 

竹越ほか

(1979) 

五日市盆地

団体研究

グループ

(1981a, b) 

倉川 ・間烏

(1982) 

関東平野

西縁丘陵

研究グループ
(1995) 

羽鳥ほか

(1996) 

Machida 

(1999) 

松川ほか

(2006) 

多摩川足跡

化石調査団

(2002) **** 

馬場ほか
(2005a) 

本報告

未記戯 未記叡 五日市砂礫層 五日市砂礫層 未記駐 美根礫庖 美根礫庖＊＊＊ 未記駐 未記駐 美根府

小山田層
連光寺層

小山田庖
未記駐

>
楢闘閂閂：ji
＊ 本報告の加住層に含まれる

＊＊ 竹越 (1977b)では飯能礫層下部層及び中部層

＊＊＊ 松川ほか (2006) では未記駁

＊＊＊＊ 多摩川足跡化石調査団 ・昭島市教育委員会 (2002)

未記駐

上部層

下部層

小
宮
砂
層

＿
飯
能
躾
庖
＿

未記駐 小宮砂層

飯能礫層

未記駐

飯能層
ヽ
矢祗層

D.狭山丘陵

藤本
(1926b) 

膏木・田山

(1929, 1930) 

藤本
(1930) 

藤本

(1932a) 

藤本
(1933c) 

兼子ほか

(1951) 

福田 (1952)

藤本 ・福田

(1954) 

寿円 (1956) 本報告

未命名 芋窪層

五 日市

砂礫層

成田層

成田層
五日市

砂礫層

狭山層

上部 時代未詳

新第三系

層土占＊
 

ツ谷
瑞
穂
礫
層

狭

山
層層土占＊

 
ツ谷

瑞

穂

礫

層

狭
山
層 狭山層

東京層 東京層 狭山層
狭山層

下部

未命名
（仏子粘土隈）

（飯能礫屠）

羽鳥 ・寿円

(1958b) 

関東ローム研究

グループ (1965)

藤本 ・羽鳥

(1966) 

赤土研究

グループ

(1965) 

埼玉日曜巡検

会 • 関東第四

紀研究会

(1970) 

町田

(1973) 

森ほか

(1974) 

羽鳥ほか

(1996) 

Machida 

(1999) 

本報告

芋窪礫層 c部庖 芋窪礫庖 芋窪礫層 芋窪礫庖 芋窪礫府 芋窪層

狭谷ツ粘土層狭

品／品
B部庖

三 ＇
谷ツ粘土庖I谷ツ粘土層 I谷ツ粘土府

！ 
仏子庖

狭山層

三ツ木礫層 A部庖 未記数 三ツ木礫層 I三ツ木礫庖 飯能層

第 6.2図 各丘陵の鮮新統及び更新統の層序区分の変遷と対比

A,加治丘陵とその近傍の入間川河床； B,草花丘陵とその近傍の多摩川河床； C,加住丘陵と その近傍の多摩

川，北浅川河床； D,狭山丘陵
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礫層からなる上部の地層に分けた．また，井口(1951),

羽鳥・寿 円 (1958b)，藤本ほか (1962)，鈴木(1962),

竹越 (1977c)，堀口ほか (1978a)，三友ほか(1986) は，
ー ま こびき

高麗丘陵から小比企丘陵までのいくつかの丘陵の構成層

をまとめ ，層序区分を行った．しかし，これらの研究の

層序区分は主に層相に基づいており ，丘陵間で層相と年

代が一致することは示されていなかった．また，多摩丘

陵以外の丘陵では，鮮新統及び下部更新統の年代は多摩

川沿いの一部の地層を除いて明らかでなかった．多摩丘

陵以外の丘陵の構成層と多摩丘陵及び房総半島の上総層

間との対比も試みられたが，それらの基になるテフラの

広域対比の根拠は十分でなく， 化石の年代精度も低かっ

た．最近，武蔵野台東部の地下から房総半島の上総層群

111の広域テフラが見出されたが（佐藤ほか， 2004;鈴木

ほか， 2006a,b, c)，丘陵と地下の鮮新統及び下部更新

統の対比はなされていない．

か じ し、るま なりき

6. 1. 2 加治丘陵とその近傍の入間川河床及び成木丘

陵，富岡丘陵

加治丘陵とその近傍の人間川河床の鮮新統及び下部更

新統は，下位から小曾木層（新称），飯能層 ，仏子層に

区分される（第 6.1図）．従来の層序区分との関係は第

6. 2図Aに示される．竹越ほか (1979),Machida, M. 

(1999)，松川ほか (2006)は，加治丘陵以外の丘陵で小

曾木層，飯能層と同じ層相を示す地層をまとめ ，それぞ
やおろし

れ飯能礫層下部層あるいは矢面層， 飯能礫層上部層ある

いは飯能層と命名，定義した．このうち矢面層（矢祗凝

灰岩層）という名称は，日高市から飯能市では本報告の

小曾木層と飯能層の一部に相当する地層に付けられるほ

か（二友ほか， 1986;松 川 ほか， 1991,2006 ;新井，

1995, 1996; Machida, M., 1999)，飯能市矢面の入間川

河床の軽石質テフラの単層にも用いられる（埼玉県，

1999)．このため，本報告では加治丘陵構成層の下部を

占める角礫層及びシルト層からなる地層を小曾木層と新

たに命名，定義し ，中部を占める円礫層からなる地層に

限定して飯能層を再定義する．また ，上部を占める海成

階を主体とする地層は， Machida,M. (1999)，松川ほか

(2006)の命名 ，定義に従って仏子層とする．本報告で

は，町田 (1973)，森ほか (1974)の下部豊岡礫層 ，陳

本 (1977a)，松岡 (2004b)の豊岡礫層の下部， Machida,

M. (1999)の豊岡礫層松川ほか (2006)の豊岡層の下

部は高位段丘堆積物（本報告の豊岡層）に不整合に覆わ

れる地層であることが明らかになったので，仏子層に含

める．成木丘陵及び富岡丘陵では ，加治丘陵の小曾木層

に相当する地層を成木）1|層と新たに命名 ，定義し ，飯能

層に相当する地層を青梅市 (1995) に従ってそれぞれ二

本竹層，富岡層と呼ぶ．

加治丘陵とその近傍の入間川河床の構成層は ，兼子ほ

か (1951)，井口 (1950,1951, 1952)，福田・高野 (1951),

藤本ほか (1954)，福田 (1962)，町田 (1973)，森ほか

(1974)，藤本 (1977a)，竹越 (1977c)，竹越ほか (1979),

三友ほか (1986),Machida, M. (1999)，松川ほか (2006)

などで記載され，竹越ほか(1986)，加賀美ほか (1995)

にまとめられている．

6. 1. 3 草花丘陵と その近傍の多摩川河床及び羽生丘陵

草花丘陵とその近傍の多摩川河床の鮮新統及び下部更

新統は，下位から友田層（新称）及び大荷EB層に区分さ

れ（第 6.1図），海成層を主体とする地層を欠く ．従来

の層序区分との関係は第 6.2図Bに示される．本報告

では，竹越ほか (1979),Machida, M. (1999)，松川ほ

か (2006)の飯能礫層下部層あるいは矢原層の中で草花

丘陵に分布するものを友田層と新たに命名 ，定義 し，飯

能礫層上部層あるいは飯能層の中で草花丘陵に分布する
1よぶ

ものを大荷田層と再定義する．また，羽生丘陵東端の円

礫層からなる河成層を大荷田層に含める．福笙市福生の

多摩川左岸の低地では，カニ化石の産出報告がある（角

田，1999)．ここの地層が海成層だとすると， 加治丘陵の

仏子層， 加住丘陵の小宮層 ，狭山丘陵の狭山層に相当す

る海成層が大荷田層を覆うことになるが ，角田 (1999)

には詳しい記載がなく現在は確認できない．本報告では

大荷田層を覆う海成層が存在する可能性を指摘するにと

どめ，大荷田層の上位に新たに地層を設定しない．

草花丘陵とその近傍の多摩／1|河床の構成層は， 三土

(1932)，兼子ほか (1951)，井口 (1950,1951)，福田・

高野 (1951)，関東ローム研究グループ (1958)，鈴木

(1962)，菅野・新井 (1964)，新藤 (1968)，藤本 (1977a),

竹越 (1977c)，竹越ほか (1979)，五日市盆地団体研究グ

ループ (1981a,b), Machida, M. (1999)，和田 ・菊地

(2001)，正田ほか(2005a)，松川ほか (2006)などで記載

されている．

6. 1. 4 加住丘陵とその近傍の多摩川，北浅川河床

加住丘陵とその近傍の多摩川，北浅川河床の鮮新統及

び下部更新統は，下位から山田層，加住層 ，小宮層 ，福

島層（新称） ，小山田層，連光寺層に区分される（第 6.1 

図）．従来の層序区分との関係は第6.2図Cに示される ．

本報告では，竹越ほか (1979),Machida, M. (1999), 

松川ほか (2006)の飯能礫層下部層あるいは矢祗層，飯

能礫層上部層あるいは飯能層の中で加住丘陵に分布する

ものを ，馬場ほか (2005a)に従ってそれぞれ山田層 ，加

住層と呼ぶ．また ，川口丘陵北西部に小分布する円礫層

からなる河成層を加住層に含める．倉）ii・間島 (1982)

の小宮砂層下部層を小宮層と再定義し，小宮砂暦上部層

を福島層と新たに命名，定義する． 寿 円 （壽圃）

(1951, 1956)は，国分寺市の赤羽面，府中市の立川 2

面の段丘崖に多摩丘陵の連光寺層に相当する地層が露出

するとした．多摩川沿いの連光寺層の分布，地質構造か

-48 -



らそれらは連光寺層より上位の地層と思われるが，現在

は確認できないので，本報告では連光寺層より上位の海

成層を主体とする地層が存在する可能性を指摘するにと

どめる．

加住丘陵とその近傍の多摩川，北浅川河床の構成層

は， 三土 (1932)，兼子ほか (1951)，福田 ・高野 (1951),

羽鳥 ・寿円 (1958b)，関東ロームli)f究グループ (1958),

藤本ほか (1962)，鈴木 (1962)，菅 野 ・新井 (1964),

新藤 (1968)，藤本 (1977a)，竹越 (1977c)，竹越ほか

(1979)，五日市盆地団体研究グループ (1981a,b)，倉

川 ・間島 (1982)，関東平野西縁丘陵研究グループ

(1995), Machida, M. (1999)，和田・菊池 (2001)，松

}|［ ほか (2006) などで記載され，菊地 (1991) にまとめ

られている．また，長鼻類を含む哺乳類化石の産出地点

は樽．樽 (1993)，多摩川足跡化石発掘調査団・昭島市

教育委員会 (2002) ，樽•長谷川 (2002) ， 貝化石の種と

産出地点は馬場 (1990) にまとめられている．

6.,. 5 小津丘陵及び恩方丘陵

小津丘陵及び恩方丘陵の鮮新統及び下部更新統は恩方

層のみに区分さ れ，円陛層からなる河成層及び海成層を

主体とする地層を欠く （第 6.1図）．本報告では，羽鳥・

寿円 (1958b)の加住礫層，竹越ほか (1979) の飯能礫

層上部層， Machida,M. (1999)の飯能層の中で小津丘

陵及び恩方丘陵に分布するも のを恩方層と新たに命名，

定義する ．小津丘陵及び恩方丘陵の構成層は，兼子ほか

(1951)，羽鳥・寿円 (1958b)，竹越ほか (1979),Machida, 

M. (1999) で記載されている ．

さやま

6. 1. 6 狭山丘陵

狭山丘陵の鮮新統及び下部更新統は狭山層のみに区分

され，角礫層及びシルト層からなる河成層， 円礫層から

なる河成層を欠く（第 6.1図）．本報告では，羽鳥・寿

円 (1958a), 関東ローム研究グループ (1965) ， 藤本 •羽

鳥 (1966) の層序を修正した町田 (1973)の三ツ木礫層
や つ

と谷ツ粘土層， Machida,M. (1999)の飯能層と仏子層

の中で狭山丘陵に分布するものを合わせて狭山層と再定

義する ．狭山丘陵の構成層は，横山 (1930)，藤本

(1933c)，兼子ほか (1951)，福田 (1952a)，藤本 ・福田

(1954)，藤本ほか (1954)，寿円 (1956)，羽鳥 ・寿円

(1958b)，赤土研究グループ (1959)，関東ローム研究グ

ループ (1965)，藤本・羽鳥(1966)，埼玉日曜巡検会・
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A. 加治丘陵とその近傍の入間川河床
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第 6.4図 鮮新統及び下部更新統の花粉化石群集（その 1)
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第 6.4図 鮮新統及び下部更新統の花粉化石群集（その 2)

各地点は（寸図を参照．

第6.1表 鮮新統及び下部更新統のテフラの IT年代

自発核分裂飛跡 誘発核分裂飛跡

テフラ 地層
ジルコンの
結晶数
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s 
2 

(cm I 

z s P1 
2 

(cm) 

z
 

熟中性子線逗

Pd 
4 2 

(X10 cm l 

Nd 

相関係数 定

）

検

2
x
 

2
 

（
 

r
 

p
 

x
 

ウラン

濃度

(ppm) 

年代

(Ma士1a) 

（％） 

矢頑

三の谷

Kol 

恩方

飯能層

山田層

小宮層

恩方層

5

8

6

8

 

5

3

2

2

 

5

5

5

5

 

0

0

0

0

 

1

1

1

1

 

x

x

x

x

 

0

2

4

7

 

9

6

5

0

 

．

．

 

1

1

1

1

 

388 

236 

127 

78 

5

9

9

7

 

4

4

2

3

 

3

5

3

1

 

7

5

1

1

 

6

6

6

6

 

0

0

0

0

 

1

1

1

1

 

x

x

x

x

 

9

1

1

6

 

5

8

6

5

 

•

••

• 

3

3

1

1
 

24.750 

24.840 

7.257 

7.254 

4455 

4472 

3483 

3482 

0.902 

0.962 

0.722 

0.909 

4

2

1

5

 

2

1

1

7

 

0

0

0

0

 

2

3

1

0

 

1

1

2

2

 

2.5土0.1

3.7土0.3

2.4士0.2

1.7士0.2

高月 加住層 27 9.24Xl0 5 489 2.20 X 106 11 62 7.252 3481 0.860 7
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関東第四紀研究会 (1970)，町田(1973),Machida, M. 

(1999) などで記載されている．

6. 2 角礫層及びシルト層からなる河成層

6. 2. 1 成木川層 (Ng)

地層名 新称．飯能層矢面凝灰岩層（部層） （飯能市，

1986；二友ほか ，1986)，飯能礫層（羽鳥ほか， 1996)の

中で成木丘陵，富岡丘陵に分布するものに相当する ．

模式地 青梅市成木の成木川河床（付図の地点 3).

分布 模式地と青梅市成木の富岡丘陵西部（地点 4) の

みに小分布する．
I • t • やま

層序 秩父帯仁田山ユニ ットを不整合に覆う ．青梅市成

木の地点 3と地点 4では成木川層は約 40mの高度差が

あり ，成木川層の上位にある二本竹層 ，富岡層もほぼ同

じ高度差がある ．したがって，成木川層と二本竹層 ，富

岡層との境界は凹凸があり ，成木川層と二本竹層，富岡

層は不整合関係にあると判断される．

層厚 40 m以上．

地質構造 本報告では未測定だが ，飯能層と同様に東に

緩く傾斜すると思われる．

層相 不洵汰で基質支持の塊状の中礫～大礫サイズの角

礫層からなる ．礫種は砂岩，泥岩，チ ャートである ．模

式地 （地点 3)では，層厚 1m以上の最大径 20cmの角

礫層が仁田山ユニットの泥岩を覆う． 青梅市成木（地点

4)では， 層厚 80cm以上の最大径 25cmの角礫層が仁

田山ユニ ットの砂岩を籾う ．

年代 角礫層からなる層相， 円礫層からなる 二本竹層，

富岡層に不整合に覆われることから ，成木丘陵， 富岡丘

陵の成木川層は加治丘陵の小曾木層に類似する． しか

し，小曾木層と飯能層の不整合よりも成木川層と二本竹

層，富岡層の不整合の方が大きいので，不整合の大きさ
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と時間間隙が対応する場合，成木川層は小曾木層より古

くなる ．本報告では，成木川層の年代を暫定的に小曾木

層よりやや古い後期鮮新世中期とする ．

おそ き

6. 2. 2 小曾木層 (Os)

地層名 新称．本報告では Machida,M. (1999)の矢面

層の中で加治丘陵に分布するものを小曾木層と新たに命

名，定義する．仏子層の一部（井口， 1951)，飯能層飯

能礫層 （部層）の基底部の細粒相（福田 ・高野，1951; 

町田 ，1973)，古武士礫層の砂岩頁岩互層（鈴木，1963),

)JI I治丘陵構成層の下部層（関東ローム研究グルー プ，

1965)，飯能礫層の基底部（森ほか， 1974)，角礫岩を主

とする飯能礫岩層（藤田・松尾，1977)，飯能層下部泥

罰（部層） （加賀美ほか ，1994)に相当し ，飯能礫層下

部罰（部層） （竹越ほか ，1979)，飯能層矢祗凝灰岩層

（部層）（飯能市， 1986;三友ほか，1986)，飯能層矢祗

層 （部層） （松川ほか ，1991)，飯能礫層の基底の亜角礫

層 （羽鳥ほか， 1996)，矢面層 (Machida,M., 1999；松）II

ほか ，2006)の中で加治丘陵とその近傍の入間川河床に

分布するものに相当する ．

模式地 竹越ほか (1979)は飯能礫層下部層の模式地を

飯能市矢面の不動の沢としたが，現在は露頭が見られな

い．そこで，本報告では小曾木層の模式地を新たに青梅

市小曾木の青梅ゴルフ倶楽部北東端（付図の地点 6)と

する ．
こ ぷしヽら

分布 加治丘陵西部の青梅市小曾木の黒沢川，小布市川
まえかぬさ

河床に分布する ．また，）1|越図幅内の飯能市前 ヶ貰の成

木川河床，飯能の人間川左岸，矢面の人間川河床にも分

布する．青梅市勝沼にも分布するとされるが（福田 ・高

野， 1951；青梅市， 1981)，本報告では未確認である．

層序 秩父帯仁田山，成木，雷電山の各ユニッ トを不整

合に殴う．青梅市小曾木の地点 6から地点 8では，小曾

木層が基盤岩，飯能層の凹部を埋めて堆積しているが ，

小曾木層と飯能層の高度差は10m程度である ．小曾木

層と飯能層は不整合関係と判断される．

層厚 約 10m.福田 (1962)でも同じである．

地質構造 本報告では未測定だが ，飯能層 ，仏子層と同

様に東に緩く傾斜すると思われる．松）11 (2006)では走

向 NE-SW,傾斜 6-l0°Sである ．

層相 チャンネル構造が発達し ，不淘汰で基質支持の中

礫～大礫サイズの角礫層，細粒砂層，シル ト層からなる．

礫種は砂岩，泥岩，チャー トである ．材化石を多産し，

軽石質テフラを挟む．

模式地（地点 6)では ，層厚 1m以上の最大径 5cm 

の角篠層中に層厚約 30cmの軽石質テフラが挟まれる

（第 6.5図）．このテフラの Fr年代は 2.3士0.1Ma（松

川ほか， 2006)である ．青梅市小曾木の小布市川右岸 （地

点 7)では層厚 1m以上の最大径 10cmの角礫層からな

り，飯能層の最大径 20cmの円礫層に覆われる．小曾木

の黒沢川河床（地点 8)では亜炭層を挟む層厚 1.5m以

上の細粒砂層 ，シルト 層からなり ，化石林がある．ここ

はかつて東京炭鉱があ った場所である（第 13章参照） ．

川越図幅内の飯能市矢顔の入間川河床（地点 133)では

細粒砂層，シルト層からなり，飯能層の円礫層に覆われ

る．飯能の入間）1|左岸（地点 132)では層厚 3.5m以上

の最大径 15cmの角礫層からなり，層厚約 1.5mの軽石

質テフラを挟む．小曾木層の層相は福田・高野 (1951),

福田 (1962)，藤田・松 尾 (1977)，三友ほか (1986),

松川ほか (1991,2006), Machida, M. (1999)，埼玉県

(1999)に詳し く記載さ れて いる．礫の大きさ， 種類，

円磨度などは松）1|ほか (1991)に示 されている．小曾木

層と韮盤岩の不整合の形態は関東平野西縁丘陵団体研究

グループ (1999) に示されている．

植物化石川越図幅内の飯能市矢祗から前ヶ貰の入間川

河床，成木川河床，飯能市矢祗ではメタセコイア 属

(Metasequoia, Taxodioxylon sequoianum)の化石林が見 ら

角礫層

第 6.5図 小曾木層の角礫階及びテフラ
場所は青梅市小曾木の模式地

（付図の地点 6)．写真上部は
テフラ 角礫層， 下部は軽石質テフラ．

この地点は正帯磁．この露頭

の高さは約 80cm. 
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れ，材化石を多産する（島倉， 1936,福田・高野， 1951;

高岡，1958;竹越ほか，1979;遠藤，1983;加賀美ほか ，

1994)．青梅市小曾木の黒沢川河床（地点 8)で産出す

る花粉化石は，メ タセコイア厩近似種 (cf.Metasequoia) 

などの絶滅 ・消滅種を含む（第 6.4図） ．なお ，以下で

化石を属として記載する場合は， sp.,spp.を省略する．

昆虫化石・淡水性微化石 川越図幅内の飯能市大河原の

入間川右岸では湿地性の昆虫化石 (Hayashi,1999)，青

梅市小曾木の黒沢川河床では淡水性のケイソウ化石を産

出する（三友ほか， 1986;松川ほか， 1991).

古地磁気 小曾木層の 6地点の古地磁気極性は ，上位に

向かって逆から正に変化する（第 6.2図） ．例えば， 川

越図幅内の飯能市落合の成木川河床（地点 134)では逆．

模式地（地点 6)，飯能市矢面の入間川河床（地点 133)

では正である（第 6.3図） ．

対比竹越ほか (1979),Machida, M. (1999)は多摩丘

陵の大矢部層（大塚， 1932)，加賀美ほか (1996)は多靡

丘陵の寺田層（藤本ほか ，1961)，大矢部層に対比した．

年代 飯能層，仏子層の古地磁気層序，飯能層との不整

合が小 さいことを考慮すると ，小曾木層下部の逆の古地

磁気極性は KaenaSubchron,上部の正の古地磁気極性

はUpperKaena Subchron-Gauss Chron境界以後の Gauss

Chron後期に対比される（第 6.2図） ．したがって ，小

曾木層の年代は KaenaSubchron-Gauss Chron境界をは

さんだ後期鮮新世中期である ．地点 6の軽石質テフラの

Fr年代 (2.3士0.1Ma:松川ほか， 2006)は，本報告の

小曾木層の年代よりもやや若くなっている ．

6. 2. 3 友田層 (Td)

地層名 新称．本報告では ，大荷田層に不整合に覆われ

ることから，草花丘陵の仏子層（井口 ，1951)，大荷田

礫層基底部の細粒相 ，多摩川沿いの飯能層飯能礫層（部

層）の唾底部の細粒相 （福田 ・高野， 1951)，飯能礫層

下部層（部層） （正田ほか ，2005a) を一括 して，友田層

と新たに命名，定義する．多摩／1|沿いの飯能礫層（藤本・

福田， 1954；藤本ほか， 1954),Al層の一部（新藤， 1968)

に相当し，飯能礫層下部層（部層） （竹越， 1977c;竹越

ほか， 1979)，飯能層矢面層（部層）（松川ほか ，1991),

飯能礫層の基底の亜角礫層（羽鳥ほか ，1996)，矢砥層

（松川ほか ，2006)の中で草花丘陵とその近傍の多摩川
，， L 

河床に分布するものに相当する．また．日の出町平井足
If た

下田付近の足下田層（徳永 ・飯塚，1926)，足下田粘土

層（藤本 ・羽鳥，1966)．足下田泥岩層．足下田砂泥層

（藤本， 1977a)に相当する ．
かぺ

模式地 多摩川左岸の青梅市千ヶ瀬町から河辺町の千ヶ

瀬面 ，林泉寺面の段丘崖（付図の地点 23から 26) とす

る．

分布 多摩川左岸の青梅市千 ヶ瀬町から河辺町，右岸の

長淵か ら友田町に分布する ．草花丘陵北縁では五 日市図

まびきざわ

幅内の青梅市駒木町の馬引沢峠か ら青梅市友田町，日の
おおぐの

出町大久野のニツ塚峠付近 ，丘陵南縁では平井足下田か
すがお

らあきる野市菅生に点在する ．日の出町平井の平井川河

床に も露出すると されるが（竹越ほか ，1979;角田 ，

1992a)，本報告では未確認である ．平井の平井小学校付

近の地下（東京都土木技術研究所 ，1966)，青梅市友田

町の大荷田川と多摩川の合流点付近の地下（中山・国

分，1995)にも分布するとされる ．
みのくら

層序 秩父帯雷電山，水口の各ユニ ット，五日市町層群

秋川層を不整合に覆う ．青梅市友田町の大荷田川 と多摩

JI|の合流点付近と地点 34における友田層と大荷田階の

境界の高度差約 80mであり ，友田層と大荷田層は不整

合関係にあると判駈される．

層厚 約 40m. 

地質構造 友田層は ，全体に東に緩く傾斜している ．本

報告では未測定だが ，多摩川沿いでは走向 NW-SE,傾

斜 5゚N以上（寿円，1966)，走向 N30噴「，傾斜 1-2゚N（新

藤 1968)，走向 NS,傾斜 2.5゚E（正田ほか， 2005a),

松川 (2006)では走向 NE-SW,傾斜 6-10°Sである ．草

花丘陵では走向 NW-SE,傾斜 3-5゚N（五日市盆地団体研

究グループ， 1981a)であり，局所的に 20° 程度で傾斜す

る．日の出町平井の平井川河床では，五 日市町層群との

境界の高角の断層付近でほぼ垂直に立っている とされる

が（五日市盆地団体研究グループ，1981a;角田，1992a),

本報告では未確認である．

層相 不洵汰な腐植質のシルト層 ，細粒砂層の互層から

なり ，テフラ ，亜炭層を挟む． 基盤岩に近い最下部は ，

チャネル構造が発達する不洵汰な基質支持の中礫サイズ

の角礫層からなる ．礫種は砂岩，泥岩である ．層厚数

cmから数 10cmの軽石質テフラ， 細粒なガラス質テフ

ラを挟む．

青梅市千ヶ瀬町から友田町の多摩川沿いの友田層の総

合柱状図（正田ほか ，2005a) を第 6.6図に示す．青梅

市千 ヶ瀬町の地点 23では雷電山ユニ ットの泥岩を腐植
レぴす

質な角礫層が覆う． 同様の角礫層は，青梅市長淵の鳶巣

川河床（地点 36)，日の出町平井足下田の足下田川河床

（地点 41)でも見られる．青梅市千ヶ瀬町から河辺町の

多厚川左岸（地点 23から 26)，友田町の多摩川右岸（地

点 30から 32)では合計 14枚のテフラが見出されており

（図 6.6図 ：正田ほか ，2005a)，その 中の 3枚の細粒な

ガラス質テフラが広域対比 されている（正田ほか ，

2005a;田村ほか， 2005)．青梅市河辺町の地点 26では，

友田層の上に層犀約 3mの大礫サイズの亜円礫か らな

る大荷田層 ，層厚約 1.5mの巨礫サイズの円礫からなる

千ヶ瀬層が重なる（第 6.7図） ．青梅市友田町の地点 31

では亜炭層が見られる ．この周辺では．友田層は層厚 3

m以上の中礫サイズの円礫～亜円礫からなる大荷田層

に製われ，その上には層厚約 2mの巨礫サイズの円礫か

らなる畑中層が重なる．日の出町平井足下田の足下田川
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言
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多摩川

友田層のシルト層及び広域テフラ

場所は青梅市千ヶ瀬町の多摩川左岸の千ヶ瀬面の

段丘崖（付図の地点 26)．ここでは約 2.65Maの広
域テフ ラである千ヶ瀬 2テフラ (CGS2）が見られ

る．この地点は正帯磁．崖の高さは約 15m. 

第 6.6図
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多摩川沿いの友田層の総合柱状図

正田ほか (2005a)による． CGSl-6, TMDl -8は
それぞれ千ヶ瀬l~6，友田l~8テフラ． CGSl,
CGS2, TMD2は2.9-2.6Maの広域テフラ．

河床（地点 41)では，細粒なガラス質テフラが腐植質シ

ルト層中に挟まれる．五日市図幅内の青梅市駒木町の馬

引沢峠付近の 2地点（地点 147,148)では，軽石質テフ

ラがシルト層中に挟まれる．青梅市友田町の大荷田川と

多摩川の合流点付近の地下では，友EEi層は深度 30m以

下にあり，その上には大荷田層が重なる（中山 ・国分，

1995)．友田層の層相は，寿円 (1966)，松JIIほか(1991),

角田 (1992a)，大久保 (2003)，正田 (2005a)に詳しく記

載されている ．

テフラ 多摩川沿いの青梅市千ヶ瀬町から河辺町（地点

23から 26)，友田（地点 30から 32)では，合計 14枚

のテフラが見出されている（図 6.6図：正田ほか，

2005a)．そのうち千ヶ瀬 lテフラ (CGSl)，千ヶ瀬 2~ 

6テフラ (CGS2-6)，友田 2テフラ (TMD2)は細粒

なガラス質テフラであり，そのほかは軽石質テフラであ

る．地点 24の CGSlは，層厚 2-5cmでパッチ状に亜炭

層中に挟まれる．地点 25の CGS2は，層厚25cmで腐植

質シルト層中に挟まれる． CGSl,CGS2は，そ，凸デ↑大
ひみ

阪層群，氷見層群，新潟地域の 2.8-2.9Maの土生滝 I-
MT2-Argテフラ（富田 ・黒川 ，1999)，氷見層群，東海

層群の約 2.65Maの UN-MD2テフラ (Kurokawaand 

Tomita, 2000)に対比される（正田ほか， 2005a)．地点

30のTMD2は，亜炭層中に層厚 5cmでパッチ状に亜炭

層中に挟まれる． TMD2は約 2.6Maの古琵琶湖層群，
こさ じ

大阪層群の小佐治テフラ (Takaya,1963)，氷見層群の

OT5テフラ（渡辺， 1999)に対比される（田村ほか， 2005).
はね

なお，羽村市羽の多摩川右岸では飯能層中の矢祗凝灰岩

層，房総半島の梅ヶ瀬層（三土， 1933；植田， 1933)及

び横浜地域の小柴層（大塚， 1937)中の U6（三梨ほ
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か， 1959) に対比されるテフラが報告されているが（加

治研究グループ， 1980)，各テフラの産出地点，層位，

層相，記載岩石学的特徴などが示されておらず，対比に

は疑問が残る ．

大型植物化石 多摩川沿いの青梅市千ヶ瀬町（鈴木，1888;

徳永 ・飯塚， 1926;鈴木 ，1963)，友田町 （藤本， 1930,

1932b)，草花丘陵南縁の日の出町平井（藤本 ，1930,1932b, 

1977a；島倉，1936；高岡， 1958)では ，亜炭層が報告 さ

れている ．これらの場所で産出する大型植物化石は，セコ

イア属 (Sequoia)，メタセコイア（Taxodioxylon sequoianum, 

Metasequoia disticha, Metasequoia cfr. glyptostroboides), 

オオバタグルミ (Juglansmegacinerea) などの絶滅・消

滅種を含む（島倉， 1936；高岡， 1958;鈴木， 1963；寿

円，1966;遠藤， 1983;松川ほか ，1991;角田， 1999 ; 

大久保， 2003;正田ほか， 2005a)．そのほかに藤本

(1926b, 1932b)の材化石の報告がある．

花粉化石 多摩川左岸の青梅市千ヶ瀬町で産出する花粉

化石は，メタセコイア (Metasequoiajaponica)などの絶

滅・消滅種を含み（寿円，1966;松川ほか， 1991;本報

告の第 6.4図の地点 23)，多摩丘陵の 上総層群の

Metasequioa花粉化石群集（宮下，1986)に相当する ．青

梅市駒木町（地点 37)，日の出町平井足下田（地点 41)で

も同様であるが，地点41ではサルスベリ属(Lagerstroemia)

の割合が非常に高い．

陸生脊椎動物化石 草花丘陵南縁の日の出町平井足下田

では，長鼻類化石 (Stegodon?）を産出する（秋川市， 1983;

樽 ，1986).

昆虫化石・ 淡水性微化石 多摩川沿いの青梅市千ヶ瀬町

では，湿地性の昆虫化石，淡水性のケイソウ化石を産出

する（松川ほか， 1991).

古地磁気 友田層の 11地点の古地磁気極性は，上位に向

かって正から逆に変化する（第 6.2図） ．例えば，多摩

川沿いの青梅市千ヶ瀬町の CGSl,CGS2層準（地点 24

から 26)，友田町の TMD2層準（地点 31)では正であ

り，草花丘陵北東部の友田町（地点 34)では逆である（第

6. 3図）．草花丘陵北部の青梅市駒木町の清見川河床（地

点 37)，日の出町大久野のニツ塚峠付近（地点 38)，草

花丘陵南部の日の出町平井足下田の足下田川河床（地点

41)では正であ るが（第 6.3図），これらの地点と多摩

川沿いの青梅市千ヶ瀬町から友田町の地点は，ほぼ同じ

層準にあると思われる ．

対比 正田ほか (2005a)は，テフラの広域対比に基づい

て多靡川沿いの友田層が房総半島の三浦層群と上総層群

の境界付近の地層に対比される可能性を示した．

年代 多摩／1|沿いでは， 2.9-2.6Maの 3枚の広域テフラ

を挟むこと， Gauss-MatuyamaChron境界以前の前期～中

期鮮新世の大阪層群を特徴づけるセコイア属 (Sequioa)

を産出することから，友田層下部の正の古地磁気極性は

Upper Kaena Subchron-Gauss Chron境界以後の Gauss

Chron後期に対比される（第 6.2図） ．そして，上部の

逆の古地磁気極性は MatuyamaChron-Lower Olduvai 

Subchron境界以前の MatuyamaChron前期に対比され

る．このように，友田層の年代は Gauss-MatuyamaChron 

境界をはさんだ後期鮮新世中期～後期である．

6. 2. 4 山田層 (Ym)

地層名 馬場ほか (2005a) による．馬場ほか (2005a)

は，加住層に不整合に覆われることから関東平野西縁丘

陵研究グループ (1995)の加住礫層下部層（部層）を山

田層と命名，定義した．本報告でも両者の不整合関係を

認め，馬場ほか (2005a)に従って山田層とする・籍戸礫

層基底部の細粒相 （福田 ・高野， 1951；福田， 1952；藤
ひょうどめ

本ほか， 1954)，雹留山礫岩層中の黒色泥岩層（多摩地

学会，1957)，飯能礫層下部層， 中部層（部層） （竹越，

1977c)，五日市砂礫層下部層（部層）の一部（五日市盆

地団体研究グループ，1981a,b)，加住礫層下部のシルト

層（倉川 ・間島 ，1982) に相当し ，加住礫層（羽鳥 ・寿

円，1958b；藤本ほか， 1962)，飯能礫層下部層（部層）

（竹越ほか， 1979)，飯能層矢祗層（部層） （松川ほか ，

1991)，飯能礫層の基底の亜角礫層（羽鳥ほか， 1996),

矢祗層 (Machida,M., 1999 ; Aiba et al., 2006 ;松川ほ

か， 2006)の中で加住丘陵に分布するものに相当する．

模式地 関東平野西縁丘陵研究グループ (1995) は，加
ひきだ

住礫層下部層の模式地をあきる野市引田の三の谷河床

（付図の地点 52付近）とした．本報告では山田層の模式

地をそれに従う．
あじろ

分布 あきる野市引田の三の谷， 二の谷の河床，網代，
かみいちぷかた

山田 ，八王子市上壱分方町の北浅川河床に小分布する ．

層序 あきる野市引田では秩父帯深沢ユニッ ト，網代，

山田では五日市町層群網代層を不整合に覆う．八王子市

上壱分方町では，四万十帯美山ユニットを不整合に覆

う．あきる野市引田の三の谷（地点 52付近），三の谷の

出口（地点 53)における山田層と加住層の境界の高度差

は約 100mであることから ，山田層と加住層は不整合関

係と判浙される．あきる野市網代では畑中層に不整合に

複われる．

層厚 山田層が最も 厚い三の谷で約 30m. 関東平野西

縁丘陵研究グループ (1995)，馬場ほか (2005a) でも同

じである．そのほかの地点では数 111.

地質構造 山田層は全体として東にゆる＜傾斜してい

る．本報告では未測定であるが，竹越 (1977c)では走

向 EW-NS,傾斜 2-3゚N,相場 (2003a)では走向 N40゚E,

傾斜 l6°S,松川 (2006)では走向 NE-SW,傾斜 6-10゚S

である ．五日市盆地団体研究グループ (1981a)，倉川・

間島 (1982)，関東平野西縁丘陵研究グループ (1995)で

は走向 NW-SE,傾斜 3-5゚Nであり， 局所的には 20° 程度

傾斜する．

層相 不淘汰で基質支持の中礫～大礫サイズの角礫層，
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シルト層からなる．礫種は砂岩，泥岩である．全体に腐

植質で材化石を多産する ．層厚数 10cmの軽石質テフ

ラ，岩片質テフラを挟む．

模式地 （地点 52) では，下部約 10mはチャンネル構

造が発達し，最大径 10cmの不淘汰な角礫層からなる．

砂岩礫は緑色に変質しているものが多い．上部約 20m 

は腐植質シルト層からなり ，材化石を多産する．また，

軽石質テフラを挟む．三の谷の出口 （地点 53)では，層

厚 3m以上の山田層を層厚 4m以上の加住層が覆う．

あきる野市山田 （地点 50) では層厚 4mの山田層が五

日市町層群網代層を覆い，畑中層に覆われる．あきる野

市網代（地点 49)では，層厚 5m以上の山田層を層厚

1 m以上の加住層が覆う．

八王子市上壱分方町の北浅｝1|河床（地点 63)では，層

厚約 5mの山田層が美山ユニットの千枚岩を覆い，加住

層に覆われる（第 6.8図） ．山田層は ，層厚約 3 mの塊

状あるいは平板型， トラフ型斜交葉理が発達する不淘汰

な腐植質シル ト層と層厚約 2mの凝灰質中粒～粗粒砂

層からなる．シルト層は材化石を多産し，そこには化石

林がある ．また ，シー ト状の層厚 20cmの軽石質テフラ

が挟まれる． 加住層は ，チャンネル構造が発達する洵汰

の良い礫支持の最大径 15cmの亜円礫～亜角礫層からな

る． 山田層の層相は，あきる野市引田周辺では関東ロー

ム研究グループ (1958)，五 日市盆地団体研究グループ

(1981a)，松｝1|ほか (1991)，関東平野西縁丘陵研究グルー

プ (1995)，馬場ほか (2005a)，八王子市上壱分方IIl]の北

浅川河床では相場 (1991)，松川ほか (1991)，関東平野

西縁丘陵研究グループ (1995)，相場 (2003a)，馬場ほか

(2005b)に詳しく記載されている．

テフラ 模式地 （地点 52)の層厚約 50cm軽石質テフラ

は三の谷火山灰層（関東平野西縁丘陵研究グループ，

1995) と呼ばれている．軽石の径は 2-4mmで著しく

四万十帯

美山ユニッ ト

第 6.8図 山田層とそれを不整合に毅う加住層

風化 しており，角閃石，斜方輝石が目立つ．全体に平行

葉理が発達する． 三の谷火山灰層の Fr年代は，関東平

野西縁丘陵研究グループ (1995) では 2.01士0.24Ma, 

馬場ほか (2005a) では 2.93土 0.19Maである．本報告

では ，三の谷火山灰層の Ff年代の再測定を行った．三

の谷火山灰層中のジルコンは U濃度の低いものの割合

が高く ，それらを選択した場合には実際より若い年代に

なる場合がある．そこで，通常よりも高い中性子線量を

照射した結果，3.7土 0.3Maの打年代が得られた（第

6. 1表） ．本報告では未確認であるが ，三の谷火山灰層

の約 10m下位の岩片質テフラは秋｝1|ラピリと呼ばれて

いる（関東平野西縁丘陵研究グループ， 1995).

大型植物化石 あきる野市網代の御前石，引田の三の谷

で産出する大型植物化石は ，セコイア属 (Sequoia)，メ

タセコイア (Metasequoiadisticha, Metasequoia cfr. 

glyptostroboides)，コウヨウザン (Cunninghamia cfr. 

lanceolata)，チャンチンモドキ (Choerospondiasaxillaris), 

オオバラモミ (Piceakoribai)，バタグルミ !Juglanscinerea) 

などの絶滅 ・消滅種を含む（関東ローム研究グループ，

1958, 1965 ;五 日市ステゴドン調査団，1980;倉川・ 間

島， 1982;秋川市， 1983;松川ほか， 1991;関東平野西

縁丘陵研究グループ， 1995;小泉， 2000)．そのほかに，

藤本 (1926b)の亜炭，材化石の報告がある．

八王子市上壱分方町の北浅川河床には化石林があり，

そこで産出する大型植物 化 石は，メタセコイア

(Metasequoia disticha, Metasequoia cfr. gliptostroboides), 

コウヨウザン (Cunninghamiacfr. lanceolata)，シキシマ

サワグルミ (Cycrocaryapaliurus) などの絶滅 ・消滅種

を含む（藤本 ・鈴木，1974;相場， 1991;松川 ほか，

1991 ;関東平野西縁丘陵研究グループ， 1995)．また，コ

ハクを産出する（松川ほか， 1991).

花粉化石 あきる野市引田の三の谷で産出する花粉化石

場所は八王子市上壱分方町の北浅川河床（付図の地点 63)．山田層が四万十；帯美山ユニットを疫い， 加住層に覆

われる． この地点の山田層は逆帯磁． 崖の高さは約 3m. 

- 56 -



は，セコイア属 (Sequoa)，メタセコイアースイショウ

屈 (Metasequoia-Glyptostrobus)，メタ セコイア属近似種

(cf. Metasequoia)，コウヨウザン！累 (Cunninghamia),

シマモミ属 (Keteleeria)，イヌカラマツ属 (Pseudolarix)

などの絶滅 ・消滅種を含む （松川ほか， 1991;関東平野

西禄丘陵研究グ）レープ， 1995；本報告の第 6.4図の地点

52)．これは，大阪層群最下部の花粉帯のメタ セコイ ア

A亜帯 (Tai,1973)．多摩丘陵の上総層群の Metasequioa

花粉化石群集（宮下，1986) に相当する．八王子市上壱

分方町の北浅川河床でも ，同様の花粉化石が産出する

（松川ほか ，1991;本報告の第 6.4図の地点 63).

陸生哺乳類化石 あきる野市網代の御前石ではミエゾウ

(Stegodon miensis)が産出する（梢・甲能， 2002；樽，2003a;

あきる野市， 2004;馬場ほか ，2005a; Aiba et al., 2006). 

この長鼻類化石は ，直良 (1954)，鈴木 (1960)，関東ロー

ム研究グループ (1958) ， 高岡 (1 958) ， 三島 • 宮崎 (1 985)

ではトウヨウゾウ (Stegodonorientalis)，五日市ステ ゴド

ン間査団 (1980) ではボンビフロンスゾウ (Stegodon

bombifrons)，樽野 (1991)，樽．樽 (1993)，関東平野西

縁丘陵研究グループ (1995)，樽 (1999) ではシンシ ュ

ウゾウ (Stegodonshinshuensis) とされたが，相場ほか

(2006) はミエゾウ (Stegodonmi odon miensis) とアケボノゾウ

(Stegodon aurorae) の中間的な新種としたここでは，

シカ 化石 (Cervidaegen. sp. ind et.）も産出する（五日市

ステゴドン調査団，1980)．あきる野市山田の山田大橋

付近の秋川河床の転石から産出した長鼻類化石は，直良

(1954) ではトウヨウゾウ (Stegodonorientalis)，樽 ・甲

能 (2002) ではミエゾウ (Stegodonmiensis)とされた

が，馬場ほか (2005a) はミエゾウ (Stegodonmiensis) 

と別種とし， Stegodonsp.とした．八王子市上壱分方町

の北浅川河床ではアケボノゾウ (Stegodonaurorae)を含

む哺乳類化石が産出し ，上壱分方脊椎動物化石群集と呼

ばれている（小泉， 2002).

昆虫化石・淡水性微化石 あきる野市網代の御前石では

昆虫化石が産出するが．詳しい記載はない（五日市ステ

ゴドン隅査団， 1980)．八王子市上壱分方町の北浅川河

床では淡水性のケイソウ化石が産出する（松川ほか，

1991). 

古地磁気 山田層の 3地点の古地磁気極性は， 上位に向

かって逆から正に変化する（第 6.2図）．例えば，あき

る野市網代（地点 50)，八王子市上壱分方の北浅川河床

（地点 63) では逆，模式地（地点 52) では正であ る（第

6. 3図），

対比 松川ほか (2006) は上位の加住陪を多摩丘陵の寺
f・て

田陪に対比 した ことに基づいて， 山田層を館層（高野，

1994) に対比した．

年代 本報告の三の谷火山灰層の □`年代 (3.7土 0.3

Ma)，加住層の古地磁気層序， 加住層との不整合が大き

いことを考慇すると，山田層下部の逆の古地磁気極性は

Gilbert Chron,上部の正の古地磁気極性は GaussChron-

Lower Mammoth Subchron境界以前の GaussChron前

期に対比される（第 6.2図） ．山田層の年代は， Gilbeti

Chron-Gauss Chron境界をはさんだ前期鮮新世末期から

後期鮮新世初期である．

関東平野西緑丘陵研究グループ (1995) は，近畿地方

で 3-2.5Ma (Momohara, 1992, 1994 ;百原 ，1993) に

消滅した セコイア屈 (Sequoia)の化石が産出すること ，

大阪層群最下部の花粉帯に対比される花粉化石が産出す

ること，シンシュ ウゾウ (Stegodonshinshuensis :現在は

ミエゾウ， Stegodonmiensis)が産出することから ，山田

居の年代を 2.5Ma以前とした．小泉 (2000)は，近畿地

方で 3Ma (Momohara, 1992, 1991(；百原 ，1993)に絶

滅 したチ ャンチ ンモドキ (Choerospondiasaxillaries) を

含む大型植物化石 ，3Maより 古いゾウ化石 (Stegodonsp. 

indet.）を報告 し，山田層の年代が3Maより古い可能性を

示した ． 樽 • 長谷川 (2002) は， 近畿地方でのミエゾウ

(Stegodon miensis)の最終産出年代は約 3.5Maであるこ

と（樽野， 1999)から，それを産出する山田層の年代を

3Ma以前とした．このような大型植物化石，花粉化石，

ゾウ化石から推定された山田層の年代は，山田層の古地

磁気層序と整合的である関東平野西縁丘陵研究グルー

プ (1995)，馬場ほか (2005a) による三の谷火山灰層の

Fr年代 （それぞれ 2.01土 0.24Ma, 2.93土 0.19Ma)は，

本報告で推定された山田層の年代と比較して若くな って

しヽる ．

一方， 山田層の古地磁気層序とゾウ化石には以下のよ

うな矛盾点がある．八王子市上壱分方町の北浅川河床で

はアケボノゾウ (Stegodonaurorae) が産出するが （小

泉，2002)，アケボノゾウ (Stegodonaurorae)，アケボノ

ゾウより原始的なアケボノゾウ類似種化石 (Stegodonsp. 

cf. aurorae)は，それぞれ OldubaiSubchron以降，Gauss

Chron最上部から MatuyamaChron下部に産出し， Gauss

Chron上部以前の地層からは産出しない （樽野 ，1999).

北 浅川河床の加住 層はシンシュウゾウ (Stegodon

shunshuensis :現在はミエゾウ｀ Stegodonmiensis) とア

ケボノゾウ (Stegodonaurorae)の中間的な新種を産出す

るので（相場ほか， 2003)，山田腎から産出するアケ ボ

ノゾウとはゾウ化石の生層序関係が逆転する．

6. 2. 5 恩方層 (Og)

地層名 新称．上部更新統の（礫層（鈴木，1888)，上部

新第三系 Hl層（兼子ほか ，1951)，加住礫層（羽鳥・寿

円，1958b；藤本ほか． 1962)，第三系鮮新統（三浦層群）

（森， 1962)，飯能礫層上部層（部層） （竹越ほか， 1979),

飯能礫層（羽鳥ほか ，1996)，飯能層 (MachidaM., 1999) 

の中で恩方丘陵に分布するものに相当する．なお，恩方

層と いう地層名は ，本図幅の四万十帯の盆堀川ユニット

に相当する地屠に用いられたことがある（三土 ，1932).
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模式地 八王子市川町の遊歩道脇（付図の地点 61).

分布 北端を除く恩方丘陵のほぼ全域，小津丘陵の項部

に分布する ．

層序 四万十帯美山ユニ ット，盆堀川ユニ ットを不整合

に覆う ．

層厚 恩方丘陵では約 40m,小津丘陵では約 10m. 

構造 本図幅では未測定だが，加住丘陵の加住層と同様

に東にゆる＜傾斜すると思われる．

層相 チャンネル構造が発達する不洵汰なシルト層，基

質支持の 中礫サイズの亜角礫～角礫層からなる．層厚

数 10cmのシート状の砂層，シルト層を多数挟む．礫種

は砂岩，泥岩であり，礫はやや風化している．層厚数 10

cmの軽石質テフラを挟む．

恩方丘陵の模式地（地点 61)，地点 62,八王子図幅内

の元八王子丘陵の地点 145では軽石質テフラを挟む亜角

礫層からなる ．地点 143の周辺では最大径 20cmの淘汰

の良い亜角礫層が分布するが，この地層は恩方層を覆う

地層である．小津丘陵の地点 60ではチャンネル構造が

発達する不洵汰な基質支持の中礫サイズの亜角礫～角礫

層から なり，赤色風化 した美山ユニ ットの砂岩を覆う

（第 6.9図） ．恩方層の層相は羽鳥・寿円 (1958b)，山本

ほか (1980)に示されている．

テフラ 本報告では模式地（地点 61)の軽石質テフラを

恩方テフラと呼ぶ．恩方テフラは層厚 20cmで，軽石の

径は約 3mmで著しく風化している ．径 1mmの岩片を

含む．FT年代は ，1.7土 0.2Maである（第 6.1表） ．

化石 本報告では未確認であるが，八王子市西寺方町の

北浅川 と山入川の合流地点では，メタセ コイ ア属

(Metasequoia)の化石林があり，そこで産出する大型植

物化石はオオバタグル ミ (Juglans megacinerea)，メタセ

コイア (Metasequoiacf. glyptostroboides) などの絶滅•消

滅種を含む（遠藤， 1983)．また ，八王子図幅内の八王

子市川町の大沢川河床で産出する大型植物化石 （羽鳥 ・

寿円，1958b)は，恩方層から のものである可能性が高い．

古地磁気 恩方層の 4地点の古地磁気極性は ，上位に向

かって逆から正に変化する（第 6.2図）．例えば，八王

子図幅内の八王子市川町の大沢川河床（地点 144)では
にぶか f •

逆，模式地（地点 61)，八王子市弐分方町（地点 62)で

は正である（第 6.3因） ．

年代 恩方テフラの Ff年代 (1.7土 0.2Ma)を考慮す

ると，恩方層下部の逆の古地磁気極性は Matuyama

Chron-Lower Olduvai Subchron境界 以前 の Matuyama

Chron前期，上部の正の古地磁気極性は OlduvaiSubchron 

に対比される（第 6.2図） ．したがって ，恩方層の年代は

Matuyama Chron-Lower Olduvai Subchron境界をはさん

だ後期鮮新世後期か ら前期更新世前期である．

6. 3 円礫層からなる河成層

6. 3. 1 二本竹層 (Nd)

地層名 青梅市 (1995)による．小布市礫層（井口 ，

1951)，飯能層飯能礫層（部層） （福田 ・高野，1951；藤

本 •福田 ， 1 954 ；藤本ほか ， 1954) ，鮮新統下部層（山

下ほか， 1955)，三浦層群（新藤， 1969)，飯能（累）層

飯能礫層（部層） （飯能市，1986;三友ほか ，1986)，飯

能礫層（羽鳥ほか， 1994,1996)の中で成木丘陵に分布

するものに相当する．

模式地 青梅市 (1995)は模式地を設定していないので，

本報告では二本竹層の模式地を五日市図幅内の青梅市成

木の採石場（付図の地点 142) とする．

分布 五日市図輻内の青梅市成木の成木川北の尾根に分

布する．成木丘陵では青梅市成木から飯能市下直竹に分

布する ．

層序 秩父帯仁田山ユニット ，成木）1|層を不整合に覆う ．

西 東

恩方層

四万十帯

盆掘川

ユニット

関東

ローム層

第 6.9図恩方層の亜角礫～角礫層

場所は八王子市美山町 （付図の地点60)．基盤の四万十帯美山ユニ ットを不整合に製う．現在この露頭は消滅し
ている．建設重機の高さは約 2.5m. 
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層厚 飯能市下直竹では 20-60mである．青梅市成木

の尾根では一般に 5m以下であるが，模式地では約30m

である．

地質構造 本図幅では未測定だが ，飯能層と同様に東に

緩く傾斜すると思われる．

層相 チャンネル構造が発達し，洵汰の良い礫支持の大

礫～巨礫サイズの円礫層からなる．礫種は砂岩，泥岩，

チャートであり ，花尚閃緑岩を少量含む．模式地（地点

146) では，最大径 80cmの円礫層が仁田山ユニットの

泥岩勝ち砂岩泥岩互層を覆う（第 6.10医）．青梅市成木

では最大径 25-50cmの円礫層が仁田 山ユニットの

チャートを覆う．青梅市成木 6丁目から成木 4丁目の尾

根では，大礫サイズの円礫が転石で見られる．

年代 加治丘陵の飯能層の近くに分布し，飯能層と同じ

層相を示すことから ，本報告では二本竹層と飯能層を対

比し， 二本竹層の年代を飯能層と同じ後期鮮新世中期～

後期とする．

6. 3. 2 富岡層 (Tm)

地層名 青梅市 (1995) による．小布市礫層（井 口，

1951)，飯能層飯能礫層（部層） （福田 ・高野， 1951；藤

本・福田， 1954；藤本ほか ，1954)，鮮新統下部層（山

下ほか， 1955)，二浦層群（新藤， 1969)，飯能層飯能礫

層（飯能市，1986;三友ほか ，1986)，飯能礫層上部層

（竹越ほか， 1979)，飯能礫層上部円礫層（石垣・竹越，

1982)，飯能礫層（羽鳥ほか， 1996)の中で富岡丘陵に

分布するものに相当する．

模式地 青梅市 (1995)は模式地を設定していないので，

本報告では富岡層の模式地を青梅市成木の富岡丘陵の斜

面（付図の地点 5) とする．

分布 富岡丘陵の青梅市成木から富岡に分布する．

層序 秩父帯仁田山ユニット ，成木川層を不整合に覆う ．

層厚 約 70m. 富岡丘陵西部では 10m以下であるが ，

東に増大する．

地質構造 本報告では未測定だが ，飯能層と同様に東に

東

第 6. 10図 二本竹層の円礫層

場所は青梅市成木の模式地（付図の地点 146)．礫

層の層原は約 30m. 

緩く傾斜すると思われる．

層相 チャンネル構造が発達する淘汰の良い礫支持の大

礫～巨礫サイズの円礫層からなる ．礫種は砂岩，泥岩，

チャートであり，花岡閃緑岩を少量含む．模式地（地点

5)では，層厚 4m以上の最大径 50cmの円礫層が秩

父帯仁田山ユニッ トの泥岩層を覆う．東への古流向を示

すインブ リケーションが発達する．

年代 加冶丘陵の飯能層の近くに分布し，飯能層と同じ

層相を示すことから ，本報告では富岡層と飯能層を対比

し，富岡層の年代を飯能層と同じ後期鮮新世中期～後期

とする ．

6. 3. 3 飯能層 (Hn)

地層名 飯能市 (1986)，三友ほか (1986) による．本

報告では，飯能市 (1986)，三友ほか (1986) の飯能層

飯能礫層（部層）に飯能市矢面の矢面凝灰岩層（部層）

を合わせたものを Machida,M. (1999)，松川ほか (2006)

に従って飯能層と再定義する ．飯能層飯能礫層（部層）

の粗粒相（福田 ・高野 ， 1 951 ；藤本 • 福田， 1 954 ;藤本

ほか， 1954,;藤本， 1977a)，小布市礫層の一部 ，凝灰岩
あずやェ

層の一部，阿須山礫層の一部（井口， 1951)，飯能礫層

の大部分（森ほか， 1974)，円礫岩を主とする飯能礫岩層

（藤田 • 松尾 ， 1 977) ，古武士礫層（鈴木， 1963 ；東京都，

1980b)，飯能層上部礫層（部層） （加賀美ほか， 1994)に

相当し，上部新第二系 H1層（兼子ほか ，1951)，鮮新統

下部層（山下ほか ，1955)，第三系鮮新統（三浦層群）（森，

1962)，加治丘陵構成層の中部層（関東ローム研究グルー

プ，1965)，三浦層群（新藤， 1969)，飯能礫層上部層（部

層）（竹越ほか ，1979)，飯能礫層上部円礫層（部層）（石垣・

竹越，1982)，飯能礫層（羽鳥ほか ，1996)の中で加治丘

陵とその近傍の入間川河床に分布するものに相当する．

模式地 竹越ほか (1979) は飯能礫層上部層の模式地を
あず

飯能市阿須の県道沿い（付屈の地点 14付近）とした．本

報告では ，飯能層の模式地としてそれに従う．
ねかぷ

分布 加治丘陵の西部，中部の青梅市根ヶ布から飯能市

阿須の駿河台大学に分布する．また ，飯能図幅内の飯能

市矢面から岩沢の入間JII河床にも分布する ．

層序 秩父帯中藤，仁田山，成木 ，雷電山の各ユニット

を不整合に覆う ．小曾木層を不整合に覆い，仏子層に整

合に覆われる．

層厚 約 100m.福田 ・高野 (1951)，福田 (1962) でも

同じである． Machida,M. (1999) では 100m以上とし

ている ．

地質構造 飯能層は全体に東に緩く傾斜している．本報

告では，飯能市阿須の飯能層と仏子層の境界の高度を基

準にして走向 N20mr ， 傾斜 3゜E が求められる．石垣 •竹

越 (1982) では走向 NS,i項斜 3-5゚E,松川ほか (2006)

では走向 NS,傾斜 6-10゚Eである．

層相 淘汰の良い礫支持の中礫～巨礫サイズの円礫～亜
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円礫層からなる．礫種は砂岩，泥岩，チャートであり，

少量の石英閃緑岩を含む．礫はやや風化している．チャ

ネル構造と東への古流向を示すインブリケーションが発

達する．礫層中には層厚数 m以下の凝灰質シルト層，砂

層が挟まれるが， 側方への連続は悪い． 層厚数 10cmの

軽石質テ フラが多数挟まれる．
てらだけ

入間市南峯（地点 12)，寺竹（地点 13)では， 例外的

に厚い層屏 7m以上のシルト層，砂層が礫層中に挟まれ

る（第 6.11図）．また，青梅市小曾木（地点 10) では，

層厚 6m以上の腐植質シルト 層，砂層が見られる ．川越

図幅内の飯能市矢祗の入間川河床（地点 133) では ，淘

汰の良い礫支持の最大径 20cmの亜円礫層が小曾木層の

シルト層を覆い ，礫層中には軽石質テフラが挟まれる．

三友 (1986)は，こ この地層全体を矢砥凝灰岩層と呼び，

小曾木層に相当する地層としている．青梅市小曾木 2

丁目（地点 9)では礫層中に層厚 5cmの軽石質テフラ

が挟まれる．

飯能層の層相は ，福田・ 高野 (1951)，井口 (1951),

鈴木 (1963)，藤田 ・松 尾 (1977)，竹越ほ か (1979),

飯能市 (1986)，三友ほか (1986),Machida, M. (1999), 

埼玉県 (1999)，松川ほか (2006) に詳しく記載されて

いる ．また ，礫の種類 ， 形状 ， フ ァブ リ ック（石垣 •竹

越， 1982；清水，1987;入間川足跡化石発掘調査団 ，

第6.11図飯能層のシル ト層， 砂階を挟む円礫層
場所は入間市南峯（付図の地点12)．この地点は逆

喘磁．ハンマーの長さは 35cm. 

1995, 2003 ;加賀美ほか ，1996;埼玉県西部地域博物館

入間川展合同企画協議会， 2004)，砂岩礫の化学組成（加

賀美ほか， 1994;加 賀美・谷 口， 1996,1997a, b, 

1998, 1999, 2000, 2002, 

2003, 2004)，泥岩礫から産出する放散虫化石（松岡，

1998)，関東山地東縁の接峰面（加賀美， 1995；加賀美

ほか，1996) から，飯能層を形成した古水系は，清水

(1987)，角田史雄 (1991) では秩父凹地帯を流れてきた

荒川，そのほかの研究では多摩川とされる．

テフラ 川越図幅内の飯能市矢嵐の入間川河床（地点

133)では，飯能層の礫層中に矢面凝灰岩層と呼ばれる層

厚 30cmの軽石質テフラが挟まれる． 三友ほか (1986)

によれば矢風凝灰岩層の命名者は不明であるが， 加治研

究グループ (1980)以降矢祗凝灰岩層という 地層名が使

用されている．矢面凝灰岩層は ，加治研究グループ

(1980)により友田層中のテフラ，房総半島の梅ヶ瀬層及

び横浜地域の小柴層中のじに対比されているが，各テフ

ラの産出地点，層位， 層相，記載岩石学的特徴などが示

されておらず，対比には疑問が残る ．矢祗凝灰岩層の

Fr年代は 1.2土 0.3Maである（埼玉県，1999)．本報告

では ，矢祗凝灰岩の IT年代の再測定を行った．山田層

中の三の谷火山灰層と 同じ理由から，矢源凝灰岩に通常

よりも高い中性子線量を照射した結果，2.5土 0.1Maの

FT年代が得られた（第 6.1表）．

花粉化石 青梅市小曾木（地点 10)で産出する花粉化石

は，メタセコイア屈近似種 (cf.Metasequoia)などの絶

滅・消滅種を含む（第 6.4図の地点 10).

古地磁気 飯能層の5地点の古地磁気極性は，上位に向

かって正から逆に変化する（第 6.2図）． 例え ば， 川越

図幅内の飯能市矢祗の入間川河床（地点 133)，本図幅内

の青梅市小曾木（地点 10)では正，人間市南峯（地点

12)では逆，寺竹（地点13)では中間的である（第 6. 3図） ．

対比 福田 ・高野 (1951)，藤本ほか (1954) は多摩丘

陵の大矢部層，福田 (1962) は多摩丘陵の大矢部層，平
おおただし、

山層（大塚， 1932)，房総半島の太田代層（三土， 1933;

植田，1933)，竹越ほか (1979) は大矢部層 ，加賀美ほ

か (1996),Machida, M. (1999) は平山層に対比した．

これらの対比は ，主に層相， 化石によるものである．松

川ほか (2006) は，主にテフラの IT年代に基づいて飯

能層を多摩丘陵の寺田層に対比した．

年代 本報告の矢源凝灰岩の IT年代 (2.5土 0.1Ma), 

小曾木層，仏子層の古地磁気層序から，加治丘陵の飯能

層下部の正の古地磁気極性は UpperKaena Subchron-

Gauss Chron境界以後の GaussChron後期，上部の逆ま

たは中間の古地磁気極性は MatuyamaChron-Lower 

Olduvai Subchron境界以前の MatuyarnaChron前期に

対比される（第 6.2図）． このように， 飯能層の年代は，

Gauss-Matuyarna Chron境界をはさんだ後期鮮新世中期

～後期である．埼玉県 (1999)による矢嵐凝灰岩層の IT
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年代 (1.2土 0.3Ma)は，本報告で推定さ れた飯能層の

年代よりもかなり若くなっている ．

6. 3. 4 大荷田層 (On)

地層名 井口 (1950,1951)による．本報告では，友田

層を不整合に瑕う ことから，福田 ・高野 (1951)，福田

(1952)，鈴木 (1963)の大荷田礫層の粗粒相，藤本

(1977a)，東京都(1980b)の大荷田礫層を大荷田層と呼

ぶ上部新第三系 Hl層（兼子ほか， 1951)，飯能層飯能

礫層（部層） （藤本 ・福田， 1954;藤本ほか， 1954)，鮮

新統下部層（山下ほか， 1955),第三系鮮新統（三浦層

群） （森， 1962)，五日市礫岩陪（鈴木． 1962)，五日市

砂礫層（菩野 ・新井， 1964),A2層（新藤， 1969)，飯能

礫層上部層（部層） （竹越， 1977c;竹越ほか， 1979)，飯

能礫屈上部円礫層（部層） （石垣・竹越， 1982)，飯能蹂

層（羽鳥ほか， 1996)，飯能層 (Machida,M.. 1999 ;松

川ほか， 2006)の中で草花丘陵及び羽生丘陵に分布するも

のに相当する．

模式地 福田・高野 (1951)は，大荷田礫層の模式地を

青梅市長淵の大荷田峠（付図の地点 35付近）とした．

本報告では大荷田層の模式地としてそれに従う．

分布 草花丘陵では，北縁，南西縁を除く五日市図幅内

の青梅市駒木町の馬引沢峠から多摩川に分布する．ま

た，多麻川左岸の青梅市千ヶ瀬町の林泉寺面の段丘崖

（地点 26)，青梅市河辺町の青柳面の段丘崖（地点 27付

近），羽村市羽の羽村大橋下（地点 44)，福生市下川原の

JR五日市線鉄橋下の多摩｝1|河床（地点 46)に分布する ．

武南 (1979)によれば，福生市北田園から南田園の拝島

面の段丘崖 北田園の千ヶ瀬面の段丘崖にも露出すると

されるが，本報告では未確認である．羽生丘陵東端で

は，日の出町平井西本宿からあきる野市伊奈にかけて分

布する．

層序 草花丘陵では秩父帯雷電山，水口の各ユニット．

五日市町層群秋川層を不整合に骰う．また，友田層を不

整合に沿う．羽生丘陵では五日市町層群秋川層及び網代

層を不整合に覆う．

層厚 草花丘陵では約 100m．羽生丘陵では 20-30m. 

井口 (1951),Machida, M. (1999)では 100m以上，関

東ローム研究グループ (1965)では約 100m,中山・国

分 (1995)では約 30mとしている．

地質構造 本報告では未測定だが ，友田層と同様に東に

緩く傾斜すると思われる．五日市盆地団体研究グループ

(1981a)では走向 NW-SE,傾斜 3-5゚N,松｝1|ほか (2006)

では走向 NS.傾斜 6-10゚Eである．

層相 草花丘陵では，淘汰の良い礫支持の中礫～巨礫サ

イズの円礫～亜円礫層からなる（第 6.12図） ．礫種は砂

岩，泥岩，チャー トからなり ，少量の石英閃緑岩を含む．

また，本報告では未確認であるが緑色凝灰岩礫を含む

（武南， 1979)．礫はやや風化している ．チャネル構造と

第6.12図大荷田層の円礫陪

場所は青梅市長淵の大荷田峠の模式地（付図の地

点35)．ねじり鎌の長さは 25cm. 

東への古流向を示すインブリケ ーションが発達する ．

般に東に礫径を減じ，層厚を増す．また ，シート状の砂

層，シルト層を多く挟むようになる ．草花丘陵西部の日

の出町平井塩沢の秋川霊園（地点 40)では ，五日市町層

群秋川感を覆う．草花丘陵東部の鯉川左岸の支流（地点

43)では，礫層中に層厚数 m以下の凝灰質シルト 層が挟

まれる．本報告では未確認であるが、福生市の拝島面の

段丘崖ではやや固結したラミナの発達する砂礫層からな

る（武南， 1979).

羽生丘陵では，洵汰の良い礫支持の大礫サイズの円礫

～亜円礫層からなる ．礫種は砂岩，泥岩，チャートであ

る，大荷田層の層相は，井口 (1951)，鈴木 (1963)，角

田 (1981a)，松川ほか (1991,2006)，大久保 (2003)に

詳しく記載されている ．また，礫の大きさ，種類，円暦

度ファブリックは，武南 (1979)，石垣竹越 (1982),

松川ほか (1991)，利田・菊地 (2001)に示されており，

それらによると，大荷田層を形成した古水系は多摩川と

秋川の両河川とされる，

花粉化石 多摩川左岸の福生市南田園の段丘崖では ，セ

コイア属 (Sequoia)，メタセコイア屈 (Metasequoia) を

含む絶滅・消滅種の花粉化石が産出する（徳永， 1979).

陸生哺乳類化石 あきるの市下川原の多麻川河床では，

アケボノゾウ (Stegodonaurorae)より原始的なアケボノ

ゾウ類似種化石 (Stegodonsp. cf. aurorae)が産出するが

（椅 ．樽， 1993;角 田，1996a; 1尊•長谷 川 ， 2002; 樽，

2005)，相場ほか (2006)はこの長昴類化石をミエゾウ

(Stegodon miensis) とアケボノゾウ (Stegodonaurorae) 

の中間的な新種とした．樽・ 長谷川 (2002)，樽 (2005)

はこのゾウ化石の産出層を加住礫陪上部層（本報告の加

住思）としているが，本報告では大荷田層に含ま れる．

古地磁気 大荷田層の 4地点の古地磁気極性は逆である
まんじとうげ

（第 6.2図）．例えば，それは青梅市友田町の満地峠北

（地点 42)，あきる野市菅生（地点 43)では逆である（第
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6. 3図）．

対比 主に層相によって ，福田・高野 (1951)は多摩丘

陵の大矢部層，福田 (1962)は大矢部層，平山層，房総

半島の太田代層に対比した．

年代 友田層の古地磁気層序を考慮すると，大荷田層の

逆の古地磁気極性は MatuyamaChron-Lower Olduvai 

Subchron境界以前の MatuyamaChron前期に対比され

る（第 6.2図）．大荷田層の年代は 2.58-1.95Maの間の

後期鮮新世後期である．樽•長谷川 (2002) は，近畿地

方でのアケボノゾウ (Stegodonaurorae)の最初の産出年

代は 1.9Maであること（樽野， 1999)から ，より原始的

なアケボノゾウ類似種化石 (Stegodonsp. cf. aurorae)を

産出する大荷田層の年代の上限を約 2.0Maとした．こ

れは本報告の古地磁気層序と調和的である ．一方，近畿

地方で 3-2.5Ma (Momohara, 1992, 1994；百原， 1993)

に消滅したセコイア属 (Sequoia)の花粉化石が産出する

ことは（徳永， 1979)，本報告の大荷田層の年代よりも

やや古くなっている．

6. 3. 5 加住層 (Ks)

地層名 羽鳥・寿円 (1958b) による．馬場ほか (2005a)

は， 山田層を不整合に覆う ことから ，関東平野西縁丘陵

研究グループ (1995)の加住礫層上部層（部層）を加住

層と して命名，定義した．本報告でも両者の不整合関係

を認め，馬場ほか (2005a)に従い加住層とする ．増戸礫

層の粗粒層（福田 ・高野， 1951；福田， 1952;佐々 木・

橋本，1958)，高月礫層，下位砂層（下位砂岩），滝頁岩

層滝山礫層（鈴木，1952,1963 ;東京都， 1980a,b), 

雹留山礫岩層（多摩地学会， 1957)，加住礫層の大部分（羽

鳥 ・寿円， 1958b)，加住礫層（藤本， 1977a)，飯能礫層

上部層（部層） （竹越， 1977c)，加住礫層中部，上部の礫

層（倉川・ 間島 ，1982)，飯能層加住部層（松川 ほか，

1991)に相当し，上部新第三系 H1層（兼子ほか， 1951),

鮮新統下部層（山下ほか， 1955)，第三系鮮新統（三浦層

群） （森，1962),Al,泣， A4の各層の一部（新藤，1968),

飯能礫層上部層（部層） （竹越ほか， 1979)，飯能礫層上

部円礫層（部層） （石垣・竹越， 1982)，飯能礫層（羽鳥

ほか，1996)，飯能層(Machida,M., 1999 ;A.iba et al., 2006; 

松川ほか， 2006)の中で加住丘陵に分布するものに相当
ならはら

する ．また，八王子市清川町付近の楢原層，楢原砂岩層

（藤本 ，1977a)に相当する．

模式地羽鳥・寿円 (1958b)，倉川 ・間島 (1982) は，

加住礫層の模式地をあきる野市引E8から八王子市高月町

の丘陵斜面を模式地としたが，詳しい場所は指定しな

かった．本報告では，秋川右岸のあきる野市引田の“六

枚屏風”（付図の地点 55周辺）を模式地とする．

分布 秋川右岸のあきる野市網代から ，加住北丘陵では

昭島市拝島町，加住南丘陵では八王子市石川町に分布す

る．また ，秋川左岸のあきる野市山田から引E8の千ヶ瀬

面の段丘崖にも露出する．沢辺 (1956)によれば引田か

ら牛沼の段丘崖でも露出するとされるが，本団幅では未

確認である ．川口丘陵北縁では八王子市上川町の尾根に

小分布し， 川 口丘陵の南では八王子市西寺方町，
かみいちぷかた

上壱分方町から八王子医幅内の八王子市清川町の北浅川

河床に露出する ．

川口丘陵北縁の標高 190-200mの段丘状の地形は，本

報告の加住層（羽鳥・寿円， 1958b;藤本ほか ，1962; 

竹越ほか， 1979;石垣 ・竹越， 1982)，あるいは高位段

丘堆積物（関東平野西縁丘陵研究グループ， 1995;羽鳥

ほか ，1996) に相当する地層から構成されるとされた．

しかし，八王子市）1|口町の首都圏中央連絡自動車道のエ

事露頭 （地点 59付近）では，この地形は四万十帯美山

ユニットの斜面上に堆積する厚い多摩ローム層からなる

ことが確認された（第 6.13図）．羽鳥 ・寿円 (1958b),

藤本ほか (1962)，竹越ほか (1979)，関東平野西縁丘陵

研究グループ (1995)で記載された基盤岩を覆う地層は，

開析谷中に堆積した後期更新世以降のものと思われる．

層序 加住丘陵では，深沢ユニット，網代層を不整合に

覆う ．また， 山田層を不整合に覆い，小宮層に整合に覆

われる． 川口丘陵では，美山ユニット層を不整合に覆

い，北浅川河床では山田層を不整合に覆う．

層厚 約 150m.羽鳥・寿円 (1958b)，藤本ほか (1962),

倉川・間島 (1982)でも同じである． Machida,M. (1999) 

では 85m以上としている．

地質構造 加住層は全体に東に緩く傾斜している ．本報

告では ，昭島市拝島町の多摩川河床の岩片質テフラを基

準として走向 Nl7゚E,傾斜 1゚Eが求められる．羽鳥・寿円

(1958b)，藤本ほか (1962,1965)，痔円 (1966)，五日市

盆地団体研究グループ (1981a)，倉川・間島 (1982)では走

向NW-SE,傾斜 2-5゚N,新藤 (1968)，宮下・坪内 (1993)

では走向 N20噴「，傾斜 2゚E,関東平野西縁丘陵研究グ

ループ (1995)では走向 NS,傾斜 3-5゚E,宮下 ・坪内

(2003)では走向 NlO゚E,傾斜 5゚E,走向 N70噴「，傾斜 5

N゚，松川ほか (2006)では走向 NS,傾斜 6-10゚Eである ．

層相 洵汰の良い礫支持の中礫～巨礫サイズの円礫～亜

円礫層からなる．礫種は砂岩，泥岩，チャートからなり，

少鼠の石英閃緑岩を含む．礫はやや風化している ．チャ

ネル構造と東への古流向を示すインブリケーションが発

達する． 一般に東に礫径を減じ，シート状の砂層，シル

ト層を多く挟むようになる．昭島市拝島町から田中町の

多摩川河床では ，細粒～中粒砂層 ，シルト層が卓越する．

そこでは ，厚数 cm～数 10cmの軽石質テフラ，岩片質

テフラ ，腐植質シルト層を挟む．

模式地（地点 55刷辺）では，チャンネル構造が発達

する層厚30m以上の最大径 50cmの亜円礫層からなり，

層厚 50-200cmのレンズ状のシルト層，砂層を挟む（第

6. 14図） ．あきる野市引田の秋川河床（地点 54)では，

最大径 20cmの亜円礫～亜角礫層からなり ，層厚数 10
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第 6.13図 川口丘陵北緑の多摩ローム屠

場所は八王子市上川町 （（寸図の地点 59).
現在この露頭は消滅している。

四万十帯美山ユニットの千枚岩からなる斜而を犀い多麻ローム層が閃う．

cmのシート状のシルト層を挟む．昭島市拝島町の多摩

JI|河床の地点 73から地点 75では生物授乱を受けた細粒

砂陪，シルト層からなり ，コンクリーションが多く含ま

れる．この付近では多数の脊椎動物化石を産出する ．昭

島市拝島町の拝島橋西の多摩川河床（地点 76,77)では

塊状のシルト層と中礫サイズの亜円礫層の互層からな

り，腐植質シルト層を挟む．軽石質テフラは八王子市戸

吹町（地点 57)，高月 町（地点 70,72)，拝島町の拝島

橋西の多摩／1|河床（地点 76,77)，岩片質テフラはあき

る野市引田の秋／1|河床（地点 54)，昭島市拝島町の多摩川

河床（地点 73)で見られる．

川口丘陵北縁の八王子市上川町の尾根（地点 58)で

は，中礫サイズの砂岩，チャー トの亜円礫の転石が散在

している．八王子市上壱分方町の北浅川河床（地点 63)

では山田層を覆う．ここでは ，チャンネル構造が発達す

る層厚 3m以上の最大径 15cmの亜角礫～亜円礫層か

らなる．八王子市清川町の北浅川河床（地点 66付近）で

は，生物擾乱を受け，材化石を多量に含む細粒砂層，シ

ルト層からなり，腐植質シルト層 ，亜炭層をはさみ ，化

石林が見られる（第 6.15図）． 一部では径 2-4mmの

束
西

秋Ill

第 6. 14図

:•で←←—......&—....，

加住層の礫層と悪地地形

場所はあきる野市引田の秋川右岸の模式地 （｛寸図

の地点 55)．この悪地地形は“六枚屏風'̀ と呼ばれ，

東京都文化財として指定されている．崖の比高は

約 40m. 

軽石が散在する．加住層の層相は ，羽鳥・寿円(1958b),

佐々木・橋本 (1958)，藤本ほか (1962,1965)，鈴木

(1963)，寿円 (1966)，山本ほか (1980)，角田 (1981b),

倉J | | • 間島 (1982) ，清水 (1986, 1988)，松川ほか (1991),

関東平野西縁丘陵研究グループ (1995)，相場 (2003b),

青野・小荒井 (2003)，宮下・坪内 (2003)，相場ほか

(2005b)，馬場ほか (2005b)，松川ほか (2006)に詳し

く記載されている．また，砂の粒度分析，礫の大きさ ，

種類，円磨度，ファブリックなどは ，石垣 •竹越 (1982),

松川ほか (1991)，利］田・菊地 (2001)に示されており，

それらによると，加住層を形成した古水系は，多摩川 と

秋川の両河川とされる．

テフラ 昭島市拝島町の拝島橋西の多摩川河床（地点

76, 77)では，径 1-2mmの軽石，スコリアがシルト

層中に散在し ，パミスシルトと呼ばれている（倉川・ 間

島， 1982)．あきる野市引田の秋川河床（地点 54)では

六枚屏阻

第 6. 15図 加住層の生物擾乱を受けたシルト層

場所は八王子市清川町の北浅川河床（付図の地点

66)．化石林，材化石が見られる．この地点は正帯

磁．ねじり鎌の長さは 25cm. 
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シルト層中には層厚 15-20cmの径 2-3mmの岩片質

テフラがはさまれており，それは三の谷で見られる秋川

ラピリとされている（関東平野西縁丘陵研究グループ，

1995). しかし，秋｝1|ラピリは山田層中のテフラである

ので，この岩片質テフラは秋｝1|ラピリとは別のものであ

る．八王子市高月町（地点 70)の軽石質テフラの FT年

代は 10.6土 0.6Maであったが（第 6.1表）， 加住層の

年代よりも有意に古かったので，本報告ではこの年代を

採用しない．本報告では，パミスシルトの 4-6m上位

にあるヒキニクと呼ばれるスコリア質テフラ（倉川・間

島 1982) は未観察である．

大型植物化石 昭島市田中町から拝島町の多摩川河床に

はメタセコイア属 (Metasequioa)の化石林があり，そこ

から産出する大型植物化石はメタセコイア (Metasequioa

disticha, Metasequoia cfr. glyptostroboides)，オオJゞ タグルミ

(Juglans megacinerea)，ヒメバラモミ (Piceamaximowiczii) 

などの絶滅・消滅種を含む（遠藤， 1983；松｝l|ほか， 1991;

多靡川足跡化石調査団・昭島市教育委員会，2002；宮

下・坪内，2003;大久保， 2003)．また，コハクを産出

する（松川ほか， 1991)．八王子市宮下町付近，高月町

では ，ヒメ J‘ ―モ‘ (Pi フヽ ミ icea maximowiczii)，サワグルミ

(Pterocarya rhoがolia) などの大型植物化石が産出する

（倉川・ 間鳥 1982).

八王子市清川町の北浅川河床にはメタセコイア属

(Metasequioa)の化石林があり ，そこから産出する大型

植物化石はオオバタグルミ (Juglans切 egacinerea)，メタ

セコイア (Metasequoiacfr. glyptostroboides)などの絶滅

消滅種を含む（楢川植物化石層研究グループ， 1967;藤

本， 1968,1977a, b;吉山， 1968a,b, 1982, 1999 ;藤

本ほか ，1971；藤本・鈴木， 1974；山本ほか ，1980;Kimura 

et al., 1981;遠藤， 1983,1984 ;角田清美，1991;松川

ほか， 1991,2002, 2004 ;八王子市， 1993;相場ほか，

2005b)．また，コハクを産出する（吉山， 1968a;山本

ほか， 1980；松川ほか， 1991,2002, 2004；相場，2003b).

そのほかに，八王子市上川町戸沢の川口川右岸（多摩地

学会 ，1957)，昭島市拝島町の多摩｝1|河床（寿1:g，1966)

で産出する大型植物化石の報告がある．加住丘陵では多

靡ローム層の基底から大型植物化石， 花粉化石が産出す

るとされるが（羽鳥 ・寿円（壽園）， 1954,1958b ;藤本

ほか， 1962;関東ローム研究グループ，1965)，それら

は加住層からのものである可能性が高い．

花粉化石 昭島市拝島町の多摩川河床，八王子市清川町

の北浅川河床では，メタセコイア属 (Metasequoia)，メ

タセコイア属近似種 (cf.Metasequoia) を含む多摩丘陵

の鮮新統及び下部更新統の Metasequioa花粉化石群集

（宮下，1986)に相当する花粉化石を産出する（松｝1|ほか ，

1991;宮下・坪内，2003;本報告の第 6.4図の地点

66, 77). 

陸生哺乳類化石 昭島市拝島町の拝島橋西の多摩川河床

ではエゾシカ (Cervuscf. yesoensis :大西， 1940)，シフ

ゾウ (Elaphurussp. ：樽•長谷川 ， 2002) ，アケボノゾウ

(Stegodon aurorae：小泉ほか， 2000;多摩川足跡化石調

育団・昭島市教育委員会， 2002;昭島市， 2004)，カズ

サジカ (Cervuskazusensis :小泉ほか， 2000)，オオカミ

化石 (Canisfalconeri :小泉ほか ，2000;小泉， 2003;昭

島市，2004)，福生市南田園の多摩川河床ではアケボノゾ

ウ (Stegodonaurorae:田島， 1982,1994) が産出し，昭

島脊椎動物化石群集と呼ばれている（小泉，2002)．八王

子市清川町の北浅｝1|河床ではアケボノゾウ (Stegodon

aurorae)，偶蹄類の足跡化石（多摩川足跡化石調壺団，

2001) が産出する．また，シンシュウゾウ (Stegodon

shunshuensis :現在はミエゾウ ，Stegodonmiensis) とア

ケボノゾウ (Stegodonaurorae) の中間的な新種（相場ほ

か，2003,2006) も産出し，“ハチオウジゾウ”と呼ば

れている（相場， 2005；相場ほか， 2005a,b;馬場ほか ，

2005a, b). 

昆虫化石・微化石 昭島市拝島町の拝島橋西から水道橋

東の多摩川河床，八王子市清川町の北浅川河床では，湿

地性の昆虫化石（松川ほか， 1991;宮下・坪内， 2003),

淡水性，汽水性のケイソウ化石が産出する（松川ほか ，

1991 ；多摩｝ 1|足跡化石調査団， 2001• 宮下・坪内 ， 2003).

古地磁気 加住層の 15地点の古地磁気極性は ，上位に向

かって逆，正，逆に変化する（第 6.2図）．例えば，あ

きる野市山田（地点 51)では逆，引田の秋川河床（地点

54)，八王子市戸吹町の谷地｝1|源頭（地点 56)，楢原町の

北浅川河床（地点 65)では正，宮下町（地点 67)，高月

町（地点 71) では逆である（第 6.3図）．

対比福田・高野 (1951)，羽鳥・寿円 (1958b)，楢川

植物化石層研究グループ (1967)，藤本ほか (1971)，竹

越ほか (1979)，多摩川足跡化石調査団 (2001) は多摩

丘陵の大矢部層，福田 (1962) は多摩丘陵の大矢部層，

平山層，房総半島の太田代層 ，藤本ほか (1962) は多摩

丘陵の寺田層 ，大矢部層，松川ほか (2006) は寺El3層に

対比した．これらの対比は主に層相，化石によるもので

ある．

年代小宮層， 福島層，小山田層の古地磁気層序から，

加住層の上位に向かって逆，正，逆に変化する古地磁気

極性は，それぞれ KaenaSubchron, Upper Kaena Subchron-

Gauss Chron境界以後の GaussChron後期 ，Matuyama

Chron-Lower Olduvai Subchron以前の MatuyamaChron 

前期に対比される（第 6.2図）．加住層の年代は， 3.11-

3.04 Maの間から 2.58-1.95Maの間までの後期鮮新世前

期～後期である．

加住層の古地磁気層序と大型植物化石 ，花粉化石に基

づく生層序には以下のような矛盾がある．加住層から産

出する大型植物化石，花粉化石には，メタセコイア屈

(M etasequoia)，オオバタグルミ (juglansmegacinerea)な

どの絶滅・消滅種が含まれるが， Gauss-Matuyama境界
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以前の中期～後期鮮新世の大阪層群を特徴づけるセコ

イア属 (Sequoia)，シマモミ屈 (Keteleeria)，フウ屈

(Liquidambar)などは未報告である．また， Olduvai

Subchron以降 (Momohara, 1992, 1994 ;百原， 1993)

に大阪層群で産出するヒメバラモミ (Piceamaximowiczii) 

などの植物化石を産出する（倉川・間島，1982).

6. 4 海成層を主体とする地層
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6. 4. 1 仏子層 (Bs)

地層名 藤本 (1932a) による．本報告では ，Machida,

M. (1999)，松川ほか (2006)に従って仏子層と呼ぶ 小

布市礫層，凝灰岩層， 阿須山條層のそれぞれ一部（井口 ，

1951)，飯能層仏子粘土層（部層） （幅田 ・高野， 1951; 

山下ほか ，1955;福田， 1962;三友ほか， 1986)，鮮新

洪積層（豊岡礫層）の一部（森， 1962)，加治丘陵構成

層の下部層（関東ローム研究グループ， 1965)，仏子粘

土層（森ほか， 1974;藤本，1977a;竹越ほか， 1979；羽

鳥ほか， 1996)，飯能層仏子層（部層） （堀口ほか， 1977),

狭山市笹井付近の入間層，入間砂岩層（藤本， 1977a)に

相当 し ， 瑞穂蹂層（藤本 • 福田 ， 1954 ；藤本ほか， 1954)

の中で加治丘陵に分布するものに相当する．加治丘陵東

端の下部豊岡礫層 （町田 ，1973;森ほか ，1974)，豊岡

層 (Machida,M., 1999) を含み，豊岡礫層の下部（藤

本， 1977a;松岡 ，2004b)，豊岡層の下部（松川ほか ，

2006) を含む．緑色片岩（森川， 1973)，中新統（国土

庁， 1994)の中で加治丘陵に分布するものは ，仏子層の

一部である．

模式地 福田・高野 (1951) は仏子粘土層の模式地を飯

能市阿須から入間市仏子の県道の切り通し（付図の地点

17付近）とした．本報告では，仏子層の模式地として

それに従う．
9 ぺ こや た

分布 飯能市阿須の駿河台大学から人間市上小谷田の加

治丘陵東部に分布する．また ，川越図幅内の飯能市岩沢

から狭山市笹井の入間｝1|河床にも分布する．

層序 飯能層を整合に覆う．仏子層と豊岡層の境界には

顕著な凹凸はないが ，豊岡層は前期更新世末期の高位段

丘礫層であること ，東に緩く傾く仏子層を切って豊岡層

が堆梢することから，仏子層と豊岡層は不整合関係にあ

ると判祈される．

層厚 約 110Ill. これは堀口ほか (1977)と同じである．

福田・高野 (1951)，福田 (1962)では約 30m, Machida, 

M. (1999) では 110m以上としている．

地質構造 仏子層は全体に東に緩く傾斜している．本報

告では，飯能市阿須の飯能層と仏子層の境界の高度を基

準にして走向 N20°W,傾斜 3゚Eが求められる．藤本

(1939b) では走向 N60°v¥「，傾斜 5-7゚N,森ほか (1974)

では ，走向 NS,傾斜 4-5゚E,堀口ほか (1977)では走

向 NS-NNW-SSE,傾斜 2-3゚E,竹越ほか (1979)，竹

飯能礫層t•：ャ：•：．．．． 

□シル ト

置疇亜炭

アケポノゾウ臼也化石（竹越 1986)

二火山灰層H，とNg（堀口ほか 1978)

＿［ 
大型植物化石（竹越 1989)

② 花粉化石（福井．1992)

生頂化石（小恒ほか 1991)

—( --{ 
大型植物化石（大澤竹起 1990)

＼ 
花粉化石（橘井 1995)

I 10m了互瓢貨雷誓澁甜査団 1993)

砂 gを3礫

三 火山灰

第6.16図仏子層の総合柱状図

松岡・大沢 (2005)による．丸数字は第 6.2表と

同じ．

越(1996) では走向 NW-SE,傾斜 3-4゚Nである ．

層相 仏子層の総合柱状図（松岡・大沢，2005)を第6.16 

図に示す．加治丘陵北縁と入間川沿いの仏子層は A~

Eの 5部層に細分され（堀口ほか， 1977)，各部層は 1回

の海退 • 海進サイクルに伴う堆積シーケンスとみなされ

る．すなわち，下部は中礫～大礫サイズの礫層，上部は

亜炭層，テフラをはさみ貝化石，生痕化石を産出するシ

ルト層，細粒砂層の互層からなる．

飯能市阿須の武蔵野炭鉱（地点 15)では ，仏子層のシ

ルト層，砂層が飯能層の礫層を覆う（第 6.17図）．飯能

層はチャンネル樅造が発達する最大径 20cmの淘汰の良

い媒支持の円礫屠からなる．ここの仏子層はA部層に相

当し，全体に青灰色，薄緑色を呈する不淘汰なシル ト層，

細粒砂層からなる ．この上位では現在でも亜炭層を採掘

している（第 13章参照）．飯能市阿須（地点 17) では，

A部層， B部層のシルト層，細粒砂層の互層の上に C部

層下部の厚い礫層が重なる ．シルト層 ，細粒砂層は層厚

15 m以上で，生物擾乱を受け淘汰が悪く ，サンドパイプ

を多産する． 層厚数 10cmの亜炭層 ，腐植質シルト階を

挟み ，その中には軽石質テフラ，パッチ状の細粒なガラ

ス質テフラが挟まれる．礫層は層厚 15m以上で，チ ャ

ンネル構造が発達し最大径 20cmの洵汰の良い基質支持

の亜円礫～亜角礫からなる．層厚数 10cmのシート状の

砂層，シルト層を挟む．入間市仏子の武蔵野音楽大学北

の前堀川左岸（地点 19)では ，C部層下部の礫層に上部
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東 西

仏子層から採掘された亜炭

第 6.17図仏子層のシル↓;'とそれに整合に競われる飯能層
場所は飯能市阿須の武蔵野炭鉱（付図の地点 15).
現在でも亜炭が採掘されている．仏子層は全休に

東に緩く傾く．下位の円礫層が飯能層．ここの仏

子層は堀口ほか (1977)のA部層に相当し，逆帯

磁．ハンマーの長さは 35cm. 

の細粒なガラス質テフラを挟むシルト 層， 細粒砂層の互

層が重なる ．礫層は層厚 1.5m以上で，チャンネル構造

が発達し洵汰の良い基質支持の最大径 10cmの亜角礫か

らなる．シルト層，細粒砂層は生物擾乱を受け，淘汰は
うしざわ

悪い． 川越図幅内の入間市牛沢町の入間川右岸（地点

139)では，生物擾乱の著しい塊状のシルト層，細粒砂

層があり，層厚約 5cmの結晶質テフラが挟まれる．徳

永・飯塚 (1926)以来ここの地層は貝化石を多産するこ

とから注目され，“牛沢貝層”（福田・高野，1951) と呼

ばれている ．狭山市笹井の入間川左岸（地点 140)では ，

D部層のシルト層を E部層の礫層が覆 う．シルト 層は

塊状で腐植質であり，層厚 50cmの軽石質テフラが挟ま

れる．礫層は層厚が 1m以上で，基質支持で最大径 5

cmの亜角礫からなる．細粒なガラス質テフラが見出さ

れた地点は，飯能市岩沢の入間川右岸（地点 18),入間

川左岸（地点 135)，飯能市阿須（地点 17)，入間市仏子

の前堀川左岸（地点 19)，川越図幅内の入間市野田（地

点 136,137)，人間市仏子の入間川河床（地点 138)，狭

山市笹井の笹井堰付近の入間川河床（地点 141)である．

軽石質テフラは ，多数の場所で見出される．仏子層の層

相は，福田・高野 (1951)，森ほか (1974)，堀口ほか

(1977), Machida, M. (1999)，埼王県 (1999)，松川 ほ

か (2006)に詳しく記載されている．また ，坂本 (1986)

によって ，シルト層 ，テフラ中の粘上鉱物が同定されて

しヽる．

テフラ 仏子層全体からは，合計35枚のテフラが報告さ

れている（堀口ほか ，1977)．堀口ほか (1978a)は，そ

の中の A9,Cl, C3, Elの4枚のテフラをそれぞれ多摩

丘陵の平山層（大塚， 1932)中の第 2星川タフ (H2：河

井，1955)，柿生層（大塚 ，1932)中の根方タフ (NG：河

井， 1955；堀口ほか ，1977aでは鶴川層中となっている） ，
ぉぅぜん じ

第 1星川火山灰 (Hl：河井， 1955)，王禅寺層（徳永ほか ，

1949)中の宮田タフ (MT：河井，1955；堀口ほか， 1977a
し、（た

では生田層中となっている）に対比しだまた ，三梨

仏子層 (1977)，三梨ほか (1979)，鈴木ほか (1995)は，仏子

層中部の Pl,P2テフラをそれぞれ Hl,NGに対比した．

飯能層 しかし，これらの研究では各テフラの産出地点，層位，

層相，記載岩石学的特徴などが示さ れておらず，対比に

は疑問が残る．本報告では未確認であ るが ，E部層下部

の礫層直上の層厚約 2mの軽石質テフラは El火山灰層

と呼ばれている（堀口ほか ，1977)．その門｀年代は 1.03

土 0.07Maである（竹越・村松 ，1991).

地点 19のガラス質テフラは ，層厚約20cmで基底部に

は火山豆石が濃集している．その記載岩石学的な特徴，
さわだ

古地磁気極性から，房総半島の黄和田層（三土， 1933; 

植田， 1933) 中のKd44（三梨ほか， 1961)に対比され

る（植木ほか， 2006)．入間市仏子の入間川河床（地点

138付近）の C部層中のテフラは 1.8士0.1MaのFr年

代を示すが（松｝1|ほか ，2006)，その詳 しい場所，層相

などは不明である．竹越 (1989,1996) は，仏子層中の

テフラの重鉱物組成を示 している．

大型植物化石 仏子層の亜炭層，腐植質シルト層から産

出する大型植物化石は ，オオバタグルミ (Juglans

megacinerea)，オオバラモミ (Piceakoribai)，メタセコ

イア (Metasequoiadisticha, Taxodioxylon sequoianum), 

シキシマサワグルミ (Cyclocarya paliurus)などの絶滅・

消滅種を含む（藤本， 1926b,1930, 1977a, b ;島倉，

1934, 1936；福田 ・高野，1951；高岡， 1958；福田，1962;

守屋， 1970a;Kimura et al., 1981；狭山市，1982；遠藤，

1983；師岡，1984,1994；大沢， 1984；笹井化石林研究

グループ， 1984;竹越， 1989,1994, 1996 ;堀ロ・ 角田，

1990;大沢・竹越，1990;入間川足跡化石発掘調査団，

1993, 1995, 2003；楡井，1995；林，1996；小幡，1997a,

b;埼玉県西部地域博物館人間川展合同企画協議会，

2004)．狭山市笹井の入間川河床にはメ タセコイア属

(Metasequoia)の化石林がある（藤本， 1977a,b ;狭山

市，1982；笹井化石林研究グループ， 1984)．そのほかに，

鈴木 (1888)，徳永 ・飯塚 (1926)，藤本 (1932a)の亜炭

層の報告がある．松岡 ・大沢 (2005)は，従来の報告と

新たに見出した大型植物化石種を整理した（第 6.2表）．

花粉化石花粉化石は，メタセコイアース イショウ属

(Metasequoia-Glyptostroboides)，メタセコイア属近似種
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第6.2表 仏子層から産出する大型植物化石 （松岡・大沢 (2005) による．丸数字は第 6.16図と同 じ．）

種 名 部位 ①野田 ②仏子 ③笹井

Picea koribai Miki : cone 0 . △ 
Picea sp. : leaf ⑥) ． 
Metasequoia disticha Miki ＇ 0 . 0 . ◎ @ , cone 
Metasequoia disticha Miki : leaf ・ wood ◎ 
Metasequoia disticha Miki : seed ． 
JCuugp/raenss smoxylon sp. : wood △ 

megacinerea Miki : endocarp △ △ ▲ 0 . 
Cyclocarya paliurus (BataU Iljinsk. :ヽ endocarp 0 . 0 @ 0 . 
Cycloccaf. ryina I sp. : endocarp △ ▲ △ ▲ 
SalLX tegra Thunb. : leaf △ 
Saltx sp : leaf △ 
Alnus japonica (Thunb.)Steud. : infructescence ． ◎ ⑥ 
Alnus japomca (Thunb.)Steud. ， , ， fruit ． @ 
Cory/us sieboldiana Blume : pencarp △ △ 
Cory/us sp. ; pencarp ． ▲ 
Fagus sp. : cupule △ 0 . 
Fagus sp. ， c nut ． 
Quercus serrata Thunb. ， '， nut △ 
Quercus sp. ; nut △ 
Quercus sp. : cupule ▲ 
Zelkova serrata (Thunb.)Makino : fruit ▲ 
Polygonum cf. hydroptper ? Linne : fruit △ 
Polygonum sp. ＇ '， fruit △ ⑥ 
Magnolia kobus DC. : seed △ ● 0 @ 
Cmnamomum macropodum Miki : endocarp △ ● 0 (j) 
Lmdera ? : endocarp ． 
Cocculus trilobus (Thunb.) DC. ＇ i seed ▲ 
Nelumbo sp. ＇ : seed ▲ ． 
Nuphar sp : seed ． ． 
Actinidia sp. : seed ▲ ． ⑥) 
Stewartia monadelpha S1eb. et Zucc. : capsule @ ▲ 
Cory/apsis sp. , ＇ seed ＠） 
Cory/apsis sp. ， : frmt @ 
Corylopsis sp. : endocarp ＠） 
Rosaceae : thorn ． 0 @ 
Prunus sg・ : endocarp △ ▲ 
Sapium ， , seed △ 
Zantho、xylumpipentwn DC. ’: ’ seed ▲ ▲ 
Fagara ailanthoides Sieb. et Zucc. : seed ▲ △ @ 
Phel/odendron amurense Rupr. : seed ▲ ▲ ． 
Impatiens te.xton Miq. : seed ＠ 
flex cornuta Lindley and Paxton ＇ , leaf △ 
Buxus sp. ＇ : wood △ 
Berchemia sp. : endocarp △ ▲ ． 
Paliurus mppomcus Miki : fruit ． 
Paliuru!es llma pSpD omcus Miki ＇ : ＇ endocarp △ @ 
Rhamn sp. : seed ． 
Ampelops1s sp. : seed ． @ 
Vitis sp. : seed △ @ ▲ △ @ 
Trapa max1mowiczil Korshmsky : fruit △ ▲ 
Trapa sp. ， ; fruit △ △ ▲ 
Camus controversa Hemsley ＇ : endoca「P @ ▲ @ 
Camus macrophylla Wallich : endocarp ． 
Styrax ;aponica Sieb. et Zucc. : seed △ ▲ ⑥) ◎ @ 
Styrax sp. : seed ． ▲ △ ▲ 
Clerodendron trichotomum Thunb. ＇ , seed ▲ 
Premna sp. ＇ : seed ． ▲ 
Viburnum sp. : endocarp ▲ 
Potamogeton sp. : fruit ． @ 
Ceratophyllwn demersum Linne : seed ▲ 
Sparganium sp. ＇ '＇ fruit ． 
Carex sp. : fruit ▲ ▲ 
Scirpus sp. : fruit ＠） 

産出頻度 △，▲ :まれ (1~2個） 0.● :普通 (3~ 5個） ◎ . @:多い (6個以上）

△,O，◎；島倉 (1934),Kimura et al. (I 981)，狭山市敦育委員会 (1982)，笹井化石林調査グループ (1984),

竹越 (1989)．大澤 ・竹腰 (1990)，楡井 (1995)．小幡 (I996) 

▲，●@;松岡・大沢 (2005)
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(cf. Metasequoia)，イヌカラマツ属 (Pseudolarix)，コウヨ

ウザン属 (Cunninghamia)，カリヤグルミ属 (Carya)な

どの絶滅・消滅種を含む（笹井化石林研究グループ，

1984；竹越，1989,1996；宮下，1990；楡井，1992,1995; 

入間川足跡化石発掘調査団，1993,1995；本報告の第 6.

4図の地点 17,136, 141). 

陸生脊椎動物化石 入間市仏子の前堀川河床，川越図幅

内の飯能市岩沢から狭山市笹井ではアケボノゾウ

(Stegodon aurorae) を産出し（藤本，1939b;堀口ほか，

1978b ;師岡， 1984,1994；坂本ほ か， 1988;堀ロ・ 角

田， 1990；竹越，1994,1996 ;入間川足跡化石発掘調査

団， 1995)，入間市野田ではアケボノゾウ (Stegodon

aurorae)，偶蹄類の足跡化石を産出する（入間川足跡化

石発掘調査団， 1993,1995, 2003 ;竹越，1994)．入間
かみやがぬき

市上谷ヶ貫ではシカ化石を産出する （人間川足跡化石発

掘調査団， 2003). これらの化石の産出地点は，入間川足

跡化石発掘調査団 (1995,2003) にまとめられている．

そのほかに，藤本 (1926b)の哺乳類の歯化石の報告が

ある ．

昆虫化石川越図幅内の人間市野田，狭山市笹井で産出

する昆虫化石は，絶滅種のブシミズクサハムシ (Plateumaris

dorsata) を含む（竹越，1986,1994 ;入間川足跡化石発

掘調査団 ，1993,1995, 2003；林，1996; Hayashi, 1997, 

1999；牧林，1999；栗原， 2005)．そのほかに竹越 (1984,

1986)の報告がある．

軟体動物化石•生痕化石 入間市寺竹，上谷ヶ貫，川越

図輻内の牛沢町では内湾性の二枚貝化石を産出し（徳永・

飯塚， 1926；藤本， 1930；福田・高野， 1951；幅田 ，

1962;森ほか， 1974；人間川足跡化石発掘調育団，1993;

竹越， 1994,1996 ;小幡，1997a,b;埼玉県西部地域t専

物館入間川展合同企画協議会， 2004)，牛沢町では“牛

沢貝層”（福田・高野， 1951) と呼ばれている．入間市

仏子の入間川右岸ではアナジ ャコやスナガニによるサン
じゃくニ

ドパイプを多産し，菱鉄鉱が沈着したものは“蛇糞石”

とよばれている（藤本 ，1939b;福田・高野， 1951;竹

越，1984,1986, 1994 ;小幡ほか ，1991;入間川足跡化

石発掘調査団， 1993;小幡， 2002;埼玉県西部地域梱物

館入間川展合同企画協議会， 2004)．そのほかに藤本

(1926b, 1932a) の貝化石の報告がある ．

微化石 川越図輻内の人間市牛沢町では内湾性の有孔虫

化石を産出する（福田・高野，1951；福田 ，1962)．また ，

仏子層全体のケイソウ化石群集の変化か ら，沼沢湿地→

泥質千渇→内湾という堆積サイクルが複数回認められて

いる（竹越，1989;堀ロ・角田 ，1990;宮下 ，1990;小

幡ほか， 1991;人間川足跡化石発掘調査団 ，1993,1995, 

2003). 

古地磁気 入間川足跡化石発掘調査団 (1993)，久津間 ・

入間川足跡化石発掘調査団 (1993) は，川越図幅内の入

間市野田（地点 137)の長鼻類の足跡化石産出層準を逆

帯磁，その下位の西武鉄道旧鉄橋下（地点 136) を正帯

磁とし，後者を OlduvaiSubchronに対比した．本報告

の仏子層の 11地点の占地磁気極性は，上位に向かって

逆，正，逆に変化する（第 6.2國）．例えば，飯能市阿

須の武蔵野炭鉱（地点 15),JII越図幅内の人間市野田

（地点 136)では逆，入間市仏子の Kd44の層準（地点 19)

で正，川越図幅内の狭山市笹井の笹井堰下（地点 141)で

は逆である（第6.3図）．人間市野田で古地磁気極性が正

とされたのは，粘性残留磁化 (VRM) を除去できなかっ

たためと考えられる．

対比福田・高野 (1951)，藤本ほか (1954) は多摩丘

陵の平山層， 福133(1962)は多靡丘陵の連光寺層（大塚 ，

1932；高野， 1994の小山田層を含む），房総半島の梅ヶ瀬

層，笹井化石林研究グルー プ (1984) は房総半島の梅ヶ
こくもと

瀬層上部から国本層（三上， 1933；植田，1933),Machida, 

M. (1999)は連光寺層に対比した．これらの対比は主に

層相，化石によるものである．松川ほか (2006)は，主

にテフラの Fr年代に墾づいて多摩丘陵の大矢部層に対

比した．

年代 房総半島の黄和田層中の Kd44はOlduvaiSubchron 

中にある （新妻， 1976)．したがって， Kd44を挟む仏子

層中部の正の古地磁気極性は OlduvaiSubchronに対比

される．そして，仏子層下部，上部の逆の古地磁気極性

は，それぞれ MatuyamaChron-Lower Olduvai Subchron 

境界以前の MatuyamaChron前期， UpperOlduvai 

Subchron-Matuyama Chron境界以後の MatuyamaChron 

中期に対比される（第 6.2図）．このように ，仏子層の

年代は OlduvaiSubchronをはさんだ後期鮮新世後期か

ら前期更新世前期である．仏子層から産出する大型植物

化石，花粉化石には， Gauss-Matuyama境界以前の後期

鮮新世に大阪層群から産出するセコイア属 (Sequoia),

シマモミ属 (Keteleeria)，フウ属 (Liquidainbar)が認め

られない．このことは ，仏子層の年代が GaussChronま

でさかのぼらなしヽことと調和的である．竹越・村松

(1991) による仏子層最上部の El火山灰層の IT年代

(1.03士0.07Ma)は，本報告で推定された仏子層の年代

よりもかなり若くなっている．

6. 4. 2 小宮層 (Km)

地層名 羽鳥・寿円 (1958b) による．本図幅では，倉

川・間島 (1982) の小宮砂層下部層にその下位の基質支

持の礫層をあわせて小宮層と再定義する．滝山砂層（鈴

木， 1952,1963；東京都．1980a,b)滝山砂岩層（多靡

地学会， 1957)，小宮砂層（羽鳥・寿円， 1958b)の下部

に相当し ，平山層下部（佐々木・橋本， 1958；藤井， 1997,

松川ほか ，2004)，東京層 を含む洪積層の一部（森，

1962), A 3層（新藤，1968,1969)，小宮砂層（羽鳥ほ

か， 1996)の中で加住丘陵とその近傍の多摩川河床に分

布する地層に相当する．
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模式地 羽鳥 ・寿円 (1958b)は小宮砂層の模式地を昭

島市拝島町の丘陵斜面としたが ，詳 しい場所は指定しな

かった．本報告では，小宮層の模式地を昭島市拝島町の

地点 78（付図）を模式地とする．

分布 加住北丘陵では八王子市宮下町から石川町，南丘

陵では八王子市加住町か ら石川町に分布する ．また ，八

王子市宇津木町から石川町の谷地川河床にも露出する．

羽 鳥 ・寿 円 (1958b)，藤本 ほか (1962)．倉川・間 島

(1982)は，小宮層と美根層の境界を八王子市左入III]から

拝島橋に至る固道16号線沿いとしたしかし，本報告で

は国道 16号線に沿いに小宮層の砂腎が確認さ れ． 美根層

の分布域はより東の八王子市宇津木町から久保山町に限

られることが明らかにな った．

層序 IJ[l住層を整合に覆い ，福島罰に整合に囮われる ．

層厚小宮層の地質構造を飯能罰と同じ走向 NNW-

SSE,傾斜2゚Eとすると，約 120mと見柏もられる．福島

陪を含む層厚は，羽鳥 ・寿円 (1958b)，藤本ほか (1962)

では約 60m,倉川・ 間島 (1982)では 31-38 m, Machida, 

M. (1999) では約 20mである．

地質構造 小宮層は全体に東に緩く傾斜している．羽

鳥 ・寿円 (1958b)，藤本ほか (1962）では走向 NW-SE,

傾斜 3゚N,寿円 (1966)では走向 NW-SE,傾斜 2゚N,倉

川・間島 (1982) では走向 NW-SE-WNW-ESE.傾斜

2゚N,角田清美 (1991)では走向 NNW-SSE,傾斜 2-3゚E,

小荒井ほか (2003)では走向 NS,傾斜 1-3゚E,向山ほか

(2004) では走向 NNW-SSE-NS，傾斜 2゚Eである ．八王

子市高月町か ら昭島市拝島町の多麻川右岸では， 加住北

丘陵の北西―南東方向の斜面に沿って小宮層は南東に高

度を減じる．したがって， 小宮層の走向は NW-SEでは

なく， 加住層と 同様に NNW-SSE-NSと思われる．

層相 小宮層は礫層からなる下部，シルト層 ，細粒～中

粒砂層からなる 中部，砂層と礫層の互層からなる上部に

釧分されるが，そのほとんどは中部に相当する． 小山田

愕．連光寺層と 同様に ，これは 1 回の海退 • 海進サイク

ルに伴う堆梢シーケンスと考えられる．

模式地（地点 78) では層厚 20-80cmの小宮層下部が

)JIl住／料を骰う．加住層は ，チャンネル構造が発達し礫支

持で洵汰のよい最大径 30cmの円礫陪である．小宮層―F

部はチャンネル構造が発逹し，粘質支持の径 1-5cmの

亜円礫層である．篠種は砂岩，泥岩，チャートである．

加住層の礫層と小宮層下部の礫層は癒羞している ．小宮

駁中部は．生物擾乱を受けサンドパイプを多産する塊状

の細粒～中粒砂層である ．基底には軽石質テフラが挟ま

れる．加住層と小宮層下部の境界は． ll召島市田中町の多

靡川河床（地点 79)，八王子市宇津木町の谷地川河床（地

点 81)でも見られる ．

小宮層中部は生物擾乱を受け洵汰が悪く，塊状のシル

ト／愚． 細粒～中粒砂層からなる．サンドパイプを多産す

る．八王子市平町か ら昭島市宮沢Ill―［の多摩川河床，八王

子市宇津木町から東の谷地川河床では典型的である．昭

島市宮沢町（地点 86)では ，トラフ型斜交華理， ハンモ ッ

ク状斜交薬理， スエール状斜交薬理が発達する淘汰の良

い砂層から なる（第 6.18図）．

八王子市高月町（地点 72)では加住層に小宮層上部が

重なる．加住層は生物擾乱を受けた塊状の細粒砂層であ

り，最大径 20cmのシート状の亜円礫層を挟む．小宮層

上部は ，淘汰の良い細粒砂層と層厚 10-50cmのシート

状の細礫～中礫サイズの円礫～超円礫層の互層である ．

この砂礫層は高海面期の海浜堆梢物である．

羽 鳥・寿円 (19586)，藤本ほか (1962)，関東ローム

研究グループ (1965) による美根野上部の貝化石 ，生痕

化石を産出する海成の砂層 ，泥陪は ，本報告の小宮層に

相当する． 小宮層の層相は，羽鳥 ・寿円 (19586)，佐々

太橋本 (1958)，藤本ほか (1962,1965)，寿円 (1966),

倉川・間島(1982)，松川ほか (1991,2002)，藤井 (1997).

小荒井ほか (2003)，馬場ほか (20056)に詳しく 記載さ

れている．砂の粒度分析，礫の大きさ，種類， 円磨度な

どは ，松川ほか (1991) に示されてしヽ る．

テフラ 模式地 （地点 78)の小宮層中部の基底に挟まれ

る罰厘約25cmの軽石質テフラ はKol（倉川・間島， 1982)

と呼ばれる ．Kolはそこから南東に高度を減じ，昭島市

田中町の多摩川河床（地点 80)でも見られる ．Kolの Fr

年代は，松川ほか (2006) では 1.6土 0.1Maであるが ，

本報告では 2.4土 0.2Maである（第 6.1表） ．小山田層

中の堀之内第2火山灰 (Hu2：高野，1994)の広域対比

（高野， 2002)，汀年代 （竹越ほか ，1990；菊地 ，1991; 

竹越・村松 ，1991;伊藤ほか， 2002;馬場ほか， 20036),
おやまた

小宮層から小山田層の古地磁気極性を考慇すると， Kol

の年代が UpperOlduvai Subchron-Matuyama Chron境界

以降になるとは考えられない． したがって， Kolの年代

として本報告の 2.4士0.2Maを採用する ．小泉 (2003)

第 6.18図 小宮層上部のスエール状斜交雄理が発達する中粒

砂層

場所は昭島市田中 11「［の多麻川河床（付図の地点

86)．ねじり鎌の長さは 25cm. 
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やりみず

はKolを多摩丘陵の平山層中の鑓水テフラ（高野， 1994)

に対比したが，本報告の福島層の一部が平山層に対比さ

れる．

大型植物化石 昭島市，日野市の JR八高線鉄橋付近，

多摩大橋下の多摩川河床の小宮層中部から産出する大型

植物化石は，メタセコイア屈 (Metasequoia)，コウヨウ

ザン (Cunninghamiacfr. lanceolata)，ヒメバラモミ

(Picea maximowiczii) などの絶滅・消滅種を含む（松川

ほか， 1991;大久保， 2003)．そのほかに，八王子市左
にゅう

入町から拝島橋に至る国道 16号線沿いで産出する大型

植物化石の報告がある（羽鳥・寿円， 1958b；島倉， 1961;

藤本ほか， 1962).

陸生哺乳類化石 昭島市宮沢町の多摩川河床ではシフゾ

ウ (Elaphurusakashiensis, Elaphurus?）が産出する

(Shikama, 1964 ;樽・長谷川， 2002)．これは Shikama

(1941)で Cervusakashiensisとされたものである． JR八

高線鉄橋付近の多摩川河床では，アケボノゾウ (Stegdon

aurorae:樽・樽， 1993;樽，1996,1999 ;樽・長谷川，

2002)，シフゾウ (Elaphurustamaensis, n. sp. : Otsuka and 

Hasegawa, 1976;田島， 1994；樽， 1999)，シカ (Cervus

sp.：大西， 1940;樽．樽， 1993;高桑， 1999) が産出す

る．

海生哺乳類化石 昭島市宮沢町の多摩川河床ではヒゲク

ジラ (Japonocetusakishimensis)が産出し ，“アキシマク

ジラ”と呼ばれている（尾崎・昭島地学研究会， 1962; 

藤本ほか， 1965；昭島市地学研究会，1966；山崎，1967;

田島， 1982,1994；角田清美， 1991；樽・樽， 1993；佐

藤， 1995 ；樽•長谷川， 2002 ；昭島市 ， 2004 ；小松， 2004).

そこでは，ハクジラなどの哺乳類化石（樽， 1996；樽．

長谷川， 2002)，サメを含む魚類化石も産出する（角田

清美， 1991；樽，1996).

軟体動物化石•生痕化石 多摩川河床の小宮層中部層

は，内湾から浅海性の貝化石，フジツボ化石，生痕化石

を産 出する（新藤， 1949；鈴木， 1952,1963；寿円，

1966 ;馬場， 1990;角田清美， 1991；長田ほか， 1999; 

木公）iiは勺か， 2002, 2004, 

2006)．多摩）1|河床の小宮層全体から産出する貝化石，

生痕 化石は，蒔田 (1983)，松川ほか (1991)，藤井

(1997)，小荒井ほか (2003)，前田・松川 (2003) に詳

しく記載されている．そのほかに，八王子市左人町から

拝島橋に至る国道 16号線沿い（鈴木ほか， 1957;多摩

地学会， 1957；関東ローム研究グループ， 1958,1965 ; 

藤本ほか， 1962)，昭島市田中町の丘陵斜面（高岡，

1958)，八王子市石川町などの谷地）1|河床（羽鳥・寿円，

1958b ;関東ローム研究グループ， 1958;藤本ほか， 1962;

角田清美， 1991)で産出する貝化石，生痕化石の報告が

ある．

古地磁気小宮層の 5地点の古地磁気極性は， 上位に向

かって逆から正に変化する（第 6.2図）．例えば，模式

地（地点 78) のKol層準では逆，八玉子市平町（地点

84)，昭島市宮沢町の多摩大橋下（地点 87) の多摩川河

床では正である（第 6.3図）．

対比福田・高野 (1951)，羽鳥・寿円 (1958b)，楢川

植物化石層研究グ）レープ (1967)，藤本ほか (1971)，竹

越ほか (1979)，多摩川足跡化石調査団 (2001) は，主

に層相，化石により小宮層を多摩丘陵の平山層に対比し

た．多摩川足跡化石調杏団・昭島市教育委員会 (2002)

は，多摩丘陵の HU2を多摩川河床で見出し，それを碁準

にして小宮層と多摩丘陵の平山層を対比した．

年代本報告の Kolの IT年代 (2.4士0.2Ma)，小山田

層，福島層の古地磁気層序から，小宮層下部の逆の古地

磁気極性は MatuyamaChron-Olduvai Subchron境界以

前の MatuyamaChron前期， 正 の 古 地 磁 気極性は

Olduvai Subchronに対比される（第 6.2図）．小宮層の

年代は， MatuyamaChron-Olduvai Subchron境界をはさ

んだ後期鮮新世後期である．

6. 4. 3 福島層 (Fk)

地層名：新称．本報告では倉川・間島 (1982) の小宮砂

層上部層を福島層と新たに命名，定義する．多摩川河床

の小宮砂層の一部（羽鳥ほか， 1996)，平山層中部層（藤

井， 1997) に相当する．

模式地 昭島市福島町の多摩川河床（付図の地点 88).

分布 昭島市福島町から日野市栄町の多摩川河床に分布

する．本図幅内で福島層が確実に分布するのは多摩川河

床のみである．加住北丘陵，南丘陵の南東部は都市化が

進み，現在は露頭がほとんど存在しない．また，福島層

を含む鮮新統及び下部更新統の傾斜は小さいため，その

走向，傾斜を正確に求めることは難しい．そのため，福

島層が加住丘陵にも分布する可能性はあるが，多摩川河

床の福島層が加住丘陵のどこに延長するのかを地質図学

的に求めることはできない．本報告では福島層の分布を

多摩川河床のみに限定する．

層序 小宮層を整合に覆い，小山田層に整合に覆われる．

層厚約 20m.

地質構造 福島層は全体に東に緩く傾斜している．本報

告では，昭島市福島町の地点89におけるシルト 層を基準

にして，走向 N45~八傾斜 2-3゜E が求められた新藤

(1968)では走向 N60噴「～EW,傾斜 2゚N,向山ほか(2004)

では走向 N23~「~NS, 傾斜 2゜E である．

層相 礫層からなる下部，生物擾乱が著しい砂層からな

る中部に細分される．その上には洵汰の良い砂礫層から

なる上部があると思われるが，本報告では未確認であ

る．小山田層，連光寺層と同様に，これは 1回の海退・

海進サイクルに伴う堆積シーケンスと考えられる．福馬

層中部中にはピンクグループタフと呼ばれる軽石質テフ

ラが挟まれる（向山ほか， 2004).

模式地（地点 88) では，層厚約 1mの福島層下部が
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第6.19図福島層中部の生物援乱を受けた砂層

場所は昭島市福島町の多摩川河床（付図の地点

89)．この地点は逆帯磁．ねじ り鎌の長さは25cm. 

小宮層上部を覆う ．小宮層上部は中粒砂層からなり ，

シート状の細礫～中礫層を挟む．福島層下部は，チャン

ネル構造が発達し礫支持で最大径 10cmの亜円礫からな

る．その上には，サンドパイプを多産する洵汰の悪い中

粒砂層からなる小宮層中部が重なる．その中には円磨さ

れた径 3cm以下の軽石が含まれる．地点88から下流で

は，著しく生物擾乱を受け淘汰が非常に悪い細粒～中粒

砂層からなる中部層が続く（第 6.19図）．層厚 5-10cm 

のシルト層が挟まれるが， 側方への連続性は悪い．福島

層の層相は，松川ほか (1991)，藤井 (1997,2003) に

詳しく記載されている ．砂の粒度分析，礫の大きさ，種

類，円暦度などは，松｝1|ほか (1991)に示されている．

テフラ 福島層中部の基底から 3-5m上位には ，ピン

クグループタフと呼ばれる 3枚の軽石質テフラの密集帯

がある（向山ほか， 2004)．また，福島層中部中の細粒

テフラの重鉱物組成は馬場 (2003a)に示されている．

化石 日野市栄町の多摩川河床ではヒゲクジラが産出

し， ‘‘ ヒノクジラ ”と呼ばれている（田中 ，1984,1990; 

角田清美， 1991;田島 ，1994;小松 ，2004).

古地磁気 昭島市福島町の多摩川河床の 2地点（地点

88, 89)では，福島層の古地磁気極性は逆である（第 6.2 

図，第6.3図）．

対比 向山ほか (2004)は，軽石質テフラの対比から福

島層と多摩丘陵の平山層を対比した．

年代 小宮層 ，小山田層の古地磁気層序から ，福島層の

逆の古地磁気極性は UpperOlduvai Subchron-Matuyama 

Chron境界以後の MatuyamaChron中期に対比される

（第 6.2図）．小山田層の年代から，福島層の年代は 1.77

Ma以降で 1.6Maごろまでの前期更新世前期である．

福島層と多摩丘陵の平山層の対比には，以下のような

問趣点がある．向山ほか (2004)は童鉱物の組成と屈折

率から福島層中部中のピンクグループタフと多摩丘陵の

平山層中の鑓水タフ（高野， 1994) を対比し，福島層と

平山層を対比した．多摩丘陵の平山層の下位の大矢部層
かみおおふね

には上大船タフ（高野， 1994)がはさまれ，それは房総

半島の黄和田層中の Kd39（三梨ほか， 1959) に対比さ

れる（高野， 2002).Kd39の年代は，UpperOlduvai 

Subchron-Matuyama Chron境界直上の約 1.76Maと見梢

もられている（長橋ほか， 2000)．一方，本図幅内では ，

Upper Olduvai Subchron-Matuyama Chron境界は小宮層

と福島層の境界にある ．したがって，福島層は多摩丘陵

の大矢部階と平山層をあわせたものに相当する ．

おやまだ

6. 4. 4 小山田層 (Oy)

地層名 高野 (1994)による．多摩川河床の小宮砂層の

一部（羽鳥ほか， 1996)，平山層上部層（藤井 ，1997)に

相当する．

模式地 八王子図幅内の町田市上小山田町の多摩丘陵の

斜面（高野， 1994).

分布 八王子図幅内の多摩丘陵の八王子市長沼町と南大

沢を結ぶ線と ，日野市南平と町田市野津田町を結ぶ線に

はさまれた地域に分布する（高野， 1994)．本図輻内では

日野市栄町から日野本町の多摩川河床に分布する．

層序 福島層を整合に覆い ，連光寺層に整合に覆われる ．

層厚約 30m.高野 (1994) は，分布域の南部では約

50 mであるが本図輻を含む北部では約 30mとしている．

地質構造 小山田層は全体に東に緩く傾斜している．本

報告では未測定であるが，新藤 (1968)では走向 N60噴「，

傾斜4゚E,馬場ほか (1986,1990)では走向 N20°W,傾

斜2゚E,向山ほか (2004)では走向 N23噴「～ NS,傾斜

2゚Eである．

層相 礫層からなる下部，貝化石を産出するシルト層か

らなる中部，細粒砂層からなる上部に細分される（高野，

1994;馬場ほか， 2000,2003a)．これは， 1回の海退・

海進サイクルに伴う堆積シーケンスと考えられる．小山

田層中部中には，ガラス質テフラ，軽石質テフラがはさ

まれる．

日野市栄町の多摩川河床（イ寸図の地点 90)では，層原

2m以上の小山田層下部が分布する．小山田層下部は

チャンネル構造が発達し ，礫支持で最大径 10cmの亜円

礫～円礫からなる．海生の化石を産出しない（馬場ほ

か， 2003a)．そこから下流では層厚 20m以上の小山田

層中部が分布する．日野市栄町の多摩川河床（地点 91)

では生物擾乱を受けたシルト層があり，堀之内第 2火山

灰 (HU2:高野，1994)が挟まれる．また，地点 92で

は堀之内第 1火山灰 (HUl：高野， 1994)が挟まれ，

化石林が見られる（第 6.20図） ．本報告では上部層は未

観察である．小山田層の層相は，寿円 (1966)，松川ほ

か (1991)，高野(1994)，藤井 (1997)，馬場ほか

(2000, 2003a, b, 2005b)に詳しく記載されている．

テフラ 日野市栄町の多摩川河床では ，細粒なガラス質

テフラのHU2,粗粒な軽石質テフラのHUlが小山田層中
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HUl 

直立樹幹

第6.20図小山田層中部の生物擾乱を受けたシルト層

場所は日野市栄町の多摩川河床（付図の地点 92).
サンドパイプを多産する．軽石質テフラの堀之内
第1タフ (Hul：高野，1994)がはさまれる．化石

林が見 られる．ねじり鎌の長さは 25cm. 

部中に挟まれる（多摩川足跡化石調査団・昭島市教育委

員会， 2002).HU2は層厚約 20cmの細粒なガラス質テ

フラであるが ，基底部は黒雲母の目立つ結晶質テフラで

ある． HU2は房総半島の黄和田層中の Kd25（三梨ほか，

1959)，横浜市南部の小柴砂岩層（大塚， 1937) 中の瀬

上沢o（高野， 2002：三梨ほか， 1979のU6e)という 2

つの地域のテフラに対比される（倉川 ・多摩川足跡化石

調査団， 2000;高野， 2002;多摩川足跡化石調査団 ・昭

島市教育委員会， 2002)．その Ff年代は ，1.49土 0.09

Ma（竹越ほか， 1990;菊地 ，1991;竹越・村松 ，1991),

1.4士0.1Ma（伊藤ほか， 2002),1.3士0.1Ma（馬場ほか，

2003b)である． HUlは円磨された最大径 4cmの軽石

からなり（第 6.20図） ，その層厚は10-60 cmである．

HU2を含む中部層中のテフラの重鉱物組成は，馬場

(2003a)に示されている．

植物化石 日野市栄町の多摩川河床の小山田層中部中に

はメタ セコイア属 (Metasequoia)の化石林があり ，そこ

でJ)'（：出す る大型植物化石はメタセコイア (Metasequoia

cfr. glyptostroboides)，シキシマサワグルミ (Pterocarya

multistriata)などの絶滅・消滅種を含む（遠藤，1983; 

，馬場ほか， 2000;松川ほか ，1991,2002, 2004 ;大久保，

2003)．また，多摩丘陵の上総層群の Metasequoia花粉

化石梢集（宮下， 1986)に相当する花粉化石を産出する

(+公）IIにま力',1991, 2004). 

陸生哺乳類化石 日野市栄町の多摩川河床の小山田層中

部は ，HU2の上下の層準で長鼻類，偶蹄類の足跡化石を

産出する（馬場ほか， 2000,2003a；福嶋ほか， 2001；松

川ほか ，2002,2004 ;向山ほか ，2004)．この付近で産

出するアケボノゾウ (Stegodonaurorae) につし臼ては ，

樽．樽 (1993)の報告がある．

軟体動物化石・生痕化石 小山田層中部は内湾性，上部

は浅海性の貝，甲殻類，魚類の各化石，生痕化石を産出

する（馬場，1990;金ほか， 1996;馬場ほか ，2000;松

川ほか ，2002,2004)．そ のほかに大西 (1941)による

二枚貝化石の報告がある．多摩川河床の小山田層全体か

ら産出する貝化石，生痕化石は，松川ほか (1991)，藤

井 (1997)，馬場ほか (2003c)に詳しく記載されている．

古地磁気 日野市栄町の多摩｝1|河床の HU2層準（地点

91)では，小山田層の古地磁気極性は逆である（第 6.2 

図，第 6.3図）．

年代 HU2の Fr年代 (1.5-1.3Ma :竹越ほか ，1990; 

菊地， 1991;竹越・村松， 1991；伊藤ほか， 2002;馬場

ほか， 2003b)から，小山田層の逆の古地磁気極性は

Upper Olduvai Subchron-Matuyama Chron境界以後の

Matuyama Chron中期に対比される（第 6.2図）．本報告

では HU2の打年代に従って ，小山田層の年代を 1.5-

1.4 Maの前期更新世前期とする．

小山田層中の HU2の年代には以下のような問題点が

ある． HU2に対比される房総半島の Kd25（三梨ほか，

1959)は東海地方，中部地方の下部更新統中のテフラと

広域対比されており，生層序，古地磁気層序，放射年代

を総合するとそれらの年代は約 1.65Maと見積もられる

（里口ほか ，1999)．一方，小山田層中の HU2の□`年代

は 1.5-1.3Maであり（竹越ほか ，1990;菊地，1991；竹

越・村松 ，1991;伊藤ほか ，2002;馬場ほか ，2003a),

房総半島のKd25のFr年代は 1.29士0.07Maである（渡

辺 ・檀原， 1996)．このように HU2とKd25の Fr年代

は，生階序などから見梢もられる Kd25の年代よりも有

意に若くなっている ．

6. 4. 5 連光寺層 (Rk)

地層名 大塚 (1932)による．高野 (1994)は大塚 (1932),

徳永ほか (1949)の連光寺互層の上部を連光寺層と再定

義した．藤本ほか (1961,1965)の三沢泥岩層は連光寺

層中部層（高野， 1994)に相当する． 多摩川河床の小宮

砂層の一部（羽鳥ほか， 1996)に相当する ．

模式地 八王子図輻内の日野市平山の平山城址公園北の

多摩丘陵の斜面（高野， 1994).

笈布 八王子図幅内の多摩丘陵の日野市平山と町田市図
あさお

師町を結ぶ線と，多摩市連光寺と川崎市麻生区栗木を結

ぶ線にはさまれた地域に分布する（高野， 1994)．本図輻

内では日野市日野本町から日野の多摩川河床に分布す

る．また ，立川市富士見町の立川 2面の段丘崖（府中崖

線）にも露出している．

層序小山田層を整合に覆う ．

層厚 40 m以上． 高野 (1994)は分布域の南東部では約

50 mであるが，本図幅を含む北西部では約 30mとして

しヽる ．

地質構造 連光寺層は全体に東に緩く傾斜している．本

報告では未測定であるが，藤本ほか (1965)，寿円 (1966)

では走向 NW-SE,傾斜 2-3゚N,新藤 (1968)では走向

N20-30噴 ，傾斜 8゚E,向山ほか (2004)では走向 N23°W

-72 -



~NS，傾斜 2゚Eである．

層相 礫層からなる下部，貝化石を 多産するシルト層か

らなる中部 ，細粒砂層からなる連光寺部に細分される

（高野， 1994). これは 1 つの海退•海進サイクルに伴う

堆積シーケンスと考えられる．連光寺愚中部中にはガラ

ス質テフラが挟まれる ．

日野市日野本町の多摩川河床（付図の地点 95)では，

層厚 1m以上の連光寺層下部が分布する．連光寺層下部

はチ ャンネル構造が発達し，礫支持で最大径10cmの亜円

礫からなる． 地点 95から下流では，層厚約40mの連光寺

層中部が分布する．連光寺層中部はサンドパイプ，ヌマコ

ダキガイ属 (Pota切ocorbula)，アカニシ (Rapanavenosa) 

を多産する，生物擾乱を受けた洵汰の悪い塊状のシルト

層からなる． 日野市日野の日野栢西の多摩川河床の河川

改修露頭（地点 97周辺）では ，連光寺層中部と上部が

観察された（第 6.21図） ．ここでは，連光寺層中部は生

物擾乱を受けたシルト層からなる．サンドパイプとヌマ

コダキガイ属 (Potamocorbula)を多産し，円磨 された軽

石を含む．連光寺層上部は淘汰の良い中粒砂層からな

り，基底部の層厚 50-80cmではトラフ型，平板型，そ

の上位の層厚 3m以上では低角くさび型の斜交葉理が

発達している．そして，層厚 2-3mの大礫～巨礫サイ

ズの円礫からなる現河床堆積物に悶われる（第8.24図）．

連光寺層の層相は，大西 (1941)，藤本ほか(1961,1965), 

寿円(1966)，高野 (1994)，松川ほか(1991)，藤井 (1997),

馬場ほか (2003c,2005b)に詳しく記載されている．

テフラ 本報告では未確認であるが，日野市日野本町の

多摩）1|河床の連光寺層中部の基底には，多摩丘陵の田中

タフ（河井， 1955)に対比 されるガラス質テフラが挟ま

れる（菊地， 1991;向山ほか ，2004).

植物化石 連光寺層中部の下部は多摩丘陵の上総層群の

Tsuga花粉化石群鮨（宮下， 1986)に相当するメタセコ

イア属 (Metasequoia) を含む花粉化石（守屋， 1970a; 

松川ほか， 1991)，連光寺層中部の上部，連光寺層上部

は， Taxodiaceae花粉化石群集（宮下， 1986)に相当する

メタセコイア屈 (Metasequoia)を含まない花粉化石群鮨

（菊地， 1991;松川ほか ，1991,2004) を産出する ．そ

のほかに，大西 (1941)の材化石の報告がある ．

陸生哺乳類化石 日野市日野本町の多摩川河床ではアケ

ボノゾウ (Stegodonaurorae) を産出し，“ヒノゾウ ”と

呼ばれている（菊地， 1991；犬塚ほか ，1991；角田清美，

1991;田島，1994；樽，1999).

海生動物化石サ メ，ウニの化石を産出する

1941). 

（大西，

軟体動物化石•生痕化石 連光寺層中部は，立川市柴崎
や 19

町，国立市谷保の多摩川河床で淡水性，内湾性，浅海性

の貝化石，生痕化石を産出する（大西， 1941；藤本ほか，

1965；寿円， 1966；木暮， 1979；馬場， 1990;角田， 1996a;

高野， 1994;松川ほか ，2002,2004)．連光寺層上部は，
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第 6.21図

上部

中部

連光寺層中部のシルト罰と上部の砂層

場所は日野市日野の日野橋下の多摩川河床（f寸図
の地点97)．連光寺層中部は淘汰の悪いシルト層

からなり，サンドパイプとヌマコダキガイ 化石を

多産する．連光寺陪上部は洵汰の良い中粒砂暦か

らなり．現河床堆栢物に毅われる．現在この露頭

は消滅している．ここの連光寺彫の層厚は約 1111. 

国分寺市東元町，国立市谷保，立川市富士見町などの段

丘崖で内湾性，浅海性の貝化石を産出する（藤本， 1930;

大西， 1941；高岡， 1958；寿円 ，1966；馬場， 1990)．多

摩川河床の連光寺層全体から産出する貝化石，生痕化石

は，松川ほか (1991)，藤井 (1997)，馬場ほか (2003b)

に詳しく記載されている ．立川市富士見町の立川 2面の

段丘崖で見られる貝化石層は，‘‘馬場の貝層“として古く

から知られている（藤本， 1930;大西， 1941).

海生微化石 連光寺層中部は浅海性の底生有孔虫化石

（松川ほか ，1991)，連光寺層上部は浅海性，内湾性の底

生有孔虫化石，貝形虫化石を産出する（藤本ほか， 1965;

寿円，1966;関本， 1991;松川ほか， 2002,2004). 

古地磁気 日野市日野本町の多摩川河床（（寸図の地点

96)，立川市富士見町の立川 2面の段丘崖（地点 93)で

は，連光寺層の古地磁気極性は逆である（第 6.2図，第

6. 3図） ．

年代 小山田層の古地磁気層序から，連光寺層の逆の古

地磁気極性は UpperOlduvai Subchron-Matuyama Chron 

境界以後の MatuyamaChron中期に対比される（第 6.2 

図） ．また，多摩丘陵西部の連光寺層は鶴川層（徳永ほ

か， 1949)上部に対比されており，石灰質ナンノ化石か

ら多摩丘陵東部の鶴川層の中部から王禅寺層（徳永ほか，

1949)の下部の年代は 1.36-1.20Maである（高野， 1994).
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したがって，連光寺層の年代は 1.3Maごろの前期更新

世中期である．

さやま

6. 4. 6 狭山層 (Sy)

地層名 横山 (1930)，藤本 (1932a,1933c)による．本

報告では，藤本 (1932a,1933c)に従って横山 (1930)の

狭山粘土層を狭山層と呼ぶ．時代未詳の新第三系 H2I層
みずほ

（兼子ほか， 1951)，狭山層瑞穂礫層（部層） （福田， 1952;

寿円，1956)，狭山層三ツ木礫層（部層），谷ツ粘土層

（部層） （羽鳥・寿円， 1958b;関東ローム研究グループ，

1965 ;藤本・羽鳥，1966;町田 ，1973)，狭 山層 A,B 

の各部層（赤土研究グループ， 1959)，箱根ヶ崎礫層，

三ツ木砂層（鈴木，1963;東京都， 1980b)，三ツ木礫層

谷ツ粘土層（羽鳥ほか， 1996) に相当し，瑞穂礫層（藤

本・福田， 1954;藤本ほか， 1954)，鮮新統上， 中部層

（山下ほか，1955)，鮮新洪積層（豊岡礫層） （森， 1962),

飯能層，仏子層 (Machida,M., 1999)の中で狭山丘陵に

分布するものに相当する．中新統（国土庁， 1994)の中

で狭山丘陵に分布するものは，狭山層の一部である．

模式地 横山 (1930)は模式地を設定していない．羽鳥・

寿円 (1958b)，藤本・羽鳥 (1966) は，三ツ木礫層，谷

ツ粘土層の模式地をそれぞれ瑞穂町三ツ木，武蔵村山市

中藤（谷ツ）の丘陵斜面とした．本報告では， 三ツ木礫

層と谷ツ粘土層を一括した狭山層の模式地として新たに

瑞穂町石畑の大沢河床（付図の地点 108から 110) を設

定する．
ぞうしき

分布 東大和市蔵敷より西の狭山丘陵に分布する．

層序 芋窪層に不整合に覆われる ．

層厚約 50m. 羽鳥•寿円 (1958b) ，藤本 ・羽鳥 (1966)

では三ツ木礫層と谷ツ粘土層をあわせた層厚は 55m以

上，関東ローム研究グループ (1965) では約 50m, 

Machida, M. (1999) では飯能層と仏子層をあわせた層

厚は 80m以上である．

地質構造 狭山層は全体に東に緩く傾斜している．本報
し、もくぼ

告では未翡定であるが，藤本 (1933c)では東大和市芋窪

より西で走向 N50゚E,傾斜 7-8゚E,入間市南矢萩で走向

NE-SW,傾斜 3-4゚Eである．羽鳥・寿円 (1958b)，藤

本・羽鳥 (1966)では全体として走向 N W-SE,傾斜 1゚E

であるが，武蔵村山市本町付近で走向 NNE-SSW,傾斜

7°Eであり，瑞穂町の丘陵西端では局所的に北に 5゚で傾

斜する．森ほか (1974) では走向 NW-SE-NS,傾斜1-2

E゚である． 田浦ほか (2004)では，狭山ゴマシオテフラ

(SGO) を甚準にすると走向 N7<>w,傾斜 2゚Eである．

層相 中礫～大礫サイズの亜円礫～円礫層，生物擾乱を

受けた不淘汰なシルト層，砂層，洵汰の良い砂礫層から

なる．それらは，複数の海退•海進サイクルに伴う堆積

シーケンスによるものと考えられるが，狭山層中には不

整合が多くあり，多摩）1|沿いの小宮層から連光寺層のよ

うに地層が累重していないため，狭山層を各堆積シーケ

ンスに細分できない．

模式地（地点 108から 110) では不淘汰なシルト層，

洵汰の良い砂礫層が見られるが ，多くの不整合によって

それらの上下関係をつかむことは難しい．シルト層，細

粒砂層はサンドバイプを多産し， 二枚貝やマガキ

(Ostrea gigas) を産出する（第 6.22図）．淘汰の良い腐

植質シルト層を挟む．砂礫層は洵汰の良い中粒ー粗粒砂

層と細礫中礫サイズの円礫—超円礫層の互層であり，砂

層はヒメスナホリムシ (Macaronichnussegregatis) を産

出する（第 6.22國）．この砂礫層は高海面期の海浜堆積

物である．武蔵村山市三ツ木（地点 118)では ，層厚50

cm以上の生物擾乱を受けたシルト質砂層の上に ，チャ

ンネル構造が発達する層厘 5m以上の最大径10cmの基

質支持の円礫～亜円礫層が重なる（第 6.23図）．この礫

層は低海面期の河成堆梢物である．入間市宮寺の金堀沢

河床（地点 108) では生物擾乱を受けたシルト層中に細

粒なガラス質テフラが挟まれ，その約 7m上位には層厚
しんめい

4 m以上の海浜砂礫層が見られる．武蔵村山市神明（地

点 122)では細粒砂層からなり，生痕化石 (Ophiomorpha,

Rosselia) を多産する（第 6.24図）．洵汰の良い層準で

は平板型斜交葉理が発達する．狭山丘陵全体の層相は藤

本 (1933c)，羽鳥・寿円 (1958b)，鈴木 (1963)，藤本・

羽鳥 (1966)，所沢市 (1980)，東大和市 (1996)，入間

市宮寺の金堀沢での層相は馬場 (2003b) に詳しく記載

されている．

テフラ 人間市宮寺の金堀沢河床（地点 108) でシルト

層中に挟まれる細粒なガラス質テフラは狭山ガラス質テ

フラ (SYG：正田ほか， 2005b) と命名されている．層厚

は10-30cmである． SYGは，新潟県，魚沼丘陵の魚沼層
にいつ

群と新津丘陵の平層で見出された約 1.7Maの津池火山

灰単層（坂井・黒川， 2002) に対比される（正田ほか ，

2005b)．狭山丘陵西部では，軽石質テフラの SGOが多

くの地点で見出される． SGOは層厚約 1mの径 1-3 

mmの軽石質テフラであり ，最下部 10-20cmを除いて ，

砂層，礫層と指交する．角閃石が目立ち，ゴマシオ状の

見かけを星する． SGOは加治丘陵の仏子層の E部層中

の El火山灰層（堀□ほか， 1977)に対比されている（田

浦ほか， 2004)．そのほかに軽石質テフラが見出された
こまがたふじやま

地点は，瑞穂町駒形富士山（地点 101)，武蔵村山市中央

（地点 120)，東大和市蔵敷（地点 124)，東大和市多摩湖

の多摩湖右岸（地点 123)である． SYG,SGOを含む狭

山層中のテフラの重鉱物組成は，馬場 (2003a)に示され

ている．

鈴木ほか (2006a,b) は，立川断層近傍の武蔵村山市
ざんぽり

残堀で掘削された深度 115mのボーリングコア (MTB1 

コア：東京都， 1999)，三ツ藤で掘削された深度 703.4m 

のボーリングコア（武蔵村山コア：川島・川合， 1981),

三ツ木で掘削された深度 115mのボーリングコア (MTB

2コア：東京都，1999) から ，それぞれ 29枚， 39枚，
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第6.22図狭山層から産出する化石

場所は瑞穂町石畑の大沢河床の模式地 （付図の地点109-lll)．左図はカキ (Ostreagigs)．右図はヒメスナホ

リムシ (Macaronichnussegregatis).この付近には不整合が多く ．正帯磁と逆帯磁の場所がある．

第6.23図狭山層の礫層

場所は武蔵村山市三ツ木（付図の地点 119)．この

礫層は低海面期の河成雌柏物で．その下のシル ト

層， 砂層は逆帯磁．ねじり鎌の長さは 25cm. 

30枚のテフラを見出したその中には ，下位から玉｝IIR 

4テフラ (Tmg-R4:鈴木・中山， 2006)，房総半島の黄

和田層中の Kd44,恵比寿峠ー福田テフラ (Ebs-Fkd:長

橋ほか ，2000)，狭山丘陵の SYGが挟まれる． Tmg-R4,

Kd44, Ebs-Fkd, SYGの年代は，それぞれ 2.0Ma（鈴

木 ・中山， 2006),1.95-1.78 Maの OlduvaiSubchron中

のある時期（新妻， 1976),1.75 Ma（長橋ほか ，2000),1.7 

Ma （坂井• 黒｝ 11 , 2002) である． MTB2コアでは，地

点 101で見られる 3枚の軽石質テフラが Tmg-R4の直上

にある．

大型植物化石・花粉化石 武蔵村山市神明，所沢市勝楽

寺の山口貯水池北岸で産出する大型植物化石は ，オオバ

タグルミ /Juglansmegacinerea)，メタ セコイア (Metasequoia

disticha) などの絶滅・消滅種を含む （埼玉日曜巡検会 ・

関東第四紀研究会， 1970;森ほか， 1974;福嶋， 1999,

2002, 2003a, b；福嶋 ・大沢，2004;福嶋・百原， 2006).

特に，山口貯水池北岸では，ハンカチノキ属 (Davidia

involucrata) を産出する（福嶋， 2003a,b;福嶋・百原，

2006)．入間市宮寺の大沢河床では広菓樹の薬化石が産

出し，化石林がある（竹中ほか， 1997;KKパレオ ・ラ

ボ， 1999b;福嶋， 2002)．そのほかに ，藤本 (1926b)

による材化石の報告がある．入間市宮寺の金堀沢河床，

大沢河床，所沢市勝楽寺の狭山湖南岸，武蔵村山市神明

で産出する花粉化石は ，メタセコイア属近似種 (cf.

Metasequoia)，フウ属 (Liquidamber)などの絶滅消滅種

を含む (KKパレオ・ラボ， 1999a,C；福嶋， 2002,2003b; 

本報告の第 6.4図の地点 107,111, 121). 
ゃ けべ

軟体動物化石•生痕化石 ・ 微化石 東村山市宅部の村山

貯水池の工事現場，武蔵村山市神明，入間市宮寺の大沢

河床，金堀沢河床では ，内湾性から汽水性の貝化石 ，ヒ

メスナホリムシ化石 (Macaronichnussegregatis) を含む

生痕化石を産出する（横山，1930；藤本，1932a,1933c; 

埼玉日曜巡検会 • 関東第四紀研究会， 1970 ；森ほか ， 1974;

入間川足跡化石発掘調査団， 1995;竹中ほか ，1997;福

嶋 ，1998, 1999, 2002, 2003a, b ;堀口 ，1999a,b;馬

場， 2003b)．人間市宮寺の大沢河床，金堀沢河床では，

内湾性から汽水性のケイソウ化石 （竹中ほか， 1997;堀
とのがや

口， 1999a;福嶋，2002)，瑞穂町殿ヶ谷では，淡水性の

ケイソウ化石を産出する（堀口， 1999a).

古地磁気 狭山層の 21地点の古地磁気極性は，上位に向

かって逆，正，逆，正に変化する（第 6.2図）．例えば，

狭山丘陵西端では瑞穂町駒形富士山（地点 101)で逆，

石畑の瑞穂局東（地点 102) で正， 石畑新道沿い（地点

103) で逆 ，石畑公園東端（地点 104) で正であり（第

6. 3図），それぞれ MatuyamaChron-Lower Olduvai 

Subchron境界以前の MatuyamaChron前期 ，Olduvai
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第 6.24図 狭山層の生痕化石

場所は武蔵村山市神明（付図の地点 122).Ophiomorpha, Rosseliaにより著しく擾乱された砂質シルト層． 折り

尺の長さは 1m. 

Subchron, Upper Olduvai Subchronと LowerJaramillo 

Subchronの間の MatuyamaChron中期，JaramilloSubchron 

に対比される．狭山丘陵西部では入間市宮寺の大沢河床
み かじ ま

の地点 109,入間市三ヶ島の山口貯水池北岸（地点 113)

では正，人間市宮寺の大沢河床の地点 111,入間市宮寺

の金堀沢河床の SYG層準（地点 108)では逆であり（第

6. 3図） ，それぞれ OlduvaiSubchron, Upper Olduvai 

SubchronとLowerJaramillo Subchronの間の Matuyama

Chron中期に対比される．狭山丘陵中部の東大和市蔵敷

（地点 124) では逆であり（第 6.3図）， UpperOlduvai 

SubchronとLowerJaramillo Subchronの間の Matuyama

Chron中期に対比される．

対比福田・高野 (1951)，藤本ほか (1954)，羽鳥・寿

円 (1958b)，藤本 ・羽鳥 (1966) は，主に層相，砂の鉱

物組成によって狭山層と加治丘陵の豊岡層を対比した．

しかし， 豊岡層は高位段丘堆積物である．羽鳥ほか

(1996) は加治丘陵の仏子層と対比した．

年代 狭山層最下部の 3枚の軽石質テフラは ，武蔵野台

地の地下では 2.0MaのTmg-R4の直上にある（鈴木ほか ，

2006a, b)．東北地方仙岩地域では ，Tmg-R4テフラの給

源相の玉川溶結凝灰岩は逆帯磁である（須藤， 1987c).

これらから ，狭山層最下部の逆の古地磁気極性は

Matuyama Chron-Lower Olduvai Subchron境界以前の

Matuyama Chron前期に対比される ．したがって，その

上位の正，逆，正の古地磁気極性は，それぞれ Olduvai

Subchron, Upper Olduvai Subchronと LowerJaramillo 

Subchronの間の MatuyamaChron中期，Jaramillo

Subchronに対比される（第 6.2図）．狭山層中部の SYG

はUpperOlduvai Subchron-Matuyama Chron境界の直上

の Kd39（三梨ほか， 1959)の上位にあることから（鈴

木ほか， 2006a,b), SYGの層準の古地磁気極性が逆であ

ることは上の古地磁気層序を補強する．このように，狭

山層の年代は，MatuyamaChron-Lower Olduvai Subchron 

境界直前の MatuyamaChron前期から JaramilloSubchron 

の後期鮮新世後期から前期更新世後期である．
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第 7章 関東ロ ーム層（L):断面図のみに示す

7. 1 概要及び研究史

関東ローム層は，関東平野の丘陵，台地を覆う黄褐色，

赤褐色，茶色のシルト質火山灰土であり，その中にはス

コリア層，軽石層などのテフラ，暗色の埋没土層が挟ま

れる ．関東ローム層は Brauns(1881)，ブラウンス

(1882) によってその粒度から“ローム”と 呼ばれ， 鈴

木 (1888)によって西方の火山に由来する火山灰土であ

るとされたまた，“赤土”,“野土'’,“壌土” などとも

呼ばれ，1930年頃からは地層名，物質名として“関東

ローム”と呼ばれるようになった．脇水 (1918c,1927), 

東木 (1933)，西尾 (1937)は関東ロームを水成層と考

えたが，中尾 (1929,1931a, b, 1932a, b, 1937, 1940), 

Tsuya (1931, 1939)，津屋 (1939)，久野 (1936)，原田

(1943)などの鉱物学，堆積学，土壊学的な研究によっ

て，関東ローム層は風成の火山灰を母材とする古土嬢で

あることが明らかになった． 1960年代までの関東ロー

ムの研究については，貝塚 (1954)，貝塚 ・石房 (1954),

多田 (1954)，ローム団研グルー プ (1955)，関東ローム

研究グループ (1965) にまとめられている．関東ローム

層の土質工学的特徴は竹中 (1965,1968)，高速道路調

査会 (1973)，理化学特性は菅野ほか (1952)，町田・川

地 (1969)，東京都農業試験場 (1978) に詳しい．関東

ローム層中の強磁性鉱物については，青柳 (1970)の報

告がある ．

従来の研究の関東ローム層の層序区分は，以下のよう

にまとめられる ．関東平野の丘陵，台地は，古い地形面

ほど古いローム層に覆われ，それらが累積した結果古い

地形面上ほどローム層の層厚は大きくなる（貝塚・戸谷，

1953)．関東ローム層は，貝塚 (1953)により箱根東京

テフラ (Hk-TP:町田・新井， 1992)の下で 2分された

が，関東ローム研究グループ (1956)は関東ローム層を

層群とし，多摩面， 下末古面，武蔵野面，立川面を覆う

ローム層として，それぞれ多摩ローム層，下末吉ローム

層，武蔵野ローム層，立川ローム層の 4累層に分けた．

関東地方南部の多摩ローム層は各地域で細分されている

が（例えば，皆 川，1968-1969;関東 第四紀 研究 会，

1970, 1974 ;皆川•町田 ， 1971 ； 町田ほか， 1974; 上杉，

1976;岡ほか， 1984;岡， 1985,1991),一般には羽鳥 ・

成瀬 (1957)，羽鳥・寿円 (1958a)の多摩 1面，多摩 2

面を覆うローム層として，それぞれ多摩 Iローム層，多

摩 Ilローム 層に大別される（町田ほか ，1974)．また，

（植木岳雪）

下末吉ローム層は 3部層に分けられる（町田， 1969)．立

川ローム層は 4部層に分けられ，最上部 50cmの赤みに

富みクラックが発達する部層は青柳ローム層とも呼ばれ

る（関東ローム研究グルーフ ，゚1965)．各ローム層の境界

は以下のとおりである．多摩 Iローム層と多摩 IIローム

階の境界は，多摩ゴマシオ lテフラ (Gol:町田・新井，

2003)の基底（町田ほか ，1974)，多摩 IIローム層と下

末 吉 ロ ー ム 層 の 境 界 は 三 色 ア イ ス 軽 石 層 (SIP:

Kobayashi et al., 1968)の直下のクラック帯の基底であ

る（町田， 1971)．下末吉ローム層と武蔵野ローム層の境

界は Hk-TPの約 1m 下位のチョコレート色のクラック

帯の上面であり（関東ローム研究グループ， 1956)，武

蔵野台地南部の箱根三浦テフラ (Hk-MP:町田・新井，

1992)の分布域ではその 20-30 cm下位にあたる

(Kobayashi et al., 1968 ;町田 ，1971)．武蔵野ローム層

と立／1|ローム層との境界は，地表から深度 3~ 4 mにあ

る栗色のクラック帯の上面である（関東ローム研究グ

ループ， 1956,1965 ;町田， 1971)．武蔵野台地では ，

その境界は立川ローム層中の 2枚の暗色帯の中で下位の

もの（第 2暗色帯）から約 70cm下位にある ．武蔵野

ローム層と立川ロー ム層の境界の問題点については，羽

鳥 (1993)のまとめがある ．

ローム層間の不整合関係，その間に段丘，埋没土が形

成されたこと，層相，鉱物組成の変化などから，各ロー

ム層の堆積には時間間隙があるとされ（貝塚，

1953, 1958 ;関東ローム研究グループ， 1956,1958), 

それは 1-10万年オーダーとされた（関東ローム研究

グループ， 1965)．しかし，各ローム層は碁本的に整合関

係であり ，部分的な斜面堆梢のため不整合関係になるこ

とが明らかにされた (Kobayashi,1965; Kobayashi et al., 

1968 ;町田， 1971; 皆川 •町田 ， 1 971) ． このため各ロー

ム層の境界に層序学的な意味はないが，関東ローム層を

多摩ローム層， 下末吉ローム層，武蔵野ローム層，立川

ローム層に細分し記載することは，現在まで一般に行わ

れている．

本報告では，従来の関東ローム層の層序区分に従い，

多摩ローム層，下末吉ローム層，武蔵野ローム層，立川

ローム層，腐植土層に区分する．なお，関東ロ ーム層を

地質図に表現すると，丘陵，台地のほとんどは関東ロー

ム層に区分されてしまい，それに閥われる地層が表現で

きないため，本報告では関東ローム層を断面図のみに示

す．また， 以下の記載に出てくる段丘面，段丘礫層は，

第 8章，第 9章で詳しく述べる．
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7. 2 多摩ローム層

かじ

地層名 関東ローム研究グループ (1956) による．加治
さやま

丘陵，狭山丘陵，加住丘陵では多摩粘土層（羽鳥・壽圃，

1954)，狭山丘陵全体では所沢粘土層（福田，1952；藤

本 ・福田 ，1954；藤本ほか， 1954;寿円， 1956)，狭山

丘陵北縁では大里ローム層（渋谷， 1983)，狭山ローム

層（早稲田大学所沢校地文化財調査室， 1991;清水・堀
いなりざか

□,1994；埼玉県， 1999)，加住丘陵南東部では稲荷坂

ローム層（多摩地学会， 1957) に相当する．所沢粘土層
みなみやはぎ や Itペ

の細粒相は南矢作粘土層，凝灰質相は宅部浮石層と呼ば

れる（福田， 1952；藤本・福田 ，1954；藤本ほか， 1954;

寿円，1956)．羽鳥・寿円 (1958b)，寿円 (1958,1961a) 

は，日野台地を覆う多摩 IIローム層最上部より上位の

ローム層全体を日野ローム層と呼んだ．
ますがた

模式地 東京西南部図幅内の川崎市多摩区枡形の多摩丘

陵の斜面（関東ローム研究グループ， 1956).

分布 加住南丘陵南東部に広く 分布する ．また， 加治丘
あずやま

陵東端の阿須山面， 加住北丘陵東端の美根面，狭山丘陵

の狭山面上，武蔵野台地，日野台地の所沢面上に分布す

る．

層序 多摩 Iローム層と多摩 IIローム層に細分される．

多摩 Iローム層，多摩IIローム層は， 加治丘陵東端の豊
いもくぽ

岡層，狭山丘陵の芋窪層，加住北丘陵東端の美根層を覆

う．そして，多摩IIローム層中部から武蔵野ローム層は

堆積後に削剥されており，多摩 IIローム層下部は立）ii

ローム層に覆われる．武蔵野台地では多摩IIローム層最

上部は所沢層を覆い，下末吉ローム層に覆われる．

層厚 阿須山面上では多摩 Iローム層の層厚は 5m 以

下である．美根面上では多摩 I,IIローム層の層厚は

15 m以上である．加住南丘陵南東部の八王子市みつい

台から石川町の斜面上では，多摩ローム層の層厚は 20

m以上である．狭山丘陵北部の入間市宮寺から所沢市山

口，狭山丘陵東部の所沢市上山口から東大和市諏訪町，
めぐり f•

東大和市湖畔から廻田町では ，狭山面上の多摩ローム層

の層厚は 30m以上である．

層相 こげ茶色の火山灰土からなり，頁薦上宝テフラ

(KMT:鈴木， 2000e)，八王子黒雲母軽石層 (HBP:皆

川 •町田， 1969, 1971) の 2枚の中部山岳起源の広域テ

フラと，給源が不明な多数の軽石質テフラを挟む（関東

ローム研究グループ， 1965; 皆川 • 町田 ， 1971 ；町田，

1973, 2004;町田ほか， 1974;渋谷， 1983;岡 ・宇野沢，

1989;大森， 1989；竹越， 1991；加藤， 1991a;消水・堀

口，1994;会田， 1997; 関東火山灰グループ•関東平野

西縁丘陵団体研究グループ， 1998;鈴木ほか， 1998; 

Machida, M., 1999 ;関東火山灰グループ，2001)．多摩

ローム層は全体に風化が進んでおり， 下末吉ローム層以

上よりも 固く，クラックが発達する．多摩ローム層中の

テフラは川越図幅内の日高市上鹿山で詳しく記載された

が（関東ローム研究グループ， 1965 ；皆川•町田 ， 1971;

町田， 1973；町田ほか ，1974;清水 ・堀口， 1994;関東

火山灰グループ， 2001など），現在では露頭が見られな

い．本図幅内では， 一般に多摩 IIローム層の中部～上部

は欠落しているが，狭山丘陵北東部の所沢市荒幡では，

かつて層厚約 3mの多摩 Iローム層上部と層厚約 12m 

の多摩 IIローム層が見られた（大森， 1989；竹越， 1991).

現在は，狭山丘陵北部の入間市宮寺の埼玉県立狭山自然

公園南（付図の地点 111付近）で層厚 20m程度の多摩

Iローム層，層厚約 5mの多摩 IIローム層下部が見ら

れ，その中に挟まれるテフラが確認できる（第 7.1図 ：

鈴木ほか，1998)．狭山丘陵の多摩ローム層の鉱物組成

は，東村山市 (1971)，関東火山灰グループ (2001) に

示されている ．

武蔵野台地の所沢面上では， SIPの下位の層厚 1~1.5 

mの多摩 IIローム層最上部が所沢層を覆う（守屋，

1970b, 1971 ;守屋・堀木，1970a;杉原， 1970a;町田，

1971;岡ほか ，1971;杉原ほか， 1971a,b, 1972;加藤・

新堀， 1973;町田 ，1973,2004 ;竹越， 1991; Machida, 

M., 1999)．それは，東京西北部図幅内の所沢市本郷の所

沢面の段丘崖（付図の地点 142)で確認できる

指標テフラ 本図幅内の多摩 Iローム層には，下位から

KMT, HBP の 2 枚の広域テフラが挟まれる．飯島 • 田

ロ(1964)の関東平野西縁の丘陵を製う黒雲母浮石層

は， KMT,HBP のいずれかと思われる •KMT は多摩

Iローム層の下部に挟まれ，黒雲母密躾帯（皆川・町

田， 1971；町田ほか， 1974),BP（町田， 1973),Biol 

（清水・堀口， 1994), Cl （関東火山灰グループ•関東平

野西縁丘陵団体研究グループ， 1998;関東火山灰グルー

プ， 2001) と呼ばれる軽石質テフラである．その給源は

飛騨山脈南部であり，年代は 69-58万年前（鈴木，

2000e)，約 62万年前（中里，2006)である．本図輻内

では軽石の径は数 mmで著しく風化し ている．斑晶鉱

物として黒雲母と石英を含む．加治丘陵東端の阿須山面

上では多摩 Iローム層の甚底に KMTが挟まれるとされ

るが（清水・堀口， 1994)，本報告では未確認である．

HBPは多摩 Iローム層上部に挟まれ，TE-5（町田ほ

か， 1974),Bio2（清水・堀口 ，1994),Tama116（関東火

山灰グループ， 2001) と呼ばれる軽石質テフラで，飛騨

山脈南部を給源とする大町 Apm テフラ群 (APm) に対

比 される（鈴木・ 早川 ，1990)．その年代は， 40-30万

年前である（吉川ほか， 1990；鈴木 ・早川，1990;町田，

1996;鈴木ほか， 1998; Machida, H., 1999 ; Machida, 

2000)．本図幅内では軽石の径は数 mmで著しく風化し

ている．斑晶鉱物として黒雲母，角閃石，石英を含む．
ほどくぽ

程久保第 2軽石（皆川・町田 ，1971；鈴木ほか， 1998で

HdP-2 と略記），八玉子第 1 軽石（皆川•町田 ， 1 971 ；鈴

木ほか ，1998で HcP-1と略記）は，それぞれ多摩 Iロー

- 78 -



地点．2 地点l

゜

← 0.36士0.16Ma 

-5 m 

HBP ,,ヽヽ 99 

0.64土0.23Ma 

I I 
I> + + 

HcP-2? 

← 試料採取層準と年代

［口］茶色のローム （火山灰土）

[II]クラ ック帯

軽石 岩片

区ミ］ 粗粒

に二］中粒

に細粒

スコリア．岩片

ド 中粒

ビ 細粒

仁 火山砂

ピ ⇔ 火山シルト

巳ご日礫

= 

:dkPP--4昌←0.40土0.17Ma 

地点4

御殿峠

礫層

地点lのlkm北東

k証 2

;a Bi□←o., 

芋窪礫層

第 7.1図 狭山丘陵北西部の多摩Iローム層と多摩1Iロー ム層中のテフラ

鈴木ほか (1998)による ．本図の地点 l~4は，狭山丘陵北部の入間市宮寺の埼玉県立狭山自然公園南．

ム層中部 ，上部中にあり，それらの Ff年代は 0.40土

0.17Ma, 0.64士0.23Maである（鈴木ほか ，1998)．加

住北丘陵東端の美根面上では多摩 Iローム層の甚底に程

久保軽石（皆川 • 町 田， 1971) が挟まれるとされるが

（倉川・ 間島 ，1982)，それが 3枚の軽石層のいずれかは

不明である ．
お し ぬ ま

多摩 1Iローム層下部にはおし沼（鴛翡沼）軽石群（皆

川 • 町田 ， 1 971) を構成する Gol , Go2の 2枚の軽石質

テフラが挟まれるが，本報告では未確認である． Gol

は，ゴマ塩軽石層（関東ローム研究グループ，1960),

ゴマシオ第 1 軽石層 (GoP丘皆川 • 町田 ， 1 971), Go2は

ゴマシオ第 2 軽石層 (GoP2 ：皆川 • 町田 ， 1 971) と 呼ば

れる ．Golは房総半島の薮層（坂倉，1935) 中の Yb5

（徳橋・遠藤，1984) に対比 されるが（杉原ほか ，1978),

会田 (1997) は Go2とYb5を対比 している．また Gol

は長野県南部，八ヶ岳山麓の黒雲母含有軽石と対比 され
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ている（新井，1972). Gol, Go2の門｀年代はそれぞれ

0.36士0.16Ma, 0.27土 0.12Maである（鈴木ほか ，1998).

狭山丘陵北東部の所沢市荒幡では，多摩 lIローム層中部

に登戸軽石群（皆川 ・町田， 1971) を構成するドーラン

（関東ローム研究グループ， 1960;岡， 1985で DPと略

記），バヤリース（関東ローム研究グループ，1960;岡，

1985で BPと略記），ウワバミ （鶴見・大村，1966;町田

ほか， 1974でUPと略記）の 3枚の軽石質，スコリア質

テフラが挟まれるが（大森， 1989;竹越，1991)，本報告

では未確認である． DPは登戸浮石 I（羽鳥・寿 円，

1958a ； 皆川 • 町田 ， 1971) ， 登戸軽石 I (NP-I : IIIJ田，

1973；町田ほか， 1974),TZu-1 （高野，1987)と呼ばれ，

下部は黄色の軽石層，上部は青色のスコリア層からな

る．大磯丘陵の F5（遠籐・上杉， 1972),TCu-1 （町田

ほか ，1974),Tm-2（上杉，1976)，横浜地域の本ガラ

（関東第四紀研究会， 1972),Mk-2（町田ほか，1974) に

対比される（町田ほか， 1974)．また ，下部の軽石層は

房総半島の上泉層（三土， 1937) 中の Km2（徳橋・遠

藤， 1984) に対比され（中里・佐藤， 1988)，上部のス

コリア層は清川層（植田， 1930)の Ky2,Ky3（徳橋・

遠藤， 1984) に対比される（関東火山灰グループ ・東京

港地下地質研究会火山灰グループ，2000).BPは登戸浮

石ll （羽鳥・寿円 ，1958a;皆川 •町田， 1971) ，登戸軽

石JI (NP-JI : IUJ田，1973；町田ほか ，1974), TZu-4（高

野， 1987) と呼ばれ，大磯丘陵のハムパミス（遠藤・上

杉， 1972),TB-1 （町田ほか， 19711),Tm-8（上杉，1976)

に対比される（町田ほか， 1974)．また，房総半島の清

川層の Ky3.9,Ky4に対比される（関東火山灰グルー プ・

東京港地下地質研究会火山灰グループ，2000).UPは

TArn-5（町田ほか ，1974) と呼ばれ，大磯丘陵の Tu-8

（上杉， 1976) に対比される．大磯丘陵，房総半島にお

ける層位から， DP,BP,UPは，それぞれ MIS8,MIS7.5 

あるいは 7.3,MIS6と推定される（町田・新井， 2003).

年代 KMT, UPの年代から，本図幅内に分布する多摩

Iローム層 ，多摩 lIローム層の年代は 70-15万年前であ

る．また，後述の SIPの年代から，所沢面上の多摩 lI

ローム層最上部の年代は 14-12.5万年前である．

7. 3 下末吉ローム層

地層名 関東ローム研究グループ (1956) による．

模式地 東京西南部図輻内の横浜市鶴見区下末吉の下末

吉面の段丘崖（関東ローム研究グループ 1956). 

分布 武蔵野台地，日野台地の所沢面，闊籍面，示箪面

上に分布する．

層序 武蔵野台地の金子台，所沢台では ，SIPを甚底に

挟む下末吉ローム層全体が所沢層を覆う（赤土研究グ

ループ，1959；寿円， 1966;守屋， 1970b,1971 ;守屋・

堀木，1970a；杉原， 1970a;町田， 1971;岡ほか， 1971;

杉原ほか， 1972；加藤・新堀． 1973;町田， 1973,2004 ; 

大井町， 1985; Machida, M., 1999)．武蔵野台地北縁，
おんたけ

日野台地北端では，御岳第 1テフラ (On-PmI : 

Kobayashi, 1960)以上の下末吉ローム層中部ー上部が成

増磨を覆う（黒田ほか， 1972;角田， 1980,1981c, d, 

1982d, 2001a :町田，1984;青梅市，1995)．武蔵野台地
おばらだい

南部では，甚底から 50-80cm上位に箱根小原台テフラ

(Hk-OP:町田・新井， 1992)を挟む下末吉ローム層上部

が小平層を覆う．いずれも，下末吉ローム層は武蔵野

ローム層に覆われる．

層厚 所沢面上の下末吉ローム層全体の層厚は ，武蔵野

台地の金子台，所沢台で 2-6.5 m （赤土研究グルー プ，

1959 ;関東ロ ーム研究グルー プ，1965;岡ほか ，1971; 

杉原ほか， 1972；加藤・新堀， 1973；町田， 1973,2004; 

Machida, M., 1999)，日野台地では 2-6mである．成増

面上の下末吉ローム層の層厚は日野台地では約 5mで

あるが（町田， 1984)，武蔵野台地では従来の研究の柱

状図には下末吉ローム層，武蔵野ローム層，立川ロー ム

層が区分されていないので，下末吉ローム層の層厚は不

明である．小平面上の下末吉ローム層上部の層厚は約 2

m である（岡ほか ，1971).

層相 こげ茶色の火山灰土からなり， SIP,親子パミス

(OyP, OyP'：皆川 1968-1969),On-Pm I, Hk-OPの 4

枚の広域テフラを挟む．下末吉ローム層中には， SIPの

直下 ，On-PmIとHk-OPの中間にクラックが発達する

埋没土層があり，それぞれ下末吉埋没土層 (SB)，小原

台埋没土層 (OB) と呼ばれている（町田， 1971)．ま

た，武蔵野ローム層との境界のクラックが発達する埋没

上層は，武蔵野埋没上層 (MB) と呼ばれている（町田，

1971)．東京西北部地域内の所沢市本郷の所沢面の段丘

崖（地点 142) では ，SIP,On-Pm Iが確認できる（第

8. 9図）．

指標テフラ 本図輻内の下末吉ローム層には， SIP,On-

Pm I, Hk-OPの3枚の広域テフラが挟まれる．武蔵野

台地では，親子パミスは不明瞭である（杉原， 1969;加

藤・新堀， 1973).SIPは下末吉ローム層の基底に挟まれ

る雑色軽石層 (Kobayashi,1965) と呼ばれる軽石質テ

フラで，その下部は SP2（関東第四紀研究会， 1970)，上部

はピンクパミス（町田・森山，1968),SP14（関東第四紀

研究会，1970) と呼ばれる． SIPの下部は町田 (1971)

の箱根火山起源の Hk-Klp6-9のうちのいくつかの軽石

層に，上部は Hk-Klpl3に対比される（町田， 1971;新

井ほか ，1977;岡 ・宇野沢，1989).SIPはMIS5eの海

成層の直上を覆うことから (Kobayashi,1965;Kobayashi 

et al., 1968 ;町田 ，1971;杉原ほか， 1972)，その年代は

約 12.5万年前と考えられる ．
きっさわ

OyP, OyPは，それぞれ吉沢 C,D軽石（町田・森山，

1968), SP10, SP11（関東第四紀研究会，1970),Hk-KmP6, 

Hk-KmP7（町田， 1971;町田・新井， 1992) と呼ばれる
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軽石質テフラである ．下位の箱根吉沢中部 lテフラ

(Hk如 nPl；町田 ，1971；町田 ・新井 ，1992)が三浦半島

の MIS5dの海成段丘面（引橋面 ：町田・鈴木， 1971)の

直上を悶うことから，親子パミスの年代は MIS5d-5c

と判断される．

On-Pm Iは下末吉ローム 層 の中部にあり ，SP
おんたけ

(Kobayashi, 1965)，御嶽火山第一浮石層 （小林ほか ，

1967), SP13（関東第四紀研究会， 1970) と呼ばれる中部

地方の御岳火山起源の軽石質テ フラで，その年代は約

10万年前である（町田・新井， 2003)．渋谷ほか (1968)

が金子台， 所沢台で報告した UPは On-PmIと忠われ

る．

Hk-OPは下末吉ローム陪の上部にあり ，小原台浮石

（走水グループ， 1965)，藤沢軽石（関東ローム研究グ

）レープ， 1965)，クリヨーカン軽石 (Kobayashiet al., 

1968)，白パミス（町田・森山 ，1968), SP]、1（関東第四

紀研究会， 1970)，小原台軽石（町田，1971)と呼ばれ

る箱根火山給源の軽石質テフラで，その年代は8.5-8万

年前である（町田・ 新井，2003)．本報告では Hk-OPは

未確認である ．

年代 SIP, Hk-OPの年代から，下末吉ローム層の年代

は12.5-7万年前と考えられる．

7. 4 武蔵野ローム層

地層名 関東ローム研究グループ (1956)による ．狭山

丘陵北部の新期ローム層の下部（早稲田大学所沢校地文

化財調査室， 1989,1991)に相当する ．

模式地 東京西南部図幅内の世田谷区岡本の段丘崖（関

東ローム研究グルー プ， 1956).
からぽIJ

分布 武蔵野台地，日野台地の所沢面か ら空堀川面の上

に分布する．また， 加住南丘陵南東部の斜面の一部の上

に分布する（関東ローム研究グループ，1958).

層序 所沢面，成増面，小平面上では下末吉ロ ーム層を

覆う ．赤羽面上では基底から 70-180cm上位に Hk-TP

を挟む武蔵野ローム層全体が赤羽層を覆う（貝塚・戸

谷， 1953;寿円，1956,1966；関東ローム研究グループ，

1956;岡ほか， 1971;杉原ほか ，1972;羽鳥， 1981;飯

田，1984)．中台面上では， Hk-TPを基底に挟む武蔵野

ローム層中部～上部が中台層を覆う（寿円，1966;杉原

ほか ，1972)．黒目川面，久米川面上では，それぞれ Hk-

TPより上位の武蔵野ローム層中部～上部が黒目 川層，

久米川層を覆うはずであるが ，未確認である ．空堀）1|面

上では，箱根中央火口丘 5テフラ (Hk-CC5：町田・新井 ，

1992) を基底に挟む武蔵野ロ ーム層上部が黒目川層を覆

う（羽鳥ほか， 1983)．いずれの場合も，武蔵野ローム

層は立川ローム層に覆われる ．

層厚 赤羽面上の武蔵野ローム層全体の層厚は武蔵野台

地 では約 5mであるが（関東ローム研究グループ，

1956)，日野台地では従来の研究の柱状図には下末吉，武

蔵野，立／1|ローム層が区分されていないので不明であ

る．同様に ，中台面，黒目川面，久米川面の上の武蔵野

ローム層の層厚も不明である． 空堀川面上の武蔵野ロー

ム層の層厚は約 1.5mである（羽鳥ほか ，1983).

層相 茶色の火山灰土からなり， Hk-TP,Hk-CC5の2枚

の広域テフラを挟む．武蔵野台地では ，Hk-TPの上位に

クラックが発達する 4枚の埋没土層がある（関東ローム

研究グループ，1965;寿円 ，1966)．加住南丘陵南東部

では， Hk-TPを挟む層厚 3-5 mの武蔵野ローム層が加

住層を霰う（関東ローム研究グループ，1958).

指標テフラ HK-TPは東京浮石土 （原田， 1933,1943), 

東京浮石層（貝塚 ・戸谷， 1953)，東京軽石（町田 ・森

山，1968) と呼ばれる箱根火山起源の軽石質テ フラであ

り，本図幅内では層厚 10-20cmで普遍的に見出される．

その年代は 6.5-6万年前（町田・新井 ，2003)である ．Hk-

CC5はCC5(Kuna, 1950), BCVA,青色火山灰密集層

（皆川 ，1968-1969;町田ほか ，1971;上杉，1976),CCP 

5 （新井ほか， 1977;森・山口， 1979),Y-94（上杉ほか ，

1980, 1983)と呼ばれる箱根火山起源の岩片質テフラで

ある．東京西北部図幅内の東久留米市 ，和光市周辺のみ

で見出されている（羽鳥ほか， 1983;加藤，1993)．小林

(1999)は，Hk-TPの年代を 5.2万年前として Hk-CC5の

年代を 3.9万年前と見積も ったが ，最近の姶良 Tnテフ

ラ (AT:町田 ・新井，1976),Hk-TPの年代はそれぞれ

2.9 -2.6万年前， 6.5-6万年前である（町田 ・新井，

2003)．そこで，Hk-TPとATの間のローム層の堆積速

度を一定とすると， Hk-CC5の年代は 4.6-4.4万年前に修

正される．

化石 武蔵野ローム層下部から立川ローム層上部では，

最終氷期の気候変化とよ く対応した植物珪酸体群集の変

動が見られる（佐瀬ほか， 2006).

年代 本図幅内では武蔵野ローム層碁底に Hk-MPは見
あんじん

出されないが ，その下位の箱根安針テフラ (HK-AP:町

田 ・新井，1992)の年代（約 7万年前 ：町田 ・新井，

2003)，上位の Hk-TPの年代(6.5-6万年前）に基づくと，

Hk-MPの年代は 7-6.5万年前となる ．したがって ，Hk-

MPとHk-CC5の年代から武蔵野ローム層の年代は 7-

4万年前と考えられる．

7. 5 立川 ローム層

地層名 関東ローム研究グループ (1956) による国分
I・土 くぼ

寺市では国分寺ローム層，多喜窪ローム層（近藤 •岡田 ，
1956)，狭山丘陵北部では新期ローム層の上部（早稲田

大学所沢校地文化財調査室， 1989,1991)に相当する ．立

川ローム層最上部（青柳ローム層）は，東京西北部図幅

内の中野区江古田の江古田層中の ローム層（第W層）に

対比されている（関東ローム研究グルーフ ，゚1965).
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模式地 東京西南部図幅内の世田谷区岡本の段丘崖（関

東ローム研究グルー プ， 1956).

分布 山地，丘陵の一部と ，沖積段丘面より新しい地形

面を除くほとんどの場所に分布する．

層序 所沢面から 空堀川面上では武蔵野ローム層を覆

う．立川 1面上では，基底から 0.3-1.5m上位に第 2暗

色帯 (BB-II：小林ほか，1971;TB-II：町田ほか ，1971)

を挟む立川ロー ム層全体が立川 1層を覆う（松田・大倉，

1988;大倉ほか， 1988;松田ほか， 1990;松田 ，2001).

立）ii2面上では，甚底に TB-IIを挟む立川ローム層中部
とLとらず

～上部が立川 2層を覆う． 青柳面 ，不老面の上では，立

川ローム上部ガラス質テフラ (UG：山崎，1978) を挟む

第 111音色帯 (BB-I：小林ほか， 1971; TB-I :町田ほ

か， 1971)以上の立川ローム層最上部が，それぞれ青柳

層，不老層を覆い，それは特に青柳部層（羽鳥ほか，

1962)，青柳ローム層（寿円， 1966) と呼ばれる．いず

れの場合も，立川ロ ーム層は腐植土層に覆われる．山

地，丘陵の斜面上では ，秩父帯， 四万十帯，鮮新統及び

下部更新統，多摩ローム層を覆う ．

層厚 立川 l面上の立川ローム層全体の層厚は約 3.5m

であ る（町田ほか， 1971)．立川 2面上の立川ローム層中

部～上部の層厚は，武蔵野台地では一般に約 2mである

が（関東ローム研究グ）レープ，1956)，場所によって 0.5-

3mで異なる．また ，秋留台地では 0.5-2 m （沢辺，

1956 ;角田，1981a,1986b, 1993 ;秋川市，1983,1984), 

日野台地南縁では約 2.5m （土屋， 1989)，加住丘陵南の

川口川両岸では最大 5-6mである（藤本ほか， 1962; 

柄，1995)．青柳面，不老面上の立川ローム層最上部の

層厚は，武蔵野台地では 25-55cm（町田， 1973;山崎，

1978)，秋留台地では 20-40cm（秋川市，1983,1984 ; 

角田， 1986b;国分・中山， 1996)，日野台地南東縁では

約 70cm（土屋， 1989)である．また，日野台地南東縁，

加住丘陵南方の川口川左岸では 5-6mとされ （藤本ほ

か， 1962;竹迫ほか，1984;相， 1995)，他の地域に比

べて層厚が大きい．

層相 黄褐色，赤褐色の火山灰土からなり， AT,UGの

2枚の広域テフラを挟む．その最上部（青柳ロ ーム層）

はスコリア質で赤色が濃く，クラックが発達している ．

下位のローム層と比べて軟らかいことから ，ソフトロー

ムと呼ばれる（関東ロ ーム研究グループ，1965).

武蔵野台地では，一般に 1~2枚の埋没土層（暗色帯）

がはさま れる（貝塚 ・戸谷， 1953;石原ほか，1954;関

東ローム研究グループ， 1956,1 965 ；近藤 •岡田 ， 1 956;

戸谷， 1956,1962；戸谷 ・貝塚， 1956；貝塚， 1958；赤

土研究グループ， 1959;黒部， 1960a,b ; Kanto Loam 

Research Group, 1961;榎本・松井， 1962;Toya, 1962; 

寿円，1966;小林ほか， 1971;町田ほか，1971;杉原ほ

か， 1972；加藤・新堀， 1973;町田， 1973；宇津川ほか，

1980 ;松田・大倉， 1988;大倉ほか， 1988;松田ほか，

1990; 石川 • KKパレオ ・ラボ， 1999;松田，2001:石

川，2002b).2枚の暗色帯は下位から第 2暗色帯，第 1

暗色帯と呼ばれ，それぞれTB-lI, TB-I （町田ほか，

1971), BB-lI, BB-I（小林ほか， 1971) と称される．

秋留台地の立川ローム層中の暗色帯の l4C年代は， 17,000

土 400yrs BPである（角田， 1993)．狭山丘陵北部の立

川ローム層最上部の腐植の l4C 年代は，1.3-1.2万年前で

ある（早稲田大学所沢校地文化財調査室，1989)．また ，

本図幅外の武蔵野台地上の立川ローム層中の暗色帯から

は， 3.2-1.6万年前の l4C 年代が得られている（松井ほか，

1968 ; Kigoshi et al., 1969 ;町田 ，1970;町田ほか，

1971;杉原，1983;坂上， 1988;小疇ほか， 1993)．立川

ローム層の鉱物組成，理化学組成は，坂上ほか (1978),

松田・大倉 (1988,1989)，坂上 (1988)に示されている．

武蔵野台地の下末吉，武蔵野，立川ローム層中のいく

つかの層準ではテフラの波状の擾乱帯が しばしば認めら

れ，波状帯と呼ばれている（鈴木ほか， 1964；町田 ，1971;

杉原， 1983；加藤， 1993)．その 中で最も顕著な擾乱帯

は武蔵野ローム層と立川ローム層の境界の層準にあり ，

それは最終氷期の極相に近いことから，周氷河作用によ

ると解釈された（町田 ，1971;貝塚，1979)．しかし ，

上本 (1989)は，相模野台地の波状帯の成因を地震時の

テフラの液状化としている．

指標テフラ 立川ローム層には，下位から AT,UG,青

柳スコリア（竹迫ほか，1984)が挟まれる ．ATは丹沢

パミス （上杉，1976),TNP-I, Y-118（上杉ほか ，

1980, 1983 ;上杉，1990) と呼ばれる南九州の姶良（あ

いら ）カルデラ起源のガラス質テフラであり（町田・ 新

井， 1976),その年代は 2.9-2.6万年前である （町田 ・新

井， 2003)．一般に肉眼では確認できないが， TB-lIと

TB-Iの間に挟まれる火山ガラスの密集帯として認め

られる（貝塚，1958;戸谷， 1962;町田ほか ，1971).

UGはTnP-ill（上杉ほか， 1980,1983), AS23-25（上

杉，1990) と呼ばれる浅間火山起源のガラス質テフラで

あり（山路ほか， 1982;鈴木ほか， 1987;鈴木，1991),

一般に肉眼では確認できないが武蔵野ロ ーム層最上部中

の火山ガラスの密集帯として認められる ．その年代は ，

狭山丘陵北縁の UGを挟む堆積物の l4C 年代，浅間火山

周辺の UGの上下の地層の l4C 年代から，約 1.2万年前

と考えられる（辻・鈴木， 1989;鈴木， 1991)．また ，

山崎 (2006)は，ATと腐植土層下限の l4C 年代からロー

ム層の平均堆積速度を求め， UGの年代を約 1.4万年前

と見積もった．青柳スコ リアは腐植土層直下の赤色スコ

リアであり， Yl38-141（上杉ほか， 1980,1983)に対比

される（竹迫ほか ，1984)．八王子図幅内では日野台地南

東縁の青柳面上で見出されている（竹迫ほか，1984;宇

津川ほか， 1984)．本図幅を含む武蔵野台地の立川ロー

ム層中には ，AT,UG以外の層準に も火山ガラスの密集

帯が報告されている（遠藤 ・鈴木， 1980;山路ほか，
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1980a, b; 石川 • KKパレオ・ラボ， 1999).
ふっさ

化石 福生市のロ ーム層から産出する花粉・胞子化石は ，

草本が卓越し，やや冷涼な気候を示唆する広葉樹を含む

（徳永， 1979)．一方，立川ローム層全体で温暖な気候を

示唆する広葉樹が卓越するという報告がある（田尻，

1969)．東京西北部図幅内の第 2暗色帯から産出する花

粉化石は，温帯林の存在を示唆する樹木花粉が卓越する

（辻 ，1983)．武蔵野ローム層下部から立川ローム層上部

では ，最終氷期の気候変化とよく対応した植物珪酸体群

集の変動が見られる（佐瀬ほか ，2006).

年代 AT, UGと上位の腐植土層基底の年代から，立川

ローム層の年代は 4-1.2万年前と考えられる．

7. 6 腐植土層

表層の腐植土層は一般に“黒ボク土”,“黒土”と呼ば

れる．狭山丘陵北部ではお伊勢山層と呼ばれる（早稲田

大学所沢校地文化財調査室，1989,1990, 1991, 1994). 

本図幅内では ，山地，丘陵の一部，沖積段丘面の一部，

現成の地形面を除くほとんどの場所に分布する ．層厚は

一般に 50-70 cmであるが（寿円， 1969b)，立川 l面，

立川 2面上の凹地では 1m以上の場合もある ．（坂上ほ

か， 1978;坂上，1986;松田 ・大倉，1989)

貝塚 ・成瀬 (1958)，加藤・ 山田 (1974)は表層の腐

植土層を更新世のロー ム層を母材とする土壌としたが，

町田 (1964,1971)，寿円 (1969a)，町田ほか (1971)は

完新世の富士火山のテフ ラを母材とする土壌とした．現

在は，表層の腐植土層は更新世のロ ーム層と一連の火山

灰土と見なされる場合が多い．

武蔵野台地南部の腐植土層は，下位から VI~I層（松

田 ・大倉，1988,1989), III -I層（坂上， 1986) ある

いは縄文土層，褐色帯，黒色帯，表土層に細分される（建

石ほか， 2000). III層（坂上， 1986)，縄文土層（建石ほ

か，2000)は富士山東麓の富士黒土層（町田 ，1964)に

相当する．腐植土層の甚底の年代は，下位の立川ローム

層中の暗色帯の 1<1c 年代か ら求められた立川ローム層の

平均堆積速度を外挿するこ とによって 1.2-1万年前と見

積もられている（町田ほか， 1971)．狭山丘陵北縁の埼

玉県所沢市堀之内の早稲田大学所沢キャンパス内では，

腐植土層基底から 11,500-8,900年前の 14c 年代が得られ

ている（辻， 1989a)．また ，富士黒土層の年代は，考古

遺物， 14c 年代から 1万～ 5千年前とされる（町田 ，

1964 ;坂上ほか， 1985)．本図幅内の腐植土層の層相，

鉱物組成，理化学特性は，東京都農業試験場 (1978),

坂上 (1988)，松田・大倉 (1989)に詳しい．
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第 8章 中部及び上部更新統（下部更新統の最上部を含む）

8. 1 概要及び研究史

本図幅の丘陵の一部は前期更新世末期から中期更新世

中期の高位段丘堆積物，台地は中期更新世末期の高位段

丘堆梢物，後期更新世の中位及び低位段丘堆積物から構

成される．これらは全て侵食段丘の堆積物であり，淘汰

の良い中礫～大礫サイズの円礫層から構成される．層厚

は最大で 10m程度である．

本報告では，昭和40年代の縮尺 2万分の 1空中写真の

判説によって段丘面を区分した．本図幅内では中位及び

低位段丘堆積物，沖積段丘堆積物の露出はほとんどな

い．そのため，層相の記載ができず，年代試料を新たに

得られなかったので，段丘面とその構成層の層相，年代

は既存の文献をまとめた．本図幅内の丘陵を構成する高

位段丘面とその堆積物，台地を構成する中位及び低位段

丘面とその堆積物の年代とローム層，指標テフラの関係

を，それぞれ第 6.2図，第 8.1図に示す．

8. 1. 1 高位段丘堆積物
し、も（ぽ

本図幅内の高位段丘堆積物は，下位から豊岡層，芋窪
かじ

層，美根層，所沢層，青梅層に分けられる．加治丘陵東
さやま かすみ

端，狭山丘陵，加住北丘陵東端には丘陵の背面と区別さ

れる高位段丘面が認められ，そこでは鮮新統及び下部更

新統を不整合に覆う段丘堆積物が確認された．そして，

各丘陵の高位段丘堆積物は，テフラ，古地磁気から年代

が異なることが明らかになったので，本報告ではそれぞ

れを 1累層とする．豊岡層，芋窪層，美根層はそれぞれ

加治丘陵東縁，狭山丘陵， 加住北丘陵東縁の阿須山面，

狭山面， 美根而を構成し，それらの年代は約 80万年前，

73-60万年前， 50-40万年前と見積もられる．所沢層は武

蔵野台地，日野台地の所沢面を構成し，その年代はテフ

ラから MIS6と考えられる．青梅層は武蔵野台地，秋留

台地の地下に分布し，中期更新世中期から MIS2までの

異なる間氷期から氷期にかけて谷を埋積する地層の集合

である．

関東平野西縁の丘陵の地形は 1920年代から区分が行

われ，形成過程，成因の議論が行われてきた（浅井，

1925;藤本，1926b,1928, 1930, 1932a, 1933c;辻村，

1926 ;矢部・青木， 1926,1927 ; Yabe and Aoki, 1926; 

田中， 1927;青木・田山 ，1929,1930；横山，1930;矢

部，1930;Makiyama, 1931 ;大塚， 1931;今村・矢嶋，

1936;福田 ・高野，1951；寿円（壽園）， 1951,1956). 

（植木岳雪）

青木 • 田山 (1929, 1930)以降，丘陵の背面は多摩面（多

摩段丘）と呼ばれ，多摩面の構成層は五日市砂礫層と呼

ばれた． 1950年代後半から，多摩面（多摩段丘）には侵

食面と堆積面があると考えられ， Tl面と T2面の 2面に

分けられた（羽鳥・成瀬， 1957；羽鳥，1958;羽鳥 ・寿

円，1958a,b；寿円， 1961a；藤本ほか，1962;関東ロー

ム研究グループ， 1965)．丘陵の背面は多摩丘陵の
ごてんとうげ

御殿峠礫層（羽鳥 ・寿円， 1958a；金子， 1958)から連続

する Tl面に相当する侵食面，加治丘陵，狭山丘陵，加住
おしぬま

丘陵の高位段丘面は多摩丘陵の鴛弩沼砂礫層（羽鳥・寿

円， 1958a) から連続する T2面に相当する堆積面とされ

た（第 8.2図） ．しかし， 1970年代以降は狭山丘陵の高

位段丘堆積物（芋窪層）の堆積面を Tl面とし，そのほか

の丘陵の背面を地形面としない考えが支配的になった

（町田 ，1973,1986, 2004 ; Machida, M., 1999). 

福田・高野 (1951)は，五日市砂礫層は丘陵を構成す

る鮮新統及び下部更新統と高位段丘堆積物を含むことを

示したが，両者の区分，整合・不整合関係はしばしば混

乱していた（福田・高野，1951;羽鳥・寿円，1958a；赤

土研究グループ， 1959；関東ローム研究グループ，1965; 

藤本 ・羽鳥 1966;森ほか， 1974)．加治丘陵では町田

(1973, 1986), Machida, M. (1999)，狭山丘陵では埼玉

日曜巡検会•関東第四紀研究会 (1970) ， 町 田 (1973),

Machida, M. (1999)，加住丘陵では羽鳥・寿円(1958b),

藤本ほか (1962)，関東ローム研究グループ(1965)，倉川・

間島 (1982),Machida, M. (1999)によって ，鮮新統及び

下部更新統と高位段丘堆積物の区分，整合・不整合関係

が確立された．これらの高位段丘堆積物の年代は，皆

川•町田 (1 971 ) ， 町田 (1973 , 1986)，倉川・間島 (1982),

鈴木 (2000e),Suzulci (2002)，植木(2006b)で論じられ

ている．

武蔵野台地の所沢面は，武蔵野台地東部の最終間氷期

(MIS5e)の海成面（淀橋面：貝塚・戸谷，1953)，海成

層（東京層： Yabe,1911)と同じ下末吉ローム層に覆わ

れることから ，MIS5eの下末吉面とされた（貝塚，

1957, 1958, 1979 ;貝塚・成瀬，1958；寿円， 1965,1966; 

Juen, 1966 ;森川， 1972b;杉原ほか，1972;鈴木，1972;

山崎， 1978;角田， 1980,1981c, d, 1982d;羽鳥， 1981,

1986; 貝塚 • 松田 ， 1 982 ；岡 ， 1 985, 1991；久保， 1988a).

しかし ，所沢面では下末吉ローム層の下位により古い

ローム層が認められることから ，淀橋面より古い段丘面

である可能性が示唆されていた（杉原， 1970a;岡ほか，

1971 ;守屋 ・堀木， 1970a；杉原ほか， 1972;町田 ，1973,
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遺跡 段丘堆積物／段丘面
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第 8. 1図 中期更新世末期以降の段丘面 ，段丘堆積物の年代とローム層 ，指標テフラ，遺跡との関係
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誓麗応狭山喝。

第8.2図 青梅図幅を含む関東平野南部の多摩面の区分及び

分布

羽鳥・寿円 (1958a)による． T面， t面，S面は，

それぞれ多摩 l面，多摩 2面，下末吉面．本図幅内

の加住丘陵は本図のT1面， T2面，狭山丘陵はT2面か
らなる．

2004;Machida, M., 1999)．久保ほか (2000)，鈴木(2000d)

は，所沢面の年代として最終間氷期の直前の氷期 (MIS

6)を挙げている．武蔵野台地西部から中部では，河成の

中位及び低位段丘面（武蔵野面，立川面）は MIS5c-2

に形成されていることから，本報告でも所沢面を氷期に

形成された段丘面とみなし ，所沢面，所沢層の年代を

MIS6とする．そして ，所沢面，所沢層をそれぞれ高位段

丘面，高位段丘堆積物とする．

武蔵野台地の地下にある埋没谷を埋積する地層は ，青

梅砂礫層（寿円 ，1964) と呼ばれ，下末吉面（所沢台） ，

武蔵野面，立川面の地下のさまざまな場所から報告され

た（寿円， 1966,1967, 1968, 1969a, c;寿円・奥村，

1970;角田， 1982d,1997b, 1999, 2002b, 2004bなど：

角田，1997bは角田 ，1999に引用されている）．同様の地

層は多摩川上流の段丘面の地下（松本・撰梅，1970;角

田，1981c,d, 1983e;高木，1976,1990)，秋留台地の

立川面の地下（角田 ，1981a,1986b, 1993；秋川市，1983;

増渕ほか， 2002)でも認められた．本報告ではこのよう

な地下の埋没谷を埋積する地層を青梅層と呼び，中期更

新世中期から MIS2までの異なる間氷期から氷期にかけ

て谷を埋積する地層の集合とみなす．そして ，青梅層を

高位段丘堆積物に含める．

8. 1. 2 中位及び低位段丘堆積物

本図幅内の中位及び低拉段丘堆積物は，武蔵野面構成

層と立川面構成層に大別される．武蔵野面は，成増面，
こだいら

小平面，赤羽面，中台面，黒目川面，久米川面，屡箪川

面の 7面に区分され，それらの構成層を，それぞれ成増
から

層小平層，赤羽層中台層黒目川層久米川層，空
ぼり

堀川層と呼ぶ．また ，立川面は ，立川 l面，立川 2面，
としとらず

青柳面，不老面の 4面に区分され，それらの構成層を ，

それぞれ立川 1層，立川 2層，青柳層，不老層と呼ぶ．

このうち黒目川層，久米川層，空堀川層は多摩川の名残

川による段丘堆積物である．多摩川沿いの武蔵野面，立

川面は ，新しい段丘面ほど勾配が大きく，青梅市街地よ

り上流では段丘堆積物が累重し ，青柳面が最も高位の段

丘面である． 一方，青梅市街地より下流では古い段丘面

ほど下流側で発達し ，本図幅内では新しい段丘面ほど下

位にある．それは ，最終氷期の海面低下に伴って青梅市

街地から下流では活発な下刻が生じたことによる．この

ような多摩川の縦断面を第 8.3図（鈴木，2000a)に示

す．中位及び低位段丘堆積物の年代は ，テフラから 10-

1.4万年前と見積もられる．

関東平野西部の台地の地形は 1910年代より区分が行

われ，形成過程が論じられてきた（脇水，1918a;浅井，

1925;藤本，1926b,1928, 1930, 1932a, b, 1933c ;田中，

1927 ;矢部・青木，1927;東木，1928b,c, 1929-1930, 

1930a ;青木・田山， 1929,1930 ;横山 ，1930;矢部，

1930; Makiyama, 1931 ;大塚，1931;今村 ・矢嶋， 1936;

大西， 1941；多田・嘉山， 1947;吉川 ，1948；鹿間，

1950; Shikama, 1952)．貝塚 (1958)による 1950年代ま

での段丘の対比を 第 8.4図に示す． 1950年代初頭以

降，段丘面を覆 う関東ローム層の層序に基づいて ，武蔵

野台地の段丘面の区分，対比，編年が大きく進んだ（寿

円（壽園） ，1951,1954, 1956 ;福田， 1952；福田・羽

鳥， 1952a,b;中野，1952;貝塚・戸谷，1953；壽圃 ．

羽鳥，1954；戸谷， 1956；関東ローム研究グループ， 1956;

貝塚・成瀬， 1958)． 貝塚 (1957,1958)は，武蔵野台

地の段丘面を下末吉面 (Dura面），武蔵野面 (Dulb面） ，

立川面(Durr面），沖積面 (A面）に大別して ，関東ロー

ム層と段丘の層序，分布をまとめた．武蔵野台地の段丘

面区分は ，その後，佐々木・橋本 (1957)，米光 (1957),

羽鳥ほか (1962),Toya (1962)，寿円 (1965,1966, 1970), 

Juen (1966)，関東第四紀研究グループ (1969)，寿円・

奥村 (1970)，杉原 (1970a,b)，町田ほか (1971)，国

土地理院 (1972)，杉原ほか (1972)，鈴木 (1972)，加

藤・新堀 (1973)，町田 (1973,1986, 2004)，堀口 (1974), 

加藤・山田(1974)，貝塚 (1975,1979, 1992)，松田ほ

か (1975),Kaizuka et al. (1977)，山崎 (1978)，角田

(1980, 1981c, d, 1982d)，羽鳥 (1981,1986, 2004a), 

阪ロ・大森 (1981) ，貝塚• 松田 (1982) ，飯田 (1984) ,

中山ほか (1984)，岡ほか (1984)，岡 (1985,1991)，久

保 (1988a),Kubo(1990, 1997-1999, 2002)，角田ほか

(1996, 1997, 1998), Machida, M. (1999)，鈴木 (2000b)

- 86 -



m 

700 
丹

ぐ
600 

500 

400 

300 

200 

［ 

各時期符の河床幅 」5km
4 

i ---三二二巧三 ji(a) 
奥多か胡：、． □-三こ三

三／
3 

Tc3面形成1111 4 
5 

27 1~Hk·T~ 

ノ

J忍戸：面I'OOm 13:/：贔
1000m 

天ケ瀬面へ、‘、
巣

、ヽ 09

埋＆合：：〗口 {f ； 中台面 （M．3面））河

120 100 80 

m 
-200 

-1()() 

東京 lぢ
(b) 

。
ー

・ーーJ
 

k
 

.0
 

-100-
Kaizukulul. (1977) 

第 8.3図 多摩川の段丘面と現河床の縦晰面

鈴木 (2000a)による．古い段丘面ほど勾配が小さく，下流側に分布する．青梅礫層（本報告の青梅層）の基底

の埋没谷の年代は，海洋酸素同位体ステージ (MIS)5eまたは5aと考えられる．

などに示されているが，下末吉面，武蔵野面，立川面，

沖積面の区分は貝塚(1957,1958) をほぼ踏襲している．

武蔵野面は，寿円(1965,1966), Juen (1966)，杉原

(1970a)，杉原ほか (1972)以降，成増面（武蔵野 l面），赤

羽面（武蔵野 2面，狭義の武蔵野面），中台面（武蔵野

3面）に立川面は，町田ほか (1971)，貝塚 (1975)

以降，立川 1面 立川 2面（狭義の立川面），青柳面（立

川 3面）に細分された． しかし，武蔵野台地の中部から

西部では ，成増面，赤羽面，中台面の地形が不明瞭にな

るため，それらの区分は各研究で若干異なっている（例

えば，寿円 ，1965,1966 ; Juen, 1966 ;杉原ほか， 1972;

鈴木 ， 1972; 貝塚 • 松田 ， 1982 ;羽鳥 ，1986;久保，

1988aなど）．加藤・新堀 (1973)は，従来沖積段丘面と

されていた柳瀬川，白子川，黒目川沿いの低地上にロー

ム層を認め，久保(1988a)はそれを黒目川段丘と呼び，多

摩川の名残川による段丘面とした．立川 l面の分布，年

代は，各研究でかなり異なる（町田 ，1971; I<aizuka et 

al., 1977 :貝塚•松田， 1982 ;松田・大倉 ，1988;大倉

ほか ，1988;松田 ，1990;松田ほか ，1990; Kubo, 1997-

1999, 2002 ;松田 ，2001)．青柳面は当初沖積段丘面に

含められていたが（福田・羽鳥， 1952a,b；寿円， 1956;

寿円・羽鳥， 1958)，段丘面上にローム層が見出された

ことから，立川面に含められた（寿円 ，1961a,b, 1965; 

羽鳥ほか， 1962).

秋留台地の段丘面区分は，羽鳥・寿円 (1958b)，寿円

(1965, 1966, 1970), Juen (1966)に示され，最上位の

段丘は立 川 2面とされている ．山 崎 (1978)，武南

(1979)，阪ロ・大森 (1981)，角田 (1981a,1983b, c, 

1986b, 1992a, 1993)，秋川市 (1983,1984)，羽鳥 (1986),

国分・中山 (1996)，増渕 (2002)，増渕ほか (2002),

町田 (2004) もそれを踏襲しているが，鈴木 (1972) は

最上位の段丘を青柳面とし ，増渕ほか (2002) はその一
はんのう

部が立川 l面に相当する可能性を示した．飯能台地の段

丘面区分は ，野村 (1961)，寿円 (1970)，寿円 ・奥村

(1970)，国土地理院 (1972)，町田 (1973,1986, 2004), 

堀口 (1980a,b, 1986a, b)，飯能市 (1986),Machida, 

M. (1999)，埼玉県 (1999)，埼玉県西部地域博物館入間

川展合同企画協議会 (2004) に示されているが，段丘面

を覆うローム層とテフラの系統的な研究が行われていな

いために ，下末吉面，武蔵野面，立／1|面，沖積段丘面の

区分は各研究でかなり異なる．日野台地の段丘面区分

は，全体が下末吉面（壽円・羽鳥， 1954;羽鳥・寿円，

1958b ;寿円， 1958,1965, 1966 ;藤本ほか ，1962;関

東ローム研究グループ，1965;Juen, 1966;山崎，1978;

阪ロ・大森，1981;貝塚 • 松田 ， 1982 ;羽鳥， 1986;角

田・羽鳥 ，1995；羽息ほか， 1995,1996；角田ほか ，1996),

全体が武蔵野面（佐々木 ・橋本，1957;寿円， 1970;寿

円・奥村 ，1970；東京，1980a；町田 ，1984,2004; Machida, 

M., 1999)，北半部，南半部はそれぞれ下末吉面，武蔵野

面（上屋， 1989；角田清美 ，1991,1992b)という考えが

ある． 日野台地南縁の浅川沿いには ，立川面，青柳面と

される段丘面が記載されている（羽鳥・痔円 ，1958b; 
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浅井 矢部 ・青木 東木 槙山 矢部 青木・田山 大塚 貝塚
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階
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丘
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(T) (T) T2 

階

段 Pd 
丘 前成田段丘 前多摩段丘
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p 

第8.4図 1950年代までの関東平野の段丘面の対比

貝塚 (1958)による．本図の Du,面， Dub面．D¥.I/，而，A面は，それぞれ下末吉面，武蔵野面，立川面，沖積面

に相当する．

藤本ほか， 1962;寿円， 1965,1966, 1970; Juen, 1966; 

町 田， 1984;日野市， 1988；土 屋，1989；角田清美，

1991, 1992b; Machida, M., 1999)．成木）1|，黒沢川沿い

の段丘面の区分は ，木村 (1952,1958)，鈴木 (1972),

飯能市 (1986)，羽鳥ほか (1996)，青梅市 (1996)，角

田ほか (1996)，加住丘陵南の川口川 と北浅川による台

地を構成する段丘面の区分は，羽鳥・寿円 (1958b)，藤

本ほか (1962)，寿円 (1965,1966), Juen (1966)，鈴木

(1972)，阪ロ・大森 (1981)，北村 (1988)，棚 (1995),

羽鳥ほか (1996)，角田ほか (1996) に示されているが，

各研究でかなり異なる．

青梅市街地より西の多摩川の上流部では下位の段丘面

が上位の段丘面を覆い，段丘構成層は連続的に重なって

いる（松本 ・撰梅，1970；角田， 1981c,d, 1983d ;高

木， 1976,1990)．一方，下流部では立川面は低地の地下

の埋没段丘面及び沖積層基底の谷に連続する（貝塚，

1958;貝塚・成瀬， 1958;門村， 1961;羽鳥ほか， 1962;

Toya, 1962 ;池田， 1964a,b ;青木・柴崎，1966;町田

ほか， 1971;松田 ，1973; Kaizuka et al., 1977 ;海津，

1977;岡，1991; Kubo, 2002 ;杉原ほか ，2004)．武蔵
やなせ

野台地北部の不老川 ，柳瀬川，黒目川 ，白子川沿いの立

川面も同様に，荒川低地の地下の埋没段丘面及び沖積層

基底の谷に連続する (Shibasakiet al., 1971 ;松田磐余，

1974; Matsuda, 1974; Kaizuka et al., 1977;遠藤ほか，

1983;安藤・ 渡辺 ，1992,1996). 

武蔵野台地の段丘面を覆うローム層とテフラは，福

田 ・羽鳥 (1952a,b)以来，貝塚・戸谷 (1953)，寿円

(1956, 1965, 1966, 1970)，関東ロ ーム研究グループ

(1956, 1965)，貝塚・成瀬 (1958)，赤土研究グループ

(1959), Kanto Loam Research Group (1961)，羽鳥ほか

(1962), Toya (1962), Juen (1966)，岡崎 (1967),Kobayashi 

et al. (1968)，関東第四紀研究グループ(1969)，杉原

(1970a)，小林ほか (1971)，町田ほか (1971)，岡ほか

(1971)，鈴木 (1972)，杉原ほか (1972)，加藤・新堀

(1973)，町田 (1973,1986, 2004), Kaizuka et al. (1977), 

山崎 (1978)，武南 (1979)，角田 (1980,1981c, d, 1990a, 

1999, 2001a)，大倉ほか (1988)，松田ほか (1990)，岡

(1991), Machida, M. (1999)，松田 (2001)などで記載

された．山崎 (1978) は，段丘面を覆うローム層の層厚

とテフラ ，腐植土層の絶対年代（町田・鈴木， 1971;町

田ほか， 1971;町田 ・新井， 1976) から下末吉面，武蔵

野面，立川面の年代を見積もり，それは最近の広域テフ

ラの年代観に甚づき，久保 (1997)，山崎 (2006)で修

正された．武蔵野台地，飯能台地の変形については， 北

東への傾動（貝塚， 1957,197 4, 1987；堀口， 1974,1978), 

立川面形成時の西から東への傾動方向の変化 （寿円，

1961a, b, 1965, 1966 ; Juen, 1966)が提案されている．

武蔵野台地の段丘面の形成過程については，堆積物の粒
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径，河床縦浙面形（寿円， 1964,1965, 1966;Juen,1966; 

野上，1981;高木， 1976,1990)から論じられている ．

武蔵野台地の武蔵野面，立川面については，本報告で

は ， 段丘面上のローム層の層厚分布（貝塚•田村， 1976;

細野，1978;山崎， 1978;松田， 1986;松田・ 大倉， 1988;

大倉ほか， 1988;松田ほか， 1990; Hosono, 1993) と，

多数の研究で記載された段丘面を覆うテフラに基づい

て，山崎 (1978)，久保 (1988a)，鈴木 (2000b),Kubo 

(2002)の区分を修正した．武蔵野台地北西部から南部の

段丘面上のローム層の層厚を第 8.5図（細野，1978)に

示す．また ，立川 2面，青柳面 （本図幅の不老面を含む）

と指標テフラ ，ローム層の関係を第 8.6図（山崎，2006)

に示す．秋留台地の立川面の区分は，角田 (1981a,1983c, 

1986b)，秋川市 (1983,1984)，国分・中山 (1996)，増

渕 (2002)，増渕ほか (2002) とほぼ同じである ．飯能

台地の段丘面区分は各研究で異なるが，本報告では最も

発達の良い段丘面を立川 2面とみなし ，本図幅内の台地

南端の段丘面を青柳面とする．これは町田 (1986,2004), 

Machida, M. (1999) と同じである．日野台地では， 町

田 (1984)，日野市 (1988)，土屋 (1989)，島津ほか (1994)

で示されたテフラ，ローム層の層厚に基づいて ，町田

(1984)，角田清美 (1991,1992b)の武蔵野面 ，立川面

の区分を修正した．加住南丘陵と恩方丘陵の間の台地の

立川面については ，段丘面の連続性，藤本ほか (1962),

棚 (1995)で示されたテフラ，ローム層の層厚から， 日

野台地南縁の立川面と対比した． 山地，丘陵内を流れる

河川沿いの段丘面についてはほとんど記載がなされてい

ないので，その連続性，発達の程度から ，武蔵野台地の

武蔵野面 ，立川面に対比した．武蔵野面 ，立川面の区分

の修正点を ，以下にまとめる．

武蔵野台地の国分寺市並木町から本町の野川の支谷

（恋ヶ窪谷， 三ツ屋谷）沿いでは，ローム層の層厚が赤

羽面よりも小さく HK-TPに直上を覆われるので（岡ほ

か， 1971),そこを中台面に区分する．成増面が On-Pm

Iに直上を覆われるのに対して，小平市小川町から東で

はHk-OPに直上を覆われるので（岡ほか ，1971)，そこ

を成増面より新しい地形面とみなし，小平面と新たに命

名，定義する ．本図幅内の小平面の分布は鈴木 (1972)

に従うが ，その東への広がりは不確定である．東大和市

桜が丘から東では ，ローム層の層厚が国分寺市高木町か

ら東の赤羽面と同じであることから，そこを赤羽面に区

分する．狭山丘陵南東の柳瀬川と空堀川の間では，ロー

ム層の層厚が赤羽面より小さいことから ，そこを中台面

に区分する．柳瀬川 と黒目川は多摩川の名残川であり，

狭山丘陵南の空堀／1|と赤羽面の間と黒目川沿いには，久
あづま

保 (1988a)は黒目川面を設定している． 東 川，柳瀬川，

北川 ，前川 ，空堀／1|沿いの低地は ，武蔵野ローム層上部

に覆われることから（加藤・新堀， 1973など），現成の

氾濫原ではない．本報告では ，それらの河川沿いの低地

を黒目／1|面よりも新しい段丘面とし，空堀川面と新たに

命名，定義する．また ，黒 目川面と空堀川面の中間の段

丘を久米川面と新たに命名，定義する ．

□2m未満 匡 4m以上 冒冒6m以上 ● 8m以上冒冒10m以上

第 8.5図 武蔵野台地中部，南部の段丘面上のローム層の陪厚

紆附野 (1978)による．
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第8.6図 立川2面，青柳面と指標テフラ，ローム層との関係
山崎 (2006)による．青柳面は本報告の不老面を含む．1,ガラス質火山灰 (AT,UG)の層準； 2,黒土の基
底； 3及び4,立川2面上の水成層と風成ローム層の境界； 5及び 6,立川3面上の水成層と風成ローム層の境
界 (4及び 6は立川断層の隆起側，3及び 5は沈降側）．

武蔵野台地の国分寺市西元町から東の立川 l面の分布

は各研究で異なるが，本報告では段丘面上のローム層の

層厚に基づいた松田ほかの一連の研究（松田， 1986,2001; 

松田・大倉， 1988；大倉ほか， 1988;松田， 1990;松田ほ
みずほ

か，1990)に従う． 青梅市街地から瑞穂町箱根ヶ崎の立

JI|面は青柳面に区分される．そこから東の不老川沿いは

山崎 (1978)により 2つの段丘面に分けられたが，久保

(1988a)はそこを 1つの段丘面（不老面）とした．本報

告では山崎(1978)を踏襲し， 2つの段丘面のうち上位の

段丘面を青柳面とし，下位の段丘面を不老面として再定

義する ．なお，不老川沿いの段丘面は大宮図幅内の武蔵

野台地東縁では AT降下以前に離水しており，本図幅内

よりも古いという問題が残されている（安藤・渡辺，
とのがや

1996)．瑞穂町殿ヶ谷から立川市砂川町の立川断層の南
ざんぽり

西側では，残堀川が立川 2面を開析して浅い谷をなす．

この谷は殿ヶ谷より西の青柳面から連続するので，青柳

面に区分する ．しかし ，残堀川沿いの谷は立川 2面と同

程度の層犀のローム層に覆われる（山崎，1978)，ある

いは腐植土層のみに覆われる（角田ほか， 2005) という

報告もある ．霞川沿いでは，立川 2面と青柳面は入間川

との合流点から上流に向かって収敏し，入間市寺竹より

西では両者を区分できなくなる ．そこで，人間市寺竹よ

り西の霞川沿いの立川面を青柳面に区分する．青梅市藤

橋では，現河床との比高が約 1Illの段丘を覆うローム層

の基底にATが挟まれるとされるが（青梅市， 1995)，そ

の場合この段丘は立川 1面となる ．しかし，武蔵野台地

南縁の立川 l面の分布，勾配から ，霞川上流部に立川 l

面が分布するとは考えにくい．

日野台地北端の日野市新町から八王子市石川町では，

On-Pm Iに直上を製われることから（町田， 1984)，そ

こを成増面に区分する ．南半部の日野市大坂上から多摩

平ではローム層の層厚が 10-15mで（日野市， 1988),

北半部の所沢面よりも小さいことから，そこを成増面に

区分する．加住丘陵と恩方丘陵の間では，八王子市下恩

方町から諏訪町の北浅川の両岸で最も発達のよい段丘面

は，日野台地南縁の立川 2面に連続する．また， 川口川

沿いでは， 一般に 2-4m,最大で 5-6m の層厚の立川

ローム層に覆われることから（藤本ほか ，1962;桐，

1995)，そ の段丘面を立川 2面に区分する．また，北浅

川 ，川口川沿いの立川 2面の直下の連続性の良い段丘面
なり き

を青柳面に区分する ．成木川，黒沢川沿いでは，飯能台

地南端の立川 2面と青柳面は上流に向かって収紋し，人

間川と成木）1|の合流点より上流では両者を区分できなく

なる．そこで，本報告では，飯能台地の立川 2面，青柳

面から連続し ，成木川，黒沢川沿いで最も連続性のよい

段丘面を青柳面に区分する．これは飯能市 (1986) と同

じであるが，羽鳥ほか (1996)，角田ほか (1996)では

沖積段丘面としている．また ，青柳面の上位の段丘面の

うち，青梅市成木 ，富岡の成木川左岸に発達するものを

赤羽面に区分する．草花丘陵内の大荷田川 ，鯉川沿いで

も最も連続性のよい段丘面を青柳面に，それより上位の
やじ

段丘面を赤羽面に区分する．谷地川左岸， 川口川両岸の
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段丘面は日野台地南縁 ，加住南丘陵と恩方丘陵の間の立

/II 2面と青柳面が上流に向かって収敏したものであるこ

とから ，本報告では青柳面に区分する．また，その上位

の段丘面のうち発逹のよいものを赤羽面に区分する．

8. 2 高位段丘堆積物

本図幅内の高位段丘堆積物は，下位から豊岡層 ，芋窪

層，美根層， 所沢層である．また ，台地の地下には，所

沢階の前後の時代の地層の集合体である青梅層がある ．

8. 2. 1 豊岡層 (Thl)

地層名 本報告では ，福田・高野 (1951)の豊岡礫屠の

うち高位段丘堆積物を豊岡層と呼ぶ．上部豊岡礫層（町

田，1973).金子坂礫層 (Machida,M., 1999) に相当し，

瑞穂礫層の一部（藤本 • 福田， 1954 ；藤本ほか ，1954).

洪梢統の一部（山下ほか ，1955)の中で加治丘陵に分布

するものに相当する．藤本 (1977a)，松岡 (2004b)の
ぶし

豊岡礫層，松川ほか (2006)の豊岡層の中で下部は仏子

層に含まれ，上部は本報告の豊岡層に相当する ．
あらく

模式地 入間市新久の金子坂（付図の地点 21: Machida, 

M., 1999). 
うえこやた

分布 入間市新久の入間台団地から上小谷田の加治丘陵

東端に分布する．
あ ず や ま

地形 豊岡層の堆積面は ， 阿須山面（皆川•町田 ， 1 971),

狭山面（町田 ，1984; Machida, M., 1999) と呼ばれる．

阿須山面は，樹枝状の支谷の開析によって平坦面として

認めにくい．現在は人工改変が著しい．

層序東に数度傾く仏子層を水平に閉う ．基底から約

1 m上位に KMTを挟む多摩ローム層に覆われる（清水・

堀口， 1994).

層厚 約 10m.町田 (1973).Machida, M. (1999)でも

ほぼ同じである．松岡 (2004b)は約 30mとしているが ，

第8.7図盟岡層の円礫層
あらく

場所は入間市新久の金子坂の模式地（付図の地点

21)．この場所は逆帯磁ねじり鎌の長さは25cm. 

それには仏子層中の礫層の層厚が含まれている ．

層相 チャンネル構造が発達し ，洵汰の良い礫支持の中

礫～大礫サイズの円礫層からなる ．礫種は砂岩，泥岩，

チャートである．模式地 （地点 2l）では，層厚 10m以上

の最大径 15cmの円礫～亜1:g礫層からなる（第 8.7図）．

東への古流向を示すインブリケーションが認められる ．

礫は著しく風化している ．模式地以外では露出が悪 く，

層相の側方変化は不明である．守屋 (1967) は豊岡層を

融氷河性堆梢物としたが，第四紀後期に多摩川の上流部

に氷河が発達した証拠はない．豊岡層の層相は ，町田

(1973)，藤本 (1977a),Machida, M. (1999)，松岡(2004b)

に詳しく記載されている．

古地磁気 模式地（地点 21)の古地磁気極性は逆である

（第 6.2図，第 6.3固）．

年代 基底部に KMTを挟む多摩 Iローム層下部に覆わ

れることから，豊岡層の逆の古地磁気極性は Matuyama

Chronに対比される（第 8.2 図） • KMT と 豊岡層の間の

ローム層の層厚から両者に大きな時間間隙があるとは考

えられないので，本報告では豊岡層の年代を Matuyama-

Brunhes Chron境界に近い 80万年前ごろの前期更新世

末期とする．

いもくぼ

8. 2. 2 芋窪層 (Th2)

地層名 本図幅では，羽鳥 ・寿円 (1958b)の芋窪礫層

を芋窪層 と呼ぶ．狭山層 c部層（赤土研究グループ，

1959)，村山礫階（鈴木，1963) に相当する ．

模式地 羽鳥・寿円 (1958b)，町田 (1973) は，芋窪層

の模式地を東大和市芋窪の丘陵頂部としたが ，現在は都

市化により露頭が見られない．本報告では，瑞穂町石畑

の石畑公園東端（付図の地点 104) を新たに模式地とす

る．

分布 狭山丘陵全体の頂部に分布する． 狭山丘陵北西の

所沢市の地下の分布は ，竹越 (1991)に示さ れている．

地形 芋窪層の堆積面は狭山面と呼ばれる（皆川•町田 ，

1971)．狭山面は，樹枝状の支谷の開析によって特に丘

陵の西部では平坦面として認めにくい．

層序 狭山層を覆うが，東への傾斜は狭山層よりも有意

に小さい．基底から約 1m上位に KMTを挟む多摩ロー

ム層に覆われる（皆川•町田 ， 1971 ;町田ほか， 1974; 

関東火山灰グループ•関東平野西縁丘陵団体研究グルー

プ，1998;鈴木ほか ，1998;鈴木， 2000c;関東火山灰グ

ループ，2001; Suzuki, 2002；植木 ，2006b)．芋窪層を

毅う KMTは，所沢市上山口（地点125)，所沢市勝楽寺

の早稲田大学南（地点 115)，東村山市諏訪町（地点 128),

東大和市多摩湖の村山貯水池南東端（地点 126)などで

確認できる．

層厚 約 10m. 羽鳥・寿円 (1958b)，関東ローム研究グ

ループ (1965)，加藤 (1991b)でもほぼ同じである ．

地質構造 本報告では未測定であるが，走向 NW-SE,傾
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芋窪層

弟8.8図芋窪層とそれに不整合に疫われる狭山層

場所は瑞穂町石畑の石畑公園東端の模式地（付図の

地点 104). この場所の芋窪層は正帯磁ねじり鎌

の長さは 25cm. 

斜1゚N （加膝， 1991b) あるいは1゚ 以下で東に傾く（羽

鳥・寿円， 1958b).

層相 チャンネル構造が発達し，淘汰の良い礫支持の中

礫～大礫サイズの円礫層からなる．礫種は砂岩，泥岩，

チャート，花岡閃緑岩である．模式地では芋窪層が狭山

層を覆う（第 8.8図）．狭山層はシート状の層厚 10-20

cmの細礫，中礫層を挟む細粒～中粒砂層からなるが，

芋窪層はチャンネル構造が発達する層厚 2Ill以上の最

大径 30cmの円礫層からなる．礫支持で東への古流向を

示すインブリケ ーシ ョンが認められる ．礫は著しく風化

している．模式地以外では露出が悪く，層相の側方変化

は不明である． 守屋 (1967) は芋窪層を融氷河性堆梢物

としたが，第四紀後期に多摩川の上流部に氷河が発達し

た証拠はない．芋窪層の層相は，羽鳥 ・寿円 (1958b),

関東ローム研究グループ (1965)，藤本・羽鳥 (1966),

町田 (1973)，所沢市 (1980) に詳しく記載されている．

古地磁気 模式地 （地点 104)の芋窪層の古地磁気極性

は正である（第 6.2図，第 6.3図） ．また，東村山市諏

訪町では，芋窪層の直上のローム層の古地磁気極性は正

である（植木， 2006b).

年代 基底部に KMTを挟む多摩 Iローム層下部に覆わ

れることから， 芋窪層の正の古地磁気極性は Brunhes

Chron に対比される •KMT の年代と，ローム層の平均

堆積速度から ，芋窪層の年代は 73-60万年前と見積もら

れる （植木，2006b).

8. 2. 3 美根層 (Th3)

地層名 本報告では， 羽鳥・寿円 (1958b)の美根礫層

を美根層と呼ぶ．滝頁岩層の一部（東京都，1980a)に相

当する ．
さにゆう

模式地 羽鳥・寿円 (1958b) は，模式地を八王子市左入

町か ら拝島橋に至る国道16号線沿いとした． しかし ，本

報告では美根層の分布を見直したため，八王子市久保山

町の宇津木台中公園（付図の地点 83)を新たに模式地と

する ．

分布加住北丘陵東端の八王子市宇津木町か ら久保山町

に分布する．

地形 美根層の堆積面は美根面と 呼ばれる (Machida,

M., 1999)．美根面は開析が進んでいるが，平坦面は残

されている．現在は人工改変が著しい．

層序 東に数度傾く小宮層を水平に覆う．八王子市宇津

木町では ，基底に程久保軽石を挟む多摩ロ ーム層に覆わ

れる（倉川・間島， 1982).

層厚約 15m. 羽鳥・ 寿円 (1958b)，藤本ほか (1962),

関東ローム研究グループ (1965)，倉川 ・間島 (1982),

Machida, M. (1999)でも同じである．

層相 美根層は現在模式地以外で見られない．模式地

（地点 83)では洵汰の良い礫支持の最大径 10cmの円礫

層からなり，層厚は 1.5m以上である．礫種は砂岩，泥

岩，チャー トである．礫は著しく風化している．美根層

の層相は，羽鳥・方円 (1958b)，藤本ほか (1962)，関

東 ロ ー ム 研 究 グ ル ー プ (1965)，山本ほか (1980),

Machida, M. (1999) に示されている．
ほどく 1テ

年代 美根層は， HBPの下位の程久保軽石を挟む多摩 I

ローム層中部に覆われるが ，KMTには覆われない（倉

川 ・間島，1982)．この程久保軽石が ，皆川・町田 (1971)

の 3枚の程久保軽石のどれかは不明であるが， APmの年

代 (40-30万年前：鈴木・早川 ，1990など）と程久保第

2軽石の年代 (0.40士 0.17Ma:鈴木ほか ，1998) を考

慮すると，美根層の年代は 50-40万年前の中期更新世中

期と見積もられる．

8. 2. 4 所沢層 (Th4)

地層名 関東ローム研究グループ (1965) による．本報

告では，関京ローム研究グループ (1965),Kobayashi et 

al. (1968)，岡ほか (1971),Ill]田 (1973)，森ほか (1974)

の所沢台礫層 ，杉原ほか (1972) の所沢礫層を所沢層と

呼ぶ武蔵野台地の金子台では金子台礫層（杉原ほか，

1972;角田 ，1982d)，日野台地北半部では日野礫層， 日

野段丘礫層の一部（羽鳥・ 寿円，1958b;寿円， 1958; 
こびき

藤本ほか， 1962)，小比企礫層の一部（東京都 ，1980a)

に相当する．

模式地 東京西北部図幅内の所沢市本郷 （付図の地点

142:町田 ，1973).

分布 武蔵野台地の金子台，所沢台，日野台地の北半部

に分布する．青梅市今井の霞川河床にも露出する（角田，

2001a). 

地形 本報告では，所沢層の堆積面を所沢面と呼ぶ．所

沢面は東木 (1933) により武蔵野台地の所沢台で命名 ，

定義され， 町田 (1973) により金子台，日野台地にも拡

大された．武蔵野台地西部～中部では一般に下末吉面に

相当し，金子台では金子面 （東木， 1933；瑞穂町 ，1974a),

金子段丘（近藤 •岡田 ， 1 956) ，上位面（国土地理院，

1972)，上位段丘面（森川 ，1972b)，砂礫台地 GtJI面

（鈴木，1972)，三ツ原面（角田， 1980,1981c, d, 1982d), 
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第 8.9図 所沢陪を閲うローム層のコア写貞と柱状図
おんた 9} 

Hk-TP, Pm-I. SIPはそれぞれ箱根東京テフラ．御岳第 1テフラ， 三．色アイス軽石層．

金子台面（貝塚，1964；青梅市， 1995；角田ほか，1996;

角田， 1998,2004b)，火山灰台地 I （松丸， 1980a) に

相当する．日野台地では日野面（壽圃 ・羽鳥， 1954;寿

円，1958；角田，1992b)，日野 I面の一部（土屋， 1989),

日野台面（角田清美， 1991) に相当する．

一般に平坦面の保存はよいが，2-3mの起伏に富む．

武蔵野面，立川面に比べて谷が発達し ，開析が進んでい

る．立川面よりも勾配が小さく ，立川面との比高は東に

増大する ．金子台上には浅い谷や凹地が多数認められる．

層序 金子台，日野台地では東に数度傾く鮮新統及び下

部更新統を水平に閲い（山崎， 1978；角田 ，1980,1981c, 

d, 1982d)，所沢台では東京層を水平に覆う（貝塚， 1958;

町田，1973)．ただし ，この東京層は時代未詳の中部更新

統である．金子台，所沢台では層厚 6-11mのローム層

に覆われる（吉村，1941a,1943a ;貝塚， 1958;杉原，

1970a ;岡ほか， 1971;森｝II,1972b;杉原ほか ，1972;

加藤新堀， 1973；町田， 1973,2004；角田， 1980,1981c, 

d, 1982d, 1998, 2001a ;飯田，1984;大井町，1985青

梅市，1995; Machida, M., 1999)． 日野台地では層厚 9-

16 mのローム層に覆われるが（羽鳥・寿円 ，1958b;藤
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SIP 

第 8.10位l所沢層の亜円礫層とそれを毅う三色アイス軽石層

場所は所沢市本郷の所沢而の段丘崖（付図の地点 142)．左図は所沢層， 右図は礫層上面から約 50cm上位の下

末吉ローム層中にパッチ状にはさまれる三色アイス軽石層 (SIP)．メジャー，ねじり鎌の長さはそれぞれ 1m, 
25 cm. 

木ほか， 1962；鈴木， 1972；土屋， 1989；角田清美， 1991),

羽鳥・寿円 (1958a)，寿円 (1958,1961a) は所沢層を覆

ぅローム層の層厚を約 6mとしている． ローム層の碁底

から 1-1.5m上位には，SIPが挟まれる（杉原，1970a; 

町田，1971;岡ほか ，1971;杉原ほか ，1972;加藤 ・新

堀，1973;町 田，1973,2004 ; Machida, M., 1999)．な

お，守屋 (1970a,b, 1971)，守屋・堀木 (1970a,b) 

は，金子台，所沢台の所沢層を顎う SIPを登戸浮石 II（羽

鳥・寿円，1958a)に対比しているが，それは誤りである ．

入間市向陽台の彩の国入間公園におけるボーリン グコ

アでは，所沢層は層厘 10.6mのローム層，腐植土層に覆

われており，ローム層中には下位から SIP,On-Pm I, 

Hk-TPが挟まれる（第 8.9図）．所沢市久米の埼玉県立

所沢高等学校におけるボーリングコアでは，所沢層は層

厚 12.65mのローム層，腐植土層に覆われるが，ローム

層中には明瞭なテフラは見出されなかった．ま た，深度

8.9 m以下ではローム層は粘土化しており ，ボーリング

地点周辺では地下水面が高いことが推測される．

層厚 金子台では 10-19m （岡 ，1991;角田， 1998)で

あるが， 10m以下の場合もある（杉原ほか ，1972)．所

沢台では 5-10m （寿円， 1958；杉原ほか， 1972；加藤 ・

新堀，1973；町田 ，1973；岡，1991;竹越，1991)，日

野台地では 4-10m（羽鳥寿円 ，1958b；藤本ほか，1962;

日野市，1988;土屋， 1989)である．東京西北部図幅内

の所沢市中富の武蔵野面の地下では層厚は 28m とされ

るが（森ほか ，1974)，それには青梅層の層厚が含まれ

ていると思われる．

層相 金子台では径 2-5cmの亜円礫，亜角礫と径 10-

20 cmの円礫からなる礫層で，砂層，粘土層を挟む（角

田， 1980,1982d ;岡， 1991)．所沢台では洵汰の悪い中

礫～大礫サイズの円礫，亜円礫層で，巨礫を含む（杉原

ほか， 1972;町田 ，1973；岡， 1991;竹越，1991)．礫

種は堆積岩と石英閃緑岩である． On-PmI以下のロー

ム層は粘上化が著しい (133瀬・小沢，1971)．日野台地

北半部では未風化の中礫，大礫サイズの 円礫層からな

り，礫種は砂岩がほとんどである（羽鳥・寿円， 1958b;

藤本ほか， 1962)．守屋 (1967)は所沢層を融氷河性堆

積物としたが，第四紀後期に多摩川の上流部に氷河が発

達した証拠はない．

所沢層は現在本図幅内では露頭が見られないが ，東京

西北部図幅内の所沢市本郷の所沢面の段丘崖（地点 139)

で観察できる（第 8.10図）．ここでは，チャンネル構造

が発達する層厚 5m以上の礫支持の最大径 20cmの亜

円礫層からなり， 層厚数 10cmのシート状の洵汰の良い

中粒砂層を挟む．その上を層厚約 12.5mのローム層が

覆う ．所沢層の上面から約 50cm,約 150cm上位には ，

それぞれ層厚 5cmの SIP,層厚 15cmのOn-PmIが

ローム層中に挟まれる．

年代所沢面は従来 MIS5eの下末吉面とみなされるこ

とが多かったが ，金子台，所沢台の所沢面上には層厚 1-

1.5 mのローム層をはさんで MIS5eの SIPが重なること

から ，下末吉面より古い段丘面の可能性が示唆されてい

た（杉原， 1970a;岡ほか ，1971;守屋 ・堀木， 1970a;

杉原ほか ，1972;町田， 1973,2004; Machida, M., 1999). 

久保ほか (2000)，鈴木 (2000d)は，所沢面が MIS6に

形成された可能性を挙げている．

SIPは海成の下末吉面（淀橋面）の直上を覆うことか

ら，その年代は約 12.5万年前の MIS5eと見積もられる．

所沢面（所沢層）と SIPの間のローム層の層厚は l-l.5

mであり（杉原ほか， 1972)，当時のローム層の堆積速

度が AT降下以降と同じ約 10cm/1,000年（山崎， 2006)

で一定とすると ，所沢層の年代は SIPより 1-1.5万年古

い MIS6の 14-13.5万年前となる（第 8.1図）．

8. 2. 5 青梅層 (Th5)：断面図のみに示す

地層名 本報告では，寿円 (1964)の青梅砂礫層を青梅
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巨山地

illil]丘陵

戸］下末吉面区豆］御殿峠礫層

□]武蔵野面ビ門依知礫層□］如1|面 ［］向叩繹
二拝讐面応喜青囀屈

第 8. 11図 武蔵野台地西部の青梅層の分布

寿円 ・奥村 (1970)による．青梅層は斜線部の立

川面，武蔵野面の地下に分布する．

層と呼ぶ．新藤 (1968)のA8層，新藤 (1969)の東京層

群上部層の中部，上部に相当する．
はむら

模式地 青梅市東青梅から羽村市の多摩川左岸の段丘崖

（寿円，1964).

分布 多摩川上流の山間部の段丘面，武蔵野台地，秋留

台地の地下の埋没谷を埋積して分布する．五 日市図幅内

の奥多摩町白丸から青梅市街地では青柳層，拝島層の下

位（松本・撰梅， 1970；角田， 1981c；高木， 1976,1990), 

本閲幅内の青梅市街地から東大和市，小平市，青梅市街

地から福生市，昭島市と立川市の境界付近の武蔵野面，

立川面の各構成層の下位，東京西北部憫幅内の所沢市本

郷の所沢層の下位に分布する（寿円， 1964,1966, 1967, 

1968, 1969a, c ; Juen, 1966 ;寿円 ・奥村， 1970;山崎，

1978;角田， 1990a,1997b, 1999, 2002b, 2004b, c:角

田，1997bは角田，1999に引用されている；羽鳥， 2004a;

鈴木ほか， 2006a,b)．また， 瑞穂町から武蔵村山市南部

の立川断層の西側の地下には埋没谷があることから（角

田， 1982a),そこにも青梅層が分布する可能性が高い．
かみよつぎ

秋留台地では，あきる野市伊奈から上代継の立川面構成

層の下位に分布する（角田， 1981a,1986b；秋／1|市，1983;

増渕ほか， 2002)．武蔵野台地西部の青梅層の分布を第

8. 11図 （寿円 ・奥村， 1970)，第 8.12図（角田， 1999)

に示す．また ，秋留台地中部の青梅層の模式横晰面を第

8. 13図（角田， 1986b) に示す．

層序 秩父帯，鮮新統及び下部更新統を侵食した埋没谷

を埋積する ．所沢市本郷では芋窪層を覆う（寿円 ，1964).

層厚 武蔵野台地，秋留台地では ，それぞれ埋没谷の中

央部で 20-50m （寿円 ，1964,1969a, C ；寿円•奥村， 1970 ,

山崎， 1978；鈴木ほか， 2006a,b)，約 20m （角田， 1986a)

である．

層相 青梅層は現在観察できないが，かつては多摩／1|左

岸の段丘崖，武蔵野台地西部の武蔵野面，立川面上の砂

利採取の穴で見られた．また ，ボーリング資料か ら武蔵

野台地 ，秋留台地の地下に分布することがわかる ．

武蔵野台地の地下の青梅層は径 10cm以下の砂礫層か

らなり，堪質支持で斜交薬理が発達する（寿円， 1966,

1967, 1968, 1969a, C;寿円 ・奥村， 1970;角田， 1999).

礫はやや風化しており，加住層起源の軟らかい砂岩礫，

泥岩礫，ローム層起源の礫を含む．寿円 (1967,1968, 

1969c)，寿円・奥村 (1970) は，砂礫層中の粉状の粘土，

礫の形から青梅層を融氷河性堆梢物としたが，第四紀後

期に多摩川の上流部に氷河が発達した証拠はない．

年代 青梅層は，青梅市街地から東大和市，青梅市街地
ふ っさ

から福生市の武蔵野面，立川面の下，所沢市本郷の所沢

面の地下 ，秋留台地の立／l|面の地下に分布する．青梅層

は， MIS5eの段丘堆梢物（寿円，1964) あるいはそれよ

り古い段丘堆積物と考えられ（寿円， 1966,1968)，関

東平野南部の下総層群あるいは相模層群に相当する地層

とされた．角田 (1999)は，青梅層の基底の埋没谷は MIS

6に形成され，青梅層は MIS6-5eに堆梢した河成層と

した． 一方，高木 (1990) は多摩川の下流部の成増面と

青梅市街地より上流の青梅層の基底の埋没谷が連続する

とした．その場合，最近の武蔵野台地の段丘面の年代観

（久保， 1988a)から，青梅層の基底の谷の年代は MIS5a

となる．鈴木 (2000a)は， MIS5eの海成の下末吉面（淀

橋面） ，青梅市から福生市の青梅層の甚底の埋没谷 ，青梅

市街地より上流の青柳面の下の埋没谷が連続し，現河床

の縦断面と 同じ下に凸の形態を示すことから，青梅層の

碁底の埋没谷の年代を MIS5eとした（第 8.3図 ：鈴木 ，

2000a). 

関東平野西縁では，最終氷期に段丘面（武蔵野面 ，立

川面）が形成されたことを考えると，その地下の埋没谷

は間氷期に形成されたとするのが適当である．その場

合，埋没谷の年代は青梅市街地か ら福生市では MIS5a

（高木， 1990) あるいは MIS5e（鈴木， 2000a)となる

が，所沢市では所沢面が形成された MIS6以前の間氷期

(MIS7以前）となる．青梅層は ，異なる 間氷期から氷期

にかけて谷を埋積する地層の集合と考えら れる． 青梅層
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角田 (1999)による． 左図は青梅層の模式断面で，右図

にそれら断面の位寵が示されている ．青梅層は立川 2面
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角田 (1986b)による ．都立秋川高校のある秋留原面の地下の厚い段丘礫層が青梅層に相当する ．
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の堆栢は，下流部では早く終了し，上流では青柳面の形

成時の MIS2まで続いたと考えられる ．したがって，本

報告では青梅層の年代を中期更新世中期から MIS2まで

とする（第 8.1図）．

8. 3 武蔵野面構成層

本図幅内の武蔵野面構成層は，下位から成増層 ，小平

層赤羽層中台層，黒目川層久米川層空堀川層に

分けられる ．

8. 3. 1 成増層 (Tll)

地層名 本報告では， 小林ほか (1968),Kobayashi et al. 

(1968)の成増礫層を成増層と呼ぶ．杉原ほか (1972)は

小林ほか (1968),Kobayashi et al. (1968)の成増礫層の

分布域を豊島区以南に拡大し，再定義した．日野台地北

端，南半部では日野礫層，日野段丘礫層の一部（羽鳥 ・

寿円，1958b;藤本ほか ，1962;町田， 1984)，小比企礫

層の一部（東京都， 1980a) に相当する．
なります

模式地 Kobayashi et al. (1968)は成増層の模式地を東

京西北部図輻内の板橋区三園としたが ，それは武蔵野台
としま あさか

地東部の成増台，豊島台，朝霞台を構成する海成層であ

る．しかし ，河成の成増層の模式地は設定されていない

ので現在は露頭が見られないが， 町田 (1984) で記載

された日野市日野台の中央高速道路の切り通しを暫定的

に模式地とする ．
かみやがぬき

分布 武蔵野台地北縁の青梅市今寺から入間市上谷ヶ貫

の霞川右岸，日野台地北端の日野市新町から八王子市石

川町，日野台地南半部の日野本町から八王子図幅内の日

野市旭が丘に分布する．

地形 成増層の堆積面である成増面（小林ほか， 1968; 

Kobayashi et al., 1968) は武蔵野第 1段丘，武蔵野上位

面とも呼ばれ（寿円 ，1965,1966 ; Juen, 1966)，武蔵野

台地全体では武蔵野 1面 (M 1 面）の一部（貝塚 • 松田，

1982;羽鳥， 1986;久保， 1988a)，小金井市では桜町面

（有井ほか， 1968)に相当する．青梅市今寺から人間市上

谷ヶ貫の霰川右岸では武蔵野面（寿円， 1965,1966 ; 

Juen, 1966)，砂礫台地 GtII, Gt illの一部（鈴木， 1972),

藤橋面（角田 ，1980,1981c, d, 1982d ;青梅市，1995)

に相当する ．日野台地北端，南半部では下末吉面の一部

（寿円，1956,1965, 1966 ; Juen, 1966；藤本ほか， 1962),

砂礫台地 GtIIの一部（鈴木， 1972)，日野台面の一部，多

摩平面（角田清美， 1991,1992b)に相当する．

地形面は平坦で開析は進んでいない． 霞川右岸では，

霞川現河床との比高は ，東京都青梅市藤橋で 6-8m，埼

玉県入間市南峯の JR八高線金子駅付近で 12-14mであ

る．所沢面との比高は 2-5mである ．日野台地では所

沢面との比高は東に増大 し，台地東端では約 5mであ

る．多摩川現河床との比高は約 22mである ．

層序 霰川右岸では所沢層を毅い，日野台地では東に数

度傾く鮮新統及び下部更新統を水平に翌う ．霰川右岸で

は陪厚 7-9m （黒田ほか， 1972;角田， 1980,1981c, 

d, 1982d：冑梅市，1995)，日野台地北端では基底に On-

Pm Iを挟む層厚 10-13m （町田，1984；角田清美，1991)

のローム層に覆われる．

層厚 霞川右岸では 2m以上であるが，下位の所沢層と

の区別は困難である（角田， 1980,1981c. d, 1982d : 

青梅市， 1995)．日野台地では 4-8 mである（町田 ，

1984;角田清美， 1991).

層相 霞川右岸では径 10-20cmのインブリケーション

が発逹する礫層からなり ，礫種は砂岩が卓越する（角田 ，

1980, 1981c, d, 1982d :青梅市，1995)．最上部 1-2

mはシル ト層 粘土層からなり， On-PmIが挟まれる

（黒田ほか， 1972)．日野台地では径 10cm以下のインブ

リケーションが発達する亜角礫～亜円礫からなり ，最大

径 20cmの礫を含む（角田清美， 1991)．日野台地北端

では礫層からなり，最上部約 1mは砂層，シルト層から

なる（町田 ，1984). On-Pm Iは成増層中に挟まれる（土

屋， 1989)．日野台地南半部の日野市日野本町では未風

化の中礫～大礫サイズの円礫か らなり，礫種は砂岩が卓

越する（羽鳥 ・寿円，1958b;藤本ほか， 1962)．守屋

(1967)は成増層を含む武蔵野面構成層を融氷河性堆積

物としたが ，第四紀後期に多摩川の上流部に氷河が発達

した証拠はなし‘・

年代 成増層最上部は On-PmIを挟む（黒田ほか ，

1972;土屋， 1989) あるいは成増面（成増層）の直上を

On-Pm Iが覆う（町田 ，1984) ことから ，成増層の年代

をOn-PmIとほぼ同じ約 10万年前とする（第 8.1図）．

こだいら

8. 3. 2 小平層 (Tl2)

地層名 新称．

模式地 現在は露頭が見られないため ，本報告では岡ほ

か (1971) で記載さ れた小平市津田町の JR武蔵野線の

トンネルを暫定的に模式地とする ．

分布 本図幅内では武蔵野台地南部の小平市小川町から
めぐりた

回田町に分布するが，その東への広がりは不確定である．

地形 本報告では，小平層の堆積面を小平面と呼ぶ．小

平面は ，砂礫台地 GtII面 （鈴木，1972) に相当し ，武

蔵野面の一部（寿円，1956)，武蔵野第 1段丘，武蔵野

上位面の一部（寿円，1965,1966; Juen, 1966)，村山ー

入間面の一部（杉原ほか ，1972)，成増面の一部，武蔵

野 1面 (M1面）の一部（町田， 1973;貝塚•松田，

1982;羽鳥， 1986；久保， 1988a)，武蔵野段丘面 Iの一

部（角田ほか， 1996) に相当する．地形面は平坦で開析

は進んでいないが， 小平面上には多数の浅い谷や凹地が

認められる（小平町，1959;鈴木 ，1972)．段丘崖は明

確でないが，小平市小川町から回田町では等高線が東に

張り出しており，周囲の段丘面よりもやや高くなってい
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ることがわかる．

層序 東に数度傾く鮮新統及び下部更新統を水平に覆

い，東京層を水平に覆う． 一般に層厚 10m以上のロー

ム層に覆われ（黒田ほか， 1972;細野， 1978; Hosono, 

1993)，小平市津田町では基底から 50-80cm上位に Hk-

OPが挟まれる（岡ほか， 1971;黒田ほか， 1972:羽鳥，

1981). 

層厚 2 m以上（岡ほか ，1971).

層相礫層からなり，最上部 1.5mは砂層が卓越する

（岡ほか， 1971;黒田ほか， 1972).

化石 小平市津田町では， 寒冷な気候を示唆する トウヒ

屈(Picea)，ハンノキ属 (Alnus)，ハルニレ (Ulnusdavidiana) 

の材化石が産出し ，その］4C年代は 48,200年前以前であ

る（鈴木， 2003).

年代 小平層上面と Hk-OPの間のローム層の層厚は 50-

80 cmであり，当時のローム層の堆積速度が AT降下以

降と同じ約 10cm/1,000年（山崎， 2006)で一定とすると，

小平層の年代は Hk-OPより 5-8千年古い 9.3-8.5万年

前と見積もられる（第 8.1図）．

8. 3. 3 赤羽層 (Tl3)

地層名 杉原ほか (1972) は武蔵野台地東部の赤羽台，

本郷台の海成の赤羽面の構成層を赤羽砂層と呼び，武蔵

野台地南部の多摩）1|沿いの河成の赤羽面の構成層を武蔵

野礫層と呼んだ．本報告では両者を一括して累層とし ，

赤羽層と命名，再定義する ．福田・羽鳥 (1952a,b)，寿

円 (1965,1966), Juen (1966)の武蔵野礫層に相当する．

模式地 本報告では ，福田・羽鳥 (1952a,b) で記載さ

れた調布市から三既市の国分寺崖線沿いを河成の赤羽層

の模式地とする．

分布 武蔵野台地南部では，東大利市桜ヶ丘から東京西

北部図幅内の東久留米市，西東京市付近までの黒目川右

岸，東京西南部図幅内の大田区までの多摩川左岸に分布

する．武蔵野台地北部では，埼玉県入間市宮寺から川越

図幅内の川越市までの不老川と所沢面の間に分布する．

また，狭山丘陵西縁の瑞穂町長岡から箱根ヶ崎，栗原新
こまがたふじやま

田から駒形富士山では残丘状に点在する．霞川右岸では

青梅市今寺から今井に分布する．成木川左岸では青梅市

成木，富岡に分布する． 川口川では ，八王子市川口町か

ら犬目町の西岸に分布する。

地形 赤羽層から構成される赤羽面（杉原ほか， 1972)

は武蔵野 2面とも呼ばれ（寿円， 1965),一般に武蔵野

面と言う場合には赤羽面のことを指す．武蔵野台地全体

では第 1 段丘（郷原 ・ 豊田， 1953) ，立川—府中面，武蔵

野面の一部（寿円， 1956)，武蔵野第 2段丘，武蔵野中

位面（寿円， 1965,1966 ; Juen, 1966)，砂礫台地 Gtill 

面の一部（鈴木，1972)，本郷面，武蔵野 2面 (M2面）

（貝塚•松田， 1982 ;羽鳥 ，1986;久保，1988a) に相当

する．多摩川沿いでは村山ー入間面の一部，武蔵野段丘

（杉原ほか， 1972)，武蔵野 1面の一部，武蔵野 2面 (M

2面） （羽鳥， 1986；久保， 1988a)，武蔵野段丘面 Iの一

部，武蔵野段丘面 II （角田ほか， 1996) に相当し，特に

国分寺市付近では武蔵野第一段丘（多田・嘉山， 1947),

A面，第一段丘面（壽園， 1951)，本多面，内藤面（鈴

木・片山，1985),小金井市では本町面，東町面（有井

ほか， 1968) に相当する．瑞穂町長岡から箱根ヶ崎では

下末吉面（飯田， 1984) に相当する．武蔵野台地北縁の

霰川右岸では原今井面（角田， 1980,1981c, d, 1982d) 

に相当する．武蔵野台地北部（川越台地）では中位面

（国土地理院， 1972)，中位段丘面（森川 ，1972b)，武蔵

野面（町田， 1973)，武蔵野 2面 (M2面） （羽鳥， 1986;

久保， 1988a) に相当する．

地形面は平坦で開析は進んでいないが，赤羽面上には

比高 2-5mの樹枝状の浅い谷や凹地が認め られる（鈴

木， 1972;鈴木・片山 ，1985)．狭山丘陵の北では，所

沢市堀之内の早稲田大学北から東北東に流れる砂川堀な

どの河川に沿って，浅い谷が形成されている．霞川現河

床との比高は，青梅市今寺で 6-8m，今井で 2-4mで

あり，成増面との比高は 3-5mである．青梅市成木，

富岡の成木川左岸では ，現河床との比高はそれぞれ 15-

20 m, 20-30 mである．武蔵野台地南縁の赤羽面を含む

武蔵野面と立川 1面，立川 2面を分ける段丘崖は，国分

寺崖線（福田 ・羽鳥， 1952b)，国分寺―玉川崖線（大西，

1940) と呼ばれている（第 8.14図）．

層序 東に数度傾く鮮新統及び下部更新統を水平に獲

い，東京層を水平に毅う．成増層を覆う可能性もある．

成木川 ，黒沢｝1|沿いでは秩父帯を不整合に覆う．一般に

武蔵野台地南部では層厚 8-lOm,北部では層厚 6m程

度のローム層に覆われ（多田・嘉山，1947;寿円（壽

園），1951,1956, 1965, 1966 ;福田・羽鳥， 1952a,b; 

貝塚・戸谷，1953；佐々木・橋本， 1957;貝塚， 1958;多

摩地学会， 1958; Juen, 1966 ;森 川 ，1972b;鈴木，

1972; 貝塚•田村 ， 1976; 細野 ， 1 978 ;飯田， 1984;吉

村 ，1984;鈴木 ・片山， 1985；羽鳥， 1992;東日本旅客

鉄道株式会社東京工事事務所・東京電気工事事務所，

1992 ; Hosono, 1993；真崎， 1996；川合ほか， 2005,2006), 

基底から 70-180cm上位には Hk-TPが挟まれる（貝塚・

戸谷， 1953；寿円， 1956,1966；関東ローム研究グループ，

1 956; 近藤•岡田， 1956 ;岡ほか ，1971;杉原ほか ，

1972;羽鳥，1981;飯田， 1984 ；真崎， 1996) ．皆川•町

田 (1971)，鈴木・片山 (1985) は，国分寺市付近の Hk-

TP以下のローム層の一部を下末吉ローム層とした． し

かし，杉原ほか (1972) は， Hk-TP以下のローム層の層

厚は国分寺市付近と他の地域で有意な差がないこと，国

分寺市付近では赤羽層最上部のフラッドローム層が含ま

れている可能性を示し， Hk-TP以下のローム層を全て武

蔵野ローム層とした．入間市狭山ヶ原では，ローム層の

層厚は 3-4m と薄い（飯田， 1984)．青梅市成木，富
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野川
第 8.14図 赤羽面と立川l面を分ける国分寺崖線

国分寺市西元町の武蔵国分寺史跡（付図の地点 131の西）から北を見る．手前が立II I 1面， 崖線

の上が赤羽面崖の比高は約20m.

岡の成木川左岸では段丘面上にローム層は認められる

が，その層厚は不明である（青梅市 ，1995).

層厚 武蔵野台地の国分寺市では 2-12 m （寿円 ，

1956, 1965, 1966 ;佐々木・橋本， 1957; Juen, 1966 ; 

杉原ほか ，1972;鈴木 ・片山， 1985;松田 ，1986;東日

本旅客鉄道株式会社東京工事事務所 ・東京電気工事事務

所，1992；川合ほか， 2005)，小平市小川町では 10-15m 

（羽鳥， 1992)である．瑞穂町長岡から箱根ヶ崎では 2-

14 m （角田 ，1982d)，青梅市今井では llm以上（角田 ，

1980)である． 川越台地では 3-10 mである（町田 ，

1973). 

層相 国分寺市恋ヶ窪付近では中礫サイズの亜円礫層か

らなり ，大礫を含む（岡ほか ，1971)．本報告では，国

分寺市西元町の真姿の池湧水群裏の国分寺崖線（付図の

地点 131)で中礫，大礫サイズの円礫がローム層中に散

在しているのを確認した．青梅市今井では中礫層からな

り，巨礫を含む（角田， 1980)．その上位には層厚 1m 

以下のシルト層，粘土層が重なる．川越台地では中礫サ

イズの円礫～亜円礫層からなり ，上部は粘土層である

（町田 ，1973).

赤羽層を含む武蔵野面構成層を覆うローム層中には円

礫が含まれることがある（脇水，1918c；戸谷 ，1962；有

井，1965;有井ほか ，1968;細野， 1984a,b)．これは，

下位の段丘面の形成時に上位の段丘面上に溢流した洪水

堆積物の可能性がある ．しかし ，その詳しい分布，層序

は不明であるため ，本報告では新たに地層を命名 ，定義

せず，地質図には表現しない．赤羽層を主とする武蔵野

面構成層の礫径は ，寿円 (1961a,b, 1964, 1965, 1966), 

Juen (1966) に示されている．

化石 模式地では寒冷な気候を示す花粉化石を産出する

（寿円 ，1966).

年代 久保 (1997) は赤羽面（赤羽層）の年代を MIS5a

の約 8万年前としている．しかし，赤羽層上面と Hk-

TPの間のローム層の層厚は 70-180cmであり ，当時の

ローム層の堆積速度 が AT降下以降と 同 じ約 10

mm/1,000年（山崎，2006)で一定とすると ，赤羽層の

年代は Hk-TPより約0.7-1.8万年古い 8.3-6.7万年前とな

る（第 8.1図）．

8. 3. 4 中台層 (Tl4)

地層名 羽鳥ほか (1962)による．本図幅では，羽鳥ほ

か (1962)，寿円 (1965,1966), Juen (1966) の中台段

丘礫層 ，杉原ほか (1972)の中台礫層を中台層と呼ぶ．

模式地 羽鳥ほか(1962)は模式地を設定していない．本

報告では ，現在でも露頭が見られ，杉原ほか (1972)で
とどろき

記載された東京西南部図幅内の世田谷区等々力の等々力

渓谷を模式地とする ．
しんめい

分布 狭山丘陵南縁では武蔵村山市神明から東村山市秋

津町の空堀川左岸に分布し ，そこから東京西北部図幅内

の志木市までの柳瀬川右岸に分布する．また，国分寺市

並木町から本町の野川の支谷の恋ヶ窪谷，三 ツ家谷，

殿ヶ谷戸谷 ，本多谷沿いに分布する ．

地形 中台層から構成される中台面（羽鳥ほか ，1962)

は，武蔵野台地全体では武蔵野台第 3段丘，M 3面，武

蔵野下位面，中台段丘（羽鳥ほか ，1962;寿 円，

1965, 1966 ; Juen, 1966 ;貝塚•松田 ， 1 982) とも呼ば

れ，空堀川左岸では武蔵野面の一部（寿円， 1956；町田 ，

1973)，村山ー入間面の一部，赤羽面の一部（杉原ほか，

1972)，下末吉面の一部（山崎，1978；飯田， 1984)，成

増面 ，M 1 面の一部（貝塚•松田 ， 1982) ，武蔵野 3 面

の一部（羽鳥，1986),M 2面の一部（久保，1988a),

武蔵野立川中間面の一部（角田ほか， 1996)に相当する．

国分寺市恋ヶ窪周辺では恋ヶ窪面（鈴木 ・片山，1985)

に相当する ．地形面は平坦で開析は進んでいないが ，中

台面上には浅い谷や凹地が認められる（鈴木・片山，

1985)．国分寺市恋ヶ窪周辺では野川の支谷に開析され

ている．

層序 東に数度傾く鮮新統及び下部更新統，芋窪層を水

平に覆い ，東京層を水平に覆う．成増層 ，赤羽層を覆う

可能性もある．一般に層厚 5-7.5m （貝塚•田村 ， 1976),
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層厚 6-8m （細野，1978；鈴木・片山，1985; Hosono, 

1993)のローム層に覆われる．武蔵村山市本町では約 5

m （角田， 1998)，東村山市美住町，本町，久米川町，恩

多町，秋津町では層厚 4-6m （藁谷，1998)のローム層

に覆われる．東京西南部図輻内の調布市入間町，世田谷

区大蔵から等々力， 川越図幅内の大井町大井から亀久

保，川越市藤間，笠幡向台，今福中台では，ローム層の

甚底に Hk-TPが挟まれる（寿円 ，1965,

1966; Juen, 1966 ;杉原ほか， 1972).

層厚武蔵村山市本町では約 10mである（角田， 1998).

東村山市では一般に 5-10mであるが ，13m以上の場合

もある（薬谷， 1998).

層相 礫層を主体とし，最上部は砂層，シルト層からな

る場合もある（藁谷， 1998).

年代 Hk-TPに直上を覆われることから ，中台層の年代

をHk-TPと同じ 6.5-6万年前とする（第 8.1図）．

8. 3. 5 黒目川層 (Tl5)

地層名 羽鳥ほか (1983) による．本図幅では，羽鳥ほ

か (1983)の黒目川段丘の構成層，久保 (1988a)の黒目

川礫層を黒目川層と呼ぶ．

模式地 現在黒目JII層を見ら れる露頭はないが ，本図幅

では羽鳥ほか (1983)で記載された東京西北部図幅内の
たもんじまえ

東久留米市南沢の多聞寺前遺跡を暫定的に模式地とする ．
やな

分布狭山丘陵南縁の武蔵村山市本町から東久留米市柳
＜ぽ

窪の空堀川右岸に分布し，そこから東京西北部図幅内の

朝霞市までの黒目川沿いに分布する ．

地形 黒日川層から構成される黒目川面（久保， 1988a)

は，武蔵野面の一部（寿円， 1956)，村山ー入間面の一部

（杉原ほか， 1 972) ，成増面， Ml 面の一部（貝塚 • 松田，

1982)，武蔵野 3面の一部（羽鳥， 1986)，立川面の一部

（久保， 1988a)，武蔵野立川中間面の一部（角田ほか，

1996)に相当する ．地形面は平坦でほとんど開析されて
そらぽり

いない．空堀川右岸では最大幅約 2lill1で細長い平面形

をなす．小平市柳窪から北東では黒目川の源流部に開析

され，その谷底には立JII 2面が分布する．

層序赤羽層，中台層を下刻して水平に覆い， 一部は東

京層を水平に覆う可能性もある．一般に層厚 4-6 mの

ローム層に覆われる（細野， 1978; Hosono, 1993)．東

村山市富士見町，萩山町，恩多町では層厚 3.5-6 mの

ローム層に覆われる（藁谷， 1998)．東京西北部図幅内の
たもんじまえ

東久留米市南沢の多聞寺前遺跡は黒目川の支流の落合川

沿いの黒目川面上にあり，層厚約 20cmの Hk-CC5を基

底に挟む武蔵野ローム層に覆われる（羽鳥ほか， 1983).

層厚 空堀川，黒目川は名残川であることから，それら

はローム層のみを下刻し，黒目Jil層堆積時の谷底は芋窪

層，中台層の上面にほぼ一致すると考えられる．した

がって，黒目川層の層原は 1m程度と考えられる．東

村山市富士見町，萩山町，恩多町では層厚が 5-10m以

上であるが（薬谷， 1998)，それには赤羽層，中台層の

層厚も含まれていると思われる．

層相 礫層を主体とし，最上部は砂層からなる場合もあ

る（藁谷， 1998).

年代 黒目川面上の多聞寺前遺跡は， 4.6-4.4万年前の

Hk-CC5を基底に挟む武蔵野ローム層に覆われる ことか

ら，黒目川層の年代は約 5万年前と考えられる（第 8.1 

図） ．

8. 3. 6 久米川層 (Tl6)

地層名 新称．

模式地 現在久米川層が見られる露頭はないが，本報告

では所沢市久米川町の段丘崖を暫定的に模式地とする ．

分布 狭山丘陵東部の柳瀬川，東縁の北川，南縁の空堀

川沿いに分布する．

地形 本報告では，久米川層の堆積面を久米JII面と呼

ぶ久米川面は立川面（寿円，1965,1966 ;Juen, 1966; 

杉原ほか， 1972；町田， 1973)，砂礫台地 GtN+,GtNの

一部（鈴木， 1972) に相当する．地形面は平坦で開析さ

れていない．柳瀬川，北川 ，空堀川沿いでは一般に最大

幅 100-250mで細長い平面形をなすが，埼玉県所沢市諏

訪町から秋津町の北川 ，柳瀬川の右岸では紡錘状の平面

形をなす．

層序 東にlo程度傾く芋窪層を水平に覆う ．また，中台

層を下刻して水平に覆い ，東京層を水平に覆う可能性も

ある．東村山市秋津町では層）厚 4-5mのローム層に覆

われる（蒻谷， 1998).

層厚 柳瀬川とその支流の東川，北川，空堀川は名残川

であることから，それらはローム層のみを下刻し，久米

川層堆積時の谷底は芋窪層， 中台層の上面にほぼ一致す

ると考えられる ．したがって，久米川層の層厚は 1m程

度と考えられる．東村山市秋津町では層厚が 4-5mで

あるが（薬谷， 1998)，それには芋窪層，中台層の層厚

も含まれていると思われる．

層相礫層からなる（藁谷， 1998).

年代 久米川層，空堀川層を覆う ローム層の層厚は，黒

目川層とほぼ同じである． しかし，ローム層中のテフラ

の情報はなく， Hk-CC5と久米川層，空堀川層との関係

は不明である． したがって，久米川層，空堀川層は，黒

目川層よりも新しく ，立川 l層よりも古いとしか言えな

い．本報告では，久米川層，空堀川屠の年代を，広めに

見積もって 5-4万年前とする（第 8.1図）．

8. 3. 7 空堀川層 (Tl7)

地層名 新称．

模式地 現在空堀川層を見られる露頭はない．本報告で

は，藁谷 (1998)で記載された東村山市諏訪町の前川の

谷底を暫定的に模式地とする．

分布 狭山丘陵の北の所沢市上山口から大宮図輻内の埼
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ぁづま

玉県志木市までの柳瀬川と，その支流の東川，北川，前

川，空堀川沿いに分布する．

地形 本報告では，空堀川層の堆梢面を空堀川面と 呼

ぶ．空堀川面は砂礫台地 GtNの一部，谷底平野（鈴木，

1972)，沖梢面（杉原ほか， 1972;町田， 1973)に相当

する．また，柳瀬川 とその支流沿いの黒目川面（久保，

1988a) に相当する．地形面は平坦で開析されていない．

所沢面，中台面 ，久米川面を下刻した浅い谷底の低地を

なす．

層序 所沢層，赤羽層 ，中台層 ，久米川層を下刻して水

平に覆う ．一般に武蔵野ローム層上部と立川ローム層に

裂われ，それらをあわせた層厚は 3-5111である（黒田

ほか ，1972;加藤・新堀， 1973;久保 ，1988a)．本図輻

内の所沢市の東川の谷底では層厚1.5-2 111のローム層に

殴われる（吉村， 1941a)．東村山市諏訪町の前川の谷底

では層厚 4-5111のローム層に覆われる（臨谷，1998).

層厚 柳瀬川とその支流の東川，北川，前川，空堀川は

名残川であることから ，それらはローム層のみを下刻

し，空堀川層堆積時の谷底は赤羽層， 中台層 ，久米川層

の上面にほぼ一致すると考えられる ．したがって，空堀

川層の層厚は 1111程度と考えられる．東村山市諏訪町

では層厚が 4-5111であるが（藁谷， 1998)，それには中

台層，久米川層の層厚も含まれていると思われる．

層相 礫層からなる（岡ほか， 1971;邸谷，1998).

年代 久米川層と同様に 5-4万年前とする（第 8.1図） ．

8. 4 立川面構成層

本図輻内の立川面構成層は，下位から立川 l層，立川

2層，青柳層，不老層に分けられる．

8. 4. 1 立川 1層 (Tl8)

地層名 町田 (1971)による ．福田・羽鳥 (1952a,b) 

は，武蔵野台地の立川面の構成層を立川礫層と命名，定

義した．本報告では，立川面の中で立川 l面（町田 ，

1971) を構成する地層を立川 l層と呼ぶ．

模式地 現在立川 l層を見られる露頭はないが ，本報告

では国分寺市西元町から東京西北部図幅内の府中市若松

町の段丘崖を暫定的に模式地とする ．

分布 武蔵野台地南縁の国分寺市西元町から東京西北部

図幅内の府中市若松町に分布する．また ，東京西北部，

東京西南部図幅内の小金井市前原町から府中市多磨町，

三既市大沢，調布市西つつじ ヶ丘から世田谷区等々力に

も分布するが（東木，1933;福田・羽鳥 ，1952a;田上，

1953;町田， 1971;貝塚， 1979; 貝塚 • 松田， 1982; 松

田，1986,1990, 2001 ;松田 ・大倉， 1988；大倉ほか ，

1988;松田ほか， 1990; Kubo, 2002)，最も下流のもの

は立）ii2面という考えもある（杉原ほか， 2004).

秋留台地のあきる野市瀬戸岡の天神前遺跡やあきる野

市役所では，段丘礫層は立川ローム層全体に覆われる

（増渕ほか， 2002)．したがって ，これらの地点のある地

形面は武蔵野台地の立/II1面に相当し ，段丘礫層は立JII 

1層に相当する可能性がある．しかし，これらの地点と

秋留台地主要部の立／I/2面を分ける段丘崖は認められ

ず，立II I 1面の範囲を特定できなか ったので，本図幅で

は秋留台地に立川 l層を図示しない．

地形 立川 l層から構成される立/II 1面は，多くの研究

では立川 2面とその相当面に含まれている．東京西北部

図幅内では府中面の一部（角田ほか ，1998)，東京都調

布市西つつじヶ丘付近の武蔵野段丘と立川段丘の間の段

丘（福田 ・羽鳥 ，1952a)，調布市国領より下流の玉川段

丘（田上，1953)，小金井市の前原面（有井ほか， 1968)

に相当する．東木 (1933)は，多靡川下流部の左岸に立

川 l面に相当する段丘を認めたが，未命名である ．

地形面の保存はよく平坦で開析されていない．国分寺

市西元町から東では最大幅 2如nで舌状の平面形をな

す． 立川 1面上には段丘面を形成した当時の多摩川の流

路跡との東に 向 かう浅い谷が認められる（松田 ，

1986, 2001 ;松田 ・大倉， 1988;大倉ほか， 1988;松田

ほか， 1990)．また， 比高 15m程度の国分寺崖線の下に

は多摩川の名残川の野川が流れている ．立川 2面との比

高は 1-3mである ．立川 1面の勾配は現河床と比べて

大きく ，東京西南部図幅内の大田区田園調布本町から下

流では氾濫原の下に埋没する（町田，1971; Kubo, 1997-

1999, 2002). 

層序 本図幅内では，東に数度傾く鮮新統及び下部更新

統を不整合に覆う ．層厚 3-5mの立川ローム層と腐植

土層に覆われる（小林ほか ，1971；町田ほか， 1971；細

野， 1978；松田， 1986,1990, 2001；松田 ・大倉， 1988;

大倉ほか ，1988;松田ほか ，1990; Kubo, 1990, 1997-

1999, 

2002; Hosono, 1993)．立川ローム層の基底から 0.3-1.5

m上位には，第 2暗色帯と ATを挟む（松田 ・大倉，

1988). 

層厚 数 m （松田ほか ，1990).

層相 礫層からなる（松田ほか ，1990).

年代 Kaizuka et al. ( 1 977) ，貝塚 • 松田 (1982) ，久保

(1988a)では，立川 l面（立川 1層）の年代は約 3万年

前とされたが，最近の ATの年代観に基づくと， MIS3の

約 4万年前である（久保， 1997)．なお，東京西北部図

幅内の調布市富士見町の明治大学調布付属校用地では，

立川 l面を覆う立川ローム層下部中の腐植から28,000士

100 yrs BPの℃年代が得られている（野口ほか， 2006).

8. 4. 2 立川 2層 (Tl9)

地層名 Kaizuka et al. (1977)による ．本図幅では，立

川面の中で立川 2面 (Kaizukaet al., 1977)を構成する地

層を立川 2層と呼ぶ．秋留台地の武蔵野砂礫層（藤本，
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1932b) に相当する．

模式地 福田・羽鳥 (1952a)の立川礫層の模式地である

府中市の府中崖線沿いとする．

分布 武蔵野台地，秋留台地，加住丘陵南の川口川及び

北浅川による台地，飯能台地で最も発達のよい段丘面で

ある ．武蔵野台地では青梅市東青梅から府中市緑町に広

がり ，青梅市南部まで続く．また，あきる野市横沢から

二宮森腰（第 8.15図の地形面 72)の秋留台地主要部を

構成する．東久留米市下里から南西の黒目川源頭部，あ
あじる おお

きる野市網代の秋川右岸（地形面 92,95)，日の出町大

ぐの

久野落合（地形面 135,137)，平井塩田の平井川右岸（地
あしげた

形面 138,139)，草花丘陵南縁の日の出町足下田よ り下

流の平井川左岸（地形面 114,116, 119, 125, 129)，主

に川越図幅内の入間川の右岸，主に八王子図幅内の日野

台地南縁，八王子市下恩方町の東の北浅川沿い，八玉子

市川口町の南東の川口川沿いにも分布する．

地形 立川 2面は立川 2層から構成される．一般に立川

面と言う場合は立川 2面のことを指す．武蔵野台地では

一般に DuII面（貝塚，1958)，砂礫台地 GtN+（鈴木，

1972) に相当し，多摩川沿いの青梅市街地から東では府

努゚°
94 96一、 ’`-，‘̀ ‘一一 、， 9,` ＇二／ ツ V

箭盆□□
＇ 

) | |, 9 Nf
 

1 km 一I
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第 8.15図 多摩川，秋）ii,平井）1|沿いの立川2面より新しい段丘面の分布

本図と本文中に記載された地形面の数字が対応する．
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中面（壽圃 ・羽鳥 ，1954)，立 川 面の上位面（岡崎，

1967)，第 12段丘面（畦地， 1971:角田， 1981cに引用

されている），下位面 (I) （国土地理院， 1971)，箱根

面（瑞穂町，1974a)，新町面（角田， 1980,1981c, d, 

1982d ;青梅市， 1995)，福生市では第一段丘面（立川，

1 975) ，立川市では第 2 段丘 ，立川—府中面（郷原・豊田 ，

1953)，国分寺市では B面，第二段丘面（壽閻， 1951),

立／1|面，平安面（鈴木 ・片山 ，1985)，府中市付近では

府中調布運動侵食面（東木 ，1930b)，武蔵野第一段丘

（多田・嘉山，1947)，府中段丘，府中面（寿円， 1956; 

角田ほか， 1998)，府中市より東では玉川段丘（田上，

1953) に相当する ．秋留台地，平井川沿いでは上段段丘
あぷらだい

（東木， 1929-1930)，秋留面，油平面の一部（沢辺， 1956),
あきるつばら

砂礫台地 GtNの一部（鈴木， 1972)，秋留原面，秋留っ

原面（角田， 1981a,1983c, 1986b, 1992a；秋川市， 1983,

1984;国分・中山 ，1996；増渕，2002;増渕ほか， 2002)

に相当する． 日野台地南線では段丘面II(H野市，1988),

日野II面（土屋， 1989)，豊田面の一部（角田清美 ，1991,

1992b), /II口川沿いでは GtIII面（鈴木， 1972)，武蔵野
ならはら

面（阪ロ・大森， 1981)，楢原台地（北村 ，1988)，甲原

面，楢原面（棚，1995)に相当する．

武蔵野台地では地形面は平坦で開析されていないが，

青梅市街地東では網状の中州状の微高地と流路状の微低

地が認められる（岡崎，1967)．これらは，それぞれ立川

2面が多靡／1|の河床であった時の砂礫堆， 旧河道に対応

するものである．国分寺市西原町の東には東に向かう複

数の浅い谷があり ，府中市には立川 2面上の浅い谷から

延長して段丘崖（府中崖線）を開析する谷がある．これ

らは，立川 2面を形成した時の多摩川の流路跡と考えら

れている（松田， 1986,2001 ;松田・大倉，1988;大倉

ほか， 1988；松田ほか， 1990)．立川 2面上の浅い谷には，

“久保'’,‘‘窪”,“堀”のような地名が付けられている（松
かべ

田，1986)．多摩川現河床との比高は，青梅市河辺町で

35-36 m,福生市熊川で約 23m,立川市富士見町で 14-

15 m,府中市八幡町付近でで約 9rnである ．多摩川左岸

の立川 2面の勾配は現河床と比べて大きく ，東京西南

部図幅内の世田谷区二子橋付近より下流では，氾濫原の

下に埋没する ．霞川沿いでは氾濫原との比高は0.5-2 rn 

である．国分寺市東元町の野川沿いはその南の立川 2面

より 1-2m低くなっており，平安面と呼ばれている（鈴

木・片山，1985)．平安面は立川 2面と一連の地形面であ

り，立川 2面上の立川ローム層最上部が野川によって削

剥されたものとされている（鈴木 ・片山，1985)．青梅市

から府中市の立川 2 面の段丘崖は青梅—府中崖線（大西，

1940) と呼ばれ，昭島市から立川市では府中崖線（福
はむら

田・羽鳥， 1952a)，立川崖線（寿円，1956)，羽村市から

昭島市では五の神崖線（羽村町，1974)，羽村市北部では

羽村崖線（羽村町， 1974)，青梅市では青梅崖線（角田 ，

1981d)とも呼ばれる ．

秋留台地では地形面は一般に比高 1m程度の緩やか

な起伏を持つが，深さ 1-3mの浅い谷，凹地が多数認

められる（鈴木， 1972;秋川市，1983;国分・中 山，

1996；増渕， 2002；増渕ほか ，2002)．その中で顕著なも
ひきだ

のは，あきる野市引田の JR五日市線武蔵引田駅北東か

ら秋川駅南に向かう谷である ．秋川現河床との比高は，

秋川左岸のあきる野市伊奈で約 40m,二宮森腰で 26-28
すがおしけんざいけ

m,平井）1|左岸のあきる野市菅生四軒在家の鯉川右岸で

14-15m，草花小宮久保で 18-19m,草花草花で 21-23

mである ．秋川沿いの立川 2面の勾配は，秋）1|の現河床

の勾配，武蔵野台地の立川 2面の勾配よりも大きい．平

井川沿いでは立川 2面と現河床との比高は下流に増大す

るが ，それは現在でも平井川が上流への下刻を進行させ

ているためと考えられる（増渕，2002；増渕ほか， 2002).

層序 鮮新統及び下部更新統を下刻して水平に覆う ．青

梅市街地 ，羽村町から福生市では青梅層を水平に覆う．

武蔵野台地の一部では，黒目川層を下刻し水平に覆う．

成木川，黒沢川沿いでは秩父帯を不整合に覆う．武蔵野

台地の一部，秋留台地の一部では秋留原層に水平に覆わ

れる ．

武蔵野台地では埋没腐植土層の第 2暗色帯以上の立川

ローム層に覆われるが（松田， 1986,2001；松田・大倉，

1988,1989;大倉ほか ，1988;松田ほか， 1990)，ローム

層の層厚は0.5-3mで場所によ ってかなり異なる（多田・

嘉山，1947;新藤，1949；寿円（壽圃），1951,1956, 1965, 

1966, 1967;福田・羽鳥 ，1952a,b；郷原・豊田， 1953; 

佐々木・橋本， 1957; Juen, 1966 ;岡ほか， 1971;町田 ，

1973；高橋， 1977;矢島， 1977a,b；昭島市， 1978;星野，

1978 ;堀江， 1979；武南， 1979；角田， 1980,1981c, d, 

1990a, 1995, 1998, 1999 ;鈴木・片 山， 1985;松田 ，

1986, 2001 ;福生市の自然史を研究する会，1987;松

田・大 倉， 1988,1989 ;大倉ほか ，1988;松田ほか，

1990 ; Kubo, 1990, 1997-1999, 2002 ;岡 ，1991;北村 ，

1994;青梅市，1995;中山ほか， 1998)．それは，段丘

礫層の上面の世l凸を埋めて堆積するフラッドローム層の

層厚を含んでいるためと考えられる ．UG以下の風成

ローム層の層厚は 50-80cmである（山崎， 1978)．ロー

ム層の上位には層厚 30-80cmの腐植土層が重なる（山

崎， 1978；青梅市，1995).

秋留台地では 0.5-2mのローム層，層厚 30-50cmの

腐植土層に覆われる（沢辺， 1956；秋）1|市， 1983,1984; 

角田 ，1986b)．日野台地南縁では約 2.5mのローム層に

覆われる（土屋， 1989)．八王子市川口町東部から中野上

町の川口川両岸では，層厚が一般に 2-4m,最大 5-6

mの立川 ローム層に覆われる（藤本ほか， 1962；棚，

1995)．こ こでのローム層は他の地域と比べて層厚が大

きいが，ローム層中には Hk-TPテフラがはさまれない

ことから ，立川 ローム層と考えられている（藤本ほか ，

1962)．立川 2層の礫の大きさ，種類は，谷津 ・大塚
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(1948a, b)，寿円 (1961a,b, 1964, 1965, 1966), Juen 

(1966)，福生市の自然史を研究する会 (1987) に示され

ている．

層厚武蔵野台地では 1.5-10mであるが， 5m以下のこ

とが多い（福田・羽鳥， 1952a;郷原・豊田， 1953；寿

円， 1956,1965, 1966, 1967；佐々木 ・橋本， 1957;赤

土研究グループ，1959; Juen, 1966 ;町田， 1973;星野，

1978；高橋， 1977；矢島， 1977a,b ;昭島市， 1978；武

南，1979;角田， 1980,1981c, d, 1982d, 1990a, 

1995, 1999；鈴木・片山 ，1985;岡，1991；北村， 1994).

秋留台地では 3-6m （沢辺 ，1956；秋川市， 1983)，日

野台地南縁では 4-6 mである（土屋， 1989;角田 ，

1992b). 

層相 武蔵野台地の多摩川沿いでは細礫層，砂層を挟む

淘汰の悪い径 5-20cmの亜円礫層からなり，径 50cm以

上の巨礫を含む（寿円， 1965；武南，1979；角田，1980;

北村，1994;比田井， 1995;青梅市， 1995)．現河床の

礫層よりやや固結している．礫種は砂岩が卓越し，泥

岩，チャート，石灰岩を含む．砂礫の中央粒径の減少率

は現河床よりも大きい（寿円， 1966)．最上部は層厚 l

m以下の砂層，シルト層， 粘土層からなる場合が多く（福

田羽鳥，1952a；寿円， 1956,1965, 1966；角田， 1980),

このフラッドローム居中には ATが含まれる場合がある

（山崎，1978)．黒目川源頭部の東村山市萩山町では層厚

1.5 mの立川 2層が黒目川層を覆い，層厚 2mのローム

層に覆われる（岡ほか， 1971)．東久留米市下里では，

立川 2層を含む層厚 10m以上の砂礫層が層厚 2.5-3m 

のローム層に覆われる（堀江， 1979)．本報告では青梅市
おざくだい

小作台（付図の地点 45)で立川 2層が観察できた（第

8. 16図）．そこでは，立川 2層は層厚 60cm以上の礫支

持の円礫～亜円礫からなる．チャンネル構造が発達し，

淘汰は良く，南東への古流向を示すインブリケーション

が見られる．礫種は砂岩がほとんどで泥岩，チャートを

含む．

立川口

第 8.16図 立川2層の円礫層 立川2層

おざくだい

場所は青梅市小作台（付図の地点 28)．ねじり鎌

の長さは 25cm. 

秋留台地では径 10-20cmの亜円礫層からなり ，径 40

-50 cmの礫を含む（沢辺，1956；秋川市，1983;角田，

1986b)．最上部は砂層からなる場合がある．礫種は砂

岩がほとんどで，チャート，石英閃緑岩，凝灰岩を少量

含む．礫層の上面には当時の河床の砂礫堆に対応した東

西方向の凹凸がある（角田， 1986b)．平井川沿いでは秋

留原層に覆われるため，ローム層はほとんど分布してい

ない（秋川市， 1983;角田， 1986b;増渕， 2002;増渕

ほか ，2002)．日野台地南縁では砂礫層からなる（土屋，

1989 ;角田， 1992b).

化石 福生市で産出する花粉・胞子化石は草本類が卓越

し，広葉樹がそれに次ぐ（徳永 ，1979).

年代立｝ii2面（立川 2層）の年代は約 2万年前（Kaizuka

et al., 1977 ;貝塚•松田 ， 1982; 久保 ， 1988a) ，約 1.6 万

年前（山崎，1978) とされたが ，最近の ATの年代観に

基づくと MIS3-2の3-2万年前（久保， 1997) あるい

は約 2.1万年前（山崎， 2006)である．本報告では，立

川 2層の年代幅をあえて広くとり 3-2万年前とする（第

8. 1図）．秋留台地の立川 2層を覆うローム層中の暗色

帯の℃年代 (17,000土400yrs BP:角田，1993) は，こ

の年代と調和的である．

8. 4. 3 青柳層 (TllO)

地層名 本報告では，福田・羽鳥 (1952a,b)の青柳礫

層を青柳層と呼ぶ

模式地 国立市青柳の谷保崖線沿い（福田・羽鳥，1952a).

分布 多摩川上流の山間部では五H市図幅内の奥多摩町
ひかわとけ

氷）1|登計から二俣尾に点在し（高木， 1976,1990)，青
ひなたわだ

梅市日向和田から青梅市街地では連続的に分布する（た

だし，高木， 1976,1990,角田， 1981c,dでは立川面と

なっている）．本図幅内の多摩川左岸では，青梅市東青

梅から羽村市小作台（第 8.15図の地形面 11)，羽村市

羽加美から五の神（地形面 19)，昭島市緑町から立川市富

士見町（地形面 30)，立川市柴崎町から国立市谷保の谷

保天満宮，多摩川右岸では，青梅市友田町（地形面 53),

八王子市小宮町に分布する．武蔵野台地北部では，青梅

市街地から瑞穂町箱根ヶ崎を経て ，狭山丘陵北では埼玉

県入間市上藤沢まで不老川左岸に分布し ，狭山丘陵南で

は立川市砂川町まで残堀川沿いに分布する．霞川沿いで
もろおか てらだけ

は青梅市師岡町から埼玉県入間市寺竹，入間市中神から

豊岡に分布する．秋川左岸ではあきる野市伊奈から上ノ

台（地形面 66)，あきる野市上代継から油平吉野台（地

形面 77)，雨間塚ノ下（地形面 83)，秋留（地形面 84),

秋川右岸ではあきる野市網代（地形面 98) に分布する．
どうじょう

平井川沿いでは，日の出町大久野落合から平井道場の両

岸（地形面 108,111,136,142)，大久野玉の内から下

流の玉の内川両岸，平井の谷戸川両岸，足下田川両岸に

分布する．入間川左岸では飯能市岩沢南端，入間川右岸

では飯能市落合に分布する．谷地川右岸では日野台地北
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西縁の八王子市石川町から日野市新町，浅川左岸では 日

野台地北東端の日野市日野，北浅川左岸では八王子市諏

訪町から中野上町に分布する ．山地 ，丘陵内を流れる成

木川，黒沢川，大荷田川，鯉川，谷地川，）1|口）ii'北浅

川沿いでは，源頭近くまで断続的に分布する ．

地形 青柳層から構成される青柳面（福田・羽鳥， 1952a,

b)は一般に立川 3面 (Tc3面）と呼ばれ (Kaizukaet al., 

1977)，霞川上流では，“コウチ田”とも呼ばれる（角田 ，

1982d). 

多摩川左岸の 地形面 11では立川面の 一部（寿円 ，

1956, 1965, 1966 ; Juen, 1966)，立川面の南部下位面

（岡崎，1967)，第 12段丘面の一部（畦地， 1971:角田 ，

1981bに引用されている），下位面 (I)の一部（国土地

理院， 1971)，砂礫台地 GtN＋の一部（鈴木，1972:角

田，1981cにより細分されている） ，青梅面（角田， 1980,

1981c, d, 1982d ;青梅市，1995)，地形面 19では砂礫

台地 GtN（鈴木，1972)，羽ヶ下段丘面，羽ヶ下面（角

田，1990a,1999)，地形面 30では沖積段丘① （羽鳥・寿

円，1958b)，砂礫台地 GtN（鈴木，1972)，多摩川右岸の

地形面 53では，拝島面の一部（寿円， 1956,1965, 1966; 

Juen, 1966)，第 14段丘面の一部（畦地 ，1971)，下位

面 (II)の一部（国土地理院， 1971)，砂礫台地 GtN+

の一部（鈴木， 1972)，中郷面（久保田 ，1977)，天ヶ瀬

面（角田 ，1981c,d)に相当する．武蔵野台地北部の青

梅市街地から狭山丘陵北の入間市上藤沢までの不老川左

岸，狭山丘陵南の瑞穂町殿ヶ谷では立川面の一部（寿円 ，

1956, 1965, 1966; Juen, 1966；羽鳥， 1986)，立川面の

北部下位面（岡崎，1967)，第 12段丘面の一部（畦地，

1971)，下位面 (I)の一部（国土地理院，1971)，下位

面（国土地理院， 1972)，砂礫台地 GtN＋の一部（鈴木，

1972)，新町面の一部（角田 ，1980,1981c, d, 1982d), 

不老面の一部（久保， 1988a)，瑞穂町殿ヶ谷から立川市

砂川町の残堀川沿いでは立川面の一部（山崎，1978;久

保，1988a)，霞 川 沿いでは武蔵野面の一部（寿円．

1956, 1965, 1966 ; Juen, 1966)，新町面（角田， 1980,

1981c, d, 1982d ;大角 ・角田 ，1981;青梅 市，1995)

に相当する．

秋川，平井川沿いでは一般に新井面に相当するが（角

田，1981a,1983c, 1986b, 1992a, 1993;秋川市，1983,1984; 

国分・中山 ，1996；増渕， 2002；増渕ほか ，2002)，地

形面 66では増戸駅面（沢辺 ，1956)，沖積段丘① （羽

鳥 ・寿円， 1958b)，地形面 77では油平面の一部（沢辺，

1956)，立）II面の 一 部（羽 鳥 ・寿円， 1958b;寿円，

1965, 1966;Juen, 1966)，横吹面の一部（角田， 1981a,

1983c, 1986b, 1993 ;秋川市 ，1983,1984 ;国分 ・中山 ，

1996;増渕，2002;増渕ほか， 2002)，地形面 83では立

川面の一部（羽鳥 ・寿円， 1958b;寿円，1965,1966 ; 

Juen, 1966)，横吹面（角田 ，1981a,1983c, 1986b, 1993; 

秋川 市， 1983,1984 ;増渕， 2002;増渕ほか， 2002),

地形面 84では秋留面の一部（沢辺， 1956)，立川面の一

部（羽鳥 ・寿円，1958b)，秋川右岸の地形面 98では沖

積段丘② （羽鳥・痔円， 1958b)，拝島面の一部（寿円 ，

1965, 1966 ; Juen, 1966)に相当する．平井川とその支

流沿いでは地形面 111,142が秋留原面の一部に相当す

るのを除き ，氾濫原（角田， 1981a,1983c, 1986b, 1992a, 

1993 ;秋川市， 1983,1984 ;国分・中山 ，1996;増渕，

2002；増渕ほか ，2002)に相当する．入間川左岸の飯能

市岩沢では立川面（堀口， 1986a,b;埼玉県， 1999),

拝島面（寿円 ，1970)，浅川左岸では立／1|面の一部（藤本

ほか，1962;寿円 ，1965,1966 ; Juen, 1966)，段丘面 I

（日野市，1988)，豊田面の一部（角田清美， 1991,1992b), 

日野1I面（土屋， 1989)に相当する．成木川，黒沢川沿

いでは未命名の段丘面（木村 ，1952,1958)，下1立面（角

田， 1981b；青梅市， 1995)，草花丘陵内の大荷田川沿い

では上位面，下位面（角田 ，1981b)，鯉川沿いでは秋留

原面（角田 ，1981a,1983c, 1986b, 1992a ;秋 川 市，

1983, 1984 ;増渕，2002;増渕ほか， 2002) に相当す

る．川口川沿いの八王子市犬目町から暁町，中野上町で

は氾濫原（藤本ほか， 1962;寿円， 1965,1966; Juen, 

1966)，砂礫台地 GtN+（鈴木， 1972)に相当する ．

地形面は平坦で一般に開析されていないが，上位の段

丘面の直下には青柳面が河床であったときの蛇行流路の

跡が認められる（寿円， 1965)．青梅市東青梅より下流の

多摩川沿いでは，最大幅 400-800mで細長い平面形をな

す．多摩川現河床との比高は ，青梅市東青梅で約 40m, 
はねなか あきしま

羽村市羽中で約 28m,昭島市緑町で約 20m, 国立市谷

保で約 13mである． 多摩川左岸の青柳面の勾配は現河

床，立川 2面と比べて大きく ，国立市より下流では扇状

地の下に埋没する ．昭島市から立川市の青柳面の段丘崖

は，谷保崖線（福田・羽鳥 ，1952a)，青柳崖線（寿円，
はねにし

1956) と呼ばれている．また，羽村市羽西から羽村市

緑ヶ丘の羽村市役所に至る立川 2面，青柳面と拝島面，

天ヶ瀬面を分ける段丘崖は，羽村崖線と呼ばれている

（羽村町， 1974).

秋／1|沿いでは最大輻 300-400mで細長い平面形をな

す．あきる野市雨間塚ノ下では残丘状である．秋／1|現河

床との比高は，あきる野市伊奈で 29-32m,秋留で 30-

32mである．八王子市諏訪町より下流の北浅川沿いで

は，最大幅 400mの細長い平面形をなす．北浅川現河

床との比高は ，八王子市四谷町で約 10mである ．山地，

丘陵内を流れる成木川，黒沢川沿いでは最大幅 100-250

mで，現河床との比高は上流に向かって減少し ，縦断面

は収敏する ．例えば，成木／1|現河床との比高は，青梅市

成木 3丁目では 6-8m,成木 4丁目では 3-4m,成木

5丁目 では約 2mである．黒沢川現河床との比高は ，東

京都青梅市富岡で約 7m,小曾木 5丁目で約 5m,小曾

木 3丁目で約 3-4mである．大荷田川 ，鯉川，谷地川 ，

川口川 ，北浅／1|沿いでも ，現河床との比高は 5-6m以
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下であり，上流に向かって減少する．

層序 秩父帯，四万十帯，東に数度傾く鮮新統及び下部

更新統を水平に覆う．多摩川左岸の青梅市東青梅では青

梅層を水平に覆う．武蔵野台地では層厚 25-55cmの風

成の立川ローム層最上部（青柳ローム層）に覆われ（町

田， 1973；山崎， 1978),UG以下の風成ローム層の層厚

は20-35cmである（山崎，1978)．その上には層厚 30-

130 cmの腐植土層が重なる（寿円 ，1956;羽鳥ほか ，

1962 ;山崎，1978;角田， 1981c,d)．多摩川沿いの青

柳屠を稜うローム層の層厚は50cm-lm以上になる場所

もある（福田・羽鳥， 1952a,b ;寿円， 1956,1965, 

1966; Juen, 1966；佐々 木・橋本， 1957；町田，1973,1984; 

角田 ，1981c,d, 1982d, 1990a, 1996a, 2002b;青梅市

遺跡調査会，1994;真崎，1996)．しかし，段丘礫層の

上面は凹凸に富み，それを埋めてフラッドローム層が堆

積していることから（岡崎， 1967)，従来の研究の青柳

面上の厚いローム層にはフラッドローム層が含まれてい

る可能性が高い．

秋留台地では層厚 20--40cmのローム層と層厚 30--50

cmの腐植土層に覆われる（角田 ，1981a,1986b,1993; 

秋川市， 1983,1984；国分・中山 ，1996)．八王子図幅

内の日野台地南東縁では層厚約 70cmのローム層に覆わ

れる（土屋，1989)．特に，日野市神明の市役所南では

層厚 2.5mの青柳スコリアを挟む青柳ローム層と層厚

4.5mの腐植土層が覆う（竹迫ほか ，1984)．川口川左岸

の八王子市犬目町から中野山王では ，立川 2面と同様に

層厚は一般に 2-4m であり ，最大 5-6mの立川ローム

層に覆われる（藤本ほか ，1962；桐， 1995).

層厚 武蔵野台地の多摩川左岸，霞川沿いでは 0.5-4 m 

である（福田・羽鳥，1952a；寿円 ，1956,1965, 1966 ; 

Juen, 1966；佐々木・橋本，1957;町田， 1973;昭島市，

残堀川

第 8.17図 青柳層の円礫層

1978;角田， 1981c,d, 1990a, 1996a, 1999, 2002b)．秋

留台地では 2-3mである（角田， 1981a,1986b,1993). 

日野台地北縁では約 2m （藤本ほか， 1962)，八王子図

幅内の日野台地南東縁では約 4 mである（土屋， 1989).

成木川沿いでは 5m以下，黒沢川沿いでは 2-6mであ

る（角田， 1981b;青梅市，1995).

層相 多摩川沿いでは洵汰の悪い径 2-10 cmの亜角礫

～円礫層からなり，大礫～巨礫を含む（寿円， 1956,1965, 

1966; Juen, 1966;角田， 1980;角田， 1982d)．層原が

大きい場所では ，最上部の 0.5-1.5mは砂層，シルト層，

粘土層からなる（福田・羽鳥 ，1952a;寿円 ，1956,1965,

1966 ; Juen, 1966 ;角田 ，1980;真崎，1996)．武蔵野

台地北部の青梅市街地から狭山丘陵北の人間市上藤沢，

丘陵南の瑞穂町殿ヶ谷では ，層厚 30cm以上の礫層の上

を層厚 20-50cmの砂層，シルト 層が覆う（山崎，1978).

霞川沿いの入間市小谷田では層厚 1.5mの礫層からなる

（町田， 1973)．本報告では，瑞穂町箱根ヶ崎の中宿橋付

近の残堀川の改修工事露頭（付図の地点 100)で青柳層

が観察できた（第 8.17図）．青柳層は層厚 3.5m以上の

最大径 10cmの礫支持の亜円礫層からなり ，層厚数 10

cmのレンズ状の中粒砂層が挟まれる．洵汰は良くチャ

ンネル構造が発達する．ローム層との関係は不明であ

る．

秋川沿いでは礫層からなる（秋川市，1984;角田 ，

1986b)．八王子図幅内の日野市の日野市役所南では ，層

厚 1m以上の廂層と層厚 1mの砂層からなる（竹迫ほ

か， 1984)．成木川 ，黒沢川沿いでは砂礫層，礫層からな

る（角田，1981c;青梅市，1995)．成木川の支流の二本

竹）1|沿いでは径 2-5cmの円礫からなり，径 5cm以上

の大礫を含む（角田 ，1981c)．青柳層の礫径は寿円(1963,

1964, 1965, 1966), Juen (1966) に示されている．

場所は瑞穂町箱根ヶ崎の残堀川の改修工事露頭（付図の地点 100)．この露頭は現在消滅している．法面によっ
てローム層との関係は不明． 右図の鎌の長さは 1m. 
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化石 福生市で産出する花粉 ・胞子化石は草本類，シダ

類が卓越し，やや冷涼な気候を示唆する樹木を含む（徳

永 ，1979).

年代 青柳面（青柳層）の年代は， Kaizukaet al. (1977) 

では約 1.5万年前，山崎 (1978)では約 1.4万年前とさ

れたが ，最近の ATの年代観に基づくと 1.7-1.5万年前（久

保， 1997;山崎，2006)である（第 8.1固）．

としとらず

8. 4. 4 不老層 (Till)

地層名 本図幅では，久保 (1988a)の不老面の構成層を

不老層と呼ぶ

模式地 久保 (1988a)は模式地を設定していない．現在

不老層が見られる露頭はないが，本報告では山崎 (1978)

で記載された狭山市南入曽付近を暫定的に模式地とする．

分布 武蔵野台地北部の瑞穂町駒形富士山から狭山市南

入曽の不老川沿いに分布する．

地形 不老層から構成される不老面は ，山崎 (1978)以

前の研究では立川 2面の一部に相当する． 山崎 (1978)

は不老川沿いの 2つの段丘面を一括して青柳面とした

が，本報告の不老面はそのうち下位の段丘面に相当す

る．地形面は平坦で一般に開析されていない．瑞穂町駒

形富士山より下流では ，青柳面を開析する不老川の浅い

谷の低地をなす．

層序 立川 2層，青柳層を下刻し水平に覆う ．狭山市南

入曽付近では層厚約 50cmの立川ローム層最上部（青柳

ローム層），腐植土層に覆われる（山崎，1978).UGより

下位のローム層の層厚は約25cmである．森川 (1972b),

飯田 (1984)は不老層を覆うローム層の層厚を 1-3m 

としているが ，それには不老層最上部のフラッドローム

層の層厚が含まれている可能性が高い．

層厚 50 cm以上であるが（山崎， 1978)，最大でも数

mと思われる ．

層相砂礫層からなる（山崎，1978).

年代 不老面（不老層）を覆う UG以下のローム層の層

厚は，青柳面と同程度であることから（山崎 ，1978),

不老層の年代を青柳層の年代よりやや新しい1.5-1.4万年

前とする（第 8.1図）．
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第 9章完新統（上部更新統の一部を含む）

本図幅内の完新統は，沖積段丘堆積物，崖錐及び沖積

錐堆積物，扇状地堆積物，氾濫原堆積物，開析谷底堆積

物，現河床堆積物，湿地堆積物，人工堆積物からなる．

沖積段丘堆積物の中で緑町層，拝島層の年代は後期更新

世末期であるが，本章ではそのほかの完新世の沖積段丘

堆梢物と共に記載する．また，本章は後期更新世後期の

地すべり堆積物，湖沼堆積物を含む．

9. 1 沖積段丘堆積物

9. 1. 1 概要及び研究史

本図幅内のローム層に覆われない段丘面は，一般に沖

稜段丘面と呼ばれる ．多摩川沿いの武蔵野面，立川面と

多摩川現河床，秋川沿いの立川面と秋川現河床の比高

は，それぞれ青梅市街地，あきる野市伊奈から下流に減

少する．沖積段丘面は層厚数 mの砂礫層から構成され

る侵食段丘面なので，立川面と現河床との比高が大きい

上流側ほど多くの段丘面が形成されている．

青梅市から国立市の多摩川沿いには，比高数 mの崖

で分けられる連続性の悪い沖積段丘面が分布する．それ

らは，寿円（壽圃）・羽蔦 (1954,1958)，寿円 (1956,

1965, 1966)，羽鳥・寿円 (1958a)，羽鳥ほか (1962),

Juen (1966)，畦地 (1971) （角田，1981cに引用されて

いる），鈴木 (1972)，羽村町 (1974)，高木 (1976,1990), 

久保田 (1977)，角田 (1977,1980, 1981c, d, 1982d, 

1990a, 1999)，昭島市 (1978)，山崎 (1978)，武南 (1979),

大角・角田 (1981)，北村 (1994)，青梅市 (1995) など

で記載された．沖積段丘面は ，寿円 (1961b)では 3面 ，

寿 円（壽圃）・羽烏 (1954,1958)，寿円 (1956)，寿円

(1965, 1966), Juen (1966)では 5面に分けられ，その

後各市町村の範囲でより細分されている ．

秋川，平井川沿いには，立川 2面の下位に比高数 mの

崖で分けられる連続性の悪い青柳面，沖積段丘面が分布

している．それらは東木 (1929-1930)，沢辺 (1956)，羽

鳥 ・寿円 (1958b)，鈴木 (1972)，角田 (1981a,1983c, 

1986b, 1992a, 1993)，秋川市 (1983,1984)，国分・中

山 (1996)，増渕 (2002)，増渕ほか (2002) などで記載

された．立川 2面より下位の段丘面は，沢辺 (1956) で

は 6面，秋川市 (1983,1984)，角 田 (1981a,1983c, 

1986b, 1992a, 1993)，増渕 (2002)，増渕ほか (2002)

では 8面，国分・中山 (1996) では 9面に分けられてい

る． H野台地北東縁の多摩川沿い，南東縁の浅川沿いの

沖積段丘面は角田清美 (1991,1992b)，川口川 ，北浅川

（植木岳雪）

沿いの沖積段丘面は寿円 (1965,1966), Juen (1966), 

杷 (1995) などで記載された．

本報告では，縮尺 2万分の 1の空中写真判読によって

沖積段丘面を区分した結果，段丘面区分は従来の研究と

ほぼ同じになった．沖積段丘面は武蔵野台地，秋留台

地，日野台地で異なった名称が付けられ，多摩川沿いの

各自治体でも異なった名称が付けられている．そこで，

本報告では段丘面の発達が最もよい青梅市における段丘

面の名称（角田， 1977,1980, 1981c, d, 1982d；大角 ・

角田 ，1981) を主に ，その他の地域の段丘面の名称を補

足的に用いる．

多摩川，秋川，平井川沿いの沖積面の分布を，立川 2

面，青柳面とともに第 8.15図に示す．本医幅内の沖積

段丘面は，上位から緑町面，拝島面，川崎面，上屋敷面，
や しろ

天ヶ瀬面，畑中面，千ヶ瀬面，林泉寺面，屋城面，郷土

博物館面の 10面に分けられる．本報告では，それらの構

成層をそれぞれ緑町層，拝島層，川崎層，上屋敷層，天ヶ

瀬層，畑中層，千ヶ瀬層，林泉寺層，屋城層，郷土博物

館層と呼ぶ段丘面，段丘堆積物の年代は，主に段丘面

上の遺跡の年代に基づいて推定される（第8.1図）．緑町

層，拝島層の年代は後期更新世末期の l.3-1万年前であ

るが ，そのほかの段丘推積物の年代は完新世である．武

蔵野台地，秋留台地では ，拝島層の堆積時に立川 2面，

青柳面上に溢流した洪水堆積物がある．本報告では，増
あきるっばら

渕 (2001) に従ってそれを秋留原層と呼び，沖積段丘堆

積物に含める．

本図幅の沖積段丘面の区分の修正点は ，以下のとおり

である．多摩川沿いの昭島市松原町から田中町の拝島面

は 2つの段丘面に分けられるので，本報告では上位の

ものを緑町面と新たに命名，定義する．多摩川右岸の日

野市日野から万願寺では，島津ほか (1990,1994) によ

り2段の沖積段丘面が認められ，上位のものは拝島面に

区分されている．本報告では ，遺跡の年代から下位のも

のを林泉寺面に区分する．秋川，平井川沿いでは，縦断

面の連続性に基づいて，野辺面，小川面，寺坂面は，そ

れぞれ多摩川沿いの拝島面，天ヶ瀬面（北村， 1994の A

1面），畑中面（北村，1994のA2面）に対比されてい

る（増渕， 2002;増渕ほか， 2002)．本報告はそれに従

い，野辺面の上位の横吹面を多摩川沿いの緑町面に ，寺

坂面の下位の牛沼面，南郷面を，それぞれ千ヶ瀬面，林

泉寺面に対比する．また，段丘面上の遺跡の年代から屋

城面は多摩川沿いの郷土博物館面よりも古いと考えられ

ることから，両者を別の段丘面とする．川口JI|，北浅川
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沿いではローム層に覆われない段丘面を沖積段丘面と

し，最上位の発逹が最も良いものを拝島面に，その下位

で連続性が良いものを天ヶ瀬面に区分する ．

9.,. 2 緑町層 (Tal)

地層名 新称．

模式地 現在緑町層を観察できる露頭はないが，饒蔦市

緑町付近の段丘崖を暫定的に模式地とする．

分布 多摩川左岸では昭島市松原町から田中町 （第 8.15 

図の地形面 28)に分布する．秋川左岸ではあきる野市伊
あぶらだい

奈（地形面 65)，油平吉野台から雨間沢田（地形面 78),

雨間塚ノ 下から野辺横吹（地形面 85)，秋川右岸ではあき
きっかけ

る野市切欠（地形面 106) に分布する． 川口川左岸では

八王子市中野山王に分布する ．

地形 本報告では，緑町層の堆梢面を緑町面と呼ぶ．緑

町面は ，多摩川左岸の地形面 28では立川面の一部（佐々

木・橋本， 1957)，拝島面の一部（寿円 ，1956,1965, 1966; 

羽鳥・寿円， 1958b; Juen, 1966；昭島市， 1978;羽鳥，

1986)，砂礫台地 GtNの一部（鈴木， 1972)に相当する．

秋川沿いでは一般に横吹面（角田， 1981a,1983c, 1986b, 

1993;秋川市 ，1983,1984 ;国分 ・中山 ，1996；増渕，

2002;増渕ほか， 2002) に相当するが，秋川左岸の地形

面 65では山田面の一部（沢辺 ，1956)，沖積段丘②の一

部（羽鳥・寿円， 1958b)，地形面 78では油平面の一部

（沢辺， 1956)，立川面の一部（羽鳥・寿円 ，1958b)，地

形面 85では秋留面の一部（沢辺， 1956)，立川面の一部，

沖積段丘① （羽鳥・寿円 ，1958b)，秋川右岸の地形面 106

では青柳面（羽鳥・寿円 ，1958b;寿円， 1965,1966 ; 

Juen, 1966)に相当する ．川口川左岸では沖梢段丘② （羽

鳥 ・寿円， 1958b) に相当する．

地形面は平坦で一般に開析されていない．多摩川沿い

では最大輻400mで細長い平面形をなす．多摩川現河床

との比高は ，昭島市松原町で約 15mである．秋川沿い

では最大幅300-400mで細長い平面形をなす．秋川現河

床との比高は，あきる野市伊奈で 29-33m,野辺横吹で

28-29 mである．

層序 鮮新統及び下部更新統を不整合に覆う．青梅市南
ふっさ

部から福生市北部の立川 2面，青柳面の下の青梅層が南

に延長する場合には，青梅層を覆う可能性もある ．ロー

ム層には覆われず，層厚 20-120cmの腐植土層のみに覆

われる（角田， 1981a,1986b ;秋川市， 1984;国分・中

山， 1996;増渕， 2002;増渕ほか ，2002).

層厚 多摩川沿いでは不明であるが ，秋川沿いではl.5-

3mである（角田， 1981a,1986b, 1993；秋川市，1984;

増渕，2002;増渕ほか ，2002).

層相 秋川沿いでは砂礫層からなる（秋川市， 1984;角

田，1986b;増渕， 2002；増渕ほか， 2002).

選跡 秋川左岸のあきる野市秋留では緑町面上に旧石器

時代の遺跡が立地するが（東京都， 2006)，その詳しい

年代は不明である． 川口川左岸では中野山王の山王林遺

跡，中田遺跡が緑町面上に立地し，それらの年代は縄文

時代中期である（杷， 1995;東京都， 2006).

年代 緑町面（緑町層）は腐植土層のみに覆われること ，

秋川左岸では旧石器時代の遺跡が立地すること，拝島面

の年代は 1.2-1万年前であることから ，緑町層の年代を

拝島層よりやや古い l.3-l.2万年前とする（第 8.1図）．

9. 1. 3 拝島層 (Ta2)

地層名 寿円 (1956)による．本報告では ，寿円 (1956)

の拝島面の構成層 ，武南 (1979)の拝島礫層を拝島層と

呼ぶ

模式地 寿円 (1956)では模式地を設定していないので，

武南 (1979) に従って福生市の段丘崖を模式地とする．

分布 多摩川上流の山間部では ，五日市図幅内の東京都
みたけ

青梅市御岳あるいは二俣尾から青梅市街地の多摩川の両

岸に点在する（高木， 1976,1990 ;角田， 1981c)．多摩

川左岸では青梅市滝の上町から住江町（第8.15図の地形
はむらおざくだい はねかみ

面 7)，羽村市小作台（地形面 15)，羽村市羽加美から昭

島市中神町（地形面 21)，多摩川右岸では青梅市駒木町

から長淵（地形面 32,36, 41)，長淵から友田町（地形

面 46,50)，友田町（地形面 57,59)，あきる野市草花

上折立から下折立（地形面 61,62)，八王子市平町，八

王子市小宮町から日野市日野に分布する．秋川左岸では

あきる野市伊奈から渕上（地形面 67)，下代継東原から野

辺宅地附（地形面 79)に分布し，秋川右岸ではあきる野

市切欠（地形面 105)のみに分布する．平井川左岸では

日の出町平井塩田（地形面 110)，日の出町平井宮本から

あきる野市菅生四軒在家（地形面 113,115, 117, 122), 

草花屋ヶ谷戸の鯉川左岸の若宮橋付近（地形面 123)，草

花台下（地形面 133) に分布し ，平井川右岸では 日の出

町平井三吉野清坊（地形面 146)，あきる野市瀬戸岡天神

前から瀬戸岡下賀多（地形面 148)，平沢から二宮東 （地

形面 153)に分布する．／1|口／1|沿いでは，八王子市犬目町

から中野山王，中野上町に分布する．北浅川沿いでは，

八王子市下恩方町から中野上町に分布する ．成木川沿い

では青梅市成木から下流，黒沢川沿いでは青梅市富岡よ

り下流に断続的に分布する．

地形 拝島層から構成される拝島面は ，多摩川沿いでは

一般に竹ノ屋面に相当する（角田， 1980,1981c, d, 

1982d)．多摩川左岸の地形面 7では第 13段丘面の一部

（畦地，1971:角田， 1981cに引用されている），下位面

(II)（国土地理院， 1971)，砂礫台地 GtN(I)（鈴木，

1972:角田 ，1981cにより細分されている），中郷面（久

保田 ，1977)，宮の平面（青梅市，1995)，地形面 15で

は天ヶ瀬面（寿円， 1965,1966 ; Juen, 1966)，第 12段

丘面の一部（畦地， 1971)，下位面 (I)の一部（国土

地理院，1971)，砂礫台地 GtN+（鈴木， 1972)，立川面
おざく

の一部（久保田， 1977)，小作面（角田， 1982d)，坂上
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段丘面，坂上面（角田， 1990a,1999)，地形面 21では長

沢面（近藤•岡田， 1956) ，立） 1| 面の一部（佐々木・橋

本， 1957)，沖積段丘② （羽鳥・寿円， 1958b)，砂礫台

地 GtNの大部分（鈴木， 1972)，第二，第三段丘面（立

川，1975)，坂上面（角田， 1999)，多摩川右岸の地形面

32, 36, 41, 46, 50では第 13段丘面（畦地， 1971)，下

位面 (II) （国土地理院，1971)，砂礫台地 GtN+（鈴木，

1972)，天ヶ瀬面の一部（久保田 ，1977)，地形面 57,59 

では第 14段丘面（畦地， 1971)，下位面 (II) （固土地

理院， 1971)，砂礫台地 GtN+，砂礫台地 GtN (I) （鈴

木， 1972), 中郷面（久保田，1977)，地形面 61,62で

は天ヶ瀬面，拝島面（寿円， 1965,1966 ; Juen, 1966), 

青柳而（山崎，1978)，川崎面（武南，1979)，野辺面（角

田，1981a,1983c, 1986b, 1993；秋川市，1983,1984 ; 

増渕， 2002；増渕ほか， 2002)，八王子市平町，八王子

市小宮町から日野市日野では氾濫原（寿円 ，1965,1966; 

Juen, 1966)，完新世段丘の一部（山崎， 1978)，段丘面

II （日野市， 1988),L面（島津ほか ，1990)，栄町面（角

田清美，1991,1992b), L 1面（島津ほか，1994)に相

当する．秋川，平井川沿いでは一般に野辺面に相当する

が（角田 ，1981a,1983c, 1986b, 1992a, 1993；秋川市，

1983,1984;国分・中山 ，1996;増渕， 2002;増渕ほか，
はらだな

2002)，秋川左岸の地形面 67では山田面の一部，原店面

（沢辺， 1956)，地形面 79では牛沼上面の一部，秋留面

の一部，東秋留小学校面の一部（沢辺，1956)，沖積段

丘②の一部（羽鳥 ・寿円， 1958b)，天ヶ瀬面の一部，青

柳面（寿円，1965,1966 ;Juen, 1966) に相当する．平井

JI|左岸の地形面 110では屋城面（角田， 1981a,1983c, 

1986b, 1992a, 1993 ;秋川市， 1983,1984 ;国分・中

山，1996)，氾濫面（増渕， 2002;増渕ほか，2002)，地

上屋敷面
郷土博物館面 青柳面 畑中面

第 9.1図 沖積段丘面の遠望写真

形面 113,115, 117, 122で は 天 ヶ 瀬 面 （寿円，

1965, 1966 ; Juen, 1966)，南郷面の一部，小川面，秋

留原面の一部（角田， 1981a,1983c, 1986b, 1992a, 1993; 

秋川市， 1983,1984；国分・中山，1996;増渕， 2002;

増渕ほか，2002)，地形面 123では秋留原面（角田，

198la,1983c, 1986b, 1992a, 1993；秋川市，1983,1984), 

地形面 133では拝島面の一部（寿円， 1965,1966;Juen, 

1966)，野辺面（角田， 1981a,1983c, 1986b, 1992a, 1993; 

秋川市，1983,1984；増渕，2002；増渕ほか， 2002)，平

井川右岸の地形面 146では小川面（角田， 1981a,1983c, 

1986b, 1992a, 1993；秋川市，1983,1984 ;国分・中山，

1996；増渕， 2002;増渕ほか ，2002)，地形面 148では油

平面（国分・中山 ，1996)，地形面 153では下原面の一部

（沢辺， 1956)，拝島面の一部（寿円 ，1965,1966;Juen, 

1966)，小川面（角田， 1981a,1983c, 1986b, 1992a, 1993; 

秋川市，1983,1984 ;国分・中山， 1996；増渕， 2002;

増渕ほか， 2002) に相当する．川口川 ，北浅川沿いの八
かみいちぶかた

王子市上壱分方町より下流でば沖積段丘② （羽鳥・寿円，

1958b)，氾濫原（寿 円，1965,1966 ; Juen, 1966)，中

野台地（北村， 1988)，中田面，池の上面の一部（柄，

1995)，八王子市下恩方町では立川面に相当する（羽鳥・

寿円， 1958b;寿円， 1965,1966 ; Juen, 1966). 

羽村市羽東周辺の沖積段丘面の遠望写真を第9.1図に

示す．拝島面は多摩川沿いでは最も発達が良く，秋川，平

井川沿いでは天ヶ瀬面に次いで発達の良い沖梢段丘面で

ある．地形面は平坦で開析されていない．多摩川沿いで

は最大輻 50-800 m,秋川 ，平井川沿いでは最大幅 l50-

400 m,川口川，北浅川では最大輻 200-600mで細長い

平面形をなす．多摩川現河床との比高は，青梅市街地付

近で 35-40m,羽村市から福生市では 20-25m,あきる

南

拝島面 扇状地

草花丘陵東端のあきる野市草花麦久保から東を見る．立川2面より下位の段丘面が観察できる．段丘崖ではし

ばしば雑木林が残されている．背後の加治丘陵，狭山丘陵は，東に緩く傾く背面を持つ．狭山丘陵の東縁には立

川断層が走っている．
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野市草花上折立から下折立では 18-29m,昭島市中神町

では約 7m,日野市付近では 5m以下である ．多摩川沿

いの拝島面の勾配は現河床，立川 2面よりも大きく，青

柳面の勾配と 同程度である（寿円，1965,1966 ; Juen, 

1966)．特に ，昭島市拝島町から下流では勾配が増し，立

川市から下流では氾濫原の地下に埋没する ．羽村市
はねひがし

羽東から福生市福生の拝島面と川崎面，上屋敷面を分け

る段丘崖は， 川崎崖線と呼ばれている（羽村町，1974).

秋川現河床との比高は ，あ きる野市伊奈で 28-30m,油

平で 22-24m,野辺で 20-22mである．平井川の現河床

との比高は ，日 の出町平井宮本から菅生四軒在家で約

10 m,瀬戸岡で 14-16111,草花台下で 15-18mである．

秋川，平井川沿いの青柳面の勾配は，現河床よりも大き

い． 川口川，北浅川沿いの青柳面と現河床との比高は，

それぞれ 5111以下，約 7mである ．

層序 秩父帯，四万十骨，鮮新統及び下部更新統を覆う．

多摩川左岸の福生市北部では青梅層を覆う（角田，

1999)．ローム層には覆われず，層厚 20-100cmの腐植

土層のみに覆われる（羽鳥ほか ，1962；寿円，1965,1966; 

Juen, 1966；町田 ，1971；角田，1981c,d; 1986b, 1990a, 

1999, 2002b ;秋川市，1983,1984；日野市，1988;増渕，

2002;増渕ほか， 2002)．寿円 (1965)

は多庫川沿いの拝島層の直上に層厚約 10cmの砂混じ

りのローム層を認めたが，それが風成のローム層か， 拝

島層最上部のフラッドローム層かは不明である ．

層厚 多摩川沿いでは 2-6mであるが，基盤岩が露出

する場合もある（寿円，1965,1966; Juen, 1966；武南，

1979；大角 ・角田，1981;角田 ，1981c,cl, 1990a, 1999, 

2002b;中山ほか ，1998;増渕，2002;増渕ほか， 2002).

秋川沿いでは 1.5-4 mである（秋川市，1983,1984 ;角

田，1986b;増渕，2002；増渕ほか， 2002)．黒沢川沿い

では 7m以上の場合がある（角田， 1981c).

層相 多摩川沿いの福生市熊川より上流では，現河床よ

り大きい巨礫を含む礫層からなるが ，そこから下流では

大礫を主体とする礫層からなる（寿円， 1965,1966 : 

Juen, 1966；鈴木， 1972)．最上部は一般に層厚 20-70cm 

の砂層からなる ．福生市では洵汰の悪い中礫～巨礫サイ

ズの円礫～亜角礫層からなり，堆梢岩礫がほとんどを 占

める（武南， 1979)．あきる野市草花では最大径 20-40

cmの礫層からなる（増渕， 2002;増渕ほか， 2002)．黒

沢川沿いの青梅市富岡では，径 4cm以下の礫層からな

る（角田， 1981c)．拝島層の礫径は寿円 (1961a,b, 

1964, 1965, 1966), Juen (1966)に示されている ．

化石 福生市で産出する花粉 ・胞子化石は，草本類が卓

越する（徳永， 1979).

遺跡 多摩川沿いの拝島面上で最も古い逍跡は，五 日市

屈l幅内の青梅市畑中の縄文時代早期後半の T-38遺跡（橋

上逍跡）である（久保田 ，1977;東京都，2006)．本図

幅内では ，福生市福生の縄文時代前期の長沢遺跡が最も

古い．（東京都， 2006)．秋川，平井川沿いで最も古い遺
じち；9う

跡はあきる野市秋留 l丁目の遺跡，野辺の寺中遺跡，瀬

戸岡の石神遺跡であり，それらの年代は縄文時代前期で

ある（秋川市 ，1983；東京都， 2006)．川口川沿いで最

も古い遺跡は，八王子市犬目 町の弥生時代の井戸尻上遺

跡である（朴"l,1995 ;東京都， 2006).

年代 町田ほか (1971)は，多摩川沿いの拝島面がロー

ム層に瑕われず，腐植土層のみに親われることから，そ

の年代を 1.2-1万年前とした．国分 ・中山 (1996)は，

下位の天ヶ瀬面上の年代から秋留台地の拝島面の年代を

約 1.2万年前とした．本報告では，立川ローム層最上部

中の UGの年代 (1.4-1.2万年前；鈴木， 1991など）を考

應して，拝島層の年代を1.2-1万年前とする（第 8.1 

図） ．

あきるつばら

9. 1. 4 秋留原層 (Ta3)：地質図，断面図には図示し

ていない

地層名 増渕 (2001)による．秋留台地では非火山性の

重粘性の褐色土，褐色森林土（東京都農業試験場， 1964,

1979, 1982 ;竹迫 ・加藤，1983；坂上ほか， 1996)，真
っち

土（関谷， 1987;竹迫 • 関谷 ， 1 99 1 ) に相当す る ．武蔵

野台地でも，円礫を含む再堆積性の腐植土層があり（加

藤 ・山田， 1974)，本報告ではそれを秋留原層に含める ．

模式地 増渕 (2001)は模式地を設定していないが，本

報告では増渕 (2002)，増渕ほか (2002)が露頭写真を

示した日の出町平井三吉野場末を暫定的に模式地とす

る．

分布 秋留台地では，日の出町平井からあきる野市原小

宮，日の出町平井からあきる野市油平の立川2面上に分

布する（竹迫 ・加藤， 1983;角田 ，1986b; 竹迫•関谷，

1991 ;増渕，2001,2002;増渕ほか， 2002)．武蔵野台

地では，青梅市野上町から東の青柳面，緑町面上に広く

分布し，福生市南部から武蔵村山市南部の立川 2面上に

も点在する（加藤 ・山田，1974)．秋留台地の秋留原層

の分布図を第 9.2図（竹迫 ・加藤， 1983)，武蔵野台地

西部で秋留原層が認められた地点を第 9.3 図（加藤 •山 田，

1974)に示す．

地形 秋留台地では立川 2面上の凹地を埋梢し ，微高地

を構成する（増渕，2001,2002 ;増渕ほか， 2002)．武

蔵野台地では，立川 2面，青柳面上の微地形との関係は

認められない（加藤 ・山田， 1974).

層序 秋留台地では立川 2層，立川 2面上の立川ローム

層最上部を覆い，腐植土層に覆われる（増渕， 2001,2002; 

増渕ほか， 2002)．武蔵野台地では，立川ローム層最上部

を覆うが，風成の腐植土層には籾われない（加藤 ・山

田，1974).

層厚 秋留台地では一般に数 10cmで．最大で約 1.7m 

である（増渕，2001,2002 ; J:曽渕ほか ，2002)．武蔵野

台地では 1m以上である（加藤 ・山田， 1974).
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国土地理院
1 : 50,000青梅より

第 9.2図 秋留台地の秋留原層の分布

竹迫 ・加藤 (1983)による．本図の褐色土及び水積黒ボク士が秋留原層に相当する．

゜三
凡例
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~E 

第9.3図 武蔵野台地西部で秋留原層の分布が確認された地点

加藤・山田 (1974)による．本図の A,Bはそれぞ

れローム層中に礫を含む地点，礫層を挟む地点で，

それらが秋留原層に相当する． Cは礫を含まない

地点， D,E, Fは，それぞれ地形面の境界，河川，

市役所．

層相 秋留台地では上方細粒化する堆積ユニットを複数

持つ砂礫層，粘土層からなり，微高地を構成する場合に

は上方粗粒化する砂礫層からなる（秋川市， 1984；角田，

1986b ;増渕，2001,2002 ;増渕ほか， 2002)．これら

は，かつて褐色森林土と見なされた（東京都農業試験場，

1964, 1979 ;小島ほか， 1972)．秋留原層が埋積する立

川 2面上の凹地は，立川 2面の形成時の秋川，平井川の

流路跡であり，秋留原層は，拝島面の形成時に立川 2面

上に溢流した洪水堆積物とされる（竹迫 ・加藤， 1983; 

増渕， 2001,2002 :増渕ほか， 2002)．武蔵野台地では

細礫～中礫サイズの円礫を含む塊状の腐植土層からな

り，拝島面の形成時に青柳面，立｝ii2面上に溢流した洪

水堆稜物とされる（加藤 ・山田，1974)．秋留台地の秋

留原層の詳しい層相は，増渕 (2001,2002)，増渕ほか

(2002)に記載されている ．

化石 植物珪酸体を含む（佐瀬， 1998).

年代 拝島層の年代と同じ 1.2-1万年前である（第 8.1 

図）．

9. 1. 5 川崎層 (Ta4)

地層名 本報告では，壽圃 ・羽鳥 (1954)，寿円 (1956)

の川崎面の構成層を川崎層と呼ぶ．

模式地 壽園 ・羽鳥 (1954)，寿円 (1956)は模式地を

設定していないが，羽村市川崎付近を想定したと思われ

る．

分布 多摩川左岸では，羽村市羽東から川崎（第 8.15 

図の地形面 22)のみに分布する ．秋川，平井川沿いには

分布しない．

地形川崎層から構成される川崎面は， 川崎西面（角田，

1982d)に相当する．武南 (1979)，角田 (1999)は拝島

面を細分した川崎面に相当する段丘を認めたが，未命名

である．紡錘状の平面形をなし ，地形面は平坦で全く開

析されていない．拝島面との比高は約 3mである ．多

摩川現河床との比高は約 23mである ．羽村市羽加美か

ら羽東に至る川崎面，上屋敷面と畑中面を分ける段丘崖

は，羽村崖線と呼ばれている（羽村町， 1974). 

層序 鮮新統及び下部更新統を不整合に覆う ．ローム層

には覆われず，層厚約 50cmの腐植土層に覆われる（角
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田，1999).

層厚 2.5-4 mである（角田， 1999).

層相 羽村市羽東では ，層厚 2.5-4m程度の砂礫層から

なる（角田， 1999).

遺跡 川崎面上で最も古い遺跡は，羽村市羽東の縄文時
はけたっえ

代中期の羽ケ田上遺跡である（羽村町，1974;東京都，

2006). 

年代 遺跡の年代からは， 川崎層の年代は拝馬層より新

しく天ヶ瀬層より古いとしか言えない．本報告では ，｝II

崎層の年代を拝島層よりやや新しい約 1万年前とする

（第 8.1図）．

9. 1. 6 上屋敷層 (Ta5)

地層名 本報告では ，壽園 ・羽鳥 (1954)，寿円 (1956)

の上屋敷面の構成層を上屋敷層と呼ぶ．

模式地 壽圃 ・羽鳥 (1954)，寿円 (1956)は模式地を

設定していないので，本報告では上屋敷面の発達がよい

羽村市川崎から福生市加美平の段丘崖を暫定的に模式地

とする．
はねなか

分布 多摩川左岸では，羽村市羽加美から羽中（第 8.15 
かみだいら

図の地形面 20)，羽村市川崎から福生市加美平（地形面

23) に分布する ．秋川 ，平井川沿いには分布しない．

地形 上屋敷層から構成される上屋敷面は，多摩川左岸

の地形面 20では川崎面の一部，上屋敷面の一部（壽圏・

羽鳥， 1954；寿円， 1956)，千ヶ瀬面の 一部（寿円 ，

1965, 1966 ;Juen, 1966)，天ヶ瀬面（角田， 1981c)，竹

ノ屋面の一部（角田 ，1982d)，林ノ上面の一部（角田，

1990a, 1999)，地形面 23では青柳面の一部（佐々木・橋

本， 1957)，天ヶ瀬面（寿円， 1965,1966;Juen, 1966), 

川崎面 （武南，1979)に相当する．

羽村市羽加美から羽中では紡錘状の平面形，羽村市羽

加美から福生市加美平では紡錘が複合した平面形をな

し，縦断面の連続性は悪い．地形面は平坦で一般に開析

されていない．羽村市羽中 ，福生市福生では拝島面の段

丘崖の下に浅い凹地があり ，これらは上屋敷面が多摩川

の河床であった時の流路跡と考えられている（角田，

1990a, 1999)．川崎面と の比高は 2.5-3.5mである．多

摩川現河床との比高は，羽村市羽加美から羽中では約

20 m,羽村市川崎から福生市加美平では 15-20 m であ

る．羽村市羽加美から羽東に至る川崎面，上屋敷面と畑

中面を分ける段丘崖は ，羽村崖線と呼ばれている（羽村

町，1974).

層序 鮮新統及び下部更新統を不整合に蔑う．ローム層

には覆われず，層屏 40-50cmの腐植土層のみに覆われ

る（角田 ，1990a,1999). 

層厚 4-5 m （角田 ，1999)．角田 (1990a)では約 10

mであるが ，それには青梅層の層厚が含まれていると思

われる．

層相 砂礫層からなる（角田， 1999).

逍跡 上屋敷面上で最も古い遺跡は，羽村市川崎 2丁

目，福生市加美平 3丁目の縄文時代前期の遺跡である

（東京都，2006).

年代 遺跡の年代からは ，上屋敷層の年代は拝島層より

新しく天ヶ瀬層より古いとしか言えない．本報告では ，

上屋敷層の年代を拝島層， 川崎層よりやや新しい約 1万

年前とする（第 8.1図）．

9. 1. 7 天ヶ瀬層 (Ta6)

地層名 本報告では，寿円 (1965)の天ヶ瀬面の構成層

を天ヶ瀬層と呼ぶ．

模式地 寿円 (1965)は模式地を設定していないが，青

梅市天ヶ瀬付近を想定したと思われる ．

分布 多摩川上流の山間部では ，五日市図幅内の奥多摩

町境柚村から青梅市街地の多摩／1|の両岸に点在する（高

木， 1976,1990 ;久保田 ，1977；角田， 1981c)．多摩川

左岸では青梅市天ヶ瀬町か ら千ヶ瀬町 （第 8.15図の地

形面 3)，羽村市羽西から羽加美 （地形面 16)，福生市福

生から本町（地形面 25)，昭島市熊川（地形面 27)，拝

島町（地形面 29)，多摩川右岸では青梅市畑中から長淵 l

（地形面 35,42, 47, 48)，友田町 （地形面 55)，八王子

市高月町の滝山城跡北に分布する．秋川左岸ではあきる
ます｀

野市伊奈増戸から山田（地形面 68)，山田 から上代継
しもよつぎ

（地形面 73)，下代継から小川東を経て二宮北分（地形面

80, 87)，秋川右岸ではあきる野市雨間朝日（地形面 103)

に分布する．平井川左岸では日の出町平井塩田 （地形面
あしげた

109)，平井足下田 （地形面 112)，あきる野市菅生四軒在

家（地形面 120)，草花小宮久保（地形面 126)，草花西ヶ

谷戸前（地形面 130)，平井川右岸では日の出町平井三吉
いるま

野宿通（地形面 143)のみに分布する．入闇川沿いでは
あず

飯能市阿須から上流で浙続的に分布するが ，本図幅内で
なりき

は人間川右岸の飯能市落合，成木川沿いの青梅市成木の

みに分布する．加住丘陵南縁の北浅川右岸では，八王子
かのうや

市諏訪町から叶谷町に分布する．

地形 天ヶ瀬層から構成される天ヶ瀬面は ，多摩川左岸

の地形面 3では川崎面（寿円， 1956)，第 13段丘面（畦

地，1971：角田 ，1981cに引用されている），下位面 (ill)

（国土地理院，1971)，砂礫台地 GtN(II)（鈴木， 1972:

角田 ，1981cにより細分されている） ，地形面 16では川

崎面の一部，上屋敷面の一部（寿円， 1956)，畑中面の

一部（角田 ，1981c,d)，竹ノ 屋面の一部（角田， 1982d),

林ノ上面の一部（角田 ，1990a,1999, 2002b)，地形面

25では上内出面の一部（壽園 ・羽鳥， 1954；寿円 ，1956),

青柳面の一部（佐々木・橋本 ，1957)，天ヶ瀬 l面（武

南， 1979)，地形面 27,29では拝島面の一部（寿円，

1965, 1966 ; Juen, 1966 ;昭島市， 1978)に相当する．

多摩川右岸の地形面 35,42, 47, 48では ，第 14段丘面

（畦地， 1971)，下位面 (II)~（N）の一部（国土地理院，

1971)，砂礫台地 GtN(II), (ill)の一部（鈴木， 1972),
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天ヶ瀬面，畑中面，千ヶ瀬面の一部（久保田，1977),

地形面 55では下位面(JI)（国土地理院，1971)，砂礫台

地 GtN(JI)（鈴木， 1972)，中郷面（久保田， 1977)に相

当する．

秋J||，平井川沿いでは一般に小川面に相当するが（角

田， 1981a,1983c, 1986b, 1992a, 1993;秋 川 市，

1983, 1984 ;国分・中山， 1996;増渕，2002;増渕ほ

か， 2002)，秋川左岸の地形面 68では山田面の一部（沢

辺， 1956)，沖積段丘②の一部（羽鳥・寿円， 1958b),

地形面 73では引田上面，淵上面（沢辺，1956)，沖梢段

丘②の一部（羽鳥 ・寿円， 1958b)，地形面 80では牛沼

上面の一部（沢辺 ，1956)，沖積段丘②の一部（羽鳥・

寿円 ，1958b)，地形面 87では雨間上面，下原面（沢辺，

1956)，沖積段丘①の一部，沖積段丘② （羽鳥・寿円，

1958b) に相当する．秋川右岸の地形面 103では南郷面

の一部（角田， 1981a,1983c, 1986b, 1992a, 1993 ;秋

川市，1983,1984 ;国分・中山， 1996；増渕，2002；増

渕ほか ，2002)に相当する．平井川左岸の地形面 109で

は屋城面（角田， 1981a,1983c, 1986b, 1992a, 1993 ; 

秋川市， 1983; 1984 ;増渕， 2002)，地形面 112では南

郷面の一部（角田， 198la,1983c,1986b, 1992a, 1993; 

秋川市， 1983; 1984 ;増渕， 2002;増渕ほか， 2002),

地形面 126では立川面の一部（寿円，1965,1966 ; Juen, 

1966)，屋城面（角田， 1981a,1983c, 1986b, 1992a, 1993; 

秋川市， 1983; 1984 ;増渕， 2002;増渕ほか， 2002),

地形面 130では立川面の一部（寿円 ，1965,1966; Juen, 

1966)，地形面 143では小川面の一部（角田 ，1981a,

1983c, 1986b, 1992a, 1993 ;秋 川 市，1983,1984;国

分・中山，1996) に相当する．

天ヶ瀬面は秋川，平井川沿いで最も発達のよい沖積段

丘である．多摩川沿いの青梅市天ヶ瀬町から友田町で

は，最大幅 100-350mの細長い平面形をなし ，縦断面の
はねにし

連続性はよい．羽村市羽西から八王子市高月町では主に

最大幅 100-700mの細長い平面形をなし，一部は紡錘状

の平面形をなす．そこでは，あきる野市二宮北分から小

川東を除いて ，縦断面の連続性は悪い．秋川沿いのあき

る野市伊奈増戸から小川東では最大幅 100-350mの細

長い平面形をな し，縦断面の連続性はよい．平井川沿い

の日の出町平井塩田から草花西ヶ谷戸前では最大輻 100

-250 mの細長い平面形をなすが ，縦断面の連続性は悪

い．地形面は平坦で一般に開析されていないが，青梅市

天ヶ瀬町の天ヶ瀬堀に沿っては深さ 1-1.5mの皿状の凹

地が認められる（角田，1980)．また ，羽村市羽西にも

浅い凹地があり，天ヶ瀬面が多摩川の河床であった時の

流路の跡と考えられている（角田， 1999).

多摩川現河床との比高は，青梅市天ヶ瀬町，駒木町，

長淵では 26-32m,青梅市友田町では 22-29m,羽村市

羽西では約 14m,福生市福生から本町では 12-15m,拝

島町では約 10mである．羽村市羽西の天ヶ瀬面と畑中

面を分ける長さ約 500mの崖線は ，美原崖線と呼ばれて

いる（羽村町， 1974)．秋川現河床との比高は，あきる
ひ き だ

野市伊奈で約 25m,引田で 20-22m,雨間で 14-16m, 

小川で 15-19mである．平井川現河床との比高は，日の

出町平井三吉野宿通で 8-13 m,あきる野市草花小宮久

保で 11-13m,草花西ヶ谷戸前で 9-13mである．多摩

川 ，秋川沿いの天ヶ瀬面の勾配は，現河床よりも大きい．

層序 秩父帯，鮮新統及び下部更新統を不整合に覆い，

青梅層を覆う．ローム層には覆われない．

層厚 多摩川沿いでは一般に 3-5mであるが（武南，

1979;大角 ・角田， 1981;青梅市， 1995;角田 ，1999),

青梅市天ヶ瀬町から滝の上町，長淵では 1-2mで，友

田町では基盤岩が露出している（角田， 1981c)．角田

(1990a)では約 10mであるが ，それには青梅層の層厚

が含まれていると思われる．秋川沿いでは一般に 3-6

mで，最上部 1mには腐植物が多い（角田 ，1981a,

1986b, 1993；秋川市，1983,1984)．あきる野市下代継

東原では例外的に大きく，約 10mである（増渕，2002;

増渕ほか， 2002).

層相 多摩川左岸の青梅市千ヶ瀬町では，層厚 2-4m 

以上の径 10-20cmの礫層からなる（大角・角田 ，1981).

右岸の青梅市駒木町では，青梅層を覆う層厚 5m以上

の淘汰の悪い径 20-30cmの礫層からなる（角田 ，

1981c)．長淵 6丁目では層厚 6m以上の径 2-7cmの

礫層からなり，径 10-15cm以上の大礫を含む（角田，

1981b)．長淵 4丁目では層厚 1.5-3mの径 5-35cmの

礫層からなる（大角 ・角田，1981).

秋）1|左岸のあきる野市引田では径 5-20 cmの礫層か

らなり，人頭大の礫を含む（秋川市，1984)．下代継東

原では最大径 60cmの礫層からなる（増渕， 2002；増渕

ほか， 2002)．野辺下田の前田耕地遺跡では ，層厚 1.5-4

mの礫層とそれを覆う層厚 0.2-2.2mの粘土層からなる

（角田 ，1986b)．粘土層の基底部からは旧石器時代末期

から縄文時代草創期の遺物が出土する．平井川左岸の日

の出町平井足下田では，径 20cm以下の亜円礫ー亜角礫

層からなる（角田， 1992a).

化石 福生市で産出する花粉・胞子化石は，草本類が卓

越する（徳永， 1979).

逍跡 多摩川沿いの天ヶ瀬面上で最も古い遺跡は， 1i日

市図輻内の青梅市梅郷の縄文時代早期後半の T-24遺跡

（下稲荷前遺跡）である（久保田，1977；東京都， 2006).

本図幅内では，昭島市拝島町の縄文時代前期の啓明学園

c遺跡が最も古い（東京都， 2006)．秋川沿いの天ヶ瀬面

上で最も古い遺跡は，あきる野市野辺下田の旧石器時代

末期から縄文時代草創期の前田耕地遺跡である（秋川

市，1983,1984 ;宮崎，1988;東京都， 2006).

年代 多摩川沿いでは天ヶ瀬面上に縄文時代早期後半の

遺跡が立地することから，天ヶ瀬層の年代は 7,800-7,600

年前と考えられる（久保田， 1977)．秋川沿いでは旧石
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西

千ヶ瀬面

第9.4図 畑中面の段丘崖と畑中層の円礫層

場所は青梅市長淵（付図の地点 29)．手前の道路は千ヶ瀬面上，背後の家は畑中面上にある（左図）．畑中層は

秩父帯雷電山ユニ ットの泥岩を覆う（右図）．ローム層に骰われないことに注意．現在この露頭は消滅している．

ねじり鎌の長さは 25cm. 

器時代末期の遺跡が立地することから，天ヶ瀬面の年代

は約 1万年前とされる（角田， 1981a；秋川市，1983；国

分・中山， 1996)．多摩川沿いよりも秋川沿いの年代の方

が古い理由として， 秋川沿いの天ヶ瀬面は多摩川沿いの

川崎面，上屋敷面に相当する段丘面を含んでいる可能性

が挙げられる ．本報告では ，久保田 (1977)に従って天ヶ

瀬層の年代を 7,800-7,600年前とする（第 8.1図） ．

9. 1. 8 畑中層 (Ta7)

地層名 本報告では，久保田 (1977)の畑中面の構成層

を畑中層と呼ぶ．

模式地 久保田 (1977)は模式地を設定していないの

で，本報告では青梅市長淵の段丘塵を模式地とする ．

分布 多摩川上流の山間部では，五日市図幅内の東京都

青梅市御岳から青梅市街地までの多摩川の両岸に点在す

る（久保田 ，1977；角田 ，1981c)．本図幅内の多摩川左

岸では青梅市天ヶ瀬町 （第 8.15図の地形面 1,4)羽村

市羽西から羽東（地形面 17)，福生市福生（地形面 24),

多摩川右岸では青梅市狗木町 （地形面 33)，長淵（地形

面 49)，友田町 （地形面 51,56)に分布する．秋川左岸

ではあきる野市山田（地形面 69)，平井川右岸では日の出

町平井三吉野宿通（地形面 144)に分布する ．

地形 畑中層から構成される畑中面は， 多摩川左岸の地

形面 1,4では千ヶ瀬面の一部（寿円， 1965,1966 ;Juen, 

1966；高木，1976,1990)，第 13段丘の一部（畦地，1971:

角田 ，1981bが引用している） ，下位面 (W)の一部（国

土地理院，1971)，砂礫台地 GtN(Ill)の一部（鈴木，

1972:角田， 1981cによ り細分されている），地形面 17で

は上内出面（壽圃 ・羽鳥， 1954；寿円，1956)，千ヶ瀬

面（寿円 ，1965,1966; Juen, 1966)，竹ノ屋面の一部

（角田， 1982d)，加美面（角田， 1999)，地形面 24では

上内出面の一部（寿円， 1956)，青柳面の一部（佐々木・

橋本， 1957)，天ヶ瀬面の一部（寿円， 1965,1966;Juen, 

1966)，天ヶ瀬 2面（武南，1979)，川崎東面の一部（角

田， 1982d)，加美段丘面，加美面（角田， 1990a,1999), 

多摩川右岸の地形面 33では第 14段丘の一部（畦地，

1971)，下位面 (III)の一部（国土地理院， 1971)，砂礫

台地 GtN(II)の一部（鈴木， 1972)，天ヶ瀬面の一部

（高木， 1976,1990)，地形面 49,51では第 16段丘の一

部（畦地，1971)，下位面 (N)の一部（国土地理院，

1971)，砂礫台地 GtN(II), (III)の一部（鈴木 ，1972),

天ヶ瀬面の一部， 千ヶ瀬面の一部（高木，1976,1990), 

地形面 56では下位面 (III)の一部（国土地理院， 1971),

中郷面の一部（久保田， 1977) に相当する．秋川左岸の

地形面 69では沖積段丘④ （羽鳥 ・寿円，1958b)，天ヶ

瀬面の一部（寿円，1965,1966 ; Juen, 1966)，寺坂面

（角田 ，1981a,1983c, 1986b, 1993；秋川市，1983,1984; 

国分・中山，1996；増渕，2002；増渕ほか ，2002) に相

当する．平井川右岸の地形面 144では小川面の一部（角

田， 1981a,1983c, 1986b, 1992a, 1993；秋川市，1983,1984; 

国分 ・中山 ，1996)，寺坂面（増渕，2002；増渕ほか ，

2002)に相当する ．

多摩川沿いの青梅市天ヶ瀬町から長淵では最大幅50-

100 mの細長い平面形をなすが ，縦断面の連続性は悪い．

羽村市羽西から福生市福生では紡錘が複合した平面形を

なし ，縦断面の連続性はやや良い．地形面は平坦で全く

開析されていない．多摩川現河床との比高は，青梅市

天ヶ瀬町，長淵では 24-26m,羽村市羽西から福生市福

生では 10-14mである．羽村市羽加美から羽中の畑中面
ねがらみ

と郷土博物館面を分ける段丘崖は，根据崖線と呼ばれて

いる（羽村町，1974)．秋川現河床との比高は，あきる

野市山田で23-25mである ．平井川現河床との比高は，
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日の出町平井三吉野宿通で 7-12mである．天ヶ瀬面と

の比高は約 1mである．

層序秩父帯，鮮新統及び下部更新統を不整合に覆う．

ローム層には覆われない．

層厚 多摩川沿いでは一般に 2-4mであるが，堆積物

を欠き基盤岩が露出する場合もある（武南， 1979;大

角・角田， 1981；角田，1990a,1999)青梅市， 1995.秋

川左岸のあきる野市山田では 2-4mである（秋川市，

1983;角田， 1981a,1986b, 1993). 

層相 多摩川沿いの青梅市天ヶ瀬町，長淵では，堆積物

を欠き基盤岩が露出する（角田， 1981c)．羽村市羽加美，

羽中，福生市福生では砂礫層からなる（武南， 1979;角

田， 1999)．秋川左岸のあきる野市山田，平井川右岸の日

の出町平井三吉野宿通でも砂礫層からなる（角田，

1981a, 1986b, 1992a ;秋川市， 1983)．本報告では，青

梅市長淵（付図の地点 29)の段丘崖の工事露頭で畑中層

が観察できた．そこでは層厚最大 1mの最大径 50cm 

の円礫～亜円礫からなり ，雷電山ユニ ットの泥岩の凹部

を埋めて堆積している（第 9.4図），礫支持で淘汰は良

く，東への古流向を示すインブリケーションが発達する．

選跡 多摩川沿いの畑中面上で最も古い遺跡は，羽村市

羽西の縄文時代中期前半の精進バケ遺跡である（羽村

町，1974;久保田 ，1977；東京都， 2006).

年代遺跡の年代か らは，畑中層の年代は天ヶ瀬層より

新しく千ヶ瀬層より古いとしか言えない．畑中層の年代

は，7,800-7,600年前から 5,000年前の間である．

9. 1. 9 千ヶ瀬層 (Ta8)

地層名 本報告では，久保田 (1977)の千ヶ瀬面の構成

層を千ヶ瀬層 と呼ぶ．

模式地久保田 (1977) は模式地を設定していないの

で，本報告では青梅市千ヶ瀬町の下奥多摩橋東の段丘崖

を模式地とする．

分布 多摩川上流の山間部では，五日市図幅内の奥多摩

町境柚村から青梅市街地の多摩川両岸に点在する（高木，

1976, 1990 ;久保田 ，1977;角田， 1981c;）． 多摩川左
おおやな

岸では青梅市大柳町 （第 8.15図の地形面 2)，千ヶ瀬町
か ペ

から河辺町（地形面 9)，羽村市羽西（地形面 13)，福生

市福生（地形 26)，多摩川右岸では青梅市畑中から友田町

4丁目（地形面 34,43, 52)，友田町 l丁目（地形面

58, 60) に分布する．秋川左岸ではあき る野市山田から

引田（地形面 71)，牛沼（地形面 81)，小川下久保（地

形面 88)，平井川左岸ではあきる野市草花北小宮（地形

面 127)，草花高瀬から高瀬下（地形面 131)，平井川右

岸では平沢腰巻（地形面 152) に分布する．

地形 千ヶ瀬層から構成される千ヶ瀬面は，多摩川左岸

の地形面 2,9では千ヶ瀬面，河原面（寿円， 1965,1966; 

Juen, 1966)，第 15段丘面（畦地， 1971:角田， 1981c

が引用している），下位面 (W) （国土地理院，1971),

砂礫台地 GtN(III)（鈴木，1972:角田， 1981cにより細

分されている） ，大柳面，千ヶ瀬面（久保田， 1977)，地

形面 13では上内出面（壽圏・羽鳥， 1954；寿円， 1956),

天ヶ瀬面の一部（寿円， 1965, 1966 ;Juen, 1966)，畑中

面の一部（角田， 1981c,d)，小作坂下面（角田， 1990a),

小作面（角田，1999)，地形 26では永田面（壽園・羽鳥，

1954;寿円， 1956)，青柳面の 一部（佐々木 ・橋本，

1957)，天ヶ瀬面の一部（寿円， 1965,1966 ; Juen, 

1966)，第四段丘面（立川，1975)，志茂面（角田 ，1982d)

に相当する．多摩川右岸の地形面 34,43, 52では第

15, 16段丘面（畦地，1971)，下位面 (W) （国土地理

院， 1971)，砂礫台地 GtN(III)（鈴木， 1972)，駒木野面，

千ヶ瀬面（久保田 ，1977)，友田町（地形面 58,60)で

は下位面 (N)（国土地理院，1971) に相当する．秋川 ，

平井川沿いでは一般に牛沼面に相当するが（角田 ，

1981a, 1983c, 1986b, 1992a, 1993;秋川市，1983,1984; 

国分・中 山，1996;増渕， 2002;増渕ほか，2002)，秋

JI|左岸の地形面 71では引田西方凹地西の面の一部（沢

辺，1956)，沖積段丘③ （羽鳥・寿円，1958b)，天ヶ瀬面

（寿円， 1965,1966 ; Juen, 1966)，地形面 81では牛沼

中面（沢辺， 1956)，沖積段丘②の一部（羽鳥 ・寿円，

1958b)，天ヶ瀬面の 一部（寿円， 1965,1966 ; Juen, 

1966)，地形面88では久保上面（沢辺， 1956)，沖積段丘

②の一部（羽鳥 ・寿円， 1958b)，拝島面の一部（寿円，

1965, 1966 ; Juen, 1966)，平井 川 左岸の地形面

127, 131, 152では天ヶ瀬面あるいはその一部（寿円 ，

1965, 1966 ; Juen, 1966)，小川面あるいはその一部（角

田， 1981a,1983c,1986b, 1992a, 1993;秋川市，1983,1984; 

増渕， 2002；増渕ほか ，2002) に相当する．

千ヶ瀬面は，多摩川沿いでは拝島面に次いで発達のよ

い沖積段丘である．最大幅 100---500m の細長い平面形

をなし，縦断面の連続性はよい．秋川，平井川沿いでは

最大幅 100-300mの細長い平面形をなし，縦断面の連続

性は悪い．地形面は平坦で一般に開析されていないが，

青梅市千ヶ瀬町では立川 2面の段丘崖下の湧水による浅

い谷があり，沖積錐により覆われている場所もある．ま

た，羽村市羽西の拝島面，上屋敷面，天ヶ瀬面の段丘崖

下には，“池くぼ”と呼ばれる浅い谷がある．多摩川現河

床との比高は，青梅市駒木町から長淵では 18-24 m, 

千ヶ瀬町では 19-26m，友田町では 13-15m,羽村市羽西

では 12-13m,福生市福生では 6-8mである．秋川現

河床との比高は，あきる野市山田では18-20m,牛沼で

16-18 m,小川下久保で 10-14mである．平井川現河床

との比高は，あきる野市草花北小宮で 10-13m,平沢腰

巻で約 15mである． 多摩川，秋川沿いの千ヶ瀬面の勾

配は現河床よりも大きい．

層序 秩父帯，鮮新統及び下部更新統を不整合に覆う ．

青梅市駒木町では青梅層を覆う （角田， 1981c)．ローム

層，腐植土層には覆われない（角田， 1981c).
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層厚 多摩川沿いの青梅市大柳町から千ヶ瀬町，青梅市

駒木町から長淵 3丁目では 2-10m （角田 ，1981a,C; 

青梅市， 1995)，青梅市長淵 l丁目から友田町では 2-4

m （角田， 1981c,1990a)，羽村市羽西では約 2mであ

る（角田 ，1999)．秋川沿いでは 2-4mであるが ，lm以

下の場合もある（角田， 1981a,1986b, 1993 ;秋川市，

1983, 1984 ;増渕， 2002;増渕ほか， 2002).

層相 多摩川沿いの青梅市大柳町から友田町では洵汰の

悪い径 5-20cmの亜円礫～亜角礫層からなり，径 20cm 

以上の大礫～巨礫を含む（角田 ，1981c)．角田(1981b)

によると，多摩川左岸の青梅市千ヶ瀬町2丁目では友田

層を覆う層厚 2-4mの径 5-6cmの礫層からなり ，径

40cmの巨礫を含む．千ヶ瀬町 l丁目では層厚 10m以上

の径 4-12cmの礫層からなり，径 17-20cmの大礫を含

む．河辺町では層厚 7.5m以上の径 7.5-20cmの礫層か

らなり ，レ ンズ状の砂層を挟む．多摩川右岸の青梅市長

淵では基盤岩を覆う層厚 1-4mの径 1-4cmの礫層か

らなり ，径 7-10cmの礫を含む．青梅市友田町では大荷

田層を覆う層厚3.5-5 mの砂礫層からなり，下部では径

20-30 cmの礫を含む．

秋川左岸のあきる野市牛沼では径 5-20 cmの礫層か

らなる（秋川市， 1984)．礫種は堆積岩が卓越し ，石灰

岩，石英閃緑岩を含む．あきる野市小川下久保では最大

径約20cmの礫層からなる（増渕， 2002；増渕ほか， 2002).

化石 福生市で産出する花粉・胞子化石は樹木が卓越

し，草本類の種類は現在とほぼ同じである（徳永， 1979).

追跡 多摩川沿いの千ヶ瀬面上で最も古い遺跡は，青梅

市大柳町の T-41遺跡（大柳遺跡） ，千ヶ瀬町の T-55遺

跡，長淵の T-59遺跡（寺改戸遺跡）であり，それらの年

代は縄文時代前期後半である（久保田， 1977)．秋川沿い

の千ヶ瀬面上で最も古い遺跡はあきる野市牛沼の清水遺

跡（西秋留石器時代住居遺跡）であり ，その年代は縄文

時代後期である（秋川市，1983;東京都， 2006).

年代 多摩川沿いの千ヶ瀬面上には縄文時代前期後半の

遺跡が立地することから，千ヶ瀬層の年代は約 5千年前

ごろと考えられる（久保田 ，1977)．秋川沿いでは ，縄

文時代後期の遺跡が立地することか ら約 4,500年前と考

えられる（角田 ，1981c；秋川市， 1983；国分・中山，1996).

これらに従って ，千ヶ瀬層の年代を5,000-4,500年前とす

る．

9. 1. 10 林泉寺層 (Ta9)

地層名 本報告では，角田 (1980)の林泉寺面の構成層

を林泉寺層と呼ぶ．

模式地 角田 (1980) は模式地を設定していないので，

本報告では青梅市河辺町の林｝1|寺の段丘崖を模式地とす

る．

分布 多摩川上流の山間部では ，五日市図幅内の青梅市
ふたまたお

二俣尾から青梅市街地の多摩川両岸に点在する（高木，

1976, 1990 ;角田，1981c)．多摩川左岸では青梅市大柳

町（第 8.15図の地形面 5)，千ヶ瀬町（地形面 8)，河

辺町（地形面 10)，日野市日野から万願寺，多摩川右岸

では青梅市畑中から駒木町（地形面 31)，駒木町（地形

面 38)，長淵（地形面 45)，友田町 （地形面 54) に分布

する．秋川左岸ではあきる野市山田 （地形面 70)，引田

（地形面 74)，牛沼清水（地形面 82)，小）1|東（地形面 90),

秋川右岸ではあきる野市牛沼飛鳥山か ら切欠（地形面

101, 102, 104) に分布する．平井川左岸ではあきる野

市草花南小宮（地形面 128) に分布する ．

地形 林泉寺層から構成される林泉寺面は ，多摩川左岸

の地形面 5では田端面（寿円， 1965,1966;Juen, 1966; 

久保田 ，1977)，低位面（国土地理院， 1971)，砂礫台地

GtN (N)（鈴木， 1972:角田 ，1981cにより細分されて

いる），地形面 8でば河原面（寿円， 1965,1966 ; Juen, 

1966)，第 15段丘面の一部（畦地， 1971;角田， 1981c

が引用している），低位面（国土地理院，1971)，砂礫台

地 GtN(N)（鈴木， 1972)，田端面（久保田 ，1977)，河

辺面（青梅市，1995)，地形面 10では永田面 （壽圃・羽

鳥 1954；寿円， 1956)，第 16段丘面の一部（畦地， 1971),

下位面 (V)（国土地理院，1971)，砂礫台地 GtN(N)（鈴

木，1972)，大柳面（久保田 ，1977)，低位面（高木，

1976, 1990)，河辺面（青梅市， 1995)，多靡川右岸の地

形面 31では河原面（寿円，1965,1966; Juen, 1966), 

第 15段丘面の一部（畦地，1971)，低位面の一部，下位

面 (W)の一部（国土地理院， 1971)，千ヶ瀬面の一部

（高木 ，1976,1990 ;久保田， 1977；角田， 1981c,d), 

地形面 45では低位面の一部（国土地理院， 1971)，砂礫

台地 GtN(N)（鈴木， 1972)，大柳面（久保旧， 1977)，低

位面（高木 ，1976,1990)，地形面 54では第 16段丘面

の一部（畦地， 1971)，下位面(N)の一部（国土地理院，

1971)，砂礫台地 GtN(III)の一部（鈴木，1972)，千ヶ

瀬面の一部（久保田 ，1977)，低位面（高木 ，1976,1990) 

に相当する．日野市日野から万願寺では L面の一部，現

河床氾濫原の一部（島津ほか ，1990),L 2面（島津ほ

か， 1994) に相当する．秋川，平井川沿いでは一般に南

郷面に相当するが（角田 ，1981a,1983c, 1986b, 1992a, 

1993 ;秋）1|市，1983,1984 ;国分・中山，1996；増渕，

2002；増渕ほか， 2002)，秋川左岸の地形面 70では氾濫

原（羽鳥 ・寿 円， 1958b)，天ヶ瀬面の一部（寿 円，

1965, 1966 ;Juen, 1966)，牛沼面の一部（角田， 1981a,

1983c, 1986b, 1992a, 1993;秋）1|市， 1983；国分・中山，

1996 ;増渕，2002；増渕ほか ，2002)，地形面 74では引

田西方凹地西の面（沢辺 ，1956)，沖積段丘③の一部（羽

鳥 ・寿円，1958b)天ヶ瀬面の一部（寿円，1965,1966 ; 

Juen, 1966)，牛沼面の一部（増渕，2002;増渕ほか，

2002)，地形面 82では牛沼下面 （沢辺，1956)，沖積段丘

④ （羽鳥寿円，1958b)，天ヶ瀬面あるいはその一部（寿

円，1965,1966 ; Juen, 1966)，地形面 90では沖積段丘
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③ （羽鳥・寿円，1958b)，天ヶ瀬面（寿円， 1965,1966 ; 

Juen, 1966)，秋川右岸の地形面 101,102, 104では天ヶ

瀬面（寿円 ，1965,1966 ;Juen, 1966)，平井川左岸の地

形面 128では天ヶ瀬面の一部（寿円 ，1965,1966;Juen, 

1966) に相当する．

林泉寺面は多摩川沿いでは最大幅 100-200mで細長

い平面形をなし，縦断面の連続性はやや良い．秋川沿い

では紡錘状の平面形をなし，縦浙面の連続性は悪い．地

形面は平坦で，全く開析されていない．多摩川左岸の日

野市日野から万願寺では，林泉寺面が河床であったとき

の微地形を反映した比高数 mの砂礫堆や旧河道が認め

られる（島津ほか， 1990,1994)．多摩川現河床との比高

は，青梅市長淵で 14-16m,河辺町から友田町で 10-13

m,日野市日野から万願寺で 5m以下である．秋川現河

床との比高は，あきる野市引田で 12-14m,上代継から

切欠で10-14m,小川東で 7-8mである．平井川現河床

との比高はあきる野市草花南小宮で 7-9mである．

層序 秩父帯 ，鮮新統及び下部更新統を不整合に覆う．

ローム層，腐植土層には覆われない．

層厚 多摩川沿いでは一般に 1-2mであるが（角田，

1981c ;青梅市， 1995)，日野市日野から万願寺では最大

で約 5mである（島津ほか， 1994)．秋川，平井川沿い

では一般に 2-4mであるが（角田 ，1981a,1986b, 

1993 ;秋川市， 1983, 1984), 1 m以下の場合もある（増

渕， 2002；増渕ほか， 2002).

層相 多摩川沿いの青梅市河辺町から友田町では洵汰の

悪い径 10-20cmの礫層からなり ，巨礫を含む（角田，

1981b)．日野市日野から万願寺では，巨礫を含む礫層の

上に層厚 1m以下の砂層，シルト層が重なる（島津ほ

か，1994)．本報告では，模式地の青梅市河辺町の林川寺

の段丘崖（付図の地点 26)で友田層，大荷田層，林泉寺

層が観察 される（第9.5図） ．そこでは友田層は塊状のシ

ルト層からなり，大荷田層は層厚 3mの最大径 15cmの

礫支持のやや風化し た亜円礫層からなる．その上に層厚

1.5 mの最大径 60cmの礫支持の円礫層からな る林泉寺

層が重なる．秋川左岸のあきる野市引田では層厚 30cm 

の最大径 30cmの礫層からなる（増渕，2002;増渕ほ

か， 2002)．平井川左岸のあきる野市草花南小宮では，層

厚 1mで最大径 30cmの礫層からなる．

遺跡 林泉寺面上で最も古い遺跡は，多摩川沿いでは青

梅市千ヶ瀬町の T-52遺跡，駒木町の T-54遺跡（喜代沢遺

跡）であり，それらの年代は縄文時代後期前半である（久

保田， 1977；東京都， 2006)．日野市 日野から万願寺で

は縄文時代後期の南広間地遺跡である（島津ほか， 1994;

東京都， 2006)．平井川沿いではあきる野市草花南小宮

の縄文時代後期の遺跡である（東京都， 2006).

年代 多摩川沿いの林泉地面上には縄文時代後期の遺跡

が立地することから，林泉寺層の年代は約 4,000年前と

考えられる（久保田， 1977；島津ほか， 1994)．秋川，

林泉寺層

大荷田層

友田層

第9.5図林泉寺層の円礫層
場所は河辺町の段丘崖（付図の地点 26)．林泉寺層

は友田層，大荷田層を覆う．ねじり鎌の長さは25cm.

平井川沿いでも，同時代の遺跡が立地し ，多摩川沿いと

同じ年代と考えられる（第 8.1図） ．

やしろ

9. 1. 11 屋城層 (TalO)

地層名 本報告では，秋川市 (1983)の屋城面の構成層

を屋城層と呼ぶ．

模式地 秋川市 (1983)は模式地を設定していないので，

本報告ではあきる野市平沢東の段丘崖を模式地とする ．

分布 多摩川右岸ではあきる野市草花森山 （第 8.15の

地形面 63)，平沢東から小川東（地形面 64)に分布する．

秋川左岸ではあきる野市引133（地形面 75)，上代継から

下代継（地形面 76)，雨間東郷（地形面 86)，小川畑田

（地形面 89) に分布し，秋｝1[右岸では八王子市高月町

（地形面 107)に分布する ．平井川左岸ではあきる野市菅
すがお

生（地形面 118)，菅生四軒在家（地形面 121)，草花小

宮久保の鯉川左岸（地形面 124)，草花高瀬から高瀬下

（地形面 132)，草花森山 （地形面 134)，平井川右岸では
どうじトう し,,(どおり

日の出町平井道場（地形面 141)，平井三吉野宿通（地形

面 145)，平井三吉野下平井（地形面 147)，あきる野市

瀬戸岡上賀多から原小宮代田（地形面 149)，平沢森ノ根

（地形面 150)，平沢西平から下夕川原（地形面 151) に

分布する ．

地形 屋城層から構成される屋城面は，多摩川右岸の地

形面 63では河原面（寿円， 1965,1966 ; Juen, 1966), 

氾濫面（角田 ，1981a,1986b, 1993；秋川市， 1983,1984; 

国分・中 山，1996；増渕， 2002；増渕ほか， 2002)，地

形面 64では千ヶ瀬面（寿円 ，1965,1966 ; Juen, 1966) 
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に相当する ．秋川左岸の地形面 75では引田下面（沢辺，

1956)，沖積段丘④ （羽鳥・寿円， 1958b)，千ヶ瀬面（寿
よっさ

円， 1965,1966 ; Juen, 1966)，地形面 76では代継面（沢

辺，1956)．沖積段丘④ （羽鳥 ・寿円， 1958b)，千ヶ瀬

面（寿円 ，1965,1966; Juen, 1966)，地形面 86では雨

間下面（沢辺 ，1956)，氾濫原（羽鳥 ・寿円 ，1958b;寿

円，1965,1966 ; Juen, 1966)，地形面 89では久保下面

（沢辺， 1956)，氾濫原（羽鳥 ・寿円， 1958b;寿円 ，

1965, 1966 ; Juen, 1966 ;角田 ，1981a,1983c, 1986b, 

1993 ;秋川市， 1983,1984;国分・中山 ，1996；増渕，

2002；増渕ほか， 2002)，秋川右岸の地形面 107では天ヶ

瀬面（寿円， 1965,1966 ; Juen, 1966)，氾濫面（増渕，

2002;増渕ほか， 2002) に相当する ．平井／1|左岸の地形

面 ll8,121,地形面 124では氾濫面（角田， 1981a,

1983c, 1986b, 1992a, 1993 ;秋 川 市，1983,1984 ;国

分・中 山，1996)，地形面 141では氾濫面（寿 円，

1965, 1966 ; Juen, 1966 ;角田， 1981a,1983c, 1986b, 

1992a, 1993 ;秋川市，1983.1984 ;国分 ・中山 ，1996;

増渕， 2002;増渕ほか， 2002) に相当する．

屋城面は一般に紡錘状の平面形をなし ，縦断面の連続

性は悪い．地形面は平坦で全く開析されていない．秋川

沿いでは ，屋城面が河床であったときの微地形を反映し

た比高数 mの起伏や旧河道が認められる（角田，1981a,

1986b)．多摩川現河床との比高は ，あきる野市平沢東か

ら小川東では 7-10mである．秋川，平井川の現河床と

の比高は，それぞれ 4-6m，約 3m である．多摩川現

河床との比高が秋川，平井川より大きいのは ，砂利採取

による河床の低下によると考えられている（角田，

1986b). 

層序 鮮新統及び下部更新統を不整合に悶う．ローム

層，腐植土層には覆われない．

層厚 多摩川沿いのあきる野市平沢東から小川東では約

3m （秋川市， 1984)である ．秋川，平井川沿いでは 2-

4 mである（角田，1981a,1986b, 1992a, 1993 ;秋/II 

市，1983,1984 ;増渕， 2002；増渕ほか ，2002).

層相 秋川左岸のあきる野市上代継では径 40-50cmの

巨礫を含む礫層からなる（増渕， 2002；増渕ほか ，2002).

平井川右岸のあきる野市瀬戸岡上賀多では最大径 20-36

cmの礫層からなる．

遺跡 屋城面上で最も古い逍跡は平井／1|左岸のあきる野

市草花森山の中高瀬遺跡であり，その年代は縄文時代晩

期である（秋川市，1983；東京都， 2006).

年代 屋城面上には縄文時代晩期の遺跡が立地すること

から，屋城層の年代は約 2,500年前と考えられる（秋川

市， 1984；第 8.1図）．

9. 1. 12 郷土博物館層 (Tall)

地層名 本報告では，角田 (1980)の郷土博物館面の構

成層を郷土博物館層と 呼ぶ．

模式地 角田 (1980) は模式地を設定していないので，

本報告では青梅市駒木町の青梅市郷土博物館付近の段丘

崖を模式地とする．

分布 多摩川左岸では青梅市大柳町 （第 8.15の地形面

6)，青梅市河辺町（地形面 12)，羽村市羽西（地形面 14),

羽加美から羽中（地形面 18)に分布する ．多摩川右岸で

は青梅市駒木町（地形面 37)，長淵（地形面 44) に分布

する．

地形 郷土博物館層から構成される郷土博物館面は ‘‘琴

河原”とも呼ばれ（久保田， 1977)，地形面 6,12は氾

濫面（角田 ，1982d)，水の公園面（青梅市， 1995)，地

形面 14,18は氾濫低地（角田， 1990a,1999)，地形面

37は水の公園面（青梅市，1995) に相当する．一般に紡

錘状の平面形をなし，縦断面の連続性は悪い．地形面は

平坦で全く開析されていない．多摩川現河床との比高

は，青梅市駒木町の青梅市立郷土博物館付近では 5-6

m，河辺町の青梅市民球技場付近では 3-4mである．

層序 秩父帯，鮮新統及び下部更新統を不整合に覆う．

ローム層，腐植土層には籾われない．

層厚 模式地付近では約 10m （角田， 1981a,c). 

層相 模式地付近では層厚 4m以上の最大径 4cmの砂

礫層，層厚 2.7-6.2mの細粒砂層からなる（角田，1981d).

遺跡 郷土博物館面上で最も古い遺跡は ，多摩川左岸の

羽村市羽加美の古墳時代後期前半の根摺前遺跡である

（羽村町，1974;久保田，1977).

年代 郷土博物館面上には古墳時代後期の遺跡が立地す

ることから ，郷土博物館層の年代は約 1500年前の 6世

紀後半と考えられる（久保田， 1977).

9. 2 地すべり堆積物 (Ls)

青梅市成木の青梅市立第七中学校南には，秩父帯成木

ユニ ットを移動体とする大規模地すべりがある ．地すべ

り地形は滑落崖，初生的な移動ブロック， 2次的な沖積

錐からなる．地すべり地形の末端を開析して成木川沿い

の青柳面が形成されている． したがって，この地すべり

の年代は青柳面よりも古いが，どこまで遡るかは不明で

ある．本報告では， 地すべり の年代を 2万年前以前の後

期更新世とする ．

本報告では ，初生的な地すべり堆積物は未観察であ

る．その前面の沖積錐堆積物は，径 10-30cmの砂岩，

チャートの角礫層からなる．不淘汰で基質支持であり，

レンズ状のローム質シルト 層を多数挟む．層厚は 5m 

以上である ．
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9. 3 湖沼堆積物 (Le)

みずほ さや ま がいけ

瑞穂町箱根ヶ崎の立川断層の西側の狭山ヶ池周辺は周

囲の青柳面よりも数 m低い凹地となっており ，そこに

は後期更新世末期の湖沼堆積物が分布する（瑞穂町，

1974a;中山ほか， 1998;角田 ，1998;宮下ほか ，2005).

湖沼堆積物は層厚 2-5mのシルト層からなり， UGを

挟む層厚 1m程度のローム層に覆われる（第 9.6図：

宮下ほか， 2005)．また，シルト層は 4.6-1.4万年前の

14C年代を示す（宮下ほか， 2005)．したがって，狭山ヶ

池周辺の湖沼堆積物の年代は最終氷期中期から完新世初

期である．

No.8-2 

断面1

140~ 梵早:1 | ―→-~・ 
湖沼堆積物

135 
',, 

“ 
礫層

135 

゜
100 200 300 400 500 600m 

凶
m BC 凡例

1 05 14400-13850 
1 95 14690-14190 凶溢

四 盛 土

3 70 29210-28840 m BC 
四耕作土

3 90 36800-36050 1 75 2860-2570 ＇-黒ポク土

4 10 44300-42600 No.29 戸 2 97 54 70-5320 口ローム層

4 30 46200-44300 m BC m BC 3 45 9390-9230 口 シル ト層

4 50 44000-42500 2 35 20300-20020 0 90 40-30 3 95 19150-18400 一腐植質シルト層

4 70 37200-36400 2 70 21900-21610 3 10 20040-19760 4 18 19150-18450 こ］砂層

4 90 40200-39000 3 08 29050-28580 4 10 42800-41300 4 85 18750-18050 
四 礫 層

断面2
No12 

No 30 

゜
100 200 300 400 500 600m 

第 9.6図 狭山ヶ池周辺の湖沼堆梢物

宮下ほか (2005)の湖沼堆梢物の区分を修正．
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9. 4 崖錐及び沖積錐堆積物 (C)

崖錐は主に入間川，多摩川，秋川に侵食された丘陵斜

面の基部に分布する ．大規模なものは，飯能市岩渕の成

木川右岸，入間市阿須の入間川右岸，あきる野市引田か

ら八王子市高月町にかけての秋川右岸にある．沖積錐は

主に加住北丘陵南縁を開析する小河川の出口に分布す

る．本報告ではこれらの堆積物は未観察であるが ，層厚

数 m-20m程度の砂礫層から構成され，年代は完新世

と思われる．あきる野市切欠の崖錐の地形，堆積物につ

いては ，目代 (1996)で紹介されている．

9. 5 扇状地堆積物 (Ad,Ac 1) 

地形 本図幅内の多摩川沿いの低地は，丘陵と台地には

さまれた幅1.5-2.5kmの現成の扇状地である（門村，

1961;阪ロ・大森，1981)．福生市から川崎市高津区溝口

の低地は，河川改修以前の堤内地に相当する現河床から

の比高1.5-2mの谷底平野低位面と ，氾濫原に相当する

比高 3.5-5 mの谷底平野高位面に分けられる（門村，

1961)．谷底平野高位面上には ，網状の旧河道とその間

の比裔 1-2 mの砂礫堆が発達する（門村，1961;高

橋，1977,2001；内田 ，1979,1982 ;岡崎，1985;角田

清美， 1991;島津ほか ，1990,1994)．渡河点の位置の

変化（内田 ，1979,1982)，旧河道堆積物中に 1707年

(Tsuya, 1955)の富士宝永テフラ (F-Ho：町田 ・新井，

1992) が挟まれることから（島津ほか， 1994)，多摩川

の流路は 10-100年の時間スケールで扇状地上を移動し

ていることがわかる． 1日河道の主なものは ，現在は府中
ほんじ99< 

用水，本宿用水などとして利用されている（高橋，

1977, 2001 ;矢島 ，1977b;岡崎，1985)．多摩川沿いと

同様な扇状地は，平井川，秋川，北浅川，中野町から下

流の川口川沿いにも分布する． 多摩川左岸の府中市の扇

状地は C面（壽園，1951)，右岸の日野市の扇状地は石

田面（角田清美， 1991,1992b), L 3面（島津ほか ，1994)

と命名されている．なお ，寿円 (1965,1966), Juen (1966) 

では，多摩川左岸の羽村市玉川から福生市福生のかに坂

公園の地形面を沖積段丘面（河原面）とされたが ，そこ

には遺跡が分布しないので（東京都，2006)，本報告では

現成の扇状地に含める．秋川，入間川沿いの低地でも ，

多摩川と同様に網状の砂礫堆とその間の旧河道が発達し

てしヽる．

層相及び層厚 本報告の扇状地堆梢物は谷底平野高位面

（門村，1961)の構成層であり ，砂礫堆堆積物 (Ad) と

旧河道堆積物 (Acl) に分けられる．多摩川沿いの砂礫

堆堆積物は中礫，大礫サイズの円礫層を主体とし ，最上

部の数 10cmは砂層 ，シルト 層からなる（門村 ，1961; 

鈴木，1972;島津ほか ，1994)．ボーリング資料，電気

探査によると ，その層厚は羽村市羽の羽村堰付近で 4

m,昭島市拝島町の昭和堰付近で 7m, 八王子市平町の

日野堰で 5-7m,日野市万願寺から石田では 4-6mで

ある（佐々木 ・橋本，1957;島津ほか ，1994)．旧河道

堆梢物は層厚 1-2m程度の砂層，シルト層からなり ，

日野市万願寺から石田では F-Hoが挟まれる（島津ほか，

1994)．秋川，入間川沿いの砂礫堆堆積物，旧河道堆積物

の詳細は不明であるが，それらの河床には基盤が露出す

る場所もあることから， 層厚は数mと思われる．

9. 6 氾濫原堆積物 (Al,Ac2, Ab) 

ね か ぶ

地形 武蔵野台地北縁の霞川沿いには ，青梅市根ヶ布か

ら人間市中神に最大幅 500mの低地が広が っている．
だいも ん

青梅市大門より下流では ，霞｝1|沿いの幅 100m以下で比

高 20-50cmの自然堤防とその背後の旧河道，後背湿地

で特徴づけられる現成の氾濫原が広がる（角田 ，1981c).

立川断層の沈降側（西側）では幅が大きい（第 1.3図）．

昭和 30-35年より以前には ，霞川は幅 2-3mで氾濫原

上を曲流していた（角田 ，2001a).

層相及び層厚 霞川沿いの氾濫原堆積物は ，自然堤防堆

積物 (Al)，旧河道堆積物（Ac2)，後背湿地堆積物 (Ab)

に分けられる．自然堤防堆積物は砂層の上に粘土層 ，シ

ルト層が重なり，後背湿地堆積物，旧河道堆積物は粘土

層，シルト層からなる（角田， 1981c)．立川断層の沈降

側の青梅市藤橋では ，後背湿地堆梢物は層厚 2-3mの

砂層 ，シルト層，粘土層からなる（角田 ，1983d;角田

ほか， 1988,1994；角田・立川浙層研究グループ，1995;

東京都，1998b, 1999, 2000a). 

9. 7 開析谷底堆積物 (Af)

地形 青梅市大門より上流の霞）1|沿いでは現成の開析谷

底が広がり， “ドブッ田”と呼ばれている（角田 ，1981c).

同様の開析谷底は川口）II,谷地川の上流でも発達してい

る．丘陵の開析谷は谷戸 （谷地 ，谷津）地形をなす．狭

山丘陵では “狭山谷地”,“浅間谷地”と呼ばれ（角田ほ

か，2005),しばしば湿地にな っている．台地の開析谷は

ローム層を侵食した浅い谷をなし ，通常は流水が見られ

なし‘•
層相及び層厚 山地の開析谷底堆積物は層厚数 mの砂

礫層からなる．丘陵の開析谷底堆積物は腐植質シルト

層，粘土層からなる．層厚は一般に数 mであるが ，霞川

沿いでは 14m以上である（角田， 1980,1981c)．台地

の開析谷底堆積物は層厚数 mの再堆積したローム層，

腐植土層からなる．このような開析谷底堆積物は，後期

更新世から現在まで連続的に堆積してきたと考えられ

る．

狭山丘陵北縁の所沢市堀之内の早稲田大学内の開析谷
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底堆積物は砂礫層を挟む腐植質砂層，シルト層からな

り，宮ノ前層（早稲田大学所沢校地文化財調査室，
みかじま

1989, 1994)，つづら入層，ニヶ島層（早稲田大学所沢校

地文化財調査室， 1991) と命名，定義されている．これ

らの地層からは， 3万7千年前以前から 1,800年前の 14c

年代が得られている（早稲田大学所沢校地文化財調在室，

1989, 1990, 1991, 1994)．また ，花粉化石（辻，1989b,

1990, 1991, 1994)，大型植物化石（南木・辻，1989,1990; 

南木， 1991,1994)，材化石（能代・鈴木，1989,1990, 

1991, 1994)，植物珪酸体化石（杉山，1989,1990, 1991, 

1994)，ケイソウ化石（小杉，1989,1990, 1991, 1994) 

が報告されている．狭山丘陵南縁の武蔵村山市本町の開

析谷底堆積物は 3-2千年前の1,1c 年代を示す腐植質砂

層，シルト層からなり ，それから産出する大型植物化石 ，

花粉化石（石川ほか， 1999；石川，2002c)，ケイソウ化石

（堀ロ・石川， 1999;石川，2002c)が報告されている．

固分寺市の赤羽面，中台面を開析する谷は一般にロー

ム層のみを侵食しているが，恋ヶ窪谷は赤羽層，中台層

を下刻し，立川 2層を堆積させている（鈴木・片山，

1985)．そして，その上に層厚 5-lOmの泥炭層が菫なっ

ている．

9. 8 現河床堆積物 (Ar)

地形 多摩川，平井川，秋川，入間川，北浅川の堤内地

は，網状の河道とその間の砂礫堆からなる．洪水時には

冠水し，砂礫の浸食 ，堆積が行われる．近年多摩川の河

床低下が顕著になり ，現河床堆積物が侵食され，鮮新統

及び下部更新統が露出する場所が多くなった（三井，

1956;門村，1961;寿円 ，1965)．そこでは，“牛群地

形”と呼ばれる流れの方向に平行な輻数 m,比高 1-2

mの起伏と溝が発達する（小泉，1996b;徳竹・若林，

2005).“牛群地形’'は昭島市宮沢町の JR八高線の鉄橋

東で顕著である ．河床の低下は江戸時代文政年間から

1968年まで続いた砂利採取によるところが大きく ，1957

年の小河内ダムの竣工以降の土砂供給量の減少が更に拍

車をかけているという．最近数 10年間の最大河床低下

量は，府中付近で 3mに達する（三井， 1956;門村，

1961). 

層相及び層厚 本報告の現河床堆積物は，谷底平野低位

而（門村，1961)の構成層である．それは中礫，大礫サ

イズの円礫層からなり，砂層を伴う．多摩川では層厚は
はね

2 m程度であり（寿円 ，1965)，羽村市羽では約 2m, 

昭島市拝島町では約 5m, 八王子市平町では約 1.5mで

ある（佐々木・橋本， 1957)．礫種は ，砂岩，泥岩，礫

岩，チャート，粘板岩，石英閃緑岩，石灰岩，緑色岩で

ある． 日野市日野の日野橋東（付図の地点 97)の多摩川

河床の工事露頭では ，層厚 2-3mの大礫～巨礫サイズ

の円礫からなる現河床堆積物が連光寺層の上に重なるの

第 9.7図 多摩川の現河床堆積物

現河床

堆積物

連光寺ll'l

場所は日野市日野の日野橋下の改修工事露頭（付図

の地点 97)．現河床堆梢物が連光寺層を榎う．現
在この露頭は消滅している．露頭の高さは約 4m. 

が観察された（第 9.7図）．成木川，黒沢川沿いでは層厚

1-2 mの中礫～巨礫サイズの礫層からなるが，基盤岩

が露出する場所も多い．多摩川，浅｝II,入間川の現河床

堆積物の礫径，礫形，礫種は，谷津 ・大塚 (1948a,b), 

三野 (1949)，中山 (1949,1952, 1953, 1954, 1960), 

谷津 (1949,1950a, 1951a, b)，久富 (1954)，寿円 (1964,

1965, 1966), Juen (1966)，井ロ・目崎 (1974a,b), 

蒔田 (1976)，徳永 (1979)，石垣・竹越 (1982)，島津

ほか (1990)，比田井 (1995)，千葉・斎藤 (1996)，カ

田ほか (1999a,b)，岡野ほか (2005)，埼玉県西部地域

博物館入間川展合同企画協議会 (2004)に示されている．

また，人間川の現河床の状態は渡辺(1958)，森｝II (1971) 

に示されている．

9. 9 湿地堆積物 (S)

地形武蔵野台地，秋留台地上には，浅い谷や凹地が多

数認められる（花井・千葉， 1939；吉村， 1940a,b, 

1942a, 1943b ;矢嶋 ，1941；山本，1957,1964 ;小平町，

1959；伊藤，1963；西村，1964;田中，1968；鈴木，1972;

羽鳥，1981,2004a, C ;秋川市， 1983；飯田，1984;国土地

理院，1991；国分・中山 ，1996;角田ほか， 1996;羽鳥ほ

か，2001a,b ;増渕， 2002；増渕ほか ，2002;東海林，

2003;今尾，2006)．それらの多くはすでに埋められて

しまったが，本図幅内の青梅市から入間市の所沢面（金
こだいら

子台）上には現在でもいくつか残っている．小平市の小

平霊園北東端の黒目川面上には “さいかち窪”と呼ばれ

る凹地がある．浅い谷，凹地の成因として，谷頭での湧

水によるテフラの除去（羽鳥， 1981;久保， 1988a)，地

下水面の浅い宙水や地下水堆からの地下水の湧出（柳田，

1934；花井・千菓， 1939；吉村，1943b；小平町，1959),

地下水瀑布線の後退と地下水面の低下による無水谷化

（谷津， 1950b)が挙げられているが，山本 (1959)は，

浅い谷， 凹地が何らかの作用で形成されて ，それらが宙

水を涵養するとした．守屋 (1967)は浅い谷，凹地の成
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因を氷河の融解としたが，第四紀後期に多摩川上流に氷

河が発達した証拠はない．凹地，浅い谷のある場所は ，

“久保”,“堀’'などの地名が付けられている（保坂， 1983;

松田， 1986,2001;松田・ 大倉， 1988;大倉ほか， 1988;

松田ほか，1990)．凹地は“天沼”（山本 ，1957,1964), 

凹地 ，浅い谷の中の湿地は “マツバ’'，細長い小溝は“シ

マクボ'’,“シマツボ＂と呼ばれる（高橋， 1935;吉村，

1940b,山本 ，1957,1964)．台地上の浅い谷， 凹地は ，巨

人（ダイダラ坊） ，天狗の足跡伝説と結びつけられている

（柳田， 1934).

層相及び層厚 武蔵野台地上の凹地は，自然状態の場

合，沼，ヨシ，ハンノキなどが生える湿地であり，そこ

には厚い腐植質の堆積物が発達している（吉村， 1940b,

1943b, C, d;吉川・小山 ，1948)．現在は排水技術が発

達しているため沼，湿地は見られないが ，金子台，小平

霊園の凹地の下にも湿地堆積物があると思われる．本報

告ではこの湿地堆積物は未観察であるが，武蔵野台地上

のローム層の層厚から湿地堆積物の層厚は数 mと思わ

れる．

9. 10 人工堆積物 (B)

本図幅内の埋土，盛土の範囲は，昭和 40年代前半の地

形図 ，空中写真と最新の地形図を比較して特定したし

たがって，それ以前及び短期間に行われた埋土，盛上は

特定できず，地質図に表現できなかった．

9. 10. 1 埋土

埋土は丘陵にある団地，ゴルフ場，大学内の谷頭に多

く分布する．層厚は場所により数 10mに達する．武蔵

野台地上の浅い谷や凹地の多くは埋められ，畑や住宅地

とな っている．

日の出町平井，大久野には三多摩地域廃薬物広域処分

場があり ，谷戸川，玉の内川の上流で産業廃乗物の埋め
あじろ

立て処分が行われている．あきる野市網代の三の谷の源

流，八王子市戸吹町では ，一般廃棄物の埋め立て処分が

行われている．これらの廃棄物の層厚は，場所により数

10 mに達する ．日の出町の処分場では，埋土からの土

壌，地下水の汚染が報告された（本間， 1996a,b;本

間 ・計，1996;吉田ほか ，1998).

瑞穂町から羽村市の立川面上では 1960年代に立川 2

層あ るいは青梅層を対象とした砂利の採掘が行われ，

1966年には 16箇所，26万 面に及んだ（河川環境管理財

瑞穂町ジャリ穴分布図
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第 9.8図 瑞穂町における砂利採掘跡の穴（ジャリ穴）の分布

瑞穂町 (1974a)による．現在は全て埋められてい

る．

団， 1986；瑞穂町，1974a)．瑞穂町の砂利採掘跡の穴の

分布を第 9.8図（瑞穂町，1974a)に示す．採掘ででき

た穴は“ジャリ穴”と呼ばれている．それは最大で深さ

25 mにもなり ，不法に投薬された廃薬物で埋めら れ，地

下水の汚染が生じた（東京都市廃亜物処分地管理組合史

編集委員会， 1984)．同様な砂利採掘は入間市の不老面

（糟谷，1994)，多摩川沿いの扇状地（鈴木， 1972;府中

市， 1974)でも行われ，砂利採掘後の穴が埋められた．

本報告では ，多摩川 ，秋川沿いの現河床，扇状地上の砂

利採掘跡の穴を抽出し ，そこの埋土を図示した．大規模

な砂利採掘跡の埋土の分布は，角田ほか (1996)にも示

されている．

9. 10. 2 盛土

大規模な盛土は，狭山市入間川の航空自衛隊入間基

地，所沢市荒幡の荒幡富士，上山口の山口貯水池，東大

利市多摩湖の村山貯水池の堰堤 ，昭島市郷地町から立川

市緑町にかけての昭利記念公園，武蔵村山市榎から立川

市上砂町の日産自動車村山工場跡地に分布する．層厚は

最大で 20m程度である．国分寺市内の武蔵野面， 立川

面を開析する谷中では，多くの盛土が行われている（鈴

木・片山 ，1985)．本図幅を含む小平市，東久留米市で

は，層厚 1m度の盛土が広範囲にわたりなされている

（東海林，1995).
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第 10章 地下地質及び重力

（植木岳雪）

10. ー 概 要

武蔵野台地の地下の新第三系，第四系は，大深度層序

ボーリングに基づいて，下位から先上総層群，上総層群，

東京層群（新藤，1969)に区分される（遠藤ほか，1996).

また， 反射法地震探査では，下位から三浦層群，上総層

群，下総層群に区分される（中山・中嶋， 2004)．これ

らの研究の上総層群は本報告の鮮新統及び下部更新統を

含み，東京層群，下総層群は中部更新統を含むが，累層

対比は今後の課題である．また ，武蔵野台地の地下と房

総半島，三浦半島の三浦層群，上総層群の関係は明らか

でなく，それらの層序区分，年代は異なると思われる．

先上総層群（三浦層群），上総層群は関東山地と関東平

野の地形境界である八王子構造線 (Yabeand Aoki, 1926) 

付近で基底が急激に深くなり ，そこから平野に向かって

厚く なる（新藤，1969；鈴木，2002；林ほか， 2004)．昭

島市から板橋区までの反射法地震探査によると（第10.1 

図：中山 ・中嶋， 2004)，先新第三系の基盤岩の上面は

立川断層の東側で約 1,000m深くなり ，そこから東では

起伏に富むが深度は 3,000m程度である． 三浦層群，上

総層群の上面は，立川断層付近を除いて東に緩やかに傾

斜し ，東京区部ではそれぞれ深度約 1,500m,約 300m 

で一定である．

関東平野の地下の先上総層群は，防災科学技術研究所

の地震観測用の深度 1,000m以上のボーリングコアから

明らかにされた（林ほか， 2004)．関東山地北縁の中新統

は，15.3Ma （須藤ほか， 2003) の庭谷不整合（大石 • 高

橋， 1990) をはさんで層相，地質構造，堆積速度などが

異なる下位の N.8層と上位の postN.8層に 2分される

（高橋， 2003)．林ほか (2004)は，関東平野の地下の中

新統を N.8層と上位の postN.8層に 2分し，更に post

N.8層を6Ma以前の下部層と以後の上部層に細分した．

post N.8層の下部層は前弧海盆と弧間堆積盆を埋める堆
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第10.1図 北多摩測線の反射断面

中山・中嶋 (2004)による．反射面A,B, Cは，それぞれ先新第三系，三浦層群，上総層群上部の上面に対応

する．

-124 -



積物で堆積速度は小さいが，上部層は前弧海盆のみを埋

める堆積物で堆積速度が大きい．

上総層群は先上総層群を不整合に覆うシルト層 ，砂礫

層からなる．上総層群については，主に地下水の特性 ，

帯水層の把握のための水文地質学的な研究が行われてき

た．藤本新藤 (1965,1966)，新藤 (1968,1969, 1972) 

は，深度 200m程度までの多数のボーリング資料に基づ

いて，不圧地下水を対象とした武蔵野台地の地下地質の

層序区分を行った．森 (1969,1984)，阿久津 (1971),

森ほか (1974)は，深度 200-600mの深井戸の電気検層

資料，深度 200-250mの層序ボー リングに基づいて武蔵

野台地の地下地質の層序区分を行い， 地表地質との対比

を行った．このうち，森ほか (1974)，森 (1984)は，先

上総層群と段丘堆積物の間の地層を， 下位から K層， M

互層，芋窪礫層に大別し ，更にM互層を上部 M互層と

下部 M互層に細分した東京都土木技術研究所による

一連の研究は ，被圧地下水を対象とした深度 400-1,000

mまでの大深度層序ボーリングに基づいて，武蔵野台地

の地下地質の層序区分，土質試験，物理検層を行った（遠

藤・ 川 島， 1972;川 島 ・遠藤， 1973;遠藤ほか，

1975, 1978, 1979, 1982, 1986, 1989, 1995；遠藤，

1978, 1979；川島 ・川合，1978,1980, 1981, 1983 ;遠

藤 ・石井，1984;川島ほか ，1984,1985, 1988, 1990 ; 

川合ほか， 1986,1987, 1992, 1993；遠藤・中村，1991; 

川合・川島， 1999)．これらは先上総層群と段丘堆積物の

間の地層を上総層群と東京層群に大別し，それぞれ下拉
みずほ

から北多摩層（遠藤， 1978)，瑞穂砂礫層（川島ほか，
とねり

1985)，東久留米層（遠藤， 1978)の 3累層 ，舎人層，

江戸川層，高砂層の 3累層（遠藤ほか ，1977)に細分し

たそして，遠藤ほか (1996)によって，約 78万年前の

Brunhes-Matuyama Chron境界は江戸川層の最上部にあ

ることが明らかにされ，北多摩層，瑞穂砂礫層，東久留

米層，舎人層，江戸川層は全て上総層群として一括され

た武蔵野台地東部では，高砂層 ，東京層（青木ほか，

1971;遠藤ほか， 1996)，世田谷層（遠藤ほか， 1996),

下町低地では晴海層（遠藤ほか ，1996)が東京層群とし

て一括され，それらは房総半島の下総層群に相当する地

層である ことが示された．本図幅内の地下には東京層群

は分布していないとされる ．このほかに，小平町

(1959)，森 (1962)，東京都 (1964,1965)，有井ほか

(1968)，東京都土木技術研究所 (1968)，昭島市 (1978),

府中市 (1968)，所沢市 (1980)，角田 (1981b)，日本鉄

道建設公団東京支社(1974, 1977, 1984)，鈴木・片山

(1985)，竹越 (1986,1989)，国土地理院 (1991)，石川

(2002a)などの地下地質の記載がある ．

10. 2 基盤岩 (CS)：断面図のみに図示

反射法地震探査によれば，先新第三系（秩父帯，四万

十帯）の基盤岩上面の深度は昭島市から立川市で 500-

1,000 mであるが，立川断層をはさんで東側が約 1,000m 

深くなる（中山 ・中島 ，2004)．立川断層から武蔵野台

地東部までは，基盤岩の深度は 2~3千 mである．大深

度ボー リングによると ，瑞穂町（川島ほか， 1985)，武

蔵村山市（川島・川合，1981)，昭島市（川島ほか ，1990),

八王子市（川島ほか， 1984)では，基盤岩上面の深度は

それぞれ 370m, 661.5 m, 401 m, 681 mである．また ，

府中市では 2,022mである （鈴木 ・高橋， 1985；林ほか ，

2004). 

10. 3 先上総層群（三浦層群）

立川断層の西側の先上総層群（三浦層群）の層厚は

1,500-2,000 mである （中山・中嶋，2004)．大深度ボー

リングによると，本図幅内の埼玉県所沢市では深度

1,000-2,000 mに砂層礫層を主体とする postN.8層下

部層があり ，関東山地周辺に露出する中部ー上部中新統

に連続する（林ほか， 2004)．また，府中市では，深度

1,450-2,050 mに砂層礫層を主体とする postN.8層上

部層が四万十帯の上に重なる． この postN.8層上部層

は，房総半島に露出する中部中新統以上の地層に連続す

る．このような地層の分布は ，所沢地域と府中地域が異

なる堆積盆にあったことを意味する．瑞穂町（川島ほか，

1985)，武蔵村山市 (KKパレオ ・ラボ， 1999d;石川，

2002a)，籠属市（川島ほか ，1990)，立川市 （遠藤ほか，

1979)では，それぞれ深度 370-383m, 800 m以下，388-401

m, 971 m 以下に先上総層群と考えられる砂層が報告さ

れている．

10. 4 上総 層 群

武蔵野台地の地下の上総層群は ，下部は北多摩層群

（遠藤ほか， 1975)，上総層群（遠藤ほか， 1978)，上部

は東京層群（遠藤ほか， 1975) と呼ばれた．反射法地震

探査によれば，上総層群の層厚は武蔵野台地の西部では

500 m程度であるが，東に向かって大きくなり，台地東

部では 1,500mに達する（中山・中嶋， 2004)．大深度ボー

リングによると，府中市における先上総層群との不整合

面の深度は約 1,450mである（林ほか， 2004).

上総層群は， 下位から北多摩層，東久留米層，舎人層 ，

江戸川層の 4累層に分けられる（遠藤ほか ，1996)．この

うち， 北多摩層，東久留米層は，森ほか (1974)の K

層，舎人層は下部 M互層，江戸川層は上部 M互層に対

比 される（森， 1984)．北多摩層，東久留米層，舎人層

は，武蔵野台地全体に分布するが，江戸川層は武蔵野台

地東部のみに分布する（遠藤ほか ，1989)．北多摩層はシ

）レト 層が卓越し ，外洋半深海性の底生有孔虫化石を産出

する（遠藤，1978;遠藤ほか， 1989)．全体に東から北
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東に 2-3゚ 傾く．瑞穂町，武蔵村山市では北多摩層の同

時異相として瑞穂砂礫層（川島ほか， 1985) と呼ばれる
かじ

砂礫層があり，加治丘陵の飯能層と対比されている（遠

藤ほか， 1986,1989)．立川断層 ，瑞穂断層に沿っては，

北多摩層，東久留米層は断層の北東側で浅く，北東側隆

起の変形を被っている（森， 1969;山崎， 1978；遠藤ほ

か， 1989).

東久留米層は北多摩層を整合に覆う砂層からなり，し

ばしばシルト層を挟む．最上部は淡水性のケイソウ化石

を産出する（遠藤， 1978;遠藤ほか， 1989)．全体に東に

2゚ 傾くが，東に向かって傾斜を減ずる．立川市の地下

866-971 mの多量の腐植を含むシルト層は， 加治丘陵の

仏子層に対比される可能性がある（遠藤ほか， 1989).

舎人層は東久留米層を不整合に覆うシルト層，砂層，

礫層の互層からなり，東久留米層と比べて砂礫層が卓越

し，各単層の層厚は小さい（遠藤， 1978；遠藤ほか，1989).

海性，淡水性のケイソウ化石を産出する層準が認めら

れ，両者が混在する層準もある．全体に北東に 1゚ 傾く

が，北～北東に向かって傾斜を減ずる．基底部には城北

砂礫層と呼ばれる砂礫層がある（遠藤ほか， 1975)．ま

た，軽石質，火山灰質テフラを挟む（遠藤，1978).

139 ° 00'E 
36 ° 00'N 

40ロ

35 ° 201 

第10.2図 青梅図幅を含む関東平野西縁のブーゲー異常

江戸川層は舎人層を整合に覆うシルト層，砂層，礫層

の互層からなり，東村山市より東に分布する（遠藤ほか，

1978；遠藤ほか， 1989)．舎人層と同様に ，海性，淡水性

のケイソウ化石を産出する層準が認められる．基底部に

は江戸川砂礫部層（遠藤， 1978) と呼ばれる砂礫層があ
しヽもくぽ

り，狭山丘陵の芋窪層から連続すると考えられた（新藤，

1968)． しかし， Brunhes-MatuyamaChron境界ば江戸川

層の最上部にあることから（遠藤ほか ，1996)，江戸川

層基底部の礫層は芋窪層に対比されない．むしろ，東京

層群高砂層と芋窪礫層との対比（森， 1984)の方が適当

である．

10. 5 重力

本図幅を含む関東山地東縁から関東平野西縁の重力異
らんざん

常を第 10.2図に示す．関東平野西縁の埼玉県嵐山町か

ら神奈川県厚木市では，関東山地の高菫力異常域から関

東平野の低重力異常域への急勾配がある（石井， 1962; 

印部ほか， 1972;多田ほか， 1980;駒沢， 1985;中井ほ

か， 1987;萩原ほか， 1987,1988a, b, 1995, 1996；駒

澤ほか， 1997)．それは，地形境界としての八王子構造線

30' 140 ° 00' 
I 

駒澤 (2004)の重力異常データベースを用い，フリーソフトの GMT(Generic Mapping Tools; Wessel and Smith, 
1998)を用いて作成．等値線の間隔は 2mgal.仮定密度は 2.67g/cm'.括弧内は 5万分の 1図幅名．
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おごせこま

(Yabe and Aoki, 1926)や越生ー高麗本郷断層（貝塚ほか，

1977)，越生断層（松田ほか， 1977)，高麗川断層（新井，

1995) などの南北性のリニアメン トに一致する ．この重

力異常の急勾配をはさんだ新第三系の高度差は， 1-2 

kmと見積もられている（多田， 1976,1983；萩原ほか，

1995)．駒沢 (1985)，駒澤ほか (1997)では，あきる野

市の五日市町層群，鮮新統及び下部更新統の分布域に低

重力域があり，それは五日市一多摩川帯と 呼ばれる

WNW-ESE方向の先第三系がなす幅 3-5 km,深 さ2

km,長さ 251皿以上の凹地帯（足立， 1994,2006) に

対応する．また ，立川断層沿いには左横ずれを示唆する

等璽力線の変形が認められる．本図幅内の山地と丘陵の

境界付近の詳しい重力異常は ， 倉川 • 関東平野西縁丘陵

研究グルー プ (1994) に示されている．
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第 11章活構 造

11. 1 概要

本図幅内の活構造としては ，青梅市から府中市に伸び

る活動層としての立川断層が最も顕著なものであり，中

期更新世後期以降の段丘面を累積的な変位させている．
さやま

そのほかに，関東山地東縁，狭山丘陵北縁，武蔵野台地
かすみ

北部 ，加住丘陵には，活断層またはその疑いがあるリニ

アメントが記載されているが ，それらの確実度，活動度

は低い．本報告では，関口ほか (1996)に従って
こ てさしがはら

小手指ヶ原断層 ，所沢聖地霊園断層のみを活断層の疑い

があるリ ニアメ ントとして地質図に示し，そのほかの断

層は活断層として図示しない．

立川断層については，山崎 (1978)による詳細な変位

地形の記載と変位を受けた段丘面のテフ ロクロノロ ジ一

によって， 平均変位速度，単位変位量，再来間隔，固有

地裳規模，変位様式を含む断層パラメーターが求められ

た 1980年代半ば以降は ，立川斯層帯の古地震調査，地

下稲造探査が積極的に進められた結果，中期中新世以降

で鮮新世以前のテク トニ ック・インバージョンを示唆す

る活断層と基盤岩断層の変位様式の違い（例えば， 山崎，

1978と山中ほか， 1999)が認識された (Yamazaki,1983 ; 

中山ほか， 2000;山崎， 2006)．また，最新イベントの

年代と再来間隔については ，将来の地震発生確率が大き

く異なるような 2つの見解が出された（例えば，東京都，

1998b, 1999, 2000aと地震研究推進本部地震調査委員

会，2003)．立川断層の一般向けの解説は，小出ほか

(1979)，山崎 (1995,1996)がある．

Yabe and Aoki (1926)は関東山地 と関東平野を分け

る地形境界を八王子構造線と呼び，藤本 (1926b,1928, 

1930, 1932a), Yabe and Aoki (1926)，矢部青木 (1927)

はそれを断層とした．また，浅井 (1925),Yabe and Aoki 

(1926)，田中 (1927)，矢部・青木 (1927)，藤本 (1928,

1930, 1932a, 1933c)は本図福内の丘陵と台地，台地と

低地の境界に断層の存在を主張したが，今村・矢島

(1936)，寿円 （壽園） （1951, 1956)はそ れらの地形境

界は河川の側方侵食（不整合）によるとした．竹越ほか

(1979)は八王子構造線沿いの基盤岩中に多くの正断層を

認め，それらは鮮新世の関東山地の隆起，関東平野の沈

降によって生じたと考えた 1970年代後半の空中写真

判読の導入により，関東平野西縁には更新世の段丘を変

位させる活断層が見出されたが（貝塚， 1975;松田・羽

田野，1975;松田ほか，1975;松田ほか， 1977など），八

（植木岳雪）

王子構造線が活断層である証拠は認めら れなかった（寿

円，1963；活断層研究会， 1980,1991). 

立川断層以外の活断層またはその疑いがある断層は ，

松田・星埜 (1974)，貝塚 (1975)，松田・羽田野 (1975),

松田ほか (1975)，松田ほか (1977)，活断層研究会

(1980, 1991)，足立 (1993)，関口ほか (1996)，中田・

今泉 (2002)に記載されている ．しかし，それらの変位

地形は不明瞭で，変位の累積性も認めら れない． 本報告

でも，それらの断層が活断層である積極的な証拠は得ら

れなかった．

八王子図輻内の八王子市元八王子町から府中市にかけ

ては， ENW-WSW方向のゆるい背斜構造が推定されて

いる（藤本ほか， 1962)．それは， 北側の加住丘陵の地

層は北東に ，南側の多摩丘陵の地層は南東に 2゚ 程度傾

くこと よる．その場合，この背斜構造は活構造である可

能性がある． しかし ，加住丘陵，多摩丘陵全体の地質構

造のデータは不足しており ，背斜車庸の1登置，延長は不明

確であることから，本報告の地質図にはこの背斜構造を

図示しない．

11. 2 立川断層帯

11. 2. 1 研究史

松田 ・星埜 (1974)，松田・羽田野 (1975)は，空中

写真を用いて武蔵野台地の西部で直線的に続く 崖線を発

見した．この崖線はそれまで段丘崖と考えら れ（例えば，

東木， 1930b;寿円， 1956,1965, 1966 ; Juen, 1966 ; 

杉原ほか， 1972;鈴木ほか ，1972)，村山崖線と呼ばれ

た（寿円，1956)．しかし ，崖線沿いの小断層（松田・

羽田野， 1975)，崖線をはさんだ段丘面縦断面の不連続

（松田磐余， 1975)から活断層と判断され，立川断層と

命名された（貝塚， 1975;松田 ・羽田野，1975)．貝塚

ほか(1976)，山崎 (1976)は立川断層による段丘面，地

下地質の変位の累積性を示した．多田 (1976)は立川断

層に対応する重力異常の急変帯を認め，それを多摩川構

造線と呼んだ 一方，杉山 (1977)は立川断層が活断層

であることを否定し ，台地上の崖線は地すべりあるいは

段丘崖であるとしたしかし，松田ほか (1977)は断層

露頭，菫力異常により ，山崎 (1978)はテフ ロクロ ノロ

ジーによ る断層をは さんだ段丘面の対比により， 立川断

層が活断層であることを確実にした．

松田 ・星埜 (1974)，松田ほか (1977)は，立川断層

（松田 ・羽田野， 1975) と名栗断層（松田ほか， 1975)を
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一連の断層とし， 2つの断層をあわせてそれぞれ立川・

名栗川線，立川断層と呼んだ．そして，松田ほか (1977)
のづた

は，多摩丘陵の町田市野津田を経て成瀬に連続するリニ

アメントを立川断層の南東延長とした． 一方，菊地
ごてんとうげ

(1975)は多摩丘陵と府中市の浅間山の御殿峠礫層（金

子， 1958；羽鳥 ・寿円， 1958a)の高度を比較し，府中市

より南では立川断層の変位が認められないとした．山崎

(1978)は名栗断屠が更新世の地形面を変位させていない

ことから，立川断層と名栗断層を同じ活動履歴を持つ一

連の活断層としなかったまた ，国立市矢）1|付近では立

川 3面の垂直変位量が南東に向かい急減することから、

立川断層の南端は多摩川付近であり ，多摩丘陵内には延

長しないとした．活断層研究会 (1980,1991)，関口ほ

か (1996) ，東郷ほか (1996) ，東郷 • 宮内 (1996) は ，

立川断層の両端を山崎 (1978)に従っている． 三友ほか

(1986)は立川断層の北端を青梅市の大多摩霊園東とし

た．阿部 (1997)，川崎市 (1997)は，重力調査，反射

法地震探査により立川断層の南東延長には鮮新統及び下

部更新統を変位させる断層がないことを明らかにした．

一方，鈴木 ・高橋 (1985)，篠原ほか (2005)は， 地下

の上総層群の破砕，高度不連続から立川断層の南東延長

が多摩市関戸あるいは府中市南町を通っている可能性を

示唆した地震研究推進本部地震調査委員会(2003)，吉

岡ほか (2005)は， 山崎 (1978)による立川斯層と名栗

断層をあわせて，それぞれ立川断層帯，立川起震断層と

呼んだ．その場合，斯層の長さは約 34kmとなる．

立川断層の活動履歴，変位様式を明らかにするため，

これまでに多くの古地裳調査，地下構造探査が行われて

きたそして，立川断層の最新イベントの年代と再来間

隔は，それぞれ1,900-1,400年前と約5,000年（山崎，1978;

角田ほか， 1988,1994；東京都， 1998b,1999, 2000aな

ど），あるいは 2-1.3万年前と 7千～ 1万 5千年（地震研

究推進本部地震調査委員会，2003;宮下ほか， 2005;吉

岡ほか， 2005) という 2つの大きく異なる見解が出され

ている．

立川断層は，表層部は北東側隆起の逆断層であるが

（松田ほか， 1977;山崎， 1978など），基盤岩中では南西

側隆起の正断層あるいは左横ずれ断層である（多 田，

1983;萩原ほか， 1988a,b;高橋ほか， 1992;山中ほか，

1999など） ．このような立川断層の変位様式の変化は，

中期中新世以降で鮮新世以前のテクトニック・インバー

ジョンによるものと解釈されている (Yamazaki,1983；中

山ほか， 2000;山崎， 2006)．すなわち，関東平野西縁

の断層群は，中期中新世の日本海拡大時に正断層として

活動したものが後期鮮新世以降の北東―南西方向の圧縮

により逆断層として再活動したものである．中山ほか

(2000)は，武蔵村山市三ツ木の深層ボーリングコアの年

代から，立川断層の北東側の沈降から隆起への転換は中

期中新世以降で鮮新世以前と考えた山崎 (2006)は，

立川断層による武蔵野台地の地下の鮮新統及び下部更新

統の変位量と最近の平均変位速度を比較し，立川断層の

活断層としての活動は中期更新世に始まったとした．

11. 2. 2 立川断層

断層の位置，地形・地層の変位及び断層面の形状 立川
おそさ

断層は，青梅市小曾木から府中市四谷に至る 一般走向

N60°W,長さ約 21kmの活断層であり ，立川断層帯の南

部を構成する．斯層に沿っては，比高 8m以下，幅 l00-

300 mの撓曲崖（第 11.1図，第 11.2図）と幅数 kmの

隆起沈降帯という 2つの規模の異なる地形面の変形が生
みずほ

じている（山崎， 1978;角田， 1998)．瑞穂町箱根ヶ崎

では，立川断層の西側に円福寺山と呼ばれる分離丘陵が
さやまがいけ

あり，断層湖である狭山ヶ池がある．撓曲崖の地下には

摺曲柚造が推定さ れ（森，1969)，上総層群のシルト層

を基準にして約 60mの北東側隆起の変位が見積もられ

る（菊地，1975)．また，断層をはさんだ武蔵野台地北部
ぷし かじ

の地下の仏子層の基底高度，加治丘陵の背面高度は不連

続であり（菊地， 1975；貝塚ほか， 1976;山崎， 1978),

狭山丘陵南縁の武蔵村山市の地下では，狭山層相当層が

北東側隆起で約 100-120m変位している（東京都，2004;

鈴木ほか， 2006a,b)．一方，立川市では先新第三系が南

東側隆起で約 1,000m変位している（中山・中嶋，2004).

篠原ほか (2005)は，多摩川をはさんで約 1.5km離れ

た多摩市と府中市の大深度ボーリングコアでは ，約 1.73

Maの石灰質ナンノ 化石基準面 12は府中市のほうが120

m以上深いことを示したそして，それは立川断層が前

期更新世まで南西側隆起の活動を行っていたためとし

た．

立川断層は， 活動度の違いか ら金子台と箱根ヶ崎の間

を境として約 16kmの長さの南東セグメン トと約 5ぬn

の長さの北西セグメントに分けられる（第 11.3図 ：山

崎，1978)．セグメントの両端では活動度が低下する．

瑞穂町箱根ヶ崎周辺 ，立川市砂川町付近周辺の地下には

主断層の 500-1,000m南西に副断層があり，瑞穂斯層と

命名されている（川島ほか， 1985;遠藤ほか， 1989;山

口ほか， 1998a,b, 1999). 

瑞穂町から立川市の立川断層，瑞穂断層の地下では上

総層群はゆるい背斜構造をなし（川島 ・川合， 1981;川

島ほか， 1985;遠藤ほか， 1989,1995)，断層に よる北

東側隆起の撓曲変形と解釈される． 反射法地震探査によ

れば，武蔵村山市三ツ木，立川市砂川町周辺の立川断層

の断層面の傾斜は，地下 1-2km以浅できわめて高角で

ある（山口ほか ，1998a,b, 1999 ;中山 ・中嶋， 2004;

東京都， 2004)．電気比抵抗探査によれば，立川断層の地

表付近の断層面の傾斜は北東に 40-45゚である（角田ほ

か， 2005).

平均変位速度 立川浙層の平均垂直変位速度は， 所沢面

（金子台），武蔵野面（成増面） ，立川面（立川 2面），青
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第11.1図 立川断層の低断層槌（撓曲崖）の横断面

山崎 (1978)による． S,Ml, Tc2, Tc3は，それぞれ下末吉面，武蔵野 1面，立川 2面，立川 3面（青柳面）．

北西
i
,
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南東

撓曲崖の基部

第11.2図 立川断層の青柳面を変位させる低浙層崖 （撓曲崖）

断層崖の場所は瑞穂町箱根ヶ崎の国道 16号線と JR八高線の交差付近（｛寸図の地点 98).

柳面を基準にすると，それぞれ 0.05-0.09m／千年， 0.04

m／千年， 0.17-0.36m／千年， 0.11-0.27m／千年と見積も

られる（貝塚， 1975;松田ほか， 1975;貝塚ほか ，1976;
かじ

山崎， 1978)．一方，仏子層，加治丘陵の背面を基準にす

ると ，それぞれ 0.03m／千年，0.03-0.07m／千年と見積も

られる（菊地， 1975;貝塚ほか ，1976;山崎，1978;活浙

層研究会， 1991;加賀美ほか ，1996;角田 ，1998)．多摩

丘陵の御殿峠礫層 と狭山丘陵の芋窪礫層を対比すると ，
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第11.3図 立川断層の垂直変位量，平均垂直変位速度の分布

山崎 (2006)による．活動度の違いから金子台と箱根ヶ崎の間を境にして ，2つのセグメントに分けられる． T,
S, Ml, Tc2, Tc3, Aは，それぞれ多摩面，下末吉面，武蔵野 1面，立JI[2面，立川3面（青柳面） ，沖梢面．

その高度差から 0.1m／千年と見積もられる（羽鳥，

2004a)．立川断層の中期更新世後期以降の平均変位速度

が前期更新世以降よりも大きいのは ，立川断層の活動が

中期更新世以降に開始したあるいは加速化したことを示

唆している（山崎，2006).

なお，ボー リング掘削調査で明らかにされた瑞穂町箱

根ヶ崎の狭山池の閉塞時期から推定すると ，立川断層の

平均変位速度は 0.25m／千年である（東京都， 1999)．国

土地理院 (1978,1979)のボーリング調査の結果をまと

めた明）地震予知総合研究振興会 (1984)は，瑞穂町箱根ヶ

崎付近の 2万年前の地層の変位量を5.6-7mとしている

が， 地震研究推進本部地震調査委員会 (2003)では，誤

差が大きいとして これを採用しなかった．

単位変位量及び再来間隔及び固有地震規模 山崎(1978)

によれば、青柳面の変位速度を基準にすると最大単位垂

直変位量は 1.8m,再来間隔は約 5,000年となる ．そし

て，松田時彦 (1975)の式を用いると固有地震規模は

M7.lと見積もられる．断層長からも，同じ固有地震規

模 M7.lが求められる ．角田ほか (1994)は、立川浙層の

沈降側（西側）の霞川の氾濫原堆積物の年代から 山崎

(1978)の再来間隔約 5,000年を支持している．東郷ほか

(1996)は，立川浙層末端の露頭観察から単位ネッ トスリ ッ

プを 60cm以上とした．東京都 (1999)は霞川の氾濫原

堆積物中に 4回の断層活動を認め，再来間隔を約 5,000

年とした中田・今泉 (2002)は算出根拠を示していな

いが，再来間隔を 7,000年とした 一方，地震研究推進本

部地震調査委員会 (2003)は東京都 (1998b)のトレン

チ掘削のデータを見直し，再来間隔を l-l.5万年とし

だまた，松田時彦 (1975)の式を用いて固有地震規模

をM7.4と見積もった．吉岡ほか (2005)は粟田 (1999)

の式を用いて，単位変位量を 4.0mとした．そして，平

均変位速度と単位変位量から再来間隔を 13,217年と算出

した．

最新イベント年代及び対応する歴史地震松田ほか

(1977)，山崎 (1978)は，完新統（沖積層）が変位して

いることから，最新イベントの年代は更新世に遡らない

とした．角田 (1983d)，角田ほか (1988,1994)，角田・

立川断層研究グループ (1995)は，霞川低地のせき止め

堆積物の年代から最新イベントの年代を約 1,800-1,400

年前とした東郷ほか (1996)によれば最新イベン トの

年代は A.D.1,020-1,180以降であり，永享 5年(1433年），

慶長20年(1615年）］［保 4年(1647年），慶安 2年(1649

年），元禄 10年 (1697年）の地震がそれに対応する可能

性があるとした東京都 (2000a)は東京都(1998b,1999) 

の霰川の氾濫原堆積物の年代，断層の沈降側の黒ボク土

の年代などを総合的に判断して ，最新イベントの年代を

1,900-1,500年前と見積も った．一方 ，地震研究推進本部

地震調査委員会 (2003)は，咀）地震予知総合研究振興会

(1984)，角田ほか (1988,1994)，東京都 (1998b,

1999, 2000a)による断層周辺の堆積環境の変化が断層

活動によるものかどうかを十分吟昧していないとして，

東京都(2000a)の最新イベントの年代を採用しなかった．

そして ，地震研究推進本部地震調査委員会 (2003)，吉

岡ほか (2005)は，東京都 (1998b)のトレンチ掘削の

データを見直し，最新イベントの年代を 2-1.3万年前と

したまた ，宮下ほか (2005)は，瑞穂町箱根ヶ崎にお

けるトレンチ掘削調査によって，立川断層の最新イベン

トを 1万 4千年前～7,300年前のある時期とした．この

ように ，立｝1|断層の最新イベントの年代は ，1,900-1,400

年前， 2-l．3万年前という 2つの大きく異なる見解に分
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かれている．

中村ほか (1987)は、兒畜 2年 (878年）の相模 ・武

蔵の大地震 (M7.4)は立川断層の活動によると考えた．

しかし ，松田ほか (1988)によ ってその地震は伊勢原断

層の活動によることが明らかされた．被害はなか った

が， 1931年 6月17日に立川断層の上で M6.3の地震が

発生した（宇津， 1982).

変位様式 立川断層の表層部は北東側隆起の逆断層であ

り，横ずれ変位成分は断層末端部を除いてほとんど認め

られない（貝塚，1975；松田ほか， 1975；松田ほか，1977;

山崎，1978；東郷ほか，1996;角田ほか，2005)．一方，

重力，地震探査，断層岩から推定される基盤岩断層の変

位様式は，活断層の変位様式と反する ．璽力異常のデー

タからは，立川断層の北部では北東側隆起であるが ，そ

れ以外では南西側隆起である（多田 ，1976,1983；萩原

ほか， 1988a,b；萩原，1989)．また，立川断層は正断層

（多田，1983;萩原ほか， 1988a)あるいは左横ずれ断層

（萩原ほか，1988b；萩原，1989;東京大学地震研究所測

地学研究室測地移動観測室， 1988)である．それらは，

立川断層がある基盤岩の入間—横浜地溝（多田 ， 1 982) の

糀造と一致している ．反射法地震探査によれば，地下 1

km程度までは断層の北東側が約 100111高い（山口ほか，

1998a, b, 1999 ;中山ほか， 2000)．一方，微動アレイ

観測，反射法地震探査，屈折法地震探査によれば，それよ

り深部では断屠の北東側の基盤岩が 1,000111以上低く

なっている（山中ほか， 1999;中山ほか，2000;岡嶋ほ

か， 2000;中山・中嶋，2004)．高橋ほか (1992)は，断

層岩の構造から立川断層を南西側隆起の逆断層とした．

その他 立川断層がクリープ性の運動をしていないこと

は，水準測量（中山， 1979)，歪観測（多田ほか， 1980)

から明らかにされている． 立川断層沿いでは地下水中の

ラドン濃度（斉藤ほか， 1993;斉藤 ・高田， 1994)，地

下水温 (,f匪根，1992)が周辺より有意に高い．立川断層

の南西側では不圧地下水 （檜 山ほか， 1993;島野，

1994a)，被圧地下水（梱根， 1992) とも南東に流れ，地

下水谷が形成されている（角田 ・立川断層研究グルー

プ， 1995)．八王子図幅内の多摩市の多摩丘陵北縁では

不圧地下水位が南側の多摩丘陵で高く， 大栗川沿いで低

い要因として立川断層による帯水層の不連続が挙げられ

ている（川合 ・川島， 1999).

11. 2. 3 名栗断層

松田ほか (1975)は，青梅市富岡から秩父図幅内の埼

玉県飯能市上名栗鳥居に至るリニアメントを名栗断層と

定義 した．断層の一般走向は NW-SE,長さは約 10km 

である．本図幅には名栗断層の南端が入る．松田ほか

(1977)，地震研究推進本部地震調査委員会 (2003)，吉

岡ほか (2005)は，立川断層と名栗断層を一連の浙層と

みなしたが， 山崎 (1978)は名栗断層が更新世の地形面

を変位させていないことから ，立川浙層と名栗断層をそ

れぞれ異なった活動履歴を持つ活断層とした．

松田ほか (1975)，貝塚ほか (1977)，松田ほか (1977),

萩原ほか (1997a)によれば，断層に沿って山地高度や尾

根の不連続，鞍部，破砕帯が認められ，谷の系統的な左

屈曲が認められる．このことから，名栗断層は北東側隆

起の左横ずれ断層と考えられる ．また，童力からも名栗

断層が左横ずれ断層であるこ とが推定される（萩原ほか，

1997a, b)．松田ほか(1975)，活断層研究会 (1980,1991) 

では，名栗断層は確実度 II,活動度 C級の活浙層，杉山

ほか (1997b)では左横ずれの推定活断層とされている．

松田ほか (1975)，貝塚ほか (1977) は，新層をはさん

で名栗川の段丘高度の不連続が認め られるとしたが ，山

崎 (1978)，石井 (1991)はこれを否定している．関口

ほか (1996)，中田・今泉 (2002) には，活断層として

の名栗断層は示されていない．本報告では ，名栗断層が

活断層である積極的な証拠は得られなかったので，地質

図に活断層として図示しない．また，活断層としての名

栗断層が推定された富岡丘陵東縁には， 顕著な地質断層

は認められない．

11. 3 活断層の疑いがあるリニアメント

こ て さ しがはら

11. 3. 1 小手指ヶ原断層

藤本 (1933c)は，狭山丘陵の南北縁及び丘陵内の東西

性の谷に沿って断層を推定した．それらのほと んどは活

断層として認定されないが ，瑞穂町箱根ヶ崎から狭山丘

陵北縁を通り，埼玉県大井町に至るリニアメントは，松

田・星埜 (1974)，松田 ・羽田野 (1975)，松田ほか (1977)

によって立川断層 と共役な活断層 とされ，新所沢断層

（松田・羽田野， 1975)，小手指ヶ原断層（松田ほか， 1977)

と命名された．それらによると，断層の一般走向は，箱

根ヶ崎西では N75°W,狭山丘陵北縁から大井町では

N57°Eであり ，長さは約 22kmである．しかし， 貝塚

(1975)，活断層研究会 (1980,1991)，中田・今泉 (2002)

は，その断層を活断層として認定しておらず，関口ほか

(1996)は，瑞穂町箱根ヶ崎から入間市宮寺南中野の狭山

丘陵の北縁のみに，確実度の低い推定晰層を示した．本

報告では，関口ほか (1996)に従って小手指ヶ原断層を

狭山丘陵北縁に活断層の疑いのあるリニアメントとして

図示する ．

11. 3. 2 所沢聖地霊園断層

貝塚ほか (1977)は所沢市下新井の所沢聖地霊園東の

下末吉面，武蔵野面上に長さ約 1kmの地溝を見出し，

それを所沢聖地霊園断層と命名した．活断層研究会

(1980, 1991)は，所沢聖地霊園断層を確実度 II,活動

度 C級の活浙層としたが ，人工の疑いがあるとしてい

る．また，関口ほか (1996)は確実度の低い推定活断層
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としている． 一方，中田・今泉 (2002) は，その断層を

活斯層として認定していない．本報告では，関口ほか

(1996) に従って所沢聖地霊園浙層を活浙層の疑いのあ

るリニアメントとして図示する ．

11. 4 活晰層の可能性が低い リニア メント

11. 4. 1 青梅断層
おおぐの

日の出町大久野落合から五日市図幅内の梅ヶ谷峠，青
ゆぎ はんのう

梅市柚木町を経て ，秩父図幅内の飯能市上名栗鳥居に至

るリニアメントは ，松田・ 星埜 (1974)，松田 ・羽田野

(1975)，松田ほか (1977) によって活断層とされ，下名

栗断層（松田 ・羽田野， 1975)，青梅断層（松田ほか，

1977) と命名された．それらによると ，晰層の一般走向

はN20°W,長さは約 16kmであり ，本図幅には青梅断層

の南端が入る．この斯層は小沢 (1975) により名栗断層

と呼ばれ，酒井 (1987)，武井 (1990)，角田・宇津川

(1994) も認めている ．

松田ほか (1977) によれば断層に沿って鞍部，破砕帯

が認められ，多摩川の河成段丘が変位している可能性が

ある．活断層研究会 (1980,1991)は，松田ほか (1977)

とほぼ同じ位置に確実度IIIの活断層を示しているが，関

口ほか (1996)，中田・今泉 (2002) は， 青梅断層を活

断層として示さなかった．本報告では ，青梅断層が活断

層である積極的な証拠は得られなかったので，地質図に

活断層として図示しない．

11. 4. 2 五日市断層

松田ほか (1975)，松田ほか (1977) は，八王子市美

山町美山小学校付近から五日市固幅内のあきる野市上養

沢までのリニアメン トを五日市断層と命名した．この断

層は，角田・ 宇津川 (1994)，角田ほか (1996)，杉山ほ

か (1997a) にも示されている．浙層の一般走向は NW-

SE,長さは約 10lrmである ．本図幅には五日市断層の

南端が人る．

松田ほか (1975)，活断層研究会 (1980,1991) は五

日市断層を確実度 II,活動度 C級の西側隆起の活断層と

し，晰層による秋川の段丘面の変位が認められるとし

だまた，角田 ・宇津JII (1994) は，断層地形が明瞭で

あることから五日市断層は活浙層の可能性があるとし，

杉山ほか (1997b)も五日市浙層を推定活断層とした． し

かし ，関口ほか (1996)，中田・ 今泉 (2002) は五日市

晰層を活断層として示さなかった．本報告では五日市浙

層が活晰層である積極的な証拠は得られなかったので，

地質図に活断層として図示しない．

おごせ

11. 4. 3 越生断層

松田 ・羽田野 (1975) は，青梅市北部から川越図幅内

の埼玉県飯能市を経由して越生市に至る断層を越生断層

と命名した．松田ほか (1977) はそのうち飯能市より 北
もろやま

を越生斯層として再定義し ，毛呂山町より北では基盤岩

中の破砕帯 ，段丘面の変位が認めら れることから，西側

隆起の活断層とした．しかし ，加治丘陵を横断する部分

については活断層かどうかを明らかにしなかった．貝塚

(1975)，松田ほか (1975)，活断層研究会 (1980,1991), 

関口ほか (1996)，中田 ・今泉 (2002) は，加治丘陵を

横断する活断層を認めなかった．本報告では越生断層が

活断層である積極的な証拠は得られなかったので，地質

図に活浙層として図示しない．

11. 4. 4 そのほかの山地内の断層

角田・ 宇津川 (1994)，角田ほか (1996) は，青梅市

黒沢から北小曾木川左岸を通り五日市図幅内の成木の小

沢峠までと，青梅市勝沼から五 日市図幅内の青梅市二俣

尾までの青梅断層に合わさる西北西ー東南東方向の 2本

のリニアメントを認めたが，これらを活断層と見なさな

かった． 一方，八王子市下恩方町から五日市図幅内の八

王子市と檜原村の境界の市道山までの東西方向のリニア

メントは ，断層地形が明瞭であることから活断層の可能

性があるとした．本報告ではこれらの断層が活断層であ

る積極的な証拠は得られなかったので，地質図に活断層

として図示しない．

11. 4. 5 埼玉県入間市付近の断層
いるま

貝塚 (1975) は武蔵野台地北縁の人間市の西武鉄道入

間市駅付近に北西ー南東方向のリニアメントを認め，段

丘面はその北東側で急に低くなることから南東側隆起の

活断層を推定した．また，松丸 (1980b)は，川越図幅

内の飯能市宮沢から入間市を経て東久留米市柳窪に至る

推定断層を示した．しかし，活断層研究会(1980,1991), 

関口ほか (1996)，中田・今泉 (2002) は，入間市付近

に活断層を示さなかった．本報告では人間市付近に活断

層がある積極的な証拠は得ら れなか ったので， 地質図に

活断層を図示しない．

やじ

11. 4. 6 谷地川断層
ひきだ

足立 (1993) は，あきる野市引田の一の谷から八王子
さにゅう

市左入町の谷地JII沿いに谷地川断層を推定した．そし

て， 加住北丘陵の方が南丘陵より地形が忽峻であるこ

と，北丘陵と南丘陵の高度差は東に増大すること ，ーの

谷では加住層中のシル ト層の高度が不連続である こと ，

断層の西側延長のあきる野市網代では破砕帯が見られる

こと，東側延長の立川市富士見町では遠藤ほか (1978)

によって撓曲構造が推定されていること ，水準測量から

加住北丘陵，南丘陵はともに北に傾動していることを挙

げ，谷地川断層を活断層と考えた．谷地川断層は五日市

ー多摩川帯（足立，1994,2006)の南縁にあり，前期～中

期中新世の五日市盆地の形成時に活動を開始し ，鮮新統
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及び下部更新統の堆積以前にも活動したとされる（足

立，1993;関東平野西縁丘陵研究グループ， 1995).~ 

方，活浙層研究会 (1980,1991)，関口ほか (1996)，中

田・今泉 (2002)は谷地川断層の位置に活断層を認めて

いない．また ，加住丘陵の地形，加住層の不連続につい

ては断層活動以外にも説明可能であり ，谷地川断層に

沿って変位の累積性を示す地形は認められない．本報告

では谷地川断層が活断層である積極的な証拠は得られな

かったので，地質図に活断層として図示しない．
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第 12章地下水

本図幅内の台地の地下水は地形に大きく 支配 されてい

る．不圧地下水面は台地の傾きに従っており ，一般に上

総層群，東京層群（第 10章参照）を不透水層，段丘礫

層を帯水層としている ．段丘崖に沿っては，不圧地下水

面が地表に現れる場所で湧水が見られる．本図幅では ，

表層の地形 ・地質と関係の深い武蔵野台地，秋留台地，

日野台地，武蔵野台地南縁の多摩川沿いの低地の不圧地

下水についてまとめ，被圧地下水については割愛する ．

12. 1 武蔵野台地

武蔵野台地の不圧地下水面は ，武蔵村山市から立川
なります こ まえ

市，板橋区成増から狛江市を境にして武蔵野台地北部・

西部 ，中部，東部で形態が異なる ．武蔵野台地北部 ，西

部は主に立川面からなり ，不圧地下水面は段丘面の形態

と同じである（矢嶋，1935a,1948, 1954 ;今村・ 矢嶋，

1936;吉村 ，1940c,1984 ;小平町，1959;山本，1959; 

長沼， 1965；藤本 ・新藤，1973；角田， 1977,1980, 1981d, 

1982d, 1990a, 2002b ;細 野， 1978; Hosono, 1993 ;国

土庁，1994;島野，1994a;青梅市，1995;角田 ほか ，

1996;中山ほか，1998；昭島市，2005；川合ほか ，2005).

（植木岳雪）

1974年の不圧地下水面の等高線を第 12.1図 （細野，

1978) に示す．

武蔵野台地西縁の青梅市から羽村市では ，不圧地下水

面は地表から 26-27mの深さで青梅層の分布に支配され

た谷状の形態をなし（今村・矢嶋， 1936；矢嶋，1948,1954; 

細野， 1978；角田，1980,1981d, 1982d; Hosono, 1993; 

角田ほか，1996)，そこでの不圧地下水の帯水厚は周囲よ

りも大きく 5-10mである（矢嶋，1935a)．入間市西部か

ら北東に向かっては帯水厚が増し，最大で 10m以上に

達する（矢嶋， 1935a,1954 ;今村・ 矢嶋， 1936)．不圧

地下水面の地表からの深さは ，所沢面で 15-20m,武蔵

野面で 5-20m,青柳面，不老面で 5-10m,氾濫原で 2-

6 mであり，高位の段丘面ほど深い（矢嶋， 1954;伊

藤，1963;三村，1969;飯田 ，1984；櫓山ほか， 1993).
み よ し

埼玉県所沢市から三芳町では，不圧地下水面の地表から

の深さは，所沢面で地表から 25-26m,空堀川面で 15-

17 mである（吉村，1941a,1943a)．立川断層の南西側

では地下水谷が形成されており（角田・立川断層研究グ

ルー プ，1995)，不圧地下水（檜 山ほか ，1993;島野，

1994a)，被圧地下水 （梱根，1992) とも南東に流れ，北

東への地下水流導線が遮断されている ．武蔵野台地北部

第12.1図 1974年の武蔵野台地の不圧地下水面

紅捐阻予 (1978) による．
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かじ

の不圧地下水は加治丘陵の降水，霞川の河川水により涵

養されている （新藤， 1968;角田，1981d).

武蔵野台地中部は武蔵野面と立川面からなる．不圧地

下水面は各段丘面の形態と同じであるが， 台地西部に比

べて谷が入り，より複雑である（矢嶋， 1935a;細野，
さやま

1970a ;細野， 1978; Hosono, 1993)．狭山丘陵南縁で

は，不圧地下水面は周囲よりもかなり浅く ，深度 10m以

下である（中山ほか ，1998)．武蔵野台地南縁の青柳面で

は，不圧地下水面は地表から 3-11mの深さにある（小

倉 ・宇田川，1978)．立川市の JR立川駅付近では，南東

に伸びる地下水谷があり， 1950年代前半にはそこで立川

基地からの地下水汚染が報告された（郷原・豊田， 1953;

長里， 1954).

武蔵野面，立川面，扇状地の不圧地下水面は不連続で

あり，地形面の形態と同じである（細野， 1970a;府中

市，1968;JI[合ほか， 2005)．段丘崖下の湧水は，背後

の段丘面の地下の地下水谷と対応する．また ，氾濫原の

下の地下水谷は ，旧河道と対応する ．

武蔵野台地全体で，ローム層の下部が粘土層である場

所では不圧地下水面は地表から 1-2mの深さにあり，

ローム層が帯水層とな っている（吉村，1939a,b, c, 

1940a, b, d, e, f, g, h, i, 1941a, b, 1942a, 1943c, 

d;吉村・古川，1940;矢嶋，1941;吉村ほか，1941; 

村本， 1957;小平町，1959;田瀬 ・小沢，1971;細野，

1978;飯田，1984;堀内 ・渡辺， 1993; Hosono, 1993). 

このような粘土層は “ヒナ”と呼ばれ（矢嶋， 1941),

ローム層中のマウンド状の帯水層は ‘'地下水堆”，レンズ

状の帯水層は “宙水'’,“上水”と呼ばれる（吉村，1940c).

宙水地域では浅い谷や凹地が形成されており， “野水” ,

“出水”,“寄り水”と呼ばれる豪雨時に地下水が地表に吹

き出す現象が見られる（吉村， 1938,1939d, 1940a ;矢

嶋，1941;小平町，1959；細野， 1993;小平市，1994; 

東海林， 1995,2003 ;国分，2005)．最近では， 1958年

に小平市小川町の “平安窪” （小平町，1959),1991年，
こだいら

2004年には，小平市の小平霊園北東端にある“さいか

ち窪”が‘‘野水”により堪水した（羽鳥， 1992;東海

林，2003；国分， 2005)．また 1991年には ，JR武蔵野線

新小平駅が冠水した（東日本旅客鉄道株式会社東京工事

事務所・東京電気工事事務所，1992)．本図幅内の不圧地

下水面が浅い場所として，狭山丘陵南縁の谷地，東村山

市の前川 ，北川沿い（細野，1978)，大規模な宙水があ

る場所として所沢市東部（吉村， 1940a,c, i, 1941b, 

1943a;吉村 ・古川，1940;長沼，1965;田瀬・小沢，

1971；飯田，1984；国土庁， 1994)，立川市砂川町 （角

田ほか，1996) が挙げられる．

不圧地下水面は， 一般に低水時の冬季，春季に低く ，

豊水時の夏季，秋季に高い（新藤， 1968;細野， 1978; 

角田， 1980,1982d ;国分， 1981,1987 ;国分 ・守田，

1982; Hosono, 1993 ;中山ほか， 1998)．地下水面の高

さの変化はロ ーム層の直下に粘土層がある場合に小さ

く，礫層がある場合に大きい（細野， 1969a,b)．地下

水面の高さは，戦後は地下水の揚水量の変化にも影響さ

れた （青木 ・柴崎，1968;新藤， 1968;島村，1969;昭

島市， 2005)．近年，段丘崖， 段丘面上の湧水は枯渇が著

しいが（羽鳥，2006など） ，かつては豊富な湧水を利用

してわさびが栽培されていた（矢嶋，1935b)．武蔵野台

地の不圧地下水については ，吉村 (1941b,1942b, 1943c, 

d, 1984)，矢嶋 (1948,1954, 1956)，伊藤 (1963)，昭

島市 (2005b)の解説がある ．武蔵野台地の帯水層の性

状，区分，地質構造については，藤本・新藤(1965,1966), 

新藤 (1968,

1969, 1972)，細野 (1978),Hosono (1993) に詳しい．

武蔵野面，立川面の下の地下水温は一般に 14-15℃で

あるが， 沖積段丘面の下では気温の影響を受けて地下水

温は 2℃程度高く，変化も大きい（矢嶋， 1935a,b；吉

村 ・増澤，1948；村本， 1957;小倉 ・宇田川 ，1978;角

田，1977,1980, 1981d；飯田，1984；檜山ほか， 1997).

狭山丘陵北縁では，局所的に地下水温が固囲より 5℃程

度高い場所がある（檜山ほか， 1997)．水素イオン濃度

(pH)は， 一般に 5.6-6.8（矢嶋，1935a,b；吉村，1939a,

1940d, 1941a；吉村・増澤， 1948；三村，1969；細野， 1978;

飯田 ，1984; Hosono, 1993 ;檜山ほか，1997)である．

武蔵野台地全体の地表水の物理，水質データは，細野

(1968, 1970b)，東京都土木技術研究所 (1968)，東京都

(1964, 1965)，山ロ・新井 (1998) などに示されている．

12. 2 秋留台地

秋留台地の不圧地下水面は地表から 20-25mの深さに

あり，降水によって形態が大きく変化する （第 12.2図：

角田， 1981a,1983c, 1986b, 1992a ;角田ほか， 1996).

豊水時には台地の中央部に北西，南東に傾斜する地下水

面の尾根があるが ，台地の地形とほぼ同じ形態である ．

低水時には，台地の中央部に東西方向の浅い地下水谷が

形成される．矢嶋 (1936,1938)では台地内の観測点が

少ないので，角田 (1981a,1983c, 1986b, 1992a)のよ

うな地下水面の形態の違いは示されていない． 一般に段

丘堆積物が厚い所では地下水位の変化が大きく， 豪雨時

には段丘崖で湧水が多数見られる（角田， 1981a,1983c, 

1986b, 1992a)．地下水温は ，低水時の 2月，豊水時の

8月ともに，立川面の下では 14-15℃であるが，沖積段

丘面の下では気温の影響を受けて変化が大きい（矢嶋，

1936;角田 ，1981a,1983c, 1986b, 1992a). 

はんのう

12. 3 飯能台地 ，日野台地及び多摩川沿いの低地

飯能台地の不圧地下水面は段丘面の形態 と同じであ

り，入間川沿いの立川 2面以下の段丘面の分布域では低

-136 -



北
ー
ー
什什
日
」
~

Feb.18-20,1982 

゜
1000m 

1 4 

北
_
什
什
日
」
ぃ
ー

Aug. 4-6, 1982 

゜
1 OOOm 

l'  

第12.2図 1982年の秋留台地の不圧地下水面

角田 (1986b)による．上図は低水時 (1982年2月18-20日），下図は豊水時の等高線 (1982年8月4-6日）．

くなっている（野村，1961;国土庁，1994)．不圧地下

水は，西側の山地の降水によって涵蓑されている．地下

水温は， 15-17℃である（野村， 1959).

日野台地の不圧地下水面は ，地表から約 8m （矢嶋，

1943)，あるいは豊水時には 10-11m,低水時には 14-15

m （土屋， 1989;角田清美， 1991,1992b, 1997b :角田

清美， 1997bは角田 ，1999に引用されている ；角田ほか ，

1996)の深さにあり，八王子市石川町のJR八高線北八

王子駅付近から南東に低下する．不圧地下水の帯水層は

段丘礫層を主 とし ，一部では鮮新統及び下部更新統，

ローム層も含まれる．台地の中央には南東方向の浅い地

下水谷があり，そこには埋没谷が推定される（土屋，

1989). 

多摩川沿いの低地では，扇状地堆積物中の不圧地下水

は多摩川の河川水によって涵蓑されている（佐々木 ・橋

本， 1958；新藤， 1968)．河川水の地下浸透量は 0.1-1m3 

／秒である（佐々木・橋本， 1958;蔵田ほか， 1964;新

藤，1968).

12. 4 湧水

段丘堆積物を透水層 ，その下の鮮新統及び更新統を難

透水層として，段丘崖の下には湧水が多い．その中で，

武蔵野台地の武蔵野面，立川面，青柳面の段丘崖下の湧

水は古くから有名である．国分寺市西元町，東元町（付

図の地点 131) の真姿の池湧水群（第 12.3図）は特に

有名で ，そこから国分寺崖線の下を流れる野川の最上流

部では湧水を利用した“お既の道”と呼ばれる散策路が

整備されている（例えば，細野， 1990).

本図幅を含む武蔵野台地の湧水の水文学的な研究は，

矢嶋 (1936),三多摩問題保調査研究会 (1976)，小倉 ・

宇田川 (1978)，吉田・小倉 (1978)，池末 (1981)，高

村 (1985)，新井ほか (1987a,b), Arai (1990)，細野

(1990, 1994)，新藤・太田 (1993)，島野 (1994a,b), 

東京都 (1995b,2000b, 2002) ，有賀 (1997) ， 山口• 新

井 (1998)，上野ほか (2000)，羽鳥ほか (2001a,b), 

昭島市 (2005a,b)川合ほか (2005,2006)，増田ほか

(2005)，成宮ほか (2006)などがある ．また，礁田 (1926),
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傘

第12.3図 国分寺崖線の下の真姿の池湧水群

場所は国分寺市西元町（付図の地点 131)．湧水の上の歩道では中礫サイズの円礫からなる赤羽面を構成する赤

羽層が見られる．右図は， “お限の道”と呼ばれる湧水を利用した散策路．

浅井 (1927)，昭和町 (1949)，多摩地学会(1958)，寿円

(1965)，府中市 (1968)，村山町 (1968)，清瀬市(1973),

羽村町(1974)，原田 (1975)，関口 (1975)，矢嶋 (1978),

東久留米市 (1979)，徳永 (1979)，角田清美 (1981a,

1986b, 1990a, 1991)，秋川市 (1983,1984)，国分寺市

(1986, 1990)，日野市 (1990)，昭島市 (1994)，福生市

(1994)，佐藤 (1995)，小泉 (1996a)，角田ほか (1996),

山本(1996)などの記載がある． 一般向けの解説書として

は，早川 (1988,1992)，水みち研究会 (1992,1998), 

百瀬(1992,1995)，東京都 (1997b,2003)，平松 (1998),

ATI流域研究所(2003)，廣田 (2006)などがあ る．
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第 13章応用地質

13. 1 資源

13. 1. 1 亜炭
はんのう あず

武蔵野炭鉱飯能市阿須（｛寸図の地点 15付近）は飯能

含炭地（河井•福田， 1973) と呼ばれ ， ここでは江戸時

代から現在まで断続的に亜炭が採掘されている（鈴木，

1888)．その様子は「新編武蔵風土記稿」に示されている．

大正 11(1922)年には亜炭，石炭，石油の試掘が出願さ

れた（飯能市， 1985)．日豊鉱業株式会社では，昭和17

(1942)年ごろから現在まで仏子層の層厚約 1mの 2枚

の草質亜炭を採掘している（第 6.17図）．石炭庁亜炭局

(1949)の昭和 23年度の亜炭埋蔵量調査では，鉱区面積

は 15.84km2,埋蔵鼠は 148万 tである．

日豊鉱業株式会社提供の資料によれば亜炭の採掘量は

昭和 40年代には 3,000t／月であり，現在はそれをやや

下回っている．亜炭の木質部の分析値を第 13.1表に示

す．ここの亜炭は昭和 20年代までば燃料として利用さ

れていたが，現在は肥料，家畜用飼料，浄化剤として加

工されている．

東京炭鉱川鍋(1974)，河川環境管理財団 (1986,2001), 
ぉ二き

青梅市 (1979,1996) によれば，青梅市小曾木では昭和

10 (1935)年頃から木質亜炭， 1949年から 1960年まで

泥炭を採掘していたその鉱区面積は 28,332a,炭層の

平均層厚は 1mであり ，埋蔵量は 24万 tである．亜炭・

泥炭の採掘鼠は昭和 30年代には 35か500t／月であっ

た．炭質は平均炭素分 35%，揮発分 10%，灰分 65％であ

り，熱量は 500calである．ここの亜炭，泥炭は昭禾l|20 

年代半ばまでは燃料として利用されていたが，その後は

肥料として加工されていた．現在は竪坑跡も埋められ，

バス停に“東京探鉱前”という名前が残されている．東

京炭鉱の歴史は木村 (1952,1958)，川鍋 (1974）に詳

しし‘・

青梅市千ヶ瀬町 明治初期には ，亜炭が小規模に採掘さ

れていた（鈴木， 1888).

（植木岳雪 ・酒井 彰）

13. 1. 2 骨材

本図幅内で現在稼行している採石場は ，青梅市駒木の

秩父帯雷電山ユニットに属する採石場のみである．休廃
なりき

止した採石場としては，青梅市黒沢の秩父帯成木ユニッ

トと雷電山ユニットにまたがるものがある．また ，八王

子市下恩方町では四万十帯盆堀川ユニットの砂岩泥岩互

層が採掘されていたが ，現在は採掘場所が五日市図幅内

に移っている．八王子市美山町と上川町の峠付近の小沢

に沿っても，四万十帯美山ユニットを小規模に採掘した

跡がある．

1978 年当時の本図幅内の砕石場は，安田•岡野 (1978)

によれば以下のとおりである．青梅市黒沢では， 3箇所
なりき

で成木ユニットの砂岩，泥岩，凝灰岩が採掘されていた．

駒木町では， 2箇所で雷電山ユニットの砂岩，泥岩，石
お お ぐの

灰岩が採掘されていた．日 の出町大久野では，雷電山ユ

ニットの砂岩，石灰岩，凝灰岩が 2箇所で採掘されてい

た．青梅市黒沢の黒沢鉱山跡では， 1966年から砕石の採

掘が再開された． 1974年の採掘認可鼠は 29.9万 tであ

り，3社が稼行していた（川鍋， 1974;青梅市， 1996).

そのほかに，本図輻内の採石場の情報は青梅市 (1996),

関東地方土木地質図編簗委員会事務局 (1996a)に示され

ている．

13. 1. 3 石灰石及びチャート

本図幅内で現在稼行している石灰石の鉱山はない．休

廃止 した石灰石鉱山として黒沢鉱山と玉ノ内鉱山があ

る．また，かつて青梅市黒沢で砥石に加工するため

チャートが採掘されたことがあった（木村， 1952,1958). 

青梅市小曾木では ，珪石としてチャートが採掘されてい

た（木村， 1963).

黒沢鉱山 青梅市黒沢にあり大正 8 (1919)年に採掘が

開始されたが，大正 9 (1920)年には閉山した（青梅市，

1966)．大正 8 (1919)年， 9(1920)年の採掘鼠は ，そ

れぞれ 14,496t, 3,244 tであ った．当時， JR青梅線東青

梅駅から分岐して専用の鉄道が敷設された．黒沢鉱山の

第13.1表 武蔵野炭鉱における亜炭陪の分析値

亜炭層 水分（％） 灰分（％） 揮発分（％） 固定酸素（％） 発熱呈(cal)

本層 11.86 6.08 50.00 32.06 48.68 

下陪 10.71 3.18 55.59 30.52 52.86 

2枚の亜炭層のうち，上位のものを本層，下位のものを下層と呼んでいる．
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歴史は木村 (1952,1958)，川鍋 (1974)，青梅市 (1996)

に詳しし'.

玉の内鉱山 日の出町大久野玉の内にあったが，石灰石

の鉱量減少に伴い，1983年当時は秩父帯水ロユニットの

泥岩，砂岩の採掘を行っていた（石灰石工業協会， 1983).

13. 1. 4 砂利
か じ はむら みず ほいるま

加治丘陵の飯能層の礫層，羽村市，瑞穂町，入間市園

辺の立川面構成層，青梅層の礫層は，かつて砂利として

採掘されていたそれらの物理的な特徴は埼玉県

(1968)，黒田ほか (1972)に示されている．

多摩川の現河床の砂礫は，明治時代から 1968年まで砂

利として採取されていた．多摩）1|全体での採掘量は20-

40万面／年であった（市川 ，1977)．採取禁止直前の

1963年度末の多摩川の砂利採掘業者は 147社で，採取場
こまえ

所は青梅市から狛江市までほぼ連続的にあり，その合計

は104箇所であった（第 13.1図：河川環境管理財団，

1986, 2001)．多摩川の砂利採取については松尾・石渡

(1941)，三井 (1956)，河川環境管理財団 (1986,2001), 

佐藤 (1995)，角田 (1996a),三村 (2001)にまとめられ

ている．入間川河床でも大正時代から砂利採取が行われ

ていた（飯能市，1985).

13. 1. 5 石材

本図幅と五日市図幅にまたがる羽生丘陵，秋川右岸の

山地東縁では，室町時代から昭和初期にかけて五日市町

層群秋川層の砂岩層が石材として採掘された（片山，

1968, 1971；五 日市町，1976；下島 ，1986；十菱， 1995;

樽， 2003b)．それは“伊奈石”と呼ばれ，五輪塔，板碑，

石仏，墓石，石臼，手水鉢などに加工された．本図幅内

では ，羽生丘陵東部の日の出町平井中野，あきる野市伊

奈砂沼で石切場跡が見られる(+菱 ・樽， 1995).

13. 1. 6 陶土及び粘土

本図幅と川越図幅の境界の飯能市下畑の飯能市クリー

ンセンター周辺には小曾木層のシルト層が分布 し，それ

を用いて“飯能焼き”と呼ばれる陶器が飯能市中藤中郷

の窯元で焼かれている ．青梅市吹上，河辺町では，江戸
か ぺ

時代後期にそれぞれ“天平焼”,“河辺焼”と呼ばれる陶

器が焼かれていた（青梅市，1995;久保田 ，2001)．そ

のうち“天平焼’'は飯能層のシルト層を用いたとされ

る．“河辺焼”の陶土は不明である ．青梅市小曾木では ，

かつて児童細工用に粘土が採掘されたことがあった（木

村，1952,1958)．武蔵村山市中藤では，江戸時代末期か

ら昭和初期にかけて関東ローム層を用いて火鉢が作られ

ていた（武蔵村山市，2000).

13. 2 温泉

本図輻内の一部の温泉の特徴は，甘露寺 (1985)，金

原 (1992,2005)，関東地方土木地質図編纂委員会事務

局 (1996b)にまとめられている．

飯能湯本温泉 飯能市阿須のホームセンター構内を源泉

とするナトリウムー塩化物温泉で，温泉スタンドで販売

/
／
]
＇
 

10 20km 

第13.1図 1963年当時の多摩川沿いの砂利採取地点
河川環境管理財団 (1986)による．
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されている．

所沢温泉 所沢市下富にあるナトリウム—塩化物泉で ，

温泉公衆浴場がある．

岩蔵温泉 青梅市小曾木にある単純硫黄泉である ．古く
みで

は ‘‘族ぎの湯’と呼ばれ（東京府， 1922), 「江戸名所図

絵J,「新編武蔵風土記稿」にも紹介されている．明治17

(1884)年から湯宿が営まれ，現在でも 4軒ある．泉温は

13-20℃，湧出星は 11／分である（黒田ほか ，1972；川

鍋，1974；金原， 1992)．江戸時代から大正時代にかけ

ては，青梅市長淵の“伍憾 ’'，奥多摩町原の “鶴の湯',

檜原村数馬の “蛇ノ湯”，あきる野市横沢の‘‘藤ノ湯”,
あじろ

あきる野市網代の“玉ノ湯” ，日の出町平井の “鹿ノ湯”

とともに ，“多摩の七ツ湯”に数えられていた（霧生 ，

1986 ;青梅市， 1995)．岩蔵温泉の成分は ，東京府西多摩

郡役場 (1913)，藤本・小林 (1957)，木村 (1952,1958), 

国分 ・増尾 (1961)，黒田ほか (1972)，角田 (1994) に

示されている．岩倉温泉北の黒沢川左岸の井戸水ば温泉

臭がすると言われている （角田， 1989a).

青梅市富岡の鉱泉 藤本・ 小林 (1957) は岩倉温泉の約

500 m東で鉱泉の湧出を示したが ，詳細は不明であるの

で，地質図には図示していない．富岡の鉱泉付近の黒沢

/I|左岸の井戸水は温泉臭がすると言われている（角田 ，

1989a). 

青梅温泉 青梅市駒木町のアルカリ性単純温泉で，公営

のホテルがある．泉温は 26.5℃である．
い でゆ

長淵の出湯 青梅市長淵の拝島面を開析する谷中にあ

る． “出湯”の名称は宮田 (1975) による． 「新編武蔵風

上記稿」にも紹介されている． 1960年頃までは加熱して

利用されていたが，その後は湧出しなくな った（霧生，

1986；角田， 1989a,1994)．この温泉の成分は東京府西

多摩郡役場 (1913) に示されている ．

鹿の湯温泉 日の出町平井の秋川霊園東にある弱食塩泉

であり，室町時代天文年間から昭和 41(1966)年まで，

そこでは断続的に湯宿が開かれていた（東京府， 1922;

矢嶋， 1936;宮田 ，1975;角田， 1989a,1992a, 1994). 

「武蔵名勝図絵」 ，「新編武蔵風土記稿」にも紹介されてい

る．鈴木 (1888)の平井鉱泉に相当すると思われる．泉

温は 59℃である（鈴木， 1888)．鹿の湯温泉の成分は東

京府西多摩郡役場 (1913)，国分・増尾 (1961) に示さ

れている．現在でも温泉の周辺では白濁した水がわき出

ているという（霧生 ，1986)．県道の橋には “鹿の湯橋”

という名前が残されている．
あ じろ

網代温泉 あきる野市網代にある弱食塩泉，弱硫酸泉で

あり（鈴木，1888；矢嶋， 1936；黒田ほか ，1972；今井，

1973 ;あきるの市， 2004)，江戸時代中期から湯宿が開か

れていたが大正時代には休止していた（東京府，1922).

その後最近まで営業を再開したが ，現在は休業中であ

る．昭和時代初期には， JR五日市線武蔵増戸駅付近の旅

館が温泉を運んで利用していた（三上， 1932). 「武蔵名

勝図絵」，「新編武蔵風土記稿」にも紹介されている．泉

温は60℃ （鈴木， 1888),15-19℃である（三土， 1932;

矢嶋， 1936;今井， 1973)．鹿の湯温泉の成分は ，東京

府西多摩郡役場 (1913)，藤本 ・小林 (1957)，国分 ・増

尾 (1961)，金原 (1992)，角田 (1994)に示されている ．

村山温泉 武蔵村山市本町にあるメタ硼酸含有温泉で，

公営の温泉公衆浴場がある．温泉は地下 1,600mから汲

み上げたもので，泉温は， 22.9℃である ．
こだいら

小平温泉 小平市小川町にあるナトリウムー塩化物・炭酸

水素温泉で，‘温泉公衆浴場がある ．泉温は ，34.8℃で

ある．

多摩湖温泉 東村山市多摩湖町にある総鉄含有温泉で，

付近の老人ホーム等に配送している ．泉温は 16.1℃で

ある．

立川温泉 かつて立川市錦町の国道 20号線日野橋交差

点西に温泉公衆浴場があったが ，昭和 47(1972)年に閉

鎖されている（角田， 1994)．温泉は地下 2,000mから汲

み上げていた．泉温は 18℃，湧出量は 141／分であっ

た（黒田ほか ，1972)．立川温泉の成分は黒田ほか (1972)

に示されている．

13. 3 名勝・史跡

13. 3. 1 鍾乳洞

本間の穴 青梅市成木の成木川の右岸（地点 2) にある

鍾乳洞で，秩父帯成木ユニットのレンズ状の石灰岩体を

基岩とする．支流の正木沢との比高は約 7m,総延長は

約 14m,洞口から洞窟内の最も低所までの比高は約 4m

である（角田， 1987b,1989b)．洞口付近では江戸時代

から明治時代初期に石灰石が採掘されていた（角田，

1987b, 1989b)．本間の穴は南高麗郷土史研究会 (1996)

にも取り上げられている ．

玉の内鍾乳洞 日の出町大久野玉の内のニッ塚川の右岸

（地点 39) にある鍾乳洞で，秩父帯水ロユニットのレン

ズ状の石灰岩体を基岩とする．ニッ塚川との比高は約

54 m,総延長は約 139m,洞口から洞窟内の最も低所ま

での比高は約 38mである（角田， 1989b,1990b, 1992a). 

壁面には数段のノッチがあり，鍾乳石が見られる．現在

は入洞禁止である．洞内の地形は水島ほか (1988) に詳

しし‘・
きししま

弁天洞穴 あきる野市網代の貴志嶋神社の境内（地点

48) にある鍾乳洞で，秩父帯深沢ユニットのレンズ状の

チャート岩体を基岩とする ．総延長は約33m,洞口から

洞窟内の最も低所までの比高は約 6 mである（五日市町

第 1次網代弁天洞穴総合発掘調査団， 1974;水島ほか ，

1988 ;角田 ，1997c)．洞穴は古くから聖所として知ら

れ，「新編武蔵風土記稿」や 「皇国地誌網代村誌」な

どで取り上げられている．洞内からは，弥生時代以降の

考古遺物が産出する（角田 ，1997c)．なお ，角田 (1997c)
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じゃ（ そ

第13.2図仏子層中の蛇糞石
ぷ

契鉄鉱が沈着したサンドパイプ．場所は入間市仏
そ
子の入間川右岸（付図の地点 138)．ねじり鎌の長

さは 25cm. 

はこの洞穴が人工的なものである可能性を指摘してい

る．

13. 3. 2 その他

蛇石青梅市成木と黒沢の境界の吹上峠の北壁（地点

1)には，‘‘蛇石”と呼ばれる径 1.5mのチャートの巨礫

が2つあり，「新編武蔵風土記稿」，「武蔵名勝図絵」に

紹介されている．

蛉羹石川越図幅内の入間市イ、人『の入間川右岸（地点

138付近）では，仏子層のシルト層中に菱鉄鉱が沈着した

サンドパイプが見られる．これを地元の人は蛇糞石と呼

び，置物などに珍重している（第 13.2図）．

荒幡富士所沢市荒幡の荒幡富士市民の森（地点 127)

にある比高 10mの富士塚である．明治 33(1900)年に

竣工した．
さやまがいけ

狭山ヶ池瑞穂町箱根ヶ崎（地点 99)にある天然の池で

（第 13.3圏） ，立川断層の沈降側（西側）にあり ，その

発達は立川断層の活動と密接に関係していることが推測

される．江戸時代承応 2年 (1653年）以降，残堀川の助

水として貯水されている（角田， 1982b)．古くは“箱の

池’ ，ヽヽ麿の池”と呼ばれ（東京府， 1922)，地元では“い

けじろ”と呼ばれている（角田， 1982b)．平安時代の

第13.3図狭山ヶ池
瑞穂町箱根ヶ崎（付図の地点 99)の立川断層の沈

降側（西側）にある天然の池．

「枕草子」にも歌で詠まれ，「統日本紀」，「新編武蔵風土

記」，「武蔵名勝図絵J,「江戸名勝図絵」 ，「武蔵名所考」 ，

「武蔵野話」などに名勝として取り 上げられている．狭

山ヶ池の特徴，歴史は瑞穂町 (1974a)，村山 (1975)に詳

しし‘・

まいまいず井戸 ローム層と段丘堆積物からなる武蔵野

台地では，‘‘まいまいず井戸”と呼ばれる井戸が特徴的で

ある．羽村市五の神の五の神神社境内（地点 45)にはす

り鉢状の凹地の中に普通の井戸があり（裏表紙写真），

1961年まで共同井戸として使用されていた（河川環境管

理財団， 1986,2001)．すり鉢状の部分は直径約15m,深

さ約 6m,その下の普通の井戸は深さ約 7m,全体の深

さは地表から井戸底まで 12.4mである（河川環境管理財

団，1986,2001)．羽村町 (1974)，桜沢 (1975) によれ

ば，この井戸は鎌倉時代末期にはすでに存在していたと

されるが，角田 (2003a,b, 2004a, b) は固辺の集落の

成立過程から江戸時代に作られたと考えた．同様の井戸

は青梅市新町，あきる野市五日市，渕上，雨間，府中市

けやき通り，武蔵国府跡，埼玉県狭山市入曽にもあり，

かつては立川市砂川，小平市小川町にもあった（白石，

1917, 1936；齋藤， 1940；齋藤， 1949；吉村，1941b；掘

兼郷上誌編集委員会，1971；狭山市，1973,1989 ;大井

町，1976；矢嶋， 1978；桜沢， 1981；秋川市， 1983；舘，

1988；青梅市遺跡調査会， 1994；東京都，1994b；角田，

1995, 1996b, 2001b,2002b, 2003a, b, 2004a, b, c; 

深沢， 2003；伊藤， 2003;吉川， 2003).

玉川上水 下流部の暗渠を除いた約 30kmの部分は，平

成 15年に国の史跡に指定されている．その中で福生市

熊川の JR青梅線と八高線の合流地点付近（地点 47)の
，，ずくらいと'

古堀跡は“水喰土”と呼ばれ，玉川上水の開削に失敗し

て水がローム層中に吸い込まれたという言い伝えがある

（高崎， 1993など）．
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貝殻坂 立川市錦町の青柳面の段丘崖を下りる比高約 5

mの坂（地点 94)で，かつては連光寺層が露出し貝化石

を多産した．この坂は「武蔵野話」でも取り上げられて

しヽる．
ひきだ

六枚屏風 あきる野市引田の秋／1|右岸（地点 55付近）に

ある加住層からなる悪地地形で（第 6.13図），六曲屏風

を立てたような景観を呈する比高約 10-25mの 6本の

土柱からなる（藤本， 1932a；東京都， 1973,1998b；秋川

市，1983;清水， 1986,1988 ;目代，1996)．東京府

(1922)に紹介され，昭和 47年には東京都文化財として

指定された．この悪地地形の特徴，形成過程は清水

(1986, 1988)で論じられている ．

13. 4 自然災 害

13. 4. 1 地震

明治27年 6月20日の地震 M7.5の地震で，裳央は東京

都の東京湾北部（北緯 36゚，東経 136゚ ）である（宇佐美，

1975)．八王子市，府中市，青梅市で負傷者，家屋の破損

が生じた（宇佐美， 1975;青梅市 ，1977).

関東大地震 1923年 9月1日に発生した M7.9の地震

で，震央は神奈川県西部（北緯 35.2゚，東経 139.3゚）であ

る（宇佐美， 1996)．全体の死者は 10万5千人余り，全

半壊家屋 10万9千棟余り，焼失家屋 44万 7千棟余りで

ある（国立天文台， 2005).

地質調査所 (1926)による本図幅内の被害は，以下の

ようにまとめられる ．全半壊家屋があった地域は，東村

山市，小平市，国分寺市，昭島市中神，福笙市，入間市

東金子であり，そ こでの1到壊率は O.H.4％であった．ま

た，全半壊家屋はないが，納屋，木造倉庫に被害があっ

た地域は，清瀬市，東久留米市，東大和市，武蔵村山市 ，
しとさやま

瑞穂町箱根ヶ崎，冗狭山，青梅市青梅，霞，立川市砂川，

立川，昭島市拝島 ，羽村市，入間市入間 ，`農岡，宮寺，
と▲とかじ -しさし

金子，藤沢，冗加治，所沢市所沢 ，山口、 小手指，飯能

市飯能，加治である ．立川市街地では瓦の落下が著し
；；ざく

く，道路が 350mにわたって破損した．羽村市小作の製

紙工場では煙突の側壊があ った．

貝塚 •松田 (1982) は松沢 (1925) の被害報告をまと

めたそれによると，木造家屋の被害は東久留米市，東

村山市，小平市， 小金井市，国分寺市，国立市，府中市，

立川市組合，砂川 ，日野市，武蔵村山市 ，籍属市，八王

子市，所沢市所沢 ，吾妻，入間市宮寺 ，東金子，豊岡で

あったが，その被害率は多摩川以南を除いてほとんど
やは めぐりた

1 ％以下であ った 国立市谷保， 東村山市廻田町，多摩

湖町では液状化が生じた（小川 ・岡本 ，1996)．草花丘

陵の多摩川に面する急崖では大規模な崩落が生じた（角

田， 1999)．飯能市，入間市，所沢市の被害は小池 (1971,

1973)，埼玉県 (1974)，府中市の被害は府中市 (1974), 

立川市から八王子市の被害は渡辺 (1984) にも記されて

しヽる．

西埼玉地震 1931年 9月21日に発生した M6.9の地震

で，震央は埼玉県西部（北緯 36.15゚，東経 139.23゚ ）であ

る（宇佐美， 1996)．地震を発生させた活断層は ，埼玉

県北部の櫛引斯層（松田時彦， 1974)とされている (Abe,

1974)．全体の死者は16名，全壊家屋は 207棟である（国

立天文台， 2005)．西埼玉地震の概要は， 国富 (1931),

那須 (1931)にまとめられている．

本図幅地域の被害は以下のようにまとめられる（熊谷

測候所， 1931；地震学会， 1931)．所沢市は，募石の転側，

鳥居の倒壊，建物の壁の亀裂が生じた．飯能市では井戸

水の混澗，地割れ，地鳴りが生じた．また ，あきる野市

（旧五日市町）では道路の亀裂が生じた．

青梅地裳 1994年 12月19日15時54分に発生した M4.4

の地震で，震央は青梅市西部（北緯 35.83゚，東経 139.20°)

である（国立天文台， 2005)．震源の深さは 0.7kmであ

る（岡田， 1995)．震源の場所から，この地震は立川断

層の活動によるものではない． 青梅市内では募石の移動

や公共建築物の窓ガラスの破損が生じた（角田， 1996c).

13. 4. 2 斜面崩壊

本図幅内の急傾斜危険区域は，青梅市千ヶ瀬町，長淵，

あきる野市草花上折立から下折立，草花森山玉川向，山

田，府中市日新町の 6箇所である（角田ほか， 1996).

1960-70年代には，台風や集中豪雨を素因とする崩壊は

成木川，黒沢／1|沿いの山地斜面， 青梅市の本町の永山公

園の尾根，福生市熊川 ，福生の段丘崖，あ きる野市網代

の斜面，昭島市中神の段丘龍で発生した（鈴木， 1972; 
まんじ

青梅市，1977)．また， 青梅市友田町の満地峠 ，黒沢の吹
ねかぷ

上峠では豪雨の度に崩壊が発生し，青梅市根ヶ布では造

成地の整備不良による崩壊が発生していた（鈴木，

1972)．中山 (1973)は，昭和 43(1968)年～ 48(1973) 

年の 5年間の西多摩地域の斜面崩壊をまとめた．それに

よると，本図幅内で台風による斜面崩壊が生じた場所と

して，成木川支流の黒沢川沿い，青梅市の多摩川右岸が

挙げら れている．現在でも草花丘陵の大荷田層，加住丘

陵の加住層からなる急崖では， 豪雨の際に表層崩壊が生

じている．東京都では土砂災害の危険地区がまとめられ

ている（東京都，2000c,2004b)．また，多摩地区の急傾

斜危険箇所の特徴の把握と危険度評価がなされている

（中山・松村，2006).
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General remarks 

The Ome District of a quadrangle of latitude 35° 40'11"6 to 50'11"6 and longitude 139 °14 ' 48 "5 to 29' 48" 4 in WBS 84, 
is located on the boundary between the Kanto Mountains and Kanto Plain, central Japan. Hills and uplands with minor 
contribution of mountains characterize the geomorphology of this district. The eastern flank of Kanto Mountains overlies 
the accretionary complex of Jurassic to Early Cretaceous Chichibu and Cretaceous Shimanto Terranes, and the Miocene 
marine sedimentary rocks of Istukaichi-machi Group occur in the Itsukaichi area. The western margin hills of the Kanto 
Plain consist mainly of Pliocene to Early Pleistocene fluvial and marine sediments that underlie the late Early to Middle 
Pleistocene higher terrace deposits. Uplands are composed of late Middle Pleistocene to Holocene fluvial sediments, divided 
into the Tokorozawa, Musashino, Tachikawa and Holocene terrace deposits. Tephric loess with maximum thickness 30 min 
the Kanto Plain is designated as the "Kanto Loam" and overlies hills and uplands. Modern alluvial fan and flood plain 
deposits develop along the trunk streams. 

Jurassic sedimentary complex of the Chichibu Terrane 

Jurassic sedimentary complex of the Chichibu Terrane is distributed in the western area of Orne District, divided into 
following six units; the Nakata, Nitayama, Minokuchi, Raidenyama, Narild and Fukasawa Units. All units are characterized 
by a mixed rock facies which is composed of slabs and blocks of sandstone, interbedded sandstone and mudstone, chert, 
limestone, basalt lava and volcaniclastic rocks within muddy matrix. The Nakata and Raidenyama Units are dominated by 
slabs and blocks of sandstone. Sandstone of the Raidenyama Unit is occasionally accompanied with a conglomerate. The 
Nitayama, Narild and Fukazawa Units are characterized by the ordinary mixed rock facies with slabs and blocks of 
sandstone, chert, limestone and volcaniclastc rocks. The Minokuchi Unit is characterized by the tectonic m?lange with 
sheared mixed rocks including slabs and blocks of the Triassic shallow marine sediments and the ultramafic rocks. Based 
on occurrence of radiolarian fossils from mudstone, sedimentary ages of five units except the Minokuchi Unit range from 
Pliensbachian to Kimmeridgian, while the Minokuchi Unit unknown. 

Cretaceous sedimentary complexes of the Shimanto Terrane 

Cretaceous sedimentary complex (Kobotoke Complex) of the Shimanto Terrane is distributed in the southwestern area 
of the Orne District. The complex is divided into the Miyama and Bomborigawa Units. The Miyama Unit is occupied at the 
northeastern margin of theKobotoke Complex. The Unit is predominantly of sandy phyllite, black and green phyllite 
representing a mixed rock facies. The Bomborigawa Unit consists of sandstone, interbedded sandstone and mudstone, and 
conglomerate regarded as a coherent facies. Based on occurrence of radiolarian fossils, the sedimentary age of Bomborigawa 
Unit ranges from Albian to Campanian, while the Miyama Unit unknown. The Kobotoke Complex es strikes usually a NW
SE trend and dips northeastward, while the Miyama and Bomborugawa Units dip southwestward in the Ome District. 

Miocene 

The Middle Miocene Itsukaichi-machi Group distributed in the Itsukaichi Basin is divided into the Aldkawa and Ajiro 

Institute of Gology and Geoinformation 

Geological Museum, Public Relations Department 

- 183 -



Formations in ascending order. The Akikawa Formation unconformably overlies Jurassic accretionary complexes of the 
Chichibu Terrane, and has a fault contact with Cretaceous accretionary complexes of the Shimanto Terrane. The Akikawa 
Formation is lithologically divided into seven members; the Sajikami Conglomerate, Kosho Mudstone, Habu Tuff, Tateya 
Mudstone, Takao Tuff, Ina Sandstone and Yokozawa Sandstone and Mudstone Members. Total thickness of the Akikawa 
Formation varies from 1,400 to 2,500m. These members exhibit abundant molluscan fossils, benthonic and planctonic 
foraminifera, calcareous nannofossil and fossil ophiuroids. The Ajiro Formation 700 m thick is a nonmarine sequence of 
subangular to subrounded conglomerate that unconformably overlies the Akikawa Formation. 

Pliocene and Lower Pleistocene 

Based on the correlation of widespread tephra, FT ages and paleomagnetic polarity, Pliocene and Lower Pleistocene in 
the Orne District is a correlative of the Kazusa and Miura Groups in the Boso Peninsula, southeast Kanto area, central Japan, 
and the formation ages with the same facies are not identical. This study, therefore, does not use the term "Kazusa Group" 
and defines formations in each hill. 

Pliocene and Lower Pleistocene gently dips eastward and is divided into three facies in each hill; fluvial silt and angular 
gravels, fluvial rounded gravels, and eustasy-influenced sequences composed mainly of marine silt, sand and gravels, in 
ascending order. The latest Early Pliocene to early Early Pleistocene fluvial silt and angular gravels compose the Nariki
gawa, Osoki, Tomoda, Yamada and Ongata Formations, those which occur spottedly near the mountain front. The fluvial 
rounded gravels of the early to late Late Pliocene Nihondake, Tomioka, Hanno, Onita and Kasumi Formations dominate each 
hill and overlie unconformably the fluvial silt and angular gravels. The eustasy-influenced sequences develop basinward and 
lie conformably on the fluvial rounded gravels ; this facies includes the Late Pliocene to late Early Pleistocene Bushi, Komiya, 
Fukushima, Oyamada, Renkoji and Sayama Formations. Note that the Bushi Formation comprises five sequences defined as 
a member, while the other formations one sequence. This structure and facies variation would reflect the post Pliocene 
mountain uplift and basin development. 

Middle and Upper Pleistocene, and Holocene 

Latest Eraly Pleistocene to Holocene fluvial terrace deposits occur in a part of hills and all uplands. Except the Orne 
Formation, the terrace deposits are composed of gravel beds less than 10 m thick. Latest Early to middle Middle Pleistocene 
higher terrace deposits lie on the easternmost Kaji and Kasumi Hills, and whole Sayama Hills, and desigated as the Toyooka, 
Imokubo and Mine Formations, respectively. Latest Middle Pleistocene (Marine Isotope Stage 6, MIS6) Tokorozawa terrace 
deposit (fokorozawa Formation) composes parts of the Musashino and Hino Uplands. The Middle to Late Pleistocene Orne 
Formation buries valleys under the Musashino and Akiru Uplands. Late Pleistocene Musashino and Tachikawa terrace 
deposits stand on the main uplands, divided into seven (Narimasu, Kodaira, Akabane, Nakadai, Kuromegawa, Kumegawa 
and Karaborigawa) and four (Tachikawa 1, Tachikawa 2, Aoyagi and Toshitorazu) formations, respectively. Latest 
Pleistocene to Holocene terrace deposits are restricted to the upland margin, divided into eleven formations (Midorimachi, 
Haijima, Kawasaki, Kamiyashiki, Amagase, Hatakenaka, Chigase, Rinsenji, Yashiro and City Museum Formations). Modern 
alluvial fan and flood plain deposits along the trunk streams consist of gravel dune and abandoned channel deposits, and 
levee, abandoned channel and back marsh deposits, respectively. Late Pleistocene landslide and lucstrine deposits develop 
on the east margin of Kanto Mountains, and near the central Tachikawa fault, respectively. 

Active fault 

The active Tachikawa fault has a NNW-SSE trend and 21 km in length, extending from the north Orne to south 
Tachikawa area. The fault has displaced the Tokorozawa, Musashino, Tachikawa, and Holocene terraces since latest Middle 
Pleistocene. However, the most recent event and recurrent interval are still controversial. The behavioral change from 
normal to thrust faulting suggests the post Middle Miocene tectonic inversion. Other faults in the Orne District would be 
inactive. 

Economic geology 

The lower Bushi Formation occupies the only lignite mine in Japan that persist for more than hundred years. 
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Legend 

□ Holocene terrace and riverbed deposits 

D Tachikawa terrace deposits 

D Musashino terrace deposits by remnant streams 

Musashino terrace deposits 

■ Tokorozawa Formation 

Higher terrace deposits 

Pliocene and Lower Pleistocene 
(mainly composed of marine sediments) 

J J Pliocene and Lower Pleistocene 
· · · · · · (fluvial rounded gravels) 

■ Pliocene and Lower Pleistocene 
(fluvial silt and angular gravels) 
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- Ajiro Formation 
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] ltsukaichi-machi Group 

~ Shimanto Terrane 

M, Miyama Unit; B,Bomborigawa Unit 

~ Chichibu Terrane 

F, Fukazawa Unit; Mn, Minokuchi Unit; 
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Nt, Nitayama Unit; R, Raidenyama Unit 

Fig. 1 Outline of geology of the Orne District. 
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Fig. 2 Summarized stratigraphy of the Chichibu and Shimanto Terranes, and the Istukaichi-machi Group 
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Fig. 3 Summarized stratigraphy of the Pliocene and Quaternary in the Orne Dish-ict 
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